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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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夢想




　　　　一




　話きまって一ひと月つきの後、お綾あやは上うえ田だへ輿こし入いれした。手早く運ぶ必要があった。手のびしてはまたどんな支障が生ずるかわからないのである。景かげ虎とらはお綾あやの化け粧しよう料りように五千貫がんの知ち行ぎようを持参させた。不幸であった娘時代をいくらかでもつぐなってやりたいのであった。

　さらに一ひと月つき立って、秋のはじめ、まず房ふさ景かげが春日かすが山やまに出しゆつ仕しした。

　「なかよう暮らしているわ。わしも安心じゃ。いつあの世に行っても心のこりないてや」

　と、房ふさ景かげは言った。本心からそう思っているようであった。さらに人のよげな老人に見えた。

　「心細いことを仰おおせられんで、いつまでも達たつ者しやでいてくだされ。お前様は一族中のただ一人の長老であります。別して長生きなされて、いろいろとお世話いただかねばなりません」

　と、景かげ虎とらは言った。心にもないことを言っているつもりではなかった。

　「はは、うれしいことを言うてたもるわ」

　房ふさ景かげはほくほくと笑った。

　房ふさ景かげがかえるとすぐ、政まさ景かげが出て来た。これも現在の境きよう遇ぐうに満足しきって、何の不足もなげな様子であった。

　その政まさ景かげが言った。

　「景かげ虎とら殿、こんどはおことが奥おく方がたをもらいなさらねばならぬ番ですぞ」

　「まだ早うござる。わしはやっとはたちじゃすけ」

　と景かげ虎とらは答えた。きまりが悪くてならない。この際そんなことでは子供じみて、守しゆ護ご代だいという職分にもふさわしくないと思いながらも、どうしようもない。

　「はたちなら早いことはござらぬ。いずれは持たねばすまぬものじゃ。早いなどと言わんで、まじめに考えていただきとうござる。綾あやとも相談して、またまいる」

　と言って、政まさ景かげは上うえ田だへかえった。

　そのあと、政まさ景かげが言いおいたのであろうか、景かげ虎とらの側そつ近きんの豪ごう傑けつ連れんがおりにふれて、景かげ虎とらに言う。

　「お年ごろであります。奥おく方がたをお迎えなさるべきでございましょう。そうあってこそ、殿とのにたいする世の見る目も、国ざむらいの心おきも、いっそうなものとなってまいりましょう」

　と、いうのだ。そのたびに、

　「まだだ、まだだ。やっと国内が平均したばかりじゃ。あわてることはないぞ。まるで、女によう房ぼうをもらうために、これまで車しや輪りんになって働いてきたようなことを、汝わいらは言うの」

　と笑ってしりぞけた。

　こんな話の出る時、景かげ虎とらの胸には、琵び琶わ島じま城の乃な美みの姿が思い浮かんだ。彼がこれまで見た女性のなかで妻にしたい女があるとすれば、乃な美み以外にはなかった。しかし、彼にはあるおそれがあった。乃な美みは気が進まないのではないかと思うのだ。彼がくれよと言えば、定さだ行ゆきは承しよう諾だくするにちがいないし、定さだ行ゆきさえ承しよう諾だくすればまとまる縁えんではある。結婚は家と家とのもので、女の意志は問わないことになっているのだから。しかし、乃な美み自身が心からよろこんで来るとは思われない。乃な美みは彼を夫として見ることはできないにちがいないと、彼には考えられるのだ。

　乃な美みにきらわれているとは思わない。彼女がある種の好意を持っていることは疑いない。しかし、それは姉の弟にたいする、一種の優ゆう越えつ感をもっての愛情で、女の男にたいする愛情ではないような気がする。乃な美みに関する記憶のどれもこれも、彼女が常に一格上の余よ裕ゆうのある態度で自分に接したことばかりだ。

　「乃な美みはおれより一つ上のはずだ。たった一つだが、人なみすぐれてかしこいせいであろうか、いつも姉あねさまぶっていた」

　世の中には、年とし上うえの女によう房ぼうを持って、それで十分うまくいっている例が少なくないことは彼も知っている。早い話が、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう夫ふう婦ふだ。たしか松まつ江えは弥や太た郎ろうより三つ四つ年上のはずだが、この上ない円えん満まんな夫ふう婦ふだ。しかし、これは弥や太た郎ろうがあんな男だし、松まつ江えがあんな女であるからで、つまりは人によろう。

　この意味では、自分と乃な美みぐらい不適当な組み合わせはないであろう。自分は何なんぴとにも頭をおさえられたくない性質だし、乃な美みはまた乃な美みであの目から鼻にぬけるようなかしこさは、とうてい年とし下したの夫の手た綱づなの下におとなしく服従しているだろうとは思えないのだ。

　「われ人ともに不幸になることかもしれん。その上、そうなっては、定さだ行ゆきとおれとのなかもおかしなものになる。婚こん姻いんというものは、うまくいけば両家をますます強く結ぶきずなになるが、悪くすれば、親しかった両家を引きはなすことにもなる……」

　景かげ虎とらは気の弱い性質ではない。たいていなことに、失敗の可能性より、成功の可能性の方が多く考えられる性質だ。つまり、強つよ気きな人間だ。それは天てん性せいでもあったが、挙きよ兵へい以来計画すればかならず成り、戦えばかならず勝ったことによって、いっそう自信に満ちた性質になっている。しかし、このことについては、自分でもおどろくほど悲観的な予想しか立たないのであった。

　はきつかないこの気持ちは、われながら不愉快であった。一夜、彼は猛もう然ぜんとして思い立った。

　「乃な美みに会おうて、じかに聞いてみれば、それでわかるでないか。ひとりでうじうじと思いめぐらして苦しむことはない。よし、明あ日すにも琵び琶わ島じまに行こう」

　鬱うつ屈くつは晴れ、すがすがといい気持ちになって、寝しんについた。




　　　　二




　夢を見た。

　場所は琵び琶わ島じま城内であった。屛へいに沿うて、若葉がすずしげな蔭かげをつくっているだらだら坂がある。ところどころ岩の頭が飛び出している小こ径みちだ。景かげ虎とらはその径みちをあえぎあえぎ、少し汗あせばんでのぼっていた。たえず笛の音ねが聞こえてくる。飄ひよう逸いつで、滑こつ稽けいな感じの曲だ。この曲を吹いているところに、彼は行かなければならないと思いつめている。吹いている人に会って、その曲を教えてもらわなければならないことになっているのだ。彼もまた一管の笛を、汗のにじむほど片手ににぎりしめているのであった。

　しかし、行っても行ってもだらだら坂はつづいて、なかなかそこへ行けない。いく度も足をとめ、ずっとつづいている坂道を見上げては、長い息をついた。

　「もう行くのはやめよう。たかが笛だ。武将にとってかならず心こころ得えねばならんものではない」

　とも考えたが、その間も、笛は聞こえてくる。軽快でおどり立つようなその曲は、誘いざなうようであり、そそのかすようだ。

　景かげ虎とらは気力をふるいおこしては、エイサ、エイサとのぼりつづけた。いく度目の時であったろうか、ふと見上げると、はるかな坂の上に豆まめ粒つぶのように見えてあらわれた人ひと影かげが、見る間に近づいて来て、目の前に立った。長い白いひげを生やし、甲かつ冑ちゆうを着て、上の曲がりくねった長い杖つえをついている。

　景かげ虎とらはそれを上うえ田だの房ふさ景かげであるとばかり思っていたが、老人はその長い杖つえをつきしめると、

　「わしは毘び沙しや門もん天てんじゃ」

　と言った。

　「えッ！」

　こちらはおどろいて見上げた。

　老人は笑った。

　「そなた、どこへ行くのじゃ。この道はそなたの行く道ではないぞ。この道を行けば、そなた、きっと後悔することになるぞ」

　「どうしてでしょう」

　と、景かげ虎とらは聞きかえしたが、そこで目がさめた。

　夜はまだ深く、寝ね間まをとりまいて、さまざまの虫の声に満たされていた。ひとしきりひとしきり、驟しゆう雨うのおそってくるように鳴き立てるのだ。

　「ああ、夢か……」

　全身に浮いている汗あせを感じながら、景かげ虎とらはつぶやいた。

　景かげ虎とらは細めたともし灯びがおぼろに照らしている天てん井じようを仰ぎながら、いま見た夢を思い出していた。隅すみから隅すみまで、はっきりと覚えている。

　（笛の音ねと毘び沙しや門もん天てんとは、妙みようなとり合わせじゃわ）

　と思った。もとより、これを夢知らせなどとは考えない。しかし、笛の音ねが乃な美みを意味し、毘び沙しや門もん天てんが自分の誇りを意味しているのではないかとは思った。

　（おれはよほどに乃な美みをにが手にしているらしい）

　と、苦く笑しようした。

　（にが手とあっては、ぜひ行って、正面からあたってくだけてみねばならん）

　かえって、闘とう志しに似たものが湧わいてきた。

　翌日早朝、景かげ虎とらは、急に思い立ったことがあると言って、琵び琶わ島じまに向かった。わずかに三人の従じゆう騎きと小こ者もの二人を連れただけの微行しのびすがたであった。

　正午ひるごろ、朔つい日たち峠とうげをこえて山やま下したの村の入り口にさしかかると、村の様子がおかしい。馬を乗りとどめて、しばらく様子をうかがった。一軒一軒の家が木立ちにつつまれ、その間を一筋の道がつづいて、見るからに静かでおちついた村であるのに、へんなざわめきが村中をこめている。

　はてな、と小こ首くびをひねる間もなく、その静かな家々から、人々がはじけ出すようにとび出して、通りを向こうに走って行きはじめた。手てン手でに天てん秤びん棒ぼうだ、鎌かまだ、鉈なただというようなものをつかんでいるのだ。何やら口々にどなり立てているが、何をいっているのかわからない。

　女子供も飛び出して来た。子供らが走って行きたがるのを、女らはけんめいに引きとめている。

　ただごとではなかった。盗人ぬすつとか、強ごう盗とうか、旅のいたずらものが見つかったにちがいないと思われた。

　景かげ虎とらは馬をすすめ、最初の家の前に群れている女子供の前でとまった。

　「おい」

　と声をかけた。

　びっくりして、ふりかえった、夢む中ちゆうになって先方を眺ながめていたので、景かげ虎とららの近づいて来たのがわからなかったらしかった。

　「何がおこったのだ」

　返事はせず、あわてて土ど下げ座ざした。しのびすがたではあるが、身分高い武士であることはわかるのである。

　「返答せい。何がおこったのだ」

　「人殺しでごぜえますら」

　色の黒い、かじかんだような小さい老ろう婆ばがやっと答えた。

　「村の者か、わきから来た者か」

　「村の者ですら」

　「だれを殺したのだ」

　「二人殺しましたら。村はずれのお堂にこもっていますら」

　「二人も？」

　「へえ」

　「だれとだれを殺したのだ」

　返事しない。ぴたッと口をとじて、陰いん気きな顔になり、自分のひざを見つめていた。ふたをして砂じや利りの間にへばりついている川かわ螺にしのようであった。

　とてもこれ以上のことは聞き出せないと思ったので、馬を進めたが、おどろいたことに、行く手の家々の前に群れていた女子供が全部見えなくなっていた。聞きただされることを厭いとってのことに相そう違いなかった。ふりかえってみると、今の者どもも姿を消していた。苦笑せずにおられなかった。

　それでも、わいわいいう声が、ずっと向こうに聞こえる。行けばわかるにちがいなかった。急ぐ合あい図ずを従じゆう騎きらにして、馬を走らせた。

　村を出はずれて少し行くと、川がある。道は川に沿って下流に向かって走っているのであるが、その道と川とが平行になろうとする近くに椀わんを伏ふせたような小さな山があり、上に赤松が数株あり、草くさ葺ぶきのお堂があった。

　村人らはそのお堂から麓ふもとにかけてとり巻き、わいわいさわいでいたが、景かげ虎とららが近づいて来るのを見て、ぴたりとしずまった。

　景かげ虎とらは十間けんばかりのところまで行って、従じゆう騎きをふりかえった。

　「二、三人連れてまいれ。村むら役やくか何か、口のきける者がよいぞ」

　「はっ」

　一人が馬を走らせて行った。しばらくぐずぐずと押し問答するようであったが、間もなく二人連れて来た。連れに行った者が、こちらの身分を告げたのであろう、二人とも恐怖しきった顔であった。景かげ虎とらの側まで来ると、へたへたとひざをおって、はいつくばった。快晴の秋の日のつづく路面にはこまかな埃ほこりが厚くつんでいる。それが煙のように舞い立った。

　景かげ虎とらは馬をおり、二人の前に立った。

　「人をふたりも殺したのじゃそうだが、村の者じゃとの」

　百ひやく姓しようらは口では答えない。ひたいをほこりにうずめるように平へい伏ふくした。

　「だれを殺したのじゃ。顔を上げてこたえい」

　何やらもごもごといったが、よくわからない。

　「顔をあげて言えい。よくわからんぞ」

　「へえ」

　少しばかり上げる。ひたいに白くほこりがついていた。

　「太た郎ろ兵べ衛えとおさわを殺しましてございます。鎌かまで斬きりましたら。はじめに太た郎ろ兵べ衛えを斬きり、次におさわの首を搔かっ切りましたら」

　と、一人が言うと、一人がつけ加えた。

　「髪を左手にからんで、右につかんだ鎌かまをのど首にあてがって、ざくりと引き切りましたら。ちょうろ稲いね株かぶを切るようでごぜえましたら」

　手まねまでして、ひどく熱心な説明であった。

　「殺したのはだれだ」

　「次じ郎ろ兵べ衛えですら。太た郎ろ兵べ衛えの弟ですら」

　「なんじゃと？　殺した者と殺された者は兄弟か」

　「へえ、兄弟ですら」

　「おさわというのは？」

　「次じ郎ろ兵べ衛えの女によう房ぼうですら」

　「わが女によう房ぼうと兄を殺したのか」

　「へえ。かねてから二人があやしいといううわさはごぜえましたらが、とうとう現場を見たのでごぜえましょう、やりましたら」

　いきなり、頰ほおをひっぱたかれたような衝しよう撃げきがあった。景かげ虎とらは口をきかず、赤松の疎そ林りんにかこまれているお堂を凝ぎよう視ししていた。そこをとり巻いている群衆は、しずまりかえっている。こちらの身分がわかったので、どういうことになるかと、かたずをのんでいるふうであった。

　やがて、景かげ虎とらはいった。

　「不義者を成せい敗ばいしたわけだな」

　「へえ」

　「その方ども、なぜこんなにさわぐのだ。不義者成せい敗ばいは、おきてによってゆるされていることだぞ。よも知らんことはあるまい」

　「知ってはおりますら。けろも、相手が兄ですけ。兄殺しは親殺しと同じですら」

　百ひやく姓しようどもとしては、判断に迷うのは道理であった。いやいや、景かげ虎とらにしても迷わざるをえない。

　しばらく思案した。自分のこととして考えてみた。男として、殺さずにおられないと思った。弟の妻を奪うような者は人間ではない。人間でない者が人間の兄である道理はないという理り窟くつが、そのあとにつづいた。

　「このさばき、おれがつけてやる」

　景かげ虎とらは高こう声じようにさけんで、そこに向かって歩き出したが、その時、堂をとりまいている人々がいっせいに声を上げてひしめいた。

　「死んら、死んら！」

　「のどぶえ切って死んらぞい！」

　とさけぶのだ。

　（しまった！）

　舌した打うちして、走り出した。人々は水のひくように道をあけてくれた。赤あか土つちの小こ径みちを走り上って堂の前につくと、その近くにいた百ひやく姓しようらが心こころ得えて、堂の戸をあけてくれた。

　野の良ら着ぎすがたの百ひやく姓しようが、一面の血のたまりの中に、うつ伏ぶせになって、微かすかにうめいていた。血はのどの血管からまだこんこんとして泉のように流れつづき、血にそんだ右手は大おお鎌がまの柄えをきびしくつかんでいた。

　前に、首が二つすえてある。男と女の首。切り口を下にして板じきにすえられ、自殺者の血にひたされていた。

　景かげ虎とらはその前に立って、きびしく沈ちん鬱うつな目で凝ぎよう視ししていた。

　「この者はしょせん助からぬ。生きていれば、罪にはせぬのであったに、気のどくなことをした。死んだらば、手厚く葬ほうむってとらせい」

　やがて、景かげ虎とらはこう言い、村むら長おさを呼び出して鳥ちよう目もくをあたえ、引かれて来た馬に乗ったが、先へは進まなかった。

　「気がかわった。帰る」

　従じゆう騎きらに言って、馬ば首しゆをかえした。

　春日かすが山やまへはとっぷり暮れてから帰りついた。城へは帰らず、毘び沙しや門もん堂に行った。

　「心しん願がんの筋すじがある。おこもりしたい。護ご摩まを焚たいてくれい」

　と寺じ僧そうに頼んで、終夜本ほん尊ぞんの前に端たん座ざしつづけた。

　以前から、彼は男女の愛欲にたいして一種の潔けつ癖ぺき感がある。それが彼を二十という年まで女に触れさせなかった。それは、この時代としては信ぜられないくらいめずらしいことなのである。彼には、男女の愛欲とは、得え体たいの知れない気き味みわるさをもった、どろどろな泥どろ沼ぬまのように思える。多数の剛ごう勇ゆうな男がこの泥どろ沼ぬまに足をさらわれて柔にゆう弱じやく臆おく病びようになり、多くの正義の念に強い男が溺おぼれて不ふ義ぎ非ひ道どうの徒となったというのは、説明のできる気き味みわるさだが、そのほかに何とも名めい状じようのできない不安で不快なおそろしさがあるような気がする。

　乃な美みのことを思う時、この気持ちは消え薄れていたが、今日途中であの事件にあって、もっとも鮮せん烈れつなものとなってよみがえってきた。

　彼は昨夜の夢を単なる雑ざつ夢むと考えることができなくなった。

　「真の啓けい示じであるかどうか、たしかめたい」

　と、思い立ったのであった。




　　　　三




　堂内には住職と景かげ虎とらしかいなかった。余よ人じんの入るのを禁止したのであった。

　住職は四十を少し越した年ねん輩ぱいで、僧そう侶りよに似合わしからず魁かい偉いな容よう貌ぼうと体格の人物だ。純白な浄じよう衣えを着、無患むくろ子じの大おお念ねん珠じゆを左の手首にかけ、不ふ動どう明みよう王おうの剣の印いんをむすんで、礼らい盤ばんに趺ふ坐ざしていた。たえず微び声せいに陀だ羅ら尼にを誦じゆし、ときどき印いんをといては乳ち木ぎをつかんで火か炉ろに投げ入れた。そのたびに煙は新たな勢いを得て立ちのぼった。

　景かげ虎とらは礼らい盤ばんからななめ横の少し退さがった位置に円えん座ざをしいてもらい、住職にならって結けつ跏か趺ふ坐ざしていた。きびしく合がつ掌しようはしていたが、にらむようにするどい目で、本ほん尊ぞんを凝ぎよう視ししつづけた。

　香こう煙えんと護ご摩まの煙とを全身に這はい上らせている本ほん尊ぞんは等身より少し大きかった。昔は彩さい色しきしてあったにちがいないが、色どりは剝はげ、真っ黒に煤すすけて、西さい域いき風ふうの甲かつ冑ちゆうの刻み目もおぼろであった。両眼だけが光っていた。眼めの胡ご粉ふんだけが白くのこっている上に、ひとみに水すい晶しようでも入れてあるのだろうか、ときどき灯とう明みようの穂ほ先さきがゆらぐと、射るような光をきらりと放った。いのちあって、サッと顔をふり向けて凝ぎよう視しするかと疑われるほどであった。

　秋も最も中なかだ。堂の周囲はさまざまな虫の音ねに満たされ、それが一つのリズムをつくっていた。低い調子からしだいに高い調子に移り、上りつめるとしだいに低くなり、ついにはすっかり聞こえなくなる。これが飽あきずにくりかえされていた。住職の陀だ羅ら尼にはその間を、つぶやくような低い声で、高低もなく、きれ目もなく、単調に、どこまでもつづいた。

　夜がふけるにつれて、冷気がひしひしとしみてくる。肩もつめたければ、手足の先もつめたく、ひざもつめたく、背中もつめたい。腹までつめたくなってくる。だんだん知ち覚かくがなくなるにつれて、ときどき住職の陀だ羅ら尼にが遠のき、茫ぼうと目の前に霧きりがかかるように感ずることがあった。

　べつだん眠いと感じていたわけではなかったが、こうなるのは眠りかけているにちがいないと思った。

　（眠ってはいかん。おれは毘び沙しや門もん天てんと対決しなければならんのだ！）

　そのたびに心をひきしめ、大きく眼めをみひらいた。

　奇き蹟せきはそうした時におこった。いく度目か、大きく眼めをみひらいた時に、護ご摩まの煙がひときわ濃こく立ちのぼり、尊そん像ぞうを霧きりのようにおしつつんだが、その煙を射つらぬくように、尊そん像ぞうの両りよう眼がんがかがやいたかと思うと、尊そん像ぞうはゆらりと歩をおこして目の前に来た。

　あっと思う間もない。異い国こく風ふうな籠こ手てをはめたもろ腕は三みつ叉またの戟ほこの柄えをかえして、ぴたりと景かげ虎とらの首くび筋すじをおさえた。石づきは肝きもにこたえるほど強い力にみち、またつめたかった。憤ふん怒ぬの目でにらんで、言った。

　「そなたはおれが権ごん化げじゃほどに、かくべつ目をかけていてつかわしているに、いっこうにそれがわからぬ。昨夜のことも、せっかく夢ゆめ枕まくらに立ってまで教えてつかわしたのじゃに、信じようとせぬ。そのようなことでは、啓けい示じもせんない。以後も今の疑い深さを通すつもりならば、もう教えてやらぬぞ。どうじゃ、どうじゃ……」

　もみこむように、ぎゅうぎゅうおさえつける。おそろしい力だ。景かげ虎とらは身動き一つできなかった。せいいっぱいの努力でこらえながら、口はきかなかった。わびる気はしない。啓けい示じなら啓けい示じらしく、はっきりと示すがよい、普通の夢とかわりないあらわれ方をして、信じないのが悪いとは圧あつ制せいきわまると、心しん中ちゆう腹を立てていたが、何としても肩の重圧はたえがたい。骨がくだけるかと痛かった。

　きりきりと歯を食いしばってこらえていると、肩をつかんではげしくゆすぶられていることに気がついた。

　「いかがなされました。いかがなされました。これはしたり……」

　遠いところから、こんな声が近づいて来たかと思うと、目がさめた。

　「お気がつきましたか。どうなすったのでございます。きついうなされようでございましたよ」

　住職であった。のぞきこんでいる目が心配げであった。

　景かげ虎とらはほっと息をついて、本ほん尊ぞんの方を見た。前と少しもかわらない姿で、かすかな煙につつまれて立っていた。

　（あれが啓けい示じだったのか）

　と、思った時、尊そん像ぞうの目がきらりと光り、微び笑しようしたようであった。

　覚えず、合がつ掌しようして、口ずさんだ。

　「南な無む帰き命みよう頂ちよう礼らい毘び沙しや門もん天てん……」

　もう啓けい示じであったことを信じて疑わなかった。敬けい虔けんな念おもいが泉のように胸に湧わき、みうちにみちひろがってくるのを感じていた。全身に汗あせが浮き、ひたいの汗あせがしずくをなしてしたたった。

　しばらくして、景かげ虎とらは毘び沙しや門もん堂を出た。夜はまだ暗かった。家来どもの待っている庫く裏りを避さけて、脇わき門もんから境けい内だいを出て、田たん圃ぼの方へ道をとった。

　しとどな露をおいた道みち草くさを踏みしだいて行く景かげ虎とらの眼前には乃な美みの姿がある。笛をかまえて月にむかって吹きすさんでいる姿だ。月の光は根元を結んで背に流した豊かな髪の生はえぎわから長めの細い顔にさし、肩や胸に流れている。細い指が器用に笛の孔あなの上におどり、息をつぐたびに歌口にあてた唇くちびるがすばやく動き、こんもりした胸もとがやさしくあえぎ、細いがくっきりと長い眉まゆの下の眼めは閉ざされ、長いまつ毛のかげを下まぶたにうつしているのだ。景かげ虎とらの耳には、軽快で飄ひよう逸いつな曲調まで聞こえるようであった。

　戦場における武勇と、愛欲と、どちらが大事であるか、景かげ虎とらには考えるまでもないことであった。彼が簡単にそう結論することができたのは、まだ若くて、愛欲のおそろしさも、したがってその魅み力りよくもよくわかっていなかったからであろうと思われるが、とにかくも、愛欲を捨てて、武勇を取ることにきめたのだ。

　武勇の道である。功こう名みようの道ではない。したがって権けん勢せいの道でもない。武勇の道はもちろんこの二つの道に通ずるが、それは彼にはそれほど魅み力りよくはない。戦えばかならず勝ち、攻むればかならず取る武力を一身にそなえて、天下なにものにもおそれずはばからず、男性的気き概がいを立てとおしたいのであった。

　これもまた彼が若いからであったろう。一いち人にん前まえの男性にとっては、権けん勢せいの方が愛欲よりずっとずっと魅み力りよくのあるものなのだが、それがまだわからないのだから、そうとより思いようがない。

　けれども、決心は決心にすぎない。即そく座ざに決心通りにいくものなら、人生は容易だ。景かげ虎とらは乃な美みのまぼろしを追いはらおうとつとめたが、追っても追っても、かえって来た。つめたい露に足をぬらしながら、いつまでも歩きまわった。

　夜が白しらみ、東の空の横よこ雲ぐもが曙あけぼのの光に彩いろどられてきた。

　幻げん影えいは亡ぼう霊れいと同じものかもしれない。明るくなるにつれて、乃な美みのまぼろしは景かげ虎とらをはなれた。

　「南な無む帰き命みよう頂ちよう礼らい毘び沙しや門もん天てん！」

　しだいにかがやきを増してくる横よこ雲ぐもに向かって、合がつ掌しようし、つぶやいた。




　　　　四




　上うえ田だとの妥だ協きよう、お綾あやの上うえ田だ輿こし入いれで、越えち後ごには完全な平和が来たが、上うえ杉すぎ定さだ実ざねの死後、越えち後ごには国こく主しゆがいないわけであった。定さだ実ざねには子供がなかったのである。景かげ虎とらは守しゆ護ご代だいであるが、この役目はいわば越えち後ごの豪ごう族ぞくらの旗はた頭がしらというにすぎない。豪ごう族ぞくらと彼との関係は、ともに同格の豪ごう族ぞくで、主従ではない。それに、定さだ実ざねの死によってこの国には守しゆ護ごがいなくなったのだ。守しゆ護ごがいないのに守しゆ護ご代だいというのもおかしなものである。

　景かげ虎とらは豪ごう族ぞくらを召集して、この問題について協議した。

　「おことが国こく主しゆになるがええ。守しゆ護ごということになると、いろいろと先祖からの格かく式しきがいり、京みやこの公く方ぼう様の任命がなくてはならんが、国こく主しゆなら、そげいな小こ面めん倒どうなことはいらん。力ある者が国のあるじになることは、近ごろどこでもはやっていることじゃ。遠えん慮りよすることはないわな」

　と、まず房ふさ景かげが発言した。こともなげな言いぶりであった。

　「それがようござる。近ごろのはやりでもござる。京みやこの公く方ぼう家か、関かん東とうの公く方ぼう家に勢いがあれば、伺いを立てて、しかるべい公きん達だちを申し下すのがいちばん筋すじの通ったことでござろうが、このごろでは関かん東とうの公く方ぼう家はあるかなきかのかすかなおありさまでござるし、京みやこの公く方ぼう様もとんと勢いがござらっしゃりませぬ。今の世のならわしに従うて、おんみずから国こく主しゆとなられてしかるびょう存ずる」

　と、同意する者が多かった。

　宇う佐さ美みが一言も口をきかないので、景かげ虎とらはそちらを見た。宇う佐さ美みは腕ぐみし、片手の指先でまばらなあごひげをちりちりともんでいた。何か思案しているようなおももちだ。

　「駿河するが、そなたの意見をききたい」

　宇う佐さ美みははっとしたようであった。姿勢を正した。

　「皆様と同じ意見でございますので、改めて申し上げるまでもないことと、さしひかえておりました」

　と言った。

　同意であろうはずはない。同意ならばあんな顔をしていようはずはない。景かげ虎とらにはそれがわかる。その真に言おうとしていることもわかっているつもりだ。宇う佐さ美みは、京みやこの将軍に請こえといいたいのだ。おそらくは、こうだろう。

　「しかじかのことで、当国の守しゆ護ごの血統がたえました。つきましては、国は一日も主なくしては立ち行かぬものでありますれば、守しゆ護ご代だいたる拙せつ者しやが旧によって国務を代行しています。なにぶんのおさしずを願います」

　との口こう上じように、相当吟ぎん味みした礼れい物もつをそえて請せい願がんすれば、将軍はきっと聴ちよう許きよするに相違ない。今や将軍は名だけのものになっている。京みやこ近くにおいてこそその威い令れいも多少は行われようが、地方の国々にたいしてはその命令は何の力もないのに、こちらから請せい願がんするのだ、よろこばないはずはない。その上、その勝手向きの窮きゆう迫はくぶりは一通りや二通りのものではない。鄭てい重ちような礼れい物もつをそえての請せい願がんであれば、そのためだけでもゆるす気になることは受け合いだ。どんな手段で得ても、聴ちよう許きよは聴ちよう許きよだ。正しい名めい分ぶんが立つ。名めい分ぶんは力だ。第一には、ひょっとして抜け駆けして請せい願がんする気をおこす者が出ないものでもないが、それを封ずることができる。第二に、国内の諸しよ豪ごうで反抗の挙きよに出る者があった時、討とう伐ばつの名義が立つ。第三に、ひょっとして運よくいけば、守しゆ護ごに任命してくれるかもしれない。労はこのように少なく、利はこのように多いことを、やらないという法はないと、宇う佐さ美みは言いたいにちがいないのである。

　その通りだと思った。景かげ虎とらは言った。

　「上うえ田だの叔お父じ君ぎみをはじめ、皆々腹ふく蔵ぞうのない意見を聞かせてくれて、礼を申す。しかし、わしの意見は少しちごう。おとろえたとはいえ、公く方ぼう家は公く方ぼう家じゃ。わしは事情を訴うつたえて、おさしずを仰ぐことにしたい。どうであろうか」

　「それもよかろう。格かく別べつ手のかかることではない」

　と、また真っ先に房ふさ景かげが言った。

　これもみな賛さん成せいした。すでに事実の上では景かげ虎とらが国こく主しゆなのだ。実質がこうである以上、形式などどうでもよいと思っているようであった。

　「しからば、皆々もれなく同意と見て、そのようにとりはからいたい。ついては今請せい願がん書しよを作らせ申すによって、ご一同の連れん署しよを願いたい」

　景かげ虎とらは祐ゆう筆ひつを呼び出し、その場で請せい願がん書しよを作成させ、もれなく人々に連れん署しよさせた。

　請せい願がん書しよと献けん上じよう品ひんをたずさえた使者は、数日の後上京の途についたが、歳さい末まつに近く、時の将軍義よし晴はるからの女によう房ぼう奉ほう書しよをたずさえて帰って来た。奉ほう書しよの主文には願いの趣おもむきを聴ちよう許きよしたことと、献けん上じよう品ひんの礼とを書いてあり、奥に、

　「近日なおなお申すべく候そうろう」

　と、男手で書きそえてあった。

　義よし晴はるの筆ひつ跡せきであると思われた。とくに自分で書きそえたところに、期待を抱いだかせるものがあった。

　（何を言ってくるつもりであろうか）

　あれこれと、景かげ虎とらは思いをめぐらした。

　数日にして新しい年天てん文ぶん十九年が来、景かげ虎とらは二十一になった。

　その二月の末、ようやく雪の消えかかるころ、義よし晴はる将軍から来らい書しよがあった。

　「白の傘かさ袋ぶくろと毛もう氈せんの鞍くら覆おおいとを許す」

　というのであった。この二つは越えち後ご守しゆ護ごの格かく式しきだ。だから、これは守しゆ護ごに任命したと解釈してよいのであった。はっきりと任命したと言わないのは、実じつ権けんのなくなっている身をかえりみてのことであろう。

　ともかくも、これで名めい実じつともに越えち後ご国こく主しゆ、越えち後ご守しゆ護ごとなれたわけだ。うれしくないことはなかった。手厚く献けん上じよう物ものを持たせた使者を京みやこにつかわした。

　満一年、おだやかな日がつづいた。

　記録によると、この期間、景かげ虎とらは神社・仏閣にたいして、異常なくらい深い崇すう敬けいをささげている。

　十九年の五月一日には、魚うお沼ぬま郡の宇都宮うつのみや神社の大だい宮ぐう司じに、上かみ弥や彦ひこ吉よし谷たに十八社の魚うお沼ぬま郡内にある社しや領りようをあずけて、神しん事じや諸しよ役やくを怠りなくつとめるよう命じている。

　同月十三日には、刈かり羽わ郡吉よし井いの菊きく尾お寺じの別べつ当とうを吟ぎん味み選任して、怠りなく寺社役をつとめよと命じている。

　二十年の三月二日には、先年世話になった礼として栃とち尾おの常じよう安あん寺じに田でん地ちを寄き進しんしている。

　「先年不ふ慮りよの鉾む楯じゆんこれあるの節、忠節を抽ぬきんでらるるの条、比ひ類るいなく候そうろう」というのが、寄き進しん文書の書き出しである。

　以上は越えつ佐さ史料に所しよ載さいの分だ。古こ文もん書じよの現存しているものだけであるから、実際にはこの数倍あったと思うべきであろう。




　　　　五




　常じよう安あん寺じに田でん地ちを寄き進しんして十数日の後、上じよう州しゆう平ひら井いにいる関かん東とう管かん領れい上うえ杉すぎ憲のり政まさと小お田だ原わらの北ほう条じよう氏うじ康やすとの間に合かつ戦せんがおこなわれ、上うえ杉すぎ方が惨ざん敗ぱいして、城まで攻めつけられているとのうわさが伝わって来た。

　関かん東とう管かん領れいといえば、本来の職は全関かん東とうから北ほく陸りく、奥おう羽う、つまり東日本全部を統とう轄かつするにある。それにたいして小お田だ原わら北ほう条じよう氏は、その第一世早そう雲うん入にゆう道どうは生まれ素す姓じようもはっきりとはわからない旅たび牢ろう人にんだったのだ。その旅たび牢ろう人にんの孫に、関かん東とう管かん領れいが居きよ城じようまで攻めつけられるようになるとは、戦国という時代のすさまじさであった。

　くわしく事情を知りたいと思っていると、宇う佐さ美み定さだ行ゆきが来た。来はしないかという気がしていた。

　「関かん東とうのことで来たろう」

　というと、

　「ほう。おわかりでございますか」

　と、定さだ行ゆきは笑った。

　「くわしいことを知りたいと思うている。そなた知っているであろうな」

　「おおよそのことは存じています」

　宇う佐さ美みは話してくれた。

　合かつ戦せんは武む蔵さし児こ玉だま郡と上じよう州しゆう多た野の郡の境を流れている神かん流な川の河原でおこなわれたという。ここは平ひら井いから一里数町の地点だ。氏うじ康やすが二万余の兵をひきいて来らい襲しゆうしつつあるとの報告を受け取った憲のり政まさは、上じよう州しゆう・野や州しゆうの豪ごう族ぞくら三万余をひきいて行き向かい、ここで遭そう遇ぐうした。戦いは三月十日に行われた。

　管かん領れい方は大軍ではあり、逸いつをもって長ちよう途とを来た敵を待っていたことではあり、緒しよ戦せんには切り勝った。北ほう条じよう方とはこれまで十数年にわたって合かつ戦せんし、小ぜり合いには勝ったことがあっても、大事な時にはいつも敗れているのだ。双そう方ほうがこれほどの大軍をもってする戦いに勝ったことははじめてであった。大いに気をよくしていると、午後になって形勢が逆転した。

　北ほう条じよう方の主将氏うじ康やすが、みずから槍やりをとって先せん陣じんに立ち、手をくだいて奮ふん戦せんしたのに励はげまされて、雑ぞう兵ひようの末にいたるまでふるい立ったのだ。

　管かん領れい方は四し分ぶん五ご裂れつして、敗はい走そうし、憲のり政まさはほうほうのていで平ひら井い城に逃げこんだという。

　「小お田だ原わら勢は城の濠ほりぎわまで攻めつけましたが、早朝より終日の合かつ戦せんに死傷した者も多く、無事なものも疲れはてていましたので、後ご度どのこととして、器用に引きとったげでございます。功をあせらぬところ、さすがに老ろう練れんの名ある人物でございます」

　と、定さだ行ゆきは話を結んだ。

　「うむ、うむ」

　景かげ虎とらはうなずきながら聞いていたが、言った。

　「ところで、そなたおれに何をすすめに来たのだ。おれは動く気はないぞ」

　宇う佐さ美みは上うえ杉すぎ管かん領れい家とは親しいなかだ。景かげ虎とらの生まれたころまで、管かん領れい家をうしろ楯だてにして、景かげ虎とらの父為ため景かげに抵抗多年にわたったと、聞いている。てっきり関かん東とうに出兵して管かん領れい家に助勢して小お田だ原わらにあたれよと説くつもりと思っていた。

　宇う佐さ美みは微び笑しようして、

　「しごくの思おぼし召し。ここはお動きになってはなりませぬ。しかし、関かん東とうがこのような形勢になっていることはお心にとめおき、以後の変化をよくごらんありますよう」

　と言った。

　その夜、景かげ虎とらはまた夢を見た。

　十日ばかりの月の出ている深夜の山路を、数十騎の人がひそやかに通行している夢だ。主人とおぼしい人物を中心に、声をひそめ、蹄ひづめの音も立てないようにして、しとしとと行くのだ。

　「平ひら井いの管かん領れい殿じゃよ」

　ふと、そばで言うものがあった。いつの間に来たのであろう、そばに老人が立っていた。甲かつ冑ちゆうを着、長い白いひげをはやし、上の曲がりくねった長い杖つえをついていた。はっとした時、目がさめた。

　遠いところに鶏の声がしている。景かげ虎とらは暗い天てん井じようをまじまじと見つめていた。






流水




　　　　一




　鎧よろいを着、長いひげを生やし、上部の曲がりくねった長い杖つえをついている老人が毘び沙しや門もん天てんであることは、いつぞやの夢でわかっている。景かげ虎とらはその夜の夢を何かの啓けい示じであると信じて疑わなかった。

　彼は毘び沙しや門もん堂に参さん詣けいし、寺じ僧そうに修しゆ法ほうさせ、くわしい啓けい示じを仰いだが、啓けい示じらしいものはまるでなかった。

　しかし、啓けい示じであるとの信念は動かなかった。彼は関かん東とうに忍びの者を出して、形勢を探たん索さくすることをおこたらなかった。「砕さい玉ぎよく話わ」によると、彼の諜ちよう者じやらは越えち後ごの産物である蠟ろう燭そく・からむし（苧）・塩引き鮭ざけ・きはだ（黄蘗・健けん胃い薬やく）などをたずさえ、商人に変装して、国々をめぐり歩いたとある。この時の諜ちよう者じやらも、そうであったろう。

　数か月立って、秋になって間もなく、関かん東とうの形勢の変化が報告されて来た。

　このほど小お田だ原わらでは、また平ひら井い進しん撃げきを計画し、味方の豪ごう族ぞくらに陣じん支し度たくを触れ出したところ、管かん領れい方の動揺は一ひと方かたでない。累るい代だい服ふく属ぞくの豪ごう族ぞくらで、公然平ひら井いと手を切って小お田だ原わらへ出しゆつ仕しをはじめた者も少なくないが、平ひら井いとの関係はつづけながら内密に小お田だ原わらへ服ふく属ぞくを申し送っている者も多数あって、平ひら井い城内は人々疑い合って安い心もないありさまであるという。

　「可惜あたら、名めい家かがきのどくなもの。時の勢いはおそろしいものだ」

　と、無む量りようの感かん慨がいがあった。

　情報はその後も引きつづきとどいた。それによると、管かん領れい方の勢いは流水に投げこまれた土くれのように日にまし崩くずれ去りつつあるが、小お田だ原わらではなかなか出陣にかからないという。

　「なるほど、掛け声ばかりでくずれ去ると見ているのだな」

　北ほう条じよう氏うじ康やすという男の知恵のたくましさが感ぜられた。

　こうして、天てん文ぶん二十年が暮れて、新しい年が来た。景かげ虎とらは二十三になった。

　新しい年になって正月半ばの深夜しんしんと雪の降る夜であった。諜ちよう者じやの一人が帰って来た。侍じ臣しんにこのことをとりつがれると、景かげ虎とらは、

　「酒を熱うして一ぱい飲ませ、熱い雑ぞう炊すいを食わせておけ」

　と、さしずしておいて、起き上がった。

　適当に時刻を見はからって出かけた。

　奥おく殿どのの一いち隅ぐうに、こうした者どもを冬の間に引いん見けんするためにしつらえられた場所である。土をたたきかためた土ど間まに大きな炉ろを切り、いつも山のように火をおこし立て、鑵かん子すがしゃんしゃん湯ゆ気げを立たせている。

　諜ちよう者じやは中年の男である。身み分ぶんは低くても武士であるが、いつもこの特殊な任務にばかり服しているので、武士らしいところはどこにもない。諸国をまわり歩く行ぎよう商しよう人にんらしい、やわらかで、そのくせ狡こう猾かつな風ふう貌ぼうになっていた。酒をふるまわれ、雑ぞう炊すいを食べさせられて、いい顔色になって、両手をこすり合わせていた。景かげ虎とらの入って来たのを見て、床しよう几ぎからすべりおり、うずくまって、炉ろべりに手をついた。

　景かげ虎とらは向かいあった位置にすえられた床しよう几ぎに腰をおろした。

　「雪の夜道、大たい儀ぎであったな」

　「はッ」

　「聞こう。よほどのことがおこったのであろうな」

　「はッ」

　うずくまったまま、吃きつ々きつとして、諜ちよう者じやの語るところはこうだ。

　平ひら井いではますます勢いがおとろえて、今年の新年の賀が儀ぎにはわずかに数人の豪ごう族ぞくしか伺し候こうしなかった。これではその全動員力をもってしても騎うま士のり五百、歩かち二千くらいしか集めることはできない。おとろえつつあることは知っていたが、かほどまでとはだれも予想しなかった。今さらのように管かん領れいをはじめ重じゆう臣しんらはおどろきあわてた。管かん領れい家譜ふ代だいの臣しんとしてはまだ上じよう州しゆう箕みの輪わに長なが野の業なり正まさがおり、武む蔵さし岩いわ槻つきに太おお田た三さん楽らく入にゆう道どう資すけ正まさがいて、志を変ぜず、またなかなかの勇将ではあったが、朝日の昇る小お田だ原わらの勢いにくらべては微び弱じやくなものであった。平ひら井い城内では新年というのに日夜に評ひよう定じようが行われたところ、重じゆう臣しんの一人曾そ我が兵ひよう庫ごがこう発議した。

　「当家に縁えん故こある近国の大名らを吟ぎん味みしてみますに、近ごろ武名のもっとも高いは越えち後ご春日かすが山やまの長なが尾お景かげ虎とらであります。元来、長なが尾お家は当家譜ふ代だいの家老の家いえ柄がらでありますれば、お恃たのみあってはいかがでありましょうか」

　賛成する者がある一方、反対する者もある。

　「いやいや、それはよろしくござるまい。いかにも、長なが尾お家は当家の家老の家いえ柄がらではござるが、今の景かげ虎とらの父信濃守しなののかみ為ため景かげの代に当家と鉾む楯じゆんのなかとなり、直接の主しゆうである越えち後ご守しゆ護ご房ふさ能よし殿を弑しいしたばかりか、その兄あに君ぎみで先せん々せん代だいの管かん領れいであられた顕あき定さだ君ぎみをも弑しいしまつっています。重ね重ねの怨おん敵てきであります。頼みにすべきではござるまい」

　もみ合って数日決しなかったが、ついに憲のり政まさが裁断を下して、

　「長なが尾お家は重ちよう畳じようの怨えん恨こんある家ではあるが、もとを正せば家け来らい筋すじである。その上、聞くところによれば、当景かげ虎とらは弱じやく年ねんながら武ぶ略りやく抜ばつ群ぐんであるのみならず、仏神にたいする信仰が厚いと聞く。およそ仏神に信仰厚き者にして不義の者は少ない。余よ儀ぎなく頼み入るならば、よも拒こばみはすまい。おれが心は決した」

　といったというのだ。

　景かげ虎とらは去年の夢を思い出して、やはりあれは雑ざつ夢むではなかった、まさしき啓けい示じであったと、おごそかなものに胸が引きしまった。

　「それで、お使者でもつかわされるというのか」

　「お使者どころではございません。管かん領れい様おんみずから見えるのでございます。すでに、この十日の深夜、同勢五十人にて平ひら井いをご出しゆつ立たつになったのでございます。早くば明後日、遅おそくもその翌日ごろには当地にご到着でございましょう」

　さすがに景かげ虎とらはおどろいた。いっそう胸の高まるのを覚えた。

　来たら、依頼にまかせて関かん東とうに出兵し、北ほう条じよう氏と勝敗を決しようとの覚悟は即そく座ざにきまった。

　北ほう条じよう氏がなり上がりものながら、三代のたゆまない経営によって、関かん東とう一の大だい大だい名みようになっていることは十分に知っている。国富み兵強く、小お田だ原わら城は天下の名城といわれるほどに宏こう大だい堅けん牢ろうなものであり、その城下町の繁栄は京みやこの四し条じよう五ご条じようにもまさるほどであり、関かん東とうでは髪のゆい方、着物の着方、刀のさしようまで、「小お田だ原わら様よう」とて、人々が真ま似ねするほどであるとの評判も聞いている。つまり関かん東とう一の覇は者しやなのだ。これほどの敵と勝負を挑いどみ決することは、男子として快心のことであった。冒険であることは言うまでもないが、それだけに熱い血の湧わき立ってくる気持ちであった。ましてや、これは毘び沙しや門もん天てんから啓けい示じのあったことだ。やらねばならぬことであった。

　「大たい儀ぎであった。さがって休むよう」

　ねぎらって、引きとらせた。

　寝室にかえったが、しばらくは眠りを結ぶことができなかった。りんりんとして高鳴るものが胸にあって、じっとしていられない。寝ね床どこの上に起き上がり、灯ひをかき立て、枕まくら刀がたなをぬきはなった。匂におい出来はなやかな丁ちよう子じ乱れの刃は紋もんは、はばきもとから切きつ先さきまで霜しもを凝こらしてすみとおっている。なめるようにして見つめた。二尺五寸五分、長おさ船ふねの住じゆう長なが光みつだ。小こ柄がらなからだに似ず、彼はこの長い刀を愛用した。冴さえた刃は風かぜを立てて十回ほど振って、ぱちりとおさめた。

　薄く汗ばんで、いい気持ちであった。一気にぐっすりと深い眠りに入った。




　　　　二




　雪は翌日はやんで、よく晴れたあたたかい日になった。日課にしている鉄砲の稽けい古こをおわって、昼食をとっていると、上うえ田だの房ふさ景かげから急使が来た。房ふさ景かげの手紙をたずさえていた。

　（本日、上じよう州しゆう平ひら井いの御ご所しよがお見えになった。貴き殿でんにご依頼の筋すじがあって、貴き城じようへまいられる途中であるとの仰おおせである。一両日当城でご休息あらせられてから貴き地ちへ向かわせられるご予定とうけたまわる。とにかくも急ぎお知らせすることかくの如ごとし。なお、貴き地ちへは政まさ景かげにお供をさせて向かわせることにするが、ご出しゆつ立たつの際にはまた急使をまいらせるであろう）

　という文面であった。日ひ付づけは二日前になっていた。

　使者は、憲のり政まさの従者は、騎うま士のり・歩かち立だちあわせて五十余人であると語った。

　景かげ虎とらはねぎらって一夜とめ、引き出ものをあたえ、つつしんでお待ちしているとの返事をわたしてかえした。

　その翌日、また房ふさ景かげの使者が来た。本日政まさ景かげお供にて出しゆつ立たつされた。三日の後には貴き地ちに到着されるであろうという口こう上じよう。

　迎える宿所は二の丸にすでに用意してある。景かげ虎とらはなおさまざまな用意をととのえさせた。

　到着予定の日は雪であった。真ま冬ふゆのような乾いた雪が降ったりやんだりしていたが、景かげ虎とらは早朝に城を出て、五十公いきみ野のまで出、村の寺に接待の支し度たくをして待ち受けた。

　一いつ行こうは昼少し前についた。おりしもひときわはげしく雪がふりしきって、人も、馬も、つかれきって到着した。

　上うえ杉すぎ憲のり政まさはこの時三十歳になったばかりのはずであるが、ひどく老ふけて見えた。近ごろでは極度に家か運うんが傾いたのでつつしんでいるが、数年前までは常習的の大たい酒しゆである上に、女じよ色しよく・男だん色しよくともに好きで、放ほう縦じゆうをきわめていたためかもしれない。政まさ景かげが披ひ露ろうして、景かげ虎とらは目通りした。

　用意の昼食を献じてしばらく休んだ後、景かげ虎とらが先導し、春日かすが山やまに向かった。

　その夜は歓迎の酒しゆ宴えんだけにして、改まっての話は明日のことと心組みしていたが、春日かすが山やまについて、二の丸の宿所に入るとすぐ、憲のり政まさは、

　「わしがどんな用件で来たか、それをまず申したい。それがきまらねば、わしも心がおちつかぬが、そなたも不安であろう」

　と言い出した。

　せかせかと、いかにも不安げな態度だ。放ほう縦じゆうで、暴ぼう悪あくですらあるという風ふう評ひようを聞いていたので、この落ち着きのなさは意外であった。苦労知らずに育って鍛たん練れんがないだけに、今のように運命が傾くと、名めい家かの人としての意地も張りもなくなったのだと判断された。

　「一両日たって、改めてのことと考えていましたが、さらばうけたまわることにいたします」

　と答えた。

　「よし、聞いてくれい。わしは平ひら井いを落ちて来たのだ。よいか、このままではふたたび平ひら井いにかえらぬ覚悟で出て来たのだ」

　なぜか、憲のり政まさはりきんでいう。自じ慢まん話ばなしをしているようにも、平ひら井いを落ちて来たのがこちらの責任であるというようにも、思えるような言いぶりだ。妙みようなお人だ、およその器量が知れると思いながらも、ことばの意味にはおどろかされた。これもこちらを説せつ得とくするためのかけ引きであろうと思ったが、一応おどろいた顔をこしらえて問いかえした。

　「思いもかけぬおことばをうけたまわります。いったいいかがあそばしたのでありましょうか」

　「よく聞いてくれた！」

　と、憲のり政まさは膝ひざをのり出した。これもこうまで力りきむことはないにとおかしかったが、調子を合わせて相手の顔を見つめた。

　「知っているな。おれが家が十年この方、小お田だ原わらの旅たび牢ろう人にんの孫に負けつづけていることを」

　「おきのどくに存じておりました」

　とひくい声で景かげ虎とらが答えると、憲のり政まさははらはらと涙をこぼした。だしぬけであったので、景かげ虎とらはおどろいた。滑こつ稽けい感はあったが、憐れん愍びんもあった。

　涙をはらいながら憲のり政まさは言いつぐ。

　「いくさには負けたくないものじゃ。累るい年ねんの敗戦に人々の心がゆらいでいる時、去年の春、神かん流な川の合かつ戦せんに敗れたので、士さむらいどもの心がちりぢりになり、今はもう戦うにも戦えぬ微び弱じやくな力となってしまった。このまま関かん東とうにとどまっていても、しょせんは見苦しい最さい期ごをとげねばならぬ身となった」

　憲のり政まさはまた泣いて、ことばをとぎらしたが、突とつ如じよとして、

　「そなたに管かん領れい職をゆずる――」

　と言った。さけぶような声であった。

　景かげ虎とらは自分の耳を疑った。おどろきもされない。ただ、相手を見つめた。憲のり政まさは追い立てられるようにつづける。

　「上うえ杉すぎの名みよう跡せきもゆずる。永えい享きようの乱らんの時朝廷から下し給うた錦にしきのみ旗も、関かん東とう管かん領れい職補ふ任にんの綸りん旨じも、系けい図ずも、家に伝うる太刀たち・脇わき差ざしも、竹に雀すずめの幔まん幕まくも、みんなそなたにゆずる。関かん東とうに討って出て、北ほう条じようをほろぼし、わしが恥ち辱じよくを雪すすいでくれい。わしには上じよう州しゆう一国をくれれば満足だ。引き受けてくれい！　頼む。この通りだ」

　憲のり政まさは両手を合わせていた。青ざめた頰ほおを涙が伝っていた。




　　　　三




　思いもかけないことであった。ああこのことであったかと、また夢のことが思い出されたが、急には返事できなかった。

　「それは……」

　とだけ言った。

　ことわられると思ったのであろうか、憲のり政まさは立ち上がった。

　「今申した重じゆう代だいの宝器、みなここへ持って来ている。見せよう」

　走るような足どりで、上段の間の一いち隅ぐうに進んだ。ここには彼が下げ人にんらに舁かかして来た唐から櫃びつがすえられている。それがきわめて鄭てい重ちようにあつかわれて、ここに舁かきこまれて来たことを、景かげ虎とらは見ている。しかし、そんな貴き重ちようなものが入れられているとは思いおよばなかった。

　「さあ、見るがよい」

　ふたをはねて、両手で取り出して見せた。まず青貝ずりの黒い箱に入った綸りん旨じだ。次に錦にしきのみ旗だ。次に系けい図ずだ。いずれも箱に入っている。次に太刀たちと脇わき差ざしだ。これは錦にしきの袋に入っていた。一つ一つほうり出すようにならべた。最後に幔まん幕まくをつかみ出し、両手でひろげて見せた。そうしなければ景かげ虎とらがいやと言いはしないかと心配しているようなあわただしさであった。辻つじに立って行こう人じんを集めてせり売りしている旅たび商人あきんどめいても見えた。

　「どうだ。わしはいつわりは言わぬぞ。わしは決心して来たのだ！」

　憲のり政まさは言った。熱し切った語気であった。

　「みなおそれ多いばかりに貴とうとい品々でございます。ひとまずおしまい願いとうございます」

　と、景かげ虎とらは言った。毘び沙しや門もん天てんの啓けい示じはたしかなものであったというおごそかな感かん慨がいはあったが、あまりにも憲のり政まさのふるまいが軽けい佻ちようであったからであろうか、景かげ虎とらは急にはその言うところに乗って行けなかった。気が重かった。

　「数ならぬ身をそれほどまでに、思おぼし召めし給いますこと、恐縮しごくでございますが……」

　と、ここまで言ってきて、景かげ虎とらは自分がことわりかけているのに気づいて、はっとした。これは啓けい示じなのだ、謝絶してはならないと思った。言いついだ。

　「累るい代だいの主しゆ家かの仰おおせでございますれば、身のおよぶかぎりの秘計をめぐらし、おん敵を退治して、ご安あん堵どをなしまいらせるでございましょう。しかしながら、ただいま仰おおせられました、お家の名みよう跡せき相続と管かん領れい職のことはともに家の面めん目ぼくではありますが、いずれも京みやこの公く方ぼう家の台たい命めいなくして私わたくしのはからいははばかりがございます。公く方ぼう家のおゆるしもこうぶり、おん敵に一ひと塩しおつける働きもしました上で、仰おおせに従いたいと存じます」

　ことわられはしないかと、はらはらしているようであった憲のり政まさは明るい顔になった。

　「礼をわきまえたあいさつ、感じ入ったぞ。上うえ杉すぎの氏うじはわしが家のものであり、管かん領れい職はわしが家世せ襲しゆうのもの、いずれもわしの勝手にしてよいものとは思うが、そなたの気がすまずば、そういたしてもよい。しかし、ことわるつもりではあるまいな」

　「決して、決して」

　「おお、そうか。では話はきまった。めでたい、めでたい、めでたいな」

　憲のり政まさは浮き立ったが、ふとまた不安になったらしく、

　「上じよう州しゆう一国はわしの領分にしてくれるの。忘れるでないぞ」

　と念をおした。

　「決して忘れませぬ」

　と答えながら、景かげ虎とらはこの人はおれがことわったら、この話を他に持って行くだろう。とうてい管かん領れい職を保ち得る人ではないと思った。また軽けい侮ぶ感と憐れん愍びんとが同時におこった。

　こうして、憲のり政まさはずっと春日かすが山やま城の二の丸にとどまることになった。景かげ虎とらは三百貫かんの領地を寄せて、主従の食費としたと、関かん八はつ州しゆう古戦録は伝える。
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　関かん東とう管かん領れい上うえ杉すぎ憲のり政まさが小お田だ原わら北ほう条じよう氏の圧迫にたえきれず、関かん東とうをおち、景かげ虎とらをたよって越えち後ごに来てから五か月目、景かげ虎とらは弾だん正じよう小しよう弼ひつに任ぜられ、従五位下じゆごいのげに叙じよせられた。

　この官位は春日かすが山やま長なが尾お家の格かく式しきで、彼の兄晴はる景かげもこの官位であったのだ。しかしながら、家の格かく式しきとはいっても、この時代はこうした官位はベつだん朝廷に功こう績せきがあったので授けられるのではなく、朝廷に献けん金きんすることによって得られ、それが朝廷のもっとも重要な財源になっていた。つまり、献けん金きんしたことが功こう績せきというわけだ。

　この少し前から、景かげ虎とらは音おん曲ぎよくの稽けい古こをはじめた。師匠は上うえ杉すぎ憲のり政まさであった。

　憲のり政まさは武将としてはなんのとりえのない人物であったが、名めい家かに生おい育っただけに、風ふう雅がの嗜たしなみはありすぎるほどあった。和わ歌かを詠よみ、連れん歌がをたしなみ、蹴け鞠まりに達し、琵び琶わ・横よこ笛ぶえ・尺しやく八はち・小こ鼓つづみ等の音おん曲ぎよくにも通じ、つまり、この時代の家か格かくの高い斜しや陽よう武ぶ家けらしく、公く家げ的教養はのこるところなく持っていたのである。

　景かげ虎とらに関かん東とう回復を頼みこみ、引き受けてもらい、鄭てい重ちような待たい遇ぐうを受ける身となると、大おお船ぶねに乗った気になり、かねて嗜たしなむ音おん曲ぎよくなどを奏して、いとものんびりとした日を送りはじめたが、無ぶ聊りようにたえられなくなったのだろう、景かげ虎とらに何か教えようと言い出した。

　「武士は戦いくささえ強ければよいようなものじゃが、風ふう雅がのたしなみがあればなおよい。そなたはいずれは関かん東とう管かん領れいとなる者じゃ。上じよう洛らくして公く方ぼう家や天子のお目通りに出ることもあろうが、その際、風ふう雅がの嗜たしなみがあれば、武ぶ辺へんもいっそうかがやくというものじゃ。何ぞ嗜たしなむがよい。教えてつかわそう。いったい芸ごとというものは、少年のころからはじめるべきで、中年からはじめたのでは、いくら上じよう手ずになっても、どことなく武ぶ骨こつなかげがあって、垢あかぬけせんものじゃが、そなたの年ごろならまだいける。はじめるがよい。教えてつかわす」

　公く家げ的教養を必要とは思わないが、詩も和歌もきらいではない。詩し興きようが至れば、今でも作っている。ことばや句法の不適当なところは、林りん泉せん寺じの坊さんに頼んで直してもらっている。かならずしも巧をもとめない。心持ちが出さえすれば、それでよいと思うのだ。だから、今さら憲のり政まさなどに教えてもらおうとは思わないが、音おん曲ぎよくには大いに意がかたむいた。これは以前からやりたいと思っていることであったのが、このごろはいっそうそうなっている。

　この数年来のことだが、ときどき彼はおそろしい憂ゆう鬱うつ感におそわれる。何もかもが空むなしく、何もかもがつまらなくなるのだ。なぜというとりとめた理由はないのに、その期間はかねてはあれほど心の昂こう揚ようする戦争のことも、領内の政治しおきのことも、信仰のことにも、何の感かん興きようもなくなる。

　（こんなことをして何になるのだ。いずれは数十年の後にはおれは死ななければならないのだ。おれがどれほど武ぶ勲くんを立てても、善ぜん政せいをしいても、やがて人は忘れてしまうであろう。いやいや、永く人の記憶にのこり、追つい慕ぼされようとも、おれにとってなんのかかわりがあろう。おれはそれを知ることも、感ずることもできない、むなしいものとなっているのだ）

　という思念が、陰いん湿しつな雨雲のように胸を蔽おおうて、どんよりと動かないのだ。死んでしまいたくなるのはいつものことだ。実際、いくど短刀さすがをぬいて、冴さえた切きつ先さきを見つめたか知れない。

　たいてい数日でこの不思議な気持ちは去るが、その間が実に苦しい。この期間は酒ものまない。いくら飲んでも心はほぐれず、重おも苦くるしい酔いばかりが深くなり、翌日はいっそう憂ゆう鬱うつになるからだ。

　こんな時、よく思い出すのは、琵び琶わ島じま城で聞いた乃な美みの笛の音ねであった。月夜の空をわたって来た軽快な曲調がありありと思い浮かんで、おれもなにか音おん曲ぎよくができれば、こんな時は助かるのだが、と思うのであった。

　「音おん曲ぎよくをなんなりとも教えていただきとうございます」

　と、景かげ虎とらは言った。

　「やるか。何でも教えるぞ。おれが知っているものは、すべて伝でん授じゆする。まず琵び琶わがよかろう。おれがもっとも得とく意いとするものじゃから」

　と、憲のり政まさは大だい満まん悦えつであった。武将としては何もかもこの若じやく年ねん者ものにおとっているばかりでなく、生活まで見てもらっている身として、自分の長技をもって上位に立つのがうれしいのであった。

　憲のり政まさは数面の琵び琶わをたずさえて来ていた。その一面を景かげ虎とらにくれた。

　「これは銘めいを慈じ童どうと申して、いつのころからかわが家に伝来したものだ。進ぜるゆえ、長くかわいがってもらいたい」

　と言って、みずからは「凩こがらし」というのをかかえて、その日から教えにかかった。

　はじめのうちはずいぶんむずかしかったが、一ひと月つきほどの後、ふとさとるところがあると、すらすらとのみこめてきた。

　「やあ、これは張り合いがある。そなたには天てん分ぶんがあるぞ。普ふ通つうの者はそうはいかぬものだ」

　と、憲のり政まさはほめて、教授にもひとしお精せいを入れた。

　このほめことばを、景かげ虎とらはお世せ辞じとは聞かなかった。われながらさとりがよいと思っていたのだ。久しく心がひかれていたのは、このためだったとも思った。ともかくも、はげみが出て、政せい務むのひまには練習した。憲のり政まさのところへ行って練習する以外に、ひとり稽げい古こにもはげんだ。

　一応琵び琶わがひけるようになると、憲のり政まさは笛にかかった。音おん曲ぎよくになれたせいであろう、これは琵び琶わのときよりのみこみが早かった。

　「うまい、うまい」

　憲のり政まさは有う頂ちよう天てんなくらい上じよう機き嫌げんになって、こんどは小こ鼓つづみを教えにかかった。これにも、上達が速かった。

　音おん曲ぎよくの効果はあざやかであった。二、三か月目ごとにはおそってきていた憂ゆう鬱うつであったのに、その後はそれがなくなったのだ。音おん曲ぎよくによってまぎれるのではなく、熱心な稽けい古こによってまぎれるのかもしれないが、効果は効果だ。よいことをはじめたと思った。

　景かげ虎とらは憲のり政まさとの約束を忘れてはいなかった。たえず諜ちよう者じやをつかわして関かん東とうの形勢を偵てい察さつさせて情報を集めたり、関かん東とうへの軍道をひらかせたりして、おこたりはなかったが、機会が熟せず、その年は音おん曲ぎよくの稽けい古こだけで暮れた。
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　明くれば天てん文ぶん二十二年だ。

　その二月十日、晴はる景かげが死んだ。

　家か督とくを景かげ虎とらにゆずりわたした後、晴はる景かげは府ふ中ちゆうに館やかたづくりしてもらって、のんきな余よ生せいを送っていたが、正月末に引きこんだ風邪かぜをこじらせ、ほんの十日あまりの病気で死んだのであった。

　危き篤とくであるとの知らせで、景かげ虎とらがかけつけた時、晴はる景かげはもう意識がなくなっていたが、しばらくして正しよう気きにかえった。景かげ虎とらを凝ぎよう視ししつづけ、ふとくちびるをふるわせた。何やらものを言っているようであったので、耳をよせると、声は、

　「……申しわけなかった。わしをゆるしてくれい……」

　と聞こえた。生しよう涯がいつれなくばかりあたって、兄らしいあたたかいあしらいを一度もしなかったことをわびたのであろうと思われた。しわだらけな頰ほおに涙が光っていた。

　景かげ虎とらの胸は熱くなった。兄の手をつかんで、にぎりしめてやった。晴はる景かげにはもうにぎり返す力はなく、ただほほえもうとするように口もとをゆがめたが、それはほほえみにならず、また目を閉じた。意識がなくなっていくようであったが、かすかに口がうごいて、また何やら言っているようであった。耳を近づけると、

　（……お藤ふじよ。これ、お藤ふじよ。そなたどこへ行って……）

　と聞かれて、切れた。

　呼吸いきがたえていた。晴はる景かげの言ったことは、景かげ虎とらをひどくおどろかせた。男女の愛欲というものの強さ、おそろしさ、気き味み悪わるさ、なんとなき不ふ潔けつさが、一時に胸をおおうてきた。

　（この人はまだあの女を思っていたのか。自分を捨てて行った女を……）

　いきどおろしさに似たものがあった。兄の顔を凝ぎよう視ししていた。よごれたひげの生えた口が少しあいて、黄色い歯ののぞいている顔がしだいに無心なものになり、つかんでいる手がつめたくなってきた。

　思いもかけなかったほどの悲しみが、どっと胸にあふれ、涙がこぼれてきた。

　遺い骸がいは数日の後、林りん泉せん寺じに葬ほうむった。法ほう名みよう千せん巌がん寺じ殿でん華か嶽がく大だい禅ぜん定じよう門もん。

　兄を葬送おくった翌々月、信しん州しゆう方面に出しておいた諜ちよう者じやが馳はせかえって来て、容易ならない情勢の変化を報告した。武たけ田だ晴はる信のぶが北きた信しん州しゆうの村むら上かみ義よし清きよの最後の拠きよ点てんである埴はに科しな郡の葛かつら尾お城を攻撃すべく甲こう府ふを出発したというのだ。

　村むら上かみ義よし清きよは北きた信しん州しゆう第一の豪ごう雄ゆうだ。村むら上かみがどうやら健在であるために、高たか梨なし・井いの上うえ・島しま津づ・須す田だ・栗くり田たらの信しん州しゆうの諸しよ豪ごう族ぞくらも、どうやら武たけ田だ氏の侵しん攻こうをささえているが、もし村むら上かみが亡ぼう滅めつするようなことがあっては、諸しよ豪ごうは総くずれになり、北ほく信しん地方は即そく座ざに武たけ田だの有ゆうに帰するにきまっている。北ほく信しんが武たけ田だの有ゆうになれば、越えち後ごは武たけ田だ勢力と直接に肌はだを接することになるのだ。

　「油ゆ断だんなく見はって、少しでも変わったことがあったら、すぐに注ちゆう進しんせい」

　景かげ虎とらはさらに多数の諜ちよう者じやを送った。

　裏うら富ふ士じの見える山路で見た晴はる信のぶの姿、さては可か憐れんな諏す訪わご料りよう人にんの姿をありありと思い出していた。指おり数えれば、すでに九年の昔であった。
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　村むら上かみ氏と武たけ田だ氏のせり合いは、六年前の天てん文ぶん十六年にはじまる。天てん文ぶん十三年に諏す訪わ氏をほろぼして諏す訪わ郡を切り取った晴はる信のぶは、この年までに伊い那な郡の北半を征服し、鋒ほこさきを北に転じたが、その最初の餌え食じきになったのが、村むら上かみ氏の属城の一つである佐さ久くの志し賀が＊城であった。

　村むら上かみ氏は代々埴はに科しな郡坂さか木き（今の坂さか城き）の葛かつら尾お城におり、その所しよ領りようは信しん州しゆうに四郡、越えち後ごに二郡、合して六郡あって、小しよう豪ごう族ぞく割かつ拠きよの信しん州しゆうでは第一の豪ごう族ぞくであったばかりか、当主の義よし清きよがなかなかの猛もう将しようであったので、北ほく信しんの豪ごう族ぞくらの旗がしら的存在であった。志し賀が城はこの村むら上かみ氏の小ちいさ県がた・佐さ久く方面の経略基地であったのだが、それを奪われたので、この地方の豪ごう族ぞくらは村むら上かみ氏にそむいて武たけ田だ氏の旗風になびいた。

　「おれが武たけ田だに何をしたというのだ。大欲心の非ひ道どう者ものめ！」

　義よし清きよは激げき怒どし、しばしば武たけ田だ氏に抗戦した。

　たがいに勝敗があったが、それでも武たけ田だ氏はしだいに村むら上かみ方を圧あつ迫ぱくし、翌年の天てん文ぶん十七年二月には、義よし清きよと決戦すべく、板いた垣がき信のぶ形かた・飫お富お兵ひよう部ぶ・小お山やま田だ信のぶ有あり・同昌しよう辰しん・内ない藤とう豊ほう昌しよう・馬ば場ば信のぶ勝かつ・諸もろ角ずみ虎とら定さだ・栗くり原はら左衛門佐さえもんのすけ・原はら昌しよう俊しゆん・真さな田だ幸ゆき隆たか・浅あさ利り信のぶ音ねらの腹ふく心しんの諸将のほとんど全部をひきいて、大だい門もん峠とうげ＊をこえて依よ田だ窪くぼに出、砂すな原わら峠とうげから塩しお田だに進出し、倉くら升ます山やまの麓ふもとに陣を張った。必勝を期したのであった。これにたいして、義よし清きよは、信しん州しゆう中部以北の豪ごう族ぞくを糾きゆう合ごうして打って出た。

　武たけ田だ勢の先せん陣じんは板いた垣がき信のぶ形かたであった。いずれも卓たく抜ばつな戦いくさ上じよう手ずぞろいの武たけ田だ勢の諸将の中で、板いた垣がきはもっとも老練な武将だ。麾き下かにも勇士をそろえている。決死の信しん州しゆう勢もあたりがたく、たちまち二陣まで追いくずされた。

　板いた垣がきは器用に人数をまとめて陣をかためたが、運命の尽きる時、人はかねての人がらに似ず不ふ覚かくなことをすることがよくある。板いた垣がきほどの名将が、勝利に心おごったのか、陣じん表おもてで将士らの討ち取った首くび実じつ検けんをはじめたのだ。彼の陣は敵を破り、相当追撃してから停止した位置にあるので、味方の諸陣をかなりに離れている。もし、敵が不意に逆襲して来たら、味方の救援は間に合わないおそれがあったのだが、板いた垣がきにはその注意がはたらかなかったらしい。ゆうゆうとして事をおこなっていた。

　物もの見みを出してこれを知った信しん州しゆう勢は、一いつ手ての勢せいの旗を伏せ、物音をひそめて物もの陰かげを迂う回かいし、不意に立ちあらわれて襲った。

　板いた垣がきはおどろきながらも、素す速ばやく隊を指揮して防戦にかかったが、最初の立ちおくれは最後までついてまわった。みずから槍やりをとって奮戦したし、諸隊も救おうとつとめたが、間に合わない。ついに討ち取られてしまった。

　激戦がはじまった。信しん州しゆう勢は武たけ田だ家筆ひつ頭とうの将板いた垣がきを討ち取り、緒しよ戦せんの恥を雪そそいだので、意気大いにあがったが、百ひやく戦せん練れん磨まの武たけ田だ勢だ、数も多い、苦しい戦いになった。

　義よし清きよは居きよ城じようを出て来た時から、胸に秘ひ策さくを抱いだいている。混戦に陥おちいったと見て、決行にかかった。一人に矢五筋すじ入った竹えびらを背負わせた百人の弓ゆみ足あし軽がるを前に立て、穂ほ長ながの槍やりを持たせた百人の武士を、おのれの馬の左右に立て、すさまじい喊かん声せいとともに突撃にうつった。味方の諸勢の苦戦にはいっさいかまわない。ただ、まっしぐらに晴はる信のぶの本陣を目がけて突進した。

　義よし清きよはかねて弓ゆみ足あし軽がるらに、

　「決して迂う闊かつに矢を放つな。矢つがえして引きかためて進み、敵が七尺の距離に近づくのを待って切って放せ」

　と言いつけている。

　武たけ田だ勢は村むら上かみ勢をさえぎりとめようと、先を争って殺さつ到とうして来たが、この奇き計けいにかかって風にはらわれたようにたおれ、のこる勢せいはあっと尻しりごみした。透すかさず槍やり隊がつけ入り、無む二に無む三さんに突き立てて突きくずす。

　「あっぱれ、者ども！　この図ずをはずすな！　敵は色めきさわいでいるぞ！　それ行け！　それ行け！」

　義よし清きよはこの時四十八という年であったが、鍛たん練れんのきいているからだは少しもおとろえを見せない。紺こん糸いとおどしの鎧よろいに鍬くわ形がた打った冑かぶとを着、燃ゆるばかりに紅あかい房ふさのついた胸むながい尻しりがいをかけた鹿か毛げの馬にまたがり、声をかぎりに叫さけび立てながら突き進んだ。ついに目ざす晴はる信のぶの本陣に突とつ入にゆうした。

　百戦の功を経ている晴はる信のぶ麾き下かの勇士らも、生死知らずにまっしぐらに突とつ入にゆうして来る村むら上かみ勢の猛もう進しんには、さすがにたじろいだ。

　晴はる信のぶは卯うの花おどしの鎧よろいに白い犛から牛うしの毛を背にふりかけた、俗に諏す訪わ法ほつ性しようの冑かぶとといわれている冑かぶとを着、墨すみをすり流したかと思うばかりの黒馬に緋ひの胸むながい尻しりがいをかけて打ち乗っていた。

　「退ひくな！　こらえろ、こらえろ！」

　と、声をからして制止していたが、とたんに、どっとおめいて村むら上かみ勢が乗りかけて来たかと思うと、大将義よし清きよがもう目の前に迫っていた。

　「おのれ、晴はる信のぶか！」

　とののしり、刀をふりかざして馬をおどらせた。

　「心こころ得えた！　義よし清きよかッ！」

　晴はる信のぶも刀を抜きかざして馬を駆けよせた。

　馳はせちがいざまに両人同時に斬きりつけたが、共に刀がとどかない。たがいに刀が流れた。乗りかえして、また斬きりおろしたが、これはたがいに敵の鎧よろいの袖そでをわずかに斬きり飛ばしたにすぎなかった。三太刀たち目は刀と刀とが打ち合って、鏘しよう然ぜんと音が立った。四度目に近づいた時、晴はる信のぶの馬はにわかにものにおどろいて、たてがみを振りざま、横にそれ、一いつ足そくとびに三間げんばかりもとびのいた。

　「きたなし！　逃げるか！」

　義よし清きよはかっと怒り、追おうとした時、横合いから馬をあおって立ちふさがろうとした武たけ田だ氏の武む者しやがあったが、間に合わぬと見て、

　「推すい参さん！」

　とさけびざま、槍やりをひねって、義よし清きよの馬の平ひら首くびを突いた。

　急所の痛いた手でだ。義よし清きよの馬は屛びよう風ぶをたおすように横だおしになり、義よし清きよは真っさかさまに落らく馬ばし、どうと大地にたたきつけられた。

　「したりや！」

　晴はる信のぶの馬うま廻まわりの武士らは八方から走り集まり、義よし清きよに襲いかかった。義よし清きよがやっと半身をおこし、刀を車輪にまわしながら防戦しているところに、村むら上かみ勢が十五、六騎駆けつけ、馬を乗り放ち乗り放ち、おり立って、主人を救った。

　この戦いを塩しお田だ原わらの戦いといい、ついにものわかれとなったのだが、宿将板いた垣がきを討ち取っているだけに、どちらかといえば、信しん州しゆう勢の歩ぶのよい戦いであった。

甲こう州しゆう勢の武ぶ威いにすくんでいた信しん州しゆうの豪ごう族ぞくらは奮い立った。まず立ち上がったのは筑ちく摩ま郡深ふか志し＊（今の松まつ本もと）の小お笠がさ原わら長なが時ときだ。村むら上かみ・仁に科しな・藤ふじ沢さわらの諸氏と同どう盟めいして、塩しお尻じり峠とうげ＊をこえて下しも諏す訪わに侵入すること両度におよんだ。両度とも撃退されはしたが、こんどは諏す訪わ郡内の豪ごう族ぞくらが蜂ほう起きしたばかりか、動揺は全信しん州しゆうにひろがり、六年間にわたる晴はる信のぶの信しん州しゆう経営の成果は土ど崩ほう瓦が解かいする形勢になった。

　「猶ゆう予よはできぬ！」

　きびしい決意をもって、晴はる信のぶは七千の兵をひきいて甲こう府ふを出、下しも諏す訪わに入って郡内の地じ侍ざむらいを圧あつ服ぷくし、鋒ほこを筑ちく摩ま郡に向けた。

　小お笠がさ原わら長なが時ときは塩しお尻じり峠とうげで防いだが、敗れて、今の松まつ本もと市の南方奈な良ら井い川の西方桔き梗きようガ原はら＊に退ひいたが、追撃して来る武たけ田だ勢にまた敗れ、とうとう居きよ城じようにもとどまることができず、埴はに科しな郡にのがれ、村むら上かみ義よし清きよに頼った。

　雨降って地かたまるだ。晴はる信のぶの勢力は筑ちく摩ま・安曇あずみ両郡にのび、その大半を領りよう有ゆうすることになり、今や信しん州しゆうは南なん信しんの伊い那な郡の南部と、北ほく信しん地方をのぞくほかは全部彼の有ゆうとなった。

　北ほく信しんの反武たけ田だ勢力の中心である村むら上かみ義よし清きよは、諸しよ豪ごうを糾きゆう合ごうして、懸けん命めいに戦いつつあったが、勢いは日にふるわず、しだいにおしつめられつつあるのであった。






四し如じよの旗




　　　　一




　景かげ虎とらが信しん州しゆうへ放った諜ちよう者じやらはひっきりなしに情報を送った。葛かつら尾お城にとりかけた武たけ田だ勢にたいして、村むら上かみ義よし清きよはけなげに防いではいるが、しょせんはもちこたえることはできるまいというのである。

　唇くちびるが欠ければ歯が寒い道理だ。景かげ虎とらは上うえ田だの政まさ景かげに信しん州しゆうの形勢を知らせ、至急に中なか魚うお沼ぬま郡の倉くら俣またまで出て固めるようにさしずし、みずからは三千の兵をひきいて出て中なか頸くび城き郡の関せき山やま＊をかためた。中なか魚うお沼ぬま郡の倉くら俣また以南と、中なか頸くび城き郡の関せき山やま以南は村むら上かみ義よし清きよの所しよ領りようなのである。葛かつら尾お城を落とした勢いに乗じて、武たけ田だ勢が越えち後ご内の村むら上かみ領まで攻めてくる公こう算さんは大きいのである。戦いくさは勢いだ。たやすく村むら上かみ領を攻略することができれば、こちらの領内に侵入して来る公こう算さんもまた大きい。守りあることを示すことが必要なのである。景かげ虎とらは寨とりでを構築して北ほつ国こく街かい道どうを切りふさぎ、軍ぐん容ようをさかんにして万一に備えた。

　数日の後、武たけ田だ方の猛もう攻こうによって葛かつら尾お城が落ちたとの報告があった。城兵らはあるいは戦死、あるいは降伏、あるいは逃とう亡ぼうし、主将義よし清きよもいずれかへ落ちたというのである。

　「あわれに、ついにそうなったか」

　景かげ虎とらはいっそう警戒を厳重にする一方、さらに諜ちよう者じやをはなって情報を集めたが、それによると、義よし清きよの行くえがまるでわからないので、川かわ中なか島じまから善ぜん光こう寺じのあたりにかけて、武たけ田だ勢がしきりに残敵を探たん索さくしつつあるという。しかも、武たけ田だ勢は全然引き上げた者はなく、川かわ中なか島じま南方の雨あめの宮みや・屋や代しろ・塩しお崎ざきのあたりに宿しゆく営えいをつづけているという。その宿しゆく営えいの様子が、下げ知じが行きとどき、整然厳格で、なかなかみごとであるともいう。

　はげしく好こう奇き心しんをそそるものがあった。

　行って、見て来ようと決心した。

　すぐ実行にうつした。

　諜ちよう者じやの一人から虚こ無む僧そうの服装を借りて変装した。よごれたネズミ色の木も綿めんの行ぎよう衣え、丸ぐけの帯をしめ、わらじ・脚きや絆はん、尺しやく八はちをたずさえ、笠かさをかぶる。笠かさは今こん日にちの形のあの天てん蓋がいではない。普通の編あみ笠がさだ。薦こもを巻いて背負うた。野の宿じゆくや休息のためのものだ。もともと、こも僧の名はこれからおこったのだ。

　近きん侍じらはもちろんとめた。供をしたいともいったが、

　「ひとりがよい。なまじ多人数だとかえって疑われる」

　としりぞけて、関せき山やまを出た。

　その第一日目だ。関せき川のひらく峡きよう谷こく平野がしだいにせばまって、やがて信しん・越えつの国境にかかろうとするあたりに小さな祠ほこらがある。何を祀まつってあるか知らないが、仏神の前を通る時には一曲を奏して供く養ようするのが作法になっている。祠ほこらの前の庭に入ってしばらく吹きすさび、拝礼してそこを出た時、はるかな向こうから来る数騎の武士の姿が目についた。駆けさせるわけではないが、かなりな早足で来る。直ひた垂たれに綾あや藺い笠がさをかぶって、狩か旅の姿であった。

　（当国の者であろうか、信濃しなの武士であろうか、それとも武たけ田だ衆であろうか）

　と思いながらも、かまわず行くことにして、尺しやく八はちを吹きすさびながら、路のわきをしずかに歩いて行ったが、近づくにつれて、

　（はてな？）

　と、首をひねった。七、八人にもおよぶ一隊であり、先頭に立ったのが主人らしいのだが、これほどの従者をつれているにしては、歩かち立だちの小こ者ものが一人もいないのである。

　（これが村むら上かみではないか）

　という考えが閃ひらめいた。こういうカンは、われながら鋭いという自じ負ふがある。そうにちがいないとまで思った。それでも、尺しやく八はちを吹くのはやめずに歩きつづけた。

　しだいに近づき、ついに目と鼻の距離になった。

　景かげ虎とらはいっそう路のわきにより、尺しやく八はちを吹きやめた。編あみ笠がさのふちに手をかけて上げ、先頭の人を仰いだ。四十を半ば以上こしたらしい年ごろであった。笠かさの下の小びんに白いものがまじり、きびしく結んだ口もとに深いしわがきざまれていた。きっとこちらを見た目が、鋭くたけだけしく、にらむようであった。いったいに年に似ず強烈な感じであった。しかし、それも二、三瞬にも足りない間に、行きすぎてしまった。

　（たしかに村むら上かみにちがいない）

　と確信した。

　このあたりは村むら上かみ領だ。したがって、敗残の彼が潜せん伏ぷくしているのは無理はないのだが、それにしてもあぶないことと言わなければならない。川かわ中なか島じまから善ぜん光こう寺じ平だいらにかけて探たん索さくしているという武たけ田だ勢は、やがて探たん索さくの手をこちらにのばして来るに相違ないのである。

　（いつまでかくれおおせるつもりか。それとも、小お田だ原わら北ほう条じよう氏あたりと連絡をとって背後から武たけ田だをおびやかし、武たけ田だの去るのを待って与よ党とうを駆りもよおして、回復にかかる策が立っているのであろうか）

　と思った。

　いずれにしても、武たけ田だの軍ぐん容ようを一いつ見けんしておくことは必要と思われた。

　翌日の朝、善ぜん光こう寺じ＊についた。

　まず善ぜん光こう寺じに参拝して、一曲を献けん奏そうした。変装を見破られないためには、定められた虚こ無む僧そうの作法をふむ必要があったのであるが、それだけではない。元来、神仏にたいする信仰心が厚いのである。

　善ぜん光こう寺じを出ると、小こ具ぐ足そくに身をかためた十数人の武士の集団に会った。槍やりの穂ほ先さきを初夏の朝の日にきらめかし、いかにも殺さつ伐ばつなふうではあったが、粛しゆく々しゆくとして行進して行く。軍規の厳正さがしのばれた。残敵を探たん索さくしているのであることは明らかであった。

　こうした集団には行くにしたがっていく度も出で逢あった。尋じん問もんされたこともあったが、べつだんあやしまれはしなかった。年が若く小がらで、一いつ見けん弱よわ々よわしげに見えるためであったろう。

　川かわ中なか島じま＊にわたった。犀さい川と千ち曲くま川とにはさまれたこの広いデルタは、ところどころに村落と林を散らばらせて、三分の一は川原のような原げん野や、三分の一は畠はた作さく地帯、三分の一は水すい田でん地帯となっている。寒気の早く来る地方なので、もう植えつけがすんで、満々と水をたたえた田は淡たん彩さいで一はけはいたような薄うす緑みどりにおおわれていた。

　世は戦国であり、武士という武士は合かつ戦せんにあけくれているのだが、農民らはこうして耕作している。この労働と生産がなければ、世の中全部が飢うえ、武士の生活もなり立たないから、領りよう主しゆらが百ひやく姓しようを鞭べん撻たつして勤労に追い立てるからでもあるが、領りよう主しゆの強制だけで働いているわけではあるまい。勤労をよろこびとし、生産を尊しとする気持ちもあるにちがいない。尊い心だ。人間の世の中はこの心にささえられて成り立っている。それにくらべては、我が慾よくにあえいで、あけてもくれても人の所しよ領りようを奪うことばかり考えている大名などは度どしがたいものだ――というに似た感かん懐かいがあった。

　彼はしばらく、笠かさのふちを上げて、広い平野を見まわしてたたずんでいた。

　ここは村むら上かみ家の所しよ領りようだ。村むら上かみ家の所しよ領りようは越えち後ごに二郡（共にその一部）、信しん州しゆうに四郡あるが、この川かわ中なか島じまから善ぜん光こう寺じ平だいらにかけてはもっとも膏こう腴ゆな土地で、その所しよ領りようの中心をなしている。

　「この植えつけのすんだ田の収穫も、今年から武たけ田だのものになるのか」

　と思うと、かなしみに似た感かん慨がいがあった。

　「いくさは負けてはならないものだ」

　とも思った。

　「好むところではないながら、いつかは晴はる信のぶと戦わなければならないであろうが、その時はこのあたりが戦場になるであろう」

　とも思った。

　関せき山やまからここに至るまでの間はひろい平地がない。川沿いの峡きよう谷こく地帯と野の尻じり湖こ周辺には多少の平地があるが、いずれもきわめて狭せまい。

　大軍を動かせる地勢ではない。やるとすれば、善ぜん光こう寺じ平だいらからここにかけてがもっともふさわしいのである。

　明るい日のあたっているひろい田でん野やの中に一ひと筋すじにつづく野道を、ときどき立ちどまって見まわしながら、南に下った。

　およそ二里ほど行くと、はるかに前面の三か所に、さかんな炊すい煙えんの立ちのぼっているのが見え、さらによく見ると、新緑と民家のちらばっている間にちらちらときらめくようなものがある。思案するまでもなく、旗であることがわかった。この季節のこんな天気の日には、遠くの旗はこんなふうに見えるものなのである。

　尺しやく八はちを吹きすさびながらも、そこらから目をはなさず見て、そろそろと行くうちに、川に行きあたった。千ち曲くま川であるにちがいなかった。広い大きな川だ。水量もたっぷりあり、流れも急だ。

　岸に渡しの舟がある。くずれかけたような小家が岸の堤てい防ぼうのかげの大きな柳の陰に立っていて、その前に舟がつないであり、そこからはるかな向こう岸まで太い藤ふじづるを引きわたしてある。この蔓つるをたぐって渡るのだと見えた。この急流では、棹さおや櫓ろだけでは無理にちがいない。

　景かげ虎とらは堤てい防ぼうを下りてその小家の前に行くと、素す懸がけの具ぐ足そくに陣じん笠がさをかぶった雑ぞう兵ひようが二人、うるさいほど葉のしげった柳のかげにすわって、腰こし兵ひよう糧ろうを使っていた。景かげ虎とらを見ると、びっくりしたのだろう、一人が飯めしにむせた。

　「何なに者ものだ！　うぬは！」

　と、他の一人がどなった。

　「旅の普ふ化け僧そうでござるが、気の毒しましたな」

　と、おちついて答えた。

　「なるほど、こも僧どのじゃが、何しに来なされたのじゃ」

　といった。

　「向こうへ渡るつもりじゃろうが、向こうへは手て形がたがなくば渡さんぞ。そげいなことになっとるのじゃからの」

　と、いま一人がむせるのがなおったのであろう、様子づくって言った。

　二人とも、せいいっぱいきびしい表情をとろうとして努力しているが、人のよさそうなにぶい顔はどう引きしめようもない。

　「拙せつ者しやはいくさ見けん物ぶつにまいったのでござるが、もうすんでしまったそうでござるな。しかし、せめては勝った武たけ田だ殿のご陣営だけでも拝見しておきたいと思うのでござる。渡るのをゆるしていただきたい」

　後こう世せいもそうだが、この時代も虚こ無む僧そうには牢ろう人にん武士が世に出るまでの、みすぎのために入っているものが多かったし、時じ世せいがら武む者しや修しゆ行ぎようをかねている者も多かったのである。

　「お前様、武む者しや修しゆ行ぎようか」

　とことばがていねいになった。

　「まあそのつもりでいる。わしじゃとてもとは相当な家に生まれたさむらいじゃ。いつどんなことで諸国大名衆に召しかかえられんものでもないゆえ、どうせたヽつヽきヽのために歩くのじゃから、同じことじゃ、武む者しや修しゆ行ぎようもかねたいと思うての」

　「よい心がけじゃ」

　と、飯めしにむせた雑ぞう兵ひようは感心したように言ったが、すぐしげしげと景かげ虎とらを見て言う。

　「けんど、お前様えらい小ちつこいなあ。こも僧専一の方がようはござらぬかや」

　ご親切なことであった。景かげ虎とらは苦笑した。

　「わしもそう思うことがないではないが、人間は運のものじゃから、いつの日もとのさむらいに返り咲くことがあるかもしれんのでのう。武む者しや修しゆ行ぎようをやったかて、損になるわけではないけにのう」

　「ああそうか。それはまあお前様次第のことじゃ。立ち入ってわしらがかれこれ言うべき筋すじ合あいのものではござらんわい」

　これだけの問答がすむと、二人はまた熱心にむすびを食べはじめた。

　「これよ。向こうには渡してもらえんかのう」

　と、景かげ虎とらはたのんだ。

　「手て形がたはござるかや」

　指についた飯めし粒つぶを一粒一粒前歯でこきとりながら答える。

　「それはないのじゃが……」

　「いかんわい！」

　といきなりびっくりするような声でどなった。

　すると、別のが気の毒になったらしく、言いそえる。

　「手て形がたなしには通してならんことになっとると、さっきも言うたじゃろう。ああ、ほんにお気の毒」

　「その手て形がたというのは、どこで出しているのじゃ」

　「お前様の通って来なさった道に、篠しのノ井いちゅう村があったはずじゃ。ついその向こうの村よ。あこの寺に、士さむらい衆しゆうがつめていなされて、そこで出してござるのじゃ。本通りから少しはずれているので、気がつかんでござったのじゃろう。このへんの村の者は皆もろうとるがのう」

　「そうか。それではやはりもどってもらって来なければならんか」

　「そうしなされ、そうしなされ。なんでもないことじゃ。ほんの一走りじゃけ」

　と二人は熱心だ。しみじみ同情しているようであった。

　景かげ虎とらは引きかえしたが、もう帰って来る気はなくなっていた。

　（近ごろ名に高い、“孫そん子し四し如じよの旗”というのを見たいと思うたが、残念なことをした）

　とは思いながらも、これで武たけ田だ家の軍律のきびしさ、したがって用兵の程度もわかったと思っていた。




　　　　二




　関せき山やまへかえって数日の後、甲こう州しゆう勢が本国に引きとったので、こちらも春日かすが山やまにかえった。倉くら俣またの政まさ景かげにも知らせて引きとらせた。ところが、それから三か月の後、思いもかけないところに村むら上かみがあらわれたという報告が入った。善ぜん光こう寺じの東北方五里の高たか梨なし平だいらの高たか梨なし政まさ頼よりの居きよ城じようにあらわれたというのだ。これには、井いの上うえ、須す田だ、島しま津づ、栗くり田たらの信しん州しゆうの豪ごう族ぞくらが馳はせ加わっているという。執しつ拗ようで根強い武たけ田だの侵略に、わずかにのこっている信しん州しゆうの全豪ごう族ぞくらが全力的な抵てい抗こうをする決心をかためて集まっているという。

　ここは川かわ中なか島じまよりもさらに越えち後ごに近い。油ゆ断だんはならなかった。早速、上うえ田だに通報して、前のように倉くら俣またに出てかためるようにさしずした。

　その急使を出した日の午後、高たか梨なし城から使者が来、籠ろう城じようの諸将連名の手紙をもって来た。

　（われわれが武たけ田だの飽あくなき貪どん欲よくのために、年々に領地を削けずり取られ、居きよ城じようを追いおとされ、今や身をおくにところなき状態になろうとしていることは、隣国のことゆえ、さだめてお耳に達しているであろう。われらはこのたび衆しゆう心しん一いつ致ちして、武たけ田だの暴ぼう悪あくと懸命の戦いをしようと思う。ついては、われらのこの衷ちゆう情じようをあわれんで、一いつ臂ぴの力をかしていただけまいか。われらのうち、せめて一人なりともみずから参上して、お願い申し上ぐべきであるが、敵の来襲がほどないことと思われるから、ここをはずすわけにいかない。非礼をもかえりみず、使者をもってお願いする次第である）

　というのが文面であった。

　雷らい電でんに打たれたような衝しよう撃げきがあったが、瞬間にそれは去って、

　（ついに来た。意外に早かった……）

　という思いだけがのこった。またしても、御み坂さか峠とうげで見た晴はる信のぶの姿が思い出された。あのころから今日の日を、心の底深いところで待っていたような気がしてきた。

　使者は手紙に書かれたことを補足しようとして、いろいろと語りはじめたが、景かげ虎とらにはもうそれはいらなかった。力をかす気になっていた。さえぎって、言った。

　「ご依頼のことは、承知した。まず高たか梨なし殿は、わしが家の縁者じゃ。今の政まさ頼より殿は、年はわしよりずっと上じゃが、わしの甥おいにあたる。わしがいちばん上の姉が先せん代だいの播磨守はりまのかみ殿にとついで生んだのが政まさ頼より殿じゃ。頼まれた以上、見過ぐしにできぬ。次は、この手紙の方かた々がたがみんな武たけ田だのために万一のことがあれば、武たけ田だの鋒ほこ先さきはかならずわしに向かって来るであろう。手をつかねて見ているわけにはいかぬ。どんな方法で助勢するかまだ工く夫ふうがつかぬが、かならず何かの形で、もっとも力のある助勢をするであろうと申したと言うてくれるよう」

　使者はよろこんで帰って行った。

　月がかわって八月はじめ、甲こう州しゆう勢が川かわ中なか島じまを通過し、信濃しなの川沿いの道を高たか梨なし平だいらに向かったとの知らせを受けると、景かげ虎とらは柿かき崎ざき和泉守いずみのかみを主将とし、数人の豪ごう族ぞくらをそえて、川かわ中なか島じまに出動させた。みずからは向かわなかった。背後をとり切られた武たけ田だ勢は高たか梨なし城へ攻撃を集中することができず、自分に使者を立て、抗議をして来るにちがいない。そこで、信しん州しゆうの豪ごう族ぞくらの所しよ領りようを返還するように勧告する。普通なら聴くはずはないが、危き地ちにあるのだから、聴くかもしれない。聴けばもうけもの、聴かずとも、これで堂々と手切れが言いわたせる――と計算したのであった。

　「おそらく、合かつ戦せんにはなるまいが、油ゆ断だんは禁きん物もつだぞ。少しでも変わったことがおこったら、すぐ知らせい」

　と申し渡して出発させた。

　ところが、これが大誤算であった。越えち後ご勢にうしろをとり切られたと知った晴はる信のぶは、その夜のうちに一軍をわかってひそかに引きかえし、夜半を少しすぐるころに川かわ中なか島じまにつくと、そのまま夜や襲しゆうをかけ、さんざんに撃破したのだ。

　報告はその翌日の夜明けに春日かすが山やまについた。

　景かげ虎とらは仰ぎよう天てんした。戦いくさをはじめて最初の不ふ覚かくである。憤いきどおりと恥ち辱じよくに、全身が火のようになった。口すすぎもせず甲かつ冑ちゆうを着、着ながら、軍勢の部署を口く授じゆして侍じ臣しんに書きとらせ、

　「すぐくり出させい。おれは先に行くぞ！」

　とどなりすて、馬の口取り一人だけつれてただ一騎、北ほつ国こく街かい道どうを南に飛んだ。




　　　　三




　翌日の朝、景かげ虎とらは川かわ中なか島じまに馬を立て、周囲を顧こ望ぼうしていた。

　ここまで来る間に、彼はいく立てかの味方の使者に逢あった。その使者らの注ちゆう進しんを綜そう合ごうすると、こうなった。

　（武たけ田だ勢は夜や襲しゆうしてこの地で柿かき崎ざき和泉いずみら味方の諸勢を撃破すると、そのまま高たか梨なし平だいらにとって返し、無む二に無む三さん、損害をかえりみず猛もう攻こう、数刻の後には攻めくずし、直ちに退却にかかったが、途中の城々砦とりで々とりでに兵をおいて厳重にかためさせながら、深ふか志し＊と上うえ田だ＊方面へわかれて引きとってしまった）

　重ね重ねの不ふ覚かくであった。景かげ虎とらは歯がみをしいきどおり、羞しゆう恥ちに全身を熱くしながらも、晴はる信のぶの武略に舌をまいていた。こちらの手の内を、鏡にかけて見るよりもはっきりと読みとり、先せん手て先せん手てと出て、ついに押し切ってしまった手て際ぎわはおどろくべきものであった。

　しかも、こちらが激げき怒どして出て来るであろうと見通して、「死にものぐるいになってくる者とのいくさはごめんこうむる。勝ててもきつい損害をまぬかれんものじゃからな」とばかりに、素す速ばやく領分内奥深い方へむかって引きとったやり方のあざやかさに至っては、見上げたものであった。

　これにひきかえ、味方はどうかといえば、柿かき崎ざきをはじめ諸将は切り散らされて、西の方上かみ水内みのち郡の山間へ追いこまれて手も足も出なかったというし、高たか梨なし城の諸将は行くえ知れずに落ち行ゆいたというのだ。

　「晴はる信のぶめ！」

　ギリッと歯をかんで顧こ望ぼうするまわりには黄おう熟じゆくした稲いな田だがあり、畑がつづき、桑くわ畑ばたけがある。戦いの行われたあたりは踏みあらされているが、それも昨日半日の雨であらかた回復したように見える。戦いはごく短時間に、しかももっとも無む駄だなく行われたにちがいないのである。これも味方の油ゆ断だんと敵の戦術の冴さえを語るものであった。

　「おれがいたら……」

　と口くち惜おしくつぶやく下から、

　「未み練れんがましいことを言うべきでない。どんな理由があろうと、負けは負けだ。不ふ覚かくを認めて、できるだけ早く雪せつ辱じよく戦せんを心掛くべきだ」

　と思いなおしたが、すぐまた、

　「ともかくもおれの武名にきずがついた。不敗の武将と仰いで服属していた越えち後ご国内の豪ごう族ぞくらの心中は、かならずやこれまでのようではあるまい」

　という思いがしくしくとひろがってくる。

　陰気で、鬱うつ陶とうしい気持ちだ。何もかも打ちすててしまいたいようなニヒルな気持ちですらあった。

　「ぜがひでも、おれは晴はる信のぶと決戦し、晴はる信のぶをたたきつけなければならない。でなくば、おれの武人としての立場はなくなる。おれが勝ちのこるか、彼が勝ちのこるか、終しゆう生せいをかけて戦わなければならない……」

　ギリギリと奥歯をきしらせながら、改めて決心した。

　ぐるりと見まわすこの盆地の周囲には、いく重えの山々がたたんでいる。その山の大部分の名を、彼は知らない。しかし、妙みよう高こう＊・戸と隠がくし＊・飯い縄づな＊等の山々は知っている。昨日半日の雨に洗われた秋気は水のように澄み、山々は真昼の太陽の下に手にとるようであった。




　　　　四




　午後になって、越えち後ごの将兵らが到着し、つづいて柿かき崎ざき景かげ家いえらが山々の間から出て来た。

　「申しわけございません。まさかあれほどすすどい出方をしようとは思わなんだのでございます。油ゆ断だんでございました」

　と、柿かき崎ざきはわびたが、そのことばには事前における景かげ虎とらのことばについ油ゆ断だんをしてしまった、責任は自分にだけはないといいたげな語気がある。たしかにそうにちがいないのである。「油ゆ断だんは禁きん物もつだぞ」と言いながらも、

　「おそらくは合かつ戦せんにはなるまい」と景かげ虎とらは言ったのである。骨を刺さされるような痛苦があった。

　「おれのことばが足りなんだ。そなただけの不ふ覚かくとは思わんぞ」

　と、景かげ虎とらはなぐさめた。

　それ以上口をきく気がしなかったが、心をはげまして、武たけ田だ勢の戦いぶりについてたずねた。

　「負け武む者しやである今の拙せつ者しやがかようなことを申しては、言いわけがましくて、かたわら痛いとうござろうが、拙せつ者しや今日までかほどの剛ごう敵てきに会おうたことがござらぬ。『疾ときこと風のごとく、掠かすむること火のごとし』とは、彼が本陣旗の文もん句くじゃと聞いていますが、まさしくそうでありました。当方の油ゆ断だんはもちろんのことでございますが、音もなくひたひたと水のように寄せて来たのでございましょう、気づいた時にはもう小こ半はん町ちようにも近づいていまして、鉄砲を撃ち立て撃ち立て、煙の下から切って出て、暴風あらしのように渦うず巻まきこんでまいったのでございます。寝ごみをさんざんにあらされ、ただもうあきれまどい、うろたえるばかりで、防戦というほどのこともできず、ただ退ひきに退ひいてしまったのでございます。炎ほのおのあらしに襲われた思いでありました。あっぱれな夜討ちぶりでございました。拙せつ者しやほどのものをこうまでやりつけましたこと、敵ながら見上げたものでございます」

　柿かき崎ざきはくやしくてならないにちがいないのだが、この際はほめなければかえって醜しゆう態たいと思うのだろう、しきりに敵をほめ上げた。しかし、ついにたまらなくなったらしく、ひときわ大きく声をはりあげた。

　「しかしながら、拙せつ者しやは決しておそれてはいません。これで敵の手なみのほどもとっくりとわかりましたすけ、またの機会にはかならず存分な働きをして、こんどの恥を雪すすぐことを、ここにお誓い申しておきます」

　「そうであろうとも。おれもこのままではおかぬつもり。その際は十分に働くよう」

　「かならずともに、おほめにあずかる働きをいたすでございましょう」

　と、柿かき崎ざきは答えた。

　景かげ虎とらは先刻から気になっていたことをたずねた。

　「そなた、武たけ田だ勢が鉄砲を撃ちかけ撃ちかけ襲うて来たと申したが、ずいぶん多数であったか。およそいく梃ちようほどと思うたか」

　柿かき崎ざきは小こ首くびをひねった。

　「とっさのことでありましたし、あわてておりましたし、夜や陰いんのことでもあり、たしかなことはわかりませぬが、百梃ちようを下ることはあるまいと思います。言いわけがましゅうございますが、手の者どもがそのすさまじい響きと筒つつ先さきからほとばしる玉たま薬ぐすりの火の色におびえてふためき立ちましたために、さしずがとどかず、崩くずれ立ったのでございます」

　「うむ、うむ」

　と景かげ虎とらはうなずいていたが、心中にはかなりな動揺がおこっていた。武たけ田だ勢は先夜の襲撃に百梃ちよう以上の鉄砲を使ったというが、それが全部の鉄砲ではあるまい。少なくともその二倍は持っていよう。

　ところで、こちらはどうかといえば、三さん条じよう攻ぜめの時以来だんだんに買い足してはきたが、それでもせいぜい八十いく梃ちようしかない。これでは自分が出てまともに対陣しても、勝てる見込みはまずない。みずから出陣しなかったのが不覚のもとだったと思っていたが、出なかったことが最小限に不名誉を食いとめることになったのかもしれないと、背せ筋すじの寒くなる思いであった。毘び沙しや門もん天てんの加護がこんな形で恵まれたのかもしれないと思った。

　川かわ中なか島じまに滞陣すること二日、三日目の早朝から撤退にかかって、引き上げた。

　三日の後、春日かすが山やまに帰りついた。村むら上かみ義よし清きよ・高たか梨なし政まさ頼より・井いの上うえ昌まさ満みつ・島しま津づ忠ただ直なお・須す田だ満みつ国くに・栗くり田た永なが寿ひさらの信しん州しゆうの豪ごう族ぞくらが春日かすが山やまに来たのは、その翌日であった。

　高たか梨なしには幼いころに一、二度会ったことがあるが、他は全部初対面である。景かげ虎とらは鄭てい重ちようにもてなして対面し、

　「おのおのがたのご依頼にまかせて、川かわ中なか島じままで出陣したのでござるが、つかわした者の不覚で不ふ手て際ぎわなこととなりました。頼まれ甲が斐いもなかったと、恥じています」

　とあいさつすると、村むら上かみが皆にかわって言う。

　「いやいや、不覚はわれらでござる。気をつけておれば、あれほどのことをする敵のけはいが、前もってわからぬことはないはずでござる。気づいて打って出るか、せめては注進してご用心をさせ申すべきを、あヽけヽらヽかヽんヽとして気もつかなんだのは、返す返すもわれらの不覚であります。せっかくのお力添えをいただきながら、申しわけないことであります」

　彼らはまた口々に武たけ田だ氏の横おう逆ぎやくをうったえ、この上の助力を乞こうた。

　「よろしいとも。弱じやく輩はい者ものながら、名に聞こえたおのおのにさほどまで依頼されること、弓矢とる身の面めん目ぼくであります。この前もお使者にまで申しましたが、おのおのの所しよ領りようが武たけ田だにうばわれているかぎり、拙せつ者しやにしても隣家まで火がのびて来たと同じこと。枕まくら高く寝るわけにいきませぬ。かならず武たけ田だを駆く逐ちくして、おのおのをその本ほん領りように安あん堵どなし申すでありましょう」

　と、景かげ虎とらが答えると、信しん州しゆう豪ごう族ぞくらは涙を流して感謝して、

　「それほどのおことばを賜わる以上、われら今日ただいまより、お幕ばつ下かとなり申します。ご芳ほう情じようによって本領を安あん堵どしましても、永くご当家の家来としてお仕え申すことを誓せい約やくいたします」

　と言った。とりわけ、村むら上かみは越えち後ご国内に持つ二郡のうち一郡をただいまから献けん上じようするとまで言った。

　「おのおののお心はよくわかりました。しかし拙せつ者しやはまだおのおののためにいかほどの力もいたしておりません。報ゆることなくして取るは貪むさぼるのでござる。これからおのおののために尽くし、拙せつ者しやもおのおのも得とく心しんのいったところで、改めての約束をいたしましょう。まずそれまではお客のつもりでいてくださるよう」

　筋すじ道みちを立てて、きれいに、さわやかにふるまいたいのであった。六人は心を打たれて見えた。

　饗きよう応おうになって、打ちとけての会話になった時、景かげ虎とらは武たけ田だの戦いくさぶりについてきいた。

　「晴はる信のぶという男、貪どん欲よく非ひ道どうの心しん術じゆつの者ではありますが、戦いくさは稀き代たいの上じよう手ずでござる。いつの戦いくさにも彼が総くずれになって敗走したことはありません。かならず最後まで芝居を踏みしめて（戦場を確保しての意）います。彼の戦いくさぶりが人と異なるところは、決して調子に乗らぬことでございます。十里のところなら五里、五里のところは三里、三里のところは一里と、まことに用心深い進撃ぶりでございますので、途中で形勢がかわって、勝っている戦いが敗けになるようなことは一度もございません。無む類るいに堅けん固ごな戦いくさぶりでございます」

　と、村むら上かみが説明すると、他の人々もうなずいて、自分らの経験した例をあげて証明した。

　順序正しく兵をくり出して来るさまや、節せつ度どをわきまえたおちつきはらった合かつ戦せんぶりがありありと目の前に浮かんできた。しくしくとしぶり腹の痛むような鬱うつ陶とうしさが感ぜられてくる。景かげ虎とらはぐいと朱しゆ塗ぬりの大杯をかたむけて言った。

　「なるほど、よくわかり申した。察するに、晴はる信のぶが戦いくさは後の勝ちを心がけ、なお言うなら、領地をひろめるのが最後ついの目あてであるようでござるな。しかし、拙せつ者しやの心掛けはちがう。拙せつ者しやは後の勝ちなどはかまわぬ。もとより領地をひろげようとの量りよう見けんもござらぬ。さしあたった戦いくさには、一戦たりとも負けじとばかり思うています。年の若いがためでありましょうな。ハッハハハハ」

　酔いがまわっていた。昂こう然ぜんたるものが胸に高まってきていた。




　　　　五




　二十日ほどたって、九月はじめ、景かげ虎とらは急に思い立って京みやこ上のぼりすることにした。主たる目的は堺さかいに行って鉄砲を注文するにあったが、ついでに朝廷にたいして昨年の官位叙じよ任にんのお礼を言ごん上じようしたいし、できれば将軍に拝はい謁えつして関かん東とう管かん領れい家相続の諒りよう解かいも得たいと思ったのであった。

　九月はじめのある日、春日かすが山やまを出発した。供には、れいによって豪ごう傑けつ連れんが立ったが、彼らも中年になって昔のように足軽く走りまわることができないので、その用には若い小者を二十数人も召し連れた。全員では四十人近い人数になった。

　武家姿で、士さむらい分ぶんの者は皆騎き馬ばした。越えち後ごに来ている関かん東とう管かん領れい上うえ杉すぎ憲のり政まさの家か臣しんらが、主命を帯びて上じよう洛らくするということにした。

　九年前回かい国こくの六ろく部ぶ姿となってたどったと同じ親おや不知しらず・子こ不知しらずの嶮けんのある海沿いの道をとって、五日目の夕方、魚うお津づの港についた。

　その夜は海べに近いはたご宿に泊まった。諸国往来の船乗りらの泊まる家だ。

　翌朝、だれよりも早く目をさました景かげ虎とらは、ただ一人宿を出て、町をそぞろ歩きした。かつてこの国は父為ため景かげに征服され、彼の家のものになっていた期間があるが、その後国内の諸しよ豪ごうが蜂ほう起きして、父を討ち取ってしまった。いわば父の怨おん敵てきの国である。その父の愛情薄く育った身ではあるが、武門の意い気き地じは別だ。いつかはこの国を伐うって父の遺業を回復し、父の怨うらみを報じようとの念は去ったことがない。かれこれ、町の地理を見ておくことは、必要なことと思われるのであった。

　港の町の朝は早い。まだ日の出には遠く、水色の暁の光線をこめている海近い町には、もうぽつりぽつりと人の姿が見えていた。皆漁具が入っているらしい箱をかかえ、櫓ろをかついで、黙もく々もくと海の方に行く。景かげ虎とらはその人たちと同じように海べに行き、潮風と露にしめった砂の上をさくりさくりと歩きながら、諸国往来の商人あきんど船ぶねや漁船のもやっている港を見た後、町をまわって城の方に行った。

　この時代の城は、この少し後のように石いし垣がきをきずき、天てん守しゆを上げた、あんな美しくおごそかなものではない。石いし垣がきのかわりには土をかき上げて芝を植えた土ど居いがあり、白はく堊あの壁の天てん守しゆや角すみやぐらのかわりには、壁は板や荒あら土つち、屋根は板ぶきのやぐらが建っているにすぎなかった。魚うお津づ城もそうであった。この城のあったあたりは、今日では市中の平地で、小学校になっている。しかし、当時はもちろん人家櫛しつ比ぴの市中ではない。町をはなれ、周辺は樹木の多い武家屋敷になっていた。

　城は濠ほりをめぐらしている。すがれた蓮はすの葉や菱ひしの葉が浮いて、底の見えないくらい青黒い水を深くたたえている。景かげ虎とらは、葉をふるいおとした柳の植わっている、濠ほりに沿った道を歩いて、城のまわりを一いち巡じゆんした。平ひら城じろではあるが、相当な規模と堅けん固ごさを持っている。

　「なかなかのものだな」

　と、いくどもつぶやいた。

　この間に日が出た。はたごのある方に向かって足をめぐらして、武家屋敷にはさまれた通りにさしかかると、どこからともなく、琴ことの音ねが聞こえてきた。

　ごく遠い音で、ごくかすかであるが、ようやくのぼりはじめた朝日の中に、古さびた樹木のしげっている武家屋敷の通りで、その音はまことに美しく聞こえてくる。

　（さすがにこの地は諸国の船の集まるところだ。片かた田舎いなかに似ず、みやびたたしなみの者がいるのだな）

　と、思いながら進んだが、進むにつれて琴ことの音ねははっきりなってくる。

　近づけば近づくほど、曲調がよくわかる。十分に手なれて、巧みな手であった。

　（これほど巧みなところをみると、若い者ではないな。しかし、音に艶つややかさがあるところを見ると、あまり年老いた者ではない、中年の武ぶ家け女によう房ぼうか、中年の瞽ご女ぜであろうか。早朝からみやびたことじゃわ）

　とつおいつ、思いめぐらしているうちに、その音の立っている屋敷の前に来た。

　ひときわ大きな屋敷だ。はば二間ほどの濠ほりをめぐらし、その内側に狐きつね色いろに枯れた芝を植えた高い土ど居いの上にひめ垣がきとしてかヽらヽたヽちヽを高くぎっしりと植えこんで、まことに堅けん固ごなかまえだ。城主の重じゆう臣しんか、城主の一門の屋敷にちがいなかった。琴ことの音ねは邸てい内ないに植えこまれた常緑樹や葉のすがれた樹々の間から、まろび出すようなやわらかさで漏もれてくるのだ。

　景かげ虎とらは足どりをゆるめ、ついには立ちどまって、耳をかたむけていたが、どうした心の作用であったろう、いつか胸に兄の愛あい妾しようであった藤ふじ紫むらさきのおもかげが思い浮かんでいた。

　（いつか、あの女の奏ひく琴ことをおれは聞いたことがあり、それがこの曲目であったのかもしれんな。しかし、何という曲であろう。のどかないい曲だな……）

　と思った。

　日はますます高く上る。

　「こうしてはおられぬ」

　急ぎ足に立ち去った。






愛欲と信仰
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　景かげ虎とらの去った後、琴ことはなおひきつづけられていた。朝の日が寂しずかに照りわたっているだけで、まるで人ひと影かげのない通りに、琴ことの音ねはしばしその玉をまろばすような美しいひびきをひろげていた。

　琴ことの音ねは、その屋敷のもっとも奥まった小こ座ざ敷しきから聞こえて来るのであった。根もとに青々とした笹ささのある、赤松まじりの落葉樹の木立ちを前にした座敷だ。しだいに高くなる日が、あらかた葉の落ちた枝の間から木立ちの根元までさしこみ、座敷には明あかり障しよう子じがぴったり立てられていた。張り立ての真っ白な明あかり障しよう子じは、早くも冬を迎える支し度たくをしているように見えた。

　琴ことの音ねは小川のせせらぎのように、あるいは緩ゆるやかに、あるいは急に、その障しよう子じの内側からひびいていたが、とつぜん、バランと乱暴な音が立った。手いっぱいに絃げんをつかんで切れよと弾はじいたようであった。つづいて、

　「ああ」

　と、しめやかなため息の声がもれ、身をおこすけはいと衣きぬずれの音とが近づき、障しよう子じがあいて、立ち出いでたものがあった。女であった。人のカンは時に霊れい妙みようをきわめる、藤ふじ紫むらさきだったのである。

　藤ふじ紫むらさきは縁えんに立ったまま、日の光のよく通っている木立ちを凝ぎよう視しして、長い間動かなかった。憂ゆう鬱うつげな表情であった。

　彼女はもう二十八になるが、依い然ぜんとして美しかった。昔は瘦やせて細くてまるで血の色がなく、すきとおるような白さが異風な美しさになっていたが、今はやや肉しし置おきがゆたかになり、血色がよくなっている。人によっては昔より美しくなったというかもしれない。ともあれ、いささかも年のおとろえが見えないのである。

　彼女が春日かすが山やまを落ちてここへ来てから五年になる。あの時以来、彼女は魚うお津づ城主鈴すず木き大和守やまとのかみの寵おも妾いものになって、今日に至っている。

　あの時、大和守やまとのかみは久きゆう助すけにたいしてはずいぶん手ひどいあつかいをした。からだ中を調べて刃物はもちろん、金物と名のつくものはいっさいとり上げて城内の牢ろうに投げこんだ。しかし、彼女にたいしては相当いたわった。奥おく殿どのにおしこめたとはいえ、入浴させ、やわらかくあたたかい衣服をあたえ、熱いものを食べさせた上で、あたたかく寝せたのである。

　最初、大和守やまとのかみの受けとった報告では、二人は越えち後ごの戦乱を避けて当地に逃げて来た夫婦みようとものであるということであったが、二人の姿を見ただけで、それを信ずる気はなくなった。二人の顔形と風姿とはあまりにちがいすぎた。持ちものを点検していっそうその感があった。最上流の階級の子女でなければ持つことのできないものばかりなのだ。

　「女は身分いやしからぬものだ。高貴な身分の者といってもよい。どう考えても下げ賤せんな、せいぜい武家の小こ者ものとしか思えぬようなあの男と夫婦みようとであると名のるのは、深い事情があるに違いない」

　と推察した。

　彼は事情をただすために、翌日、書院の間に呼び出した。

　「殿様にだけ申し上げたいことがございます。余よ人じんがいましては申し上げるわけにまいりません」

　と、藤ふじ紫むらさきは言った。手厚い待たい遇ぐうで一夜ゆっくりと休息させられて、彼女はさらに美しく、﨟ろうたけてさえ見えた。余よ人じんのいるところでは一語も答えまいとかたく決心しているらしい表情のはげしい美しさは、大和守やまとのかみの同情をそそった。彼は家か臣しんらを遠ざけて、藤ふじ紫むらさきと二人になって対たい座ざした。

　「これでよかろう。さあ、聞こう」

　「はい」

　と答えて、藤ふじ紫むらさきは目を伏せた。それがなんともいえず美しくたおやかで、高こう雅がにさえ見えて、こちらはあやしく心がゆれた。

　「さ、申すがよい」

　知らず知らずやさしい声になって、うながした。

　すると、とつぜんだった。藤ふじ紫むらさきはたもとを顔にあてて、さめざめと泣き出した。たえがたい苦難に逢あって、精いっぱいの努力でたえしのんできた人が、親切な人にあって、心の張りが切れた時のよりすがる心をあらわに見せる姿のようであった。大和守やまとのかみは胸がきびしくしぼり上げられ、胸が熱くなった。

　「泣いていてはわからぬ。さ、申すがよい。何なりとも、力になってつかわすぞ」

　といってしまった。

　「……は、はい」

　藤ふじ紫むらさきは涙をおさえて、虚きよ実じつとりまぜての話をした。自分が京みやこの堂どう上じよう家の生まれであること、縁えんあってはるばると越えち後ごにくだって来て、守しゆ護ご代だいの長なが尾お晴はる景かげの側そく室しつとなったこと、晴はる景かげの弟の景かげ虎とらが謀む反ほんをおこし、晴はる景かげ方が惨ざん敗ぱいしたこと、出陣に際して晴はる景かげが万一味方不運の節は急報するから、その節は城を落ちて、しかじかの土地にのがれて身をかくしているよう、やがてまた味方を糾きゆう合ごうしてかならず昔の栄えをとりもどして迎え取るであろうと言いおいたこと、そこで城をおちたこと、しかるに、供に召し連れたあの者がにわかに悪心をおこして、女中を殺してしまい、自分に乱暴をはたらいたこと、かよわい女としてどうすることもできなかったこと、他国に行こうと男のいうにまかせて、雪と風をしのいで、海路当地に来たこと、等々々。

　鋭い知恵で思いをめぐらし、辻つじ褄つまをぴたりぴたりと合わせて、語った。話はいく度たびかむせび泣きでとぎれた。不思議なことだが、そのむせび泣きは決してうそ泣きではなかった。ほんとに悲しくなり、ほんとに胸がせまり、ほんとに熱いものがのどをふさぎ、ほんとに涙があふれてきたのだ。

　男は美しい女の涙にはもろい。大和守やまとのかみは心の底からあわれと思った。

　「よくわかった。不ふ埒らちな下げ郎ろうめじゃ。いずれそういうことではないかと思うていた。そのような不ふ埒らち、見過ぐしにはできぬ」

　大和守やまとのかみは即そく座ざに命を下して、久きゆう助すけの首をはねさせたが、その夜、みずから藤ふじ紫むらさきのへやに行ってこのことを告げた。

　「お礼の申し上げようもございません。ただこの通りでございます」

　藤ふじ紫むらさきは両手を合わせて伏しおがんだ。白くて、かぼそくて、てのひらの紅あかい手である。ぴったり合わせた間から紅あかい筋すじになって見えているのが可か憐れんであった。

　この氏うじ素す姓じようが高こう雅がで、容よう姿しも美しい女性に、こうまで感謝されるのが、大和守やまとのかみには言いようもないほど満足であったが、その時、どうした心理のはたらきであったか、この女があの醜しゆう悪あくな顔をした下げ賤せんな男におかされる有あり様さまがまざまざと思い浮かんだ。むざんな想像であったが、その底に残ざん酷こくなくらい好こう色しよく的なものがむらむらとうごめいた。ギリギリと歯をかみしめてこらえた。

　この時、藤ふじ紫むらさきは目を伏せ、自分のひざを見つめて言った。

　「わたくし、この身になっては、もう越えち後ごへは帰れません。たとえ弾だん正じよう様のご利運がひらけてもとのお身の上になられましょうとも……」

　つぶやくような言い方であった。しだいに語尾が低くなって、いつ消えたともなく消えた。このささやきがさそい出したといえるかもしれない。あらあらしいものが一時にこちらの身うちにみなぎった。いきなり、長いひじをのばしてひっかかえていた。

　「あれ！」

　かすかにさけんで、藤ふじ紫むらさきはのがれようとしてもがいたが、はなさなかった。

　「拙せつ者しやが世話をする。当地にとどまりなされよ。帰りたくなくば、越えち後ごなどへ帰ることはない」

　しっかと抱きかかえ、熱い呼吸いきとともに耳もとにささやいた。

　「いや、いや、いや、いや」

　藤ふじ紫むらさきはいっそうもがいたが、はなそうか。もがくにつれてはげしくにおい立つかぐわしい体たい臭しゆうに、狂気せんばかりになった。

　「はなさぬぞ。はなさぬぞ。どうしてあの下げ郎ろうにはゆるして、拙せつ者しやにはゆるしなさらぬのだ！　どうして拙せつ者しやには……」

　と、あえぎあえぎ言って、ねじ伏せようとした。

　「……下げ賤せんの者にけがされた身でございます。……もったいのうございます！……ああ……」

　ここに至る段取りが、藤ふじ紫むらさきのたくみに伏せたわヽなヽであるとは、大和守やまとのかみは知らない。拒こばまれれば拒こばまれるほど心をつのらせ、完全に獣けものになり切っていた。

　このようにして、藤ふじ紫むらさきは大和守やまとのかみの寵おも妾いものとなったが、大和守やまとのかみの夫人はこの京みやこ上じよう﨟ろうと自称する旅の女が気に入らない。城内にはおもしろくない空気が生じた。そこで、下しも屋や敷しきであったこの屋敷に移して、時おり通うことにしたのであった。

　越えち後ご守しゆ護ご代だいと単なる魚うお津づ一城の主あるじである鈴すず木き大和守やまとのかみとはかなりな身分と身しん代だいのへだたりがある。その上、越えち後ごでは晴はる景かげの寵ちよう愛あいを一身に集めて言うところはみな聞かれたのに、ここではそうはいかない。大和守やまとのかみは彼女を愛してはいるが、側そく室しつとしての分をこえさせることはない。

　「あのころはよかった」

　と思わないではおられない。悪い女らしく、彼女は権勢欲も物質欲も強烈だ。しかし、今はがまんするよりほかはないと、心をなだめているのであった。
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　泊まりを重ねて京みやこについた景かげ虎とらは、まず幕府に出頭した。当時の将軍は足あし利かが十三代の義よし輝てるであったが、その勢力のおよぶ範囲は京都付近だけであった。しかも、将軍の権力は管かん領れいの細ほそ川かわ氏にうつり、管かん領れいの権力はその家老である三み好よし氏に移り、将軍というも名ばかりで、全然のかざり雛びなといってもよいほどであった。

　これらのことは聞いていないことではなかったが、これほどとは思っていなかった。彼は将軍に拝はい謁えつするにも相当めんどうな手続きがいり、許されるにしても数日はかかるだろうと思っていたし、ひょっとすると許されないかもしれないと思って来たほどであったのに、幕ばく府ふの役人は遠路来たことをねんごろにねぎらった上、明日何なに刻どきに出しゆつ頭とうあれ、お目通りのことにはからっておきますと言ったのだ。一つには彼の献けん上じよう物ものがおびただしく、また役人らへのつけとどけも行きわたっていたからかもしれない。それが、景かげ虎とらにはわかった。尊んでいる権威の傷つけられるのを見るようで、不快に似た気持ちがあったが、ともかくも、

　「それでは明日その時刻に参上いたします。ご前よろしくおとりなしください」

　と答えて帰った。

　京みやこにおける彼らの宿しゆく所しよは三さん条じよう西にし大だい納な言ごん家を中心としてその付近の民家であった。三さん条じよう西にし家は越えち後ごの国と深い関係がある。越えち後ごの国は古い時代からかヽらヽむヽしヽ（青おお苧そ）の産が多く、王朝時代には京都朝ちよう廷ていに献けん納のうしていたが、その後荘しよう園えん制度の発達につれて朝ちよう廷ていへの庸よう・調ちようの献けん納のうがなくなると、越えち後ごの商人らは青あお苧そ座ざを組織して全国に売り出すことになった。その座たるを許可する権利を三さん条じよう西にし家が持っていた。東洋でも西洋でも中世という時期は経済的には同業組合の時代で、その組合に入らないかぎり商業を営むことも、独立した職人となることもできなかったのであるが、その組合を座といい、組合員たることを許可する権限は、多く公く家げや神社や仏寺が持っていた。京都祇ぎ園おん神社は綿わた座ざの許可権をもち、大おお山やま崎さきの離り宮きゆう八はち幡まんは荏え胡ご麻ま油あぶら座ざの許可権をもっていたことはよく知られていることであるが、青あお苧そ座ざの許可権は三さん条じよう西にし家が持っていたのである。

　こういうわけで、三さん条じよう西にし家と越えち後ご人とは特別な関係があり、したがって景かげ虎とらとも親しみがあり、この家を上じよう洛らく中の宿しゆく所しよに頼んだのであった。もっとも、当時の公く家げのことで、三さん条じよう西にし家もいたって手て狭ぜまだ。全員厄やつ介かいになるわけにいかない。景かげ虎とらと二、三の者だけがここに泊まり、あとは付近の民家に分ぶん宿しゆくしたのであった。

　「ああ、さよか。そら会いまっしゃろ。あんたみたいな豊かな大名衆がわざわざ来てまでお目通り願い上げるのやさかい、将軍かてうれしゅうおまっさ。せいぜいうれしがらせてやんなはれ。アハハ」

　と、三さん条じよう西にし卿きようは笑った。

　景かげ虎とらは不快であった。将軍の職を授け給うのは天皇だ、その将軍を笑い話にするのは、天皇の権を笑い話にするにひとしい、余よ人じんならば知らず、みずからもそこに近きん侍じし、それによって世に立っている公く家げ衆しゆうがこうであってはならないはず、と、思うのであった。

　「やがて後ほど」

　とだけ言って、景かげ虎とらは席を立って、自分にあてがわれたへやに引きとった。

　いきどおりに似たものが胸にあった。

　「みずから侮あなどって人これを侮あなどる」

　という句をいく度かつぶやいた。これは少年のころ出しゆつ家けさせるために林りん泉せん寺じに入れられているころ、天てん室しつ和お尚しように教わった孟もう子しの中にあった文句だ。そのころは素そ読どくだけしか教わらなかったので、やみくもに暗あん誦しようしただけで、意味などまるでわからなかったが、成人した今になると、実感をもってわかる。今の世の公く家げ衆しゆうがそうだと思い、阿あ呆ほうな公く家げ衆しゆうと思わずにおられない。

　「今の世は間違っている！」

　と改めて考えた。

　人間は自分の生きている世の中はゆがんでおり、不ふ均きん整せいであり、濁にごっており、不正当であると、常に思っている。かつては均きん整せいのとれた、正しい姿を持った世があったと思っている。しかし、実在するものはすべて個性的であるがゆえに、常にゆがみ、常に濁にごり、常に動どう揺ようしているものだ。完全な世の中などというものはこれまでもあったことがなく、これからもあり得るものでないのである。だから、完全とは人間の観念の中にしかないものであると知ることは悟さとりの一段階である。この実在を直じき下げにとらえても失望することなく、少しでも状態をよくしていくことにつとめる者がいたら、悟さとりの二段階に達したのである。不完全をいとわず、完全を望まず、しかもいっさいの行こう動どう云うん為いがしぜんに完全に向かっての歩みとなっている人がいたら、大たい悟ごの域に達しているといえるであろう。

　しかし、こんなことは若い人に望み得ることではない。彼らには不完全こそ実在の証明であるということはわからない。彼らはそれをあってはならないことと憤いきどおるのだ。憤いきどおりは情熱であり、情熱は力だ。この力によって世の中の変化も向こう上じようも促そく進しんされることがあるのであるから、珍ちん重ちようさるべきものではあるが、しょせんは認識の不足から生じたものであることは否ひ定ていできない。

　景かげ虎とらの憤いきどおりも、つまりはそれであった。彼は弱じやくが強きように食いつぶされ、正が邪じやにおさえられ、戦乱たえ間のない乱らん離りの世となっていることを憤いきどおっているのであるが、いま三さん条じよう西にし大だい納な言ごんの態度を見て、その根原がわかったと考えた。天子の尊そん厳げんと将軍の権けん威いとが無視されているところに、世の乱れの根原があると見たのだ。平和は秩ちつ序じよの中にある、秩ちつ序じよとは尊そんが尊そんとせられ、卑ひが卑ひとせられることであると、彼は思ったのだ。

　この認識は、順序が逆になっている。世が乱れたから秩ちつ序じよが失われたのであり、尊そん卑ぴの別が乱れたのである。しかし、彼はそう思ったのである。彼の若さのためであったとしか考えようがない。

　翌日、彼は将軍義よし輝てるに拝はい謁えつした。

　義よし輝てるはこの時十八歳であった。やせて、青白く、神経質げな顔立ちであったが、親しみを見せて、越えち後ご平へい定ていのいきさつや、合かつ戦せんの話をくりかえしたずね、飽あきずに聞いた。うつぼつたるものが胸にあって、それをおさえかねているようであった。

　（この君も決して今の世に満足しておられない）

　と、深く感かん銘めいして退出したが、思いもかけないことであった、その夜、将軍から使いが来て、

　「至し尊そんにお目通りする気があれば、そのようにとりはからってやるが、どうだ」

　と言ったのである。

　すると、三さん条じよう西にし卿きようも言った。

　「そうや。まろはうっかりしとったが、ええ機会や。その気があんのやったら、まろもあんじょうはかろうてやるわ」

　と言った。

　このようなことの周しゆう旋せんによってもろう謝礼が、公く家げ衆しゆうはもとより将軍の重要な収入になっていることは、景かげ虎とらも知らないではなかったし、純粋さがけがされるような気がないではなかったが、辞退すべきではなかった。

　「望ぼう外がいの光栄でございます。そのようにおとりはからいたまわるなら、ありがたいしあわせでございます」

　と、将軍の使いに答え、三さん条じよう西にし卿きようにもとりなしを頼んだ。

　早いものであった。翌日にはもうその運びになった。景かげ虎とらは三さん条じよう西にし卿きように連れられて参さん内だいし、当時のみかど（後ご奈な良ら天てん皇のう）に庭上で拝はい謁えつし、天てん盃ぱいを賜たまい、瓜うり実ざねの御ぎよ剣けんをいただいた。黒くろ漆うるし鞘ざやの長さ七寸何分のもろ刃の短剣であった。

　彼は拝はい謁えつの前、三さん条じよう西にし卿きようを通じて、「隣国の敵を征せい伐ばつし、太たい平へいをいたすよう努力すベし」とのおことばをたまわるように頼んだが、聴きき入れられて天皇はそう仰おおせ出いだされた。彼はおのれの力に自信があり、みずからの心しん術じゆつの正しさをも信じている。みずから作さく為いしてこの運びにしたことをやましいとは思わなかった。それどころか、もっとも正当なことと信じ切っていた。

　このことがあった翌日、彼は大だい徳とく寺じの前住職徹てつ岫しゆう宗そう九くのもとに参さん禅ぜんした。時おり彼を襲うあの理由のない憂ゆう鬱うつにたいする救いをもとめるためであった。この憂ゆう鬱うつにおそわれると、彼はみずからの力量にたいしても、心しん術じゆつの正しさにたいしても、まるで自信がなくなり、いっさいが虚むなしいもののかぎりに思われてくるのだ。

　宗そう九くはこの時七十三、時のみかどのご信仰が厚く、普ふ応おう大たい満まんと国こく師し号ごうをたまわっているほどの名めい僧そうであった。長く白い眉まゆと、角かど立だった顴かん骨こつを持っていた。鋭い目を光らせて、景かげ虎とらの訴えを聞いて、

　「人間の生まれながらの知ち恵え才さい覚かくや善良な心などというものは頼りないものじゃ。一にも打だ座ざ、二にも打だ座ざ、三にも打だ座ざ、座すわること以外にはござらぬ。座すわりなされ」

　と、早速に座すわらせた。
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　その日、宗そう九く禅ぜん師じは座すわり方を教えた上で、無む字じの公こう案あんを授けた。

　「唐土もろこしに趙じよう州しゆうという大だい和尚おしようがござってな。この道では大だい先せん達だつのひじりになっとる。その趙じよう州しゆう和お尚しように、ある僧が、天地草そう木もく、禽きん獣じゆう虫魚、悉しつ皆かい仏ぶつ性しようがあるということじゃが、しからば狗く子し――犬ころじゃな、犬ころにも仏ぶつ性しようがあるか、と、問うたところ、和お尚しようは『そりゃあるわい』と言うた。ところが、またある時、一僧あって、『狗く子し仏ぶつ性しようありや』と問いかけたらな、和お尚しようは『無むーッ』というた。おかしな話でござろう。しかし、ちっともおかしゅうござらんのじゃ。これが納なつ得とくがいったら、お前様は自由自在、金こん剛ごう不ふ壊え、死んで死なぬ身、つまりそのままに仏ほとけ様にならしゃるのじゃ。せっかく工く夫ふうしなさるがええ」

　といったのである。

　景かげ虎とらは拝礼して、その日は帰った。そのまま大だい徳とく寺じにとどまり、僧堂の生活をしながら座すわりたかったが、短い日数に多数の用事をかかえて来ている身ではそうはいかなかった。用事の合い間合い間に打だ座ざし、外出の時などは道を歩く間も打だ座ざのつもりで工く夫ふうした。

　どこからどう手をつけてよいか、まるでわからない。堅けん剛ごう無む比ひの敵と刀をまじえてむかい合っているような感じであり、四方聳しよう立りつして手がかりも足がかりもない大岩石をよじのぼろうとして、周囲をぐるぐるとまわっているにも似ている。景かげ虎とらはみずからがその岩石のまわりにうろうろしている蟻ありのようにはかないもののような気がした。

　座すわって工く夫ふうしている時、彼の胸中には波は濤とうが洶きよう湧ゆうしているようである。無限に広い海が風なくして山のような大波を上げ、いただきを白く泡あわ立だたせて、おしかえし、ぶつかり合って湧わき立っているのだ。

　たえず外からのひびきが入って来る。遠くで戸を開けしめする音、井戸車のきしる音、人の声、小鳥の声、風の音、雨の音、外の通りを馬を走らせて行く音、遠いどよめき。それらの音が聞こえて来る時、いつか心はその音を追って工く夫ふうを忘れている。

　外物によらず、わが心に湧わく雑ざつ念ねんに引きずられていることもある。不在るす中の国のこと、武たけ田だ晴はる信のぶのこと、村むら上かみ義よし清きよらの信濃しなのから亡ぼう命めいして来た者どものこと、将軍のこと、禁きん裡りのこと、旅中に経験したこと、おどろくのは魚うお津づ城外の武家町で聞いた琴ことの音ねまで思い浮かんできて、いつか工く夫ふうを反そらしていることであった。

　こうしたさまざまな雑ざつ音おん、さまざまな雑ざつ念ねんが絶えることがなく、なかなか専せん一いつになることができない。

　「むずかしいものだ」

　と、改めてしみじみと感じたが、そう感じることすら雑ざつ念ねんの一つだと思うと、途と方ほうにくれる思いであった。

　呈すべき見けん解げもなく、したがって再び大だい徳とく寺じにも行かず、数日たった。日数を切っての旅だ。そう京都にとどまってはおられない。堺さかいにむかった。

堺さかい行きは、こんどの旅の主目的だ。当時は種子島たねがしま以外にはここだけが鉄砲の生産地になっていた。その鉄砲を注文するためであった。

　京を出た翌日、大阪についた。このころの大阪は石いし山やま本ほん願がん寺じの所在地として有名であった。ここに本ほん願がん寺じの寺が建てられたのは、この時から五、六十年前のことである。建てたのは蓮れん如によであった。その地じならし工事の時、礎そ石せきや石いし瓦がわらが多量に出土して、以前ここに大寺院があったのではないかと考えられたので、蓮れん如によの感激は一ひと方かたでなく、

　「かかる由ゆい緒しよある丘に寺を建てるのを思い立ったのは仏ぶつ縁えん深しん重じゆうのいたすところ」

　とて、寺が完成すると石いし山やま御ご坊ぼうと名づけた。

　もっとも、今日の学者の研究によると、ここは孝こう徳とく天皇の時の難波なにわノ宮みやのあったところで、この時、出土した礎そ石せきや瓦かわらは難波なにわノ宮みやのものではないかということになっている。

　当時は一いつ向こう宗しゆうの本ほん山ざんは山やま科しなにあり、この石いし山やま御ご坊ぼうは蓮れん如によの隠いん居きよ寺でらとして建てられたのだが、その後三十数年たって、本ほん願がん寺じと日にち蓮れん宗しゆうの本ほん山ざん本ほん国こく寺じとの間に戦争がおこって、山やま科しなの本ほん願がん寺じが焼失したので、ここを本ほん山ざんとし、本ほん願がん寺じとした。

　本ほん山ざんになったのだから、それにふさわしく伽が藍らんも壮大なものに修築したが、戦乱たえ間のない時代である上に、本ほん願がん寺じはその財力の豊富さと俗ぞつ権けんの大を武将らに羨せん望ぼう・嫉しつ妬と・憎ぞう悪おされていたので、全体の構造を城じよう郭かくがまえの堅けん固ごなものにした。八町ちよう四方、周囲に深い濠ほりと高壁をめぐらしたものであった。大阪の町はその門もん前ぜん町まちとして信徒らが集まって営んだものである。当時六町あり、その周囲にはさらに土ど塁るいがめぐり、濠ほりがめぐっていたから、さながらに封ほう建けん大だい名みようの城下町であった。

　景かげ虎とらはこの寺城のありさま、城下町の殷いん盛せいな状態をみて、実を言うと舌したを巻いた。彼の家は代々の一いつ向こう宗しゆうぎらいだ。父為ため景かげはとりわけきらいで、領内の一いつ向こう宗しゆう徒とを弾だん圧あつした。元来越えち後ごは一いつ向こう宗しゆうにとっては由ゆい緒しよあるところだ。現に府ふ内ない近くの直なお江え津つには宗しゆう祖そ親しん鸞らんの上陸したという遺い跡せきがあり、彼が長い間とどまって教えを説いた国だ。それだけに門徒の数も多いし、信仰も熱心だ。これらの門徒らは領主への租そ税ぜいはおこたっても、本ほん山ざんへの納めものは忠実にはたした。本ほん山ざんの献けん納のうのために租そ税ぜいとして納むべきものをふり向け、役人にはかれこれとごまかしの言い抜けをすることはしょっちゅうのことだ。こういうことが、為ため景かげを怒らせたのであった。

　「坊ぼう主ずが檀だん那なの布ふ施せで生きるのは常のことであるが、一いつ向こう宗しゆうの坊ぼう主ずどもはあくどすぎる。百ひやく姓しようらの無む智ちにつけこみ、献けん納のうをおこたったものは地じ獄ごくに行くとおどしつけては、はたるが上にもはたり、しぼるが上にもしぼろうとする。どうして坊ぼう主ずにあんなに銭ぜにがいることがあるものか。みんな坊ぼう主ずが破は戒かい無む慚ざんの贅ぜい沢たくにつかいすてているのだ。これでどうして領りよう主しゆが立つものか」

　と、領内の一いつ向こう宗しゆうの僧どもを弾だん圧あつしたのだが、ついにそのために越えつ中ちゆうで戦死した。越えつ中ちゆうで彼と戦ったのは、表面はその土地の豪ごう族ぞくらであるが、本質は越えつ中ちゆうの門徒だったのだ。おとし穴をこしらえて戦うなど、百ひやく姓しようどもでなければ思いつかない戦術といえよう。武士には体てい裁さいがある。効果ある策とわかっていても、あまり品位にかける戦術は使えないのである。

　こんなわけであるから、本ほん願がん寺じは景かげ虎とらにとっては父の仇きゆう敵てきといってよいのであったが、今この壮大な本ほん願がん寺じの構え、殷いん賑しんな町の様子を見た時、怨えん恨こんよりも驚きよう嘆たんの情のほうが大きかった。彼の胸には、武たけ田だ晴はる信のぶと本ほん願がん寺じの現門もん跡ぜき顕けん如によとが相あい聟むこであることも考えられていた。二人の夫人はともにもう故人になったが左さ大だい臣じん三さん条じよう公きみ頼よりの娘なのである。

　「これは敵としてはならない相手だ」

　と思った。

　一いつ見けんしただけで泊まらず、堺さかいに向かった。
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　堺さかいは元来足あし利かが将軍から山やま名な家にあたえられたものであったが、山やま名な家が謀む反ほんした時没ぼつ収しゆうされ、大おお内うち氏にあたえられたが、大おお内うち氏また謀む反ほんして没ぼつ収しゆうされ、細ほそ川かわ氏にあたえられ、このころは細ほそ川かわ氏の陪ばい臣しん松まつ永なが久ひさ秀ひでのものになっていたが、久ひさ秀ひでは多少の租そ銀ぎんを徴ちよう収しゆうするだけのことで、支配権は持たなかった。町は町自身の支配にあった。この時代に幕府に多額の献けん金きんをして、町の自治権その他を買いとったのである。

　元来、この地は茅ち渟ぬの浦うらにのぞんだ漁夫の集落であった。後にこの地の草分けの富商らを納な屋や衆しゆうというのだが、納な屋やは魚な屋やである。元来は魚問屋だったのであろう。ここの繁栄がはじまったのは、大おお内うち氏の所しよ領りようであった時からである。大おお内うち氏は足あし利かが幕府の貿易長官の地位にいた。この時代は倭わ寇こうの全盛時代であったため、明みんでは倭わ寇こうと平和な貿易船とを区別するため、足あし利かが幕府から出した勘かん合ごう符ふをたずさえない船は受けつけないことにした。この勘かん合ごう符ふを出す役目を持っていたのが、大おお内うち氏だ。

　魚問屋にすぎなかった堺さかいの小金持ちらは、この勘かん合ごう符ふをもらい、おそらくそのはじめは諸大名に出資を仰いでのことであろうが、貿易船を仕立てて中国や朝ちよう鮮せんに出かけて交こう易えきし、巨きよ利りを得、しだいに富ふ有ゆうとなり、ついに豪ごう富ふとなった。こちらから行くだけでなく、向こうの船も来る。当時中国ではここと博はか多たと薩さつ摩まの坊ぼうノ津つを日本三さん津しんといったというが、坊ぼうノ津つは少しおちる。博はか多たとこことがならんで日本の貿易港の双そう璧へきであった。こんなに殷いん賑しんになり、富ふ庶しよになりしたので、幕府から自治権を買いとるなどということもできたのである。

　応おう仁にんの大乱以来、京都は打ちつづく戦乱のために焼土と化した。再建してもすぐ合かつ戦せんがあって焼けるし、荒らされるから、ろくな家は建たない。留とどまっている者もどうしても京にいなければならない者だけで、わきへ行ける者はみな京を去ってしまった。公く家げ衆しゆうまで立ち去っているのだ。武たけ田だ晴はる信のぶと本ほん願がん寺じ顕けん如によの夫人の父である三さん条じよう公きみ頼よりも左さ大だい臣じんという高官でありながら山やま口ぐちの大おお内うち氏を頼って都みやこ落おちしている間に、陶すえ晴はる賢かたの反乱によって大おお内うち氏がほろんだ時、死んでいるのである。

　公く家げ衆しゆうさえ天皇をおき去りにして都みやこ落おちしているのだから、芸道・技芸をもって立っている人々はなおさらのことだ。思い思いに都を落ちたが、もっともその人たちが多く集まったのは、この堺さかいであった。芸道・技芸の人々は、これを鑑賞し、保護してくれる人々がなければ立っていけない。豪ごう商しよう・大たい賈こ軒のきをならべ、町また殷いん賑しんをきわめている上に、ここは平和郷でもあった。こんな時代に軍備がなくては、こんな富ふ有ゆうな土地は他の侵略をまぬかれることができないので、この町は諸しよ家かの浪ろう人にんを召しかかえて雇やとい兵へいとし、町の周囲には深い濠ほりをめぐらし、高い塀へいをきずいて、堅けん固ごな防備をかためていたのだ。ここに人々が集まって来たのは、砂糖のかたまりに蟻ありが集まるようなものだ。もっともしぜんななりゆきであった。

　だから、このころの堺さかいは和歌・連れん歌が・音おん曲ぎよく・香こう道どう・舞ぶ踊よう・絵かい画が・彫ちよう刻こく・細さい工くもの等の名めい匠しよう・巨きよ匠しようが集まり、新しく茶さ道どうという芸術も誕生し、日本の芸術・技芸の淵えん叢そうになっていたのである。

　こんなにぎやかな町、こんな豊富な町は、これまで見たことがない。景かげ虎とらは見るものごとに心をおどろかせながら町に入った。

　堺さかいの町の宿は、毎年越えち後ごに来る堺さかい商人の本家納な屋や助すけ八はち郎ろうの家にした。京から近々に貴き地ちに行くと通知を出しておいたので、助すけ八はち郎ろうの家では心待ちしていた。助すけ八はち郎ろうは高こう麗らいに行っているとかで、番ばん頭とうと助すけ八はち郎ろうの妻とが迎えた。

　「おいでやす。いつおいでるかと、毎日毎日心待ちしてましたんどっせ。ちょうどの時、主人が他た出しゆつしとりまして、鈍どんなことどす。どうぞゆっくりとご滞たい在ざいあそばして、ゆっくりとご見物しておくれやして」

　青く眉まゆを剃そった美しい内ない儀ぎは、花のようにやわらかな口もとから黒い宝玉のような歯をちらちらときらめかせながら、愛あい想そよく、そして、てきぱきと応対した。

　まずそれにおどろかされた。相当な身分の家の妻が、よほどに親しい者なら別として、普通の客の前に出て、喋ちよう々ちようと応対するなど、越えち後ごなどではさらにないことだ。しかし、それよりもおどろかされたのは、主人が高こう麗らいに行っているというのを、ちょいと隣近所に用足しに行っているくらいな調子で言っていることであった。

　この気き宇うの壮大さは武士にはないものであると、感かん嘆たんもしたが、

　（町ちよう人にんというものはおそろしいものだ。利のためには地じ獄ごくの底にでも出かけて行くかもしれない）

　とも思わずにはおられなかった。

　堺さかいには十日滞たい在ざいした。

　鉄砲工場も見せてもらった。

　鋼はがねを刀を鍛きたえるように焼きを入れて打ちのばしては折り返し折り返して打ちのばし、細い鉄棒に巻きつけて打ち、合わせ目を薬と真しん鍮ちゆうでつなぎ、中の鉄棒をぬきとり、底をふさぎ、わきにタガネで穴をあける。底をふさぐには、筒つつの内側をタガネでねじ形に切り、ねじ形に切った鉄棒をねじこむのであった。

　「このふさぎようがわからんで、はじめ種子島たねがしまでこれをこしらえた鍛か冶じはたいへんな苦労をし、娘を紅こう毛もう人じんにくれて、やっと聞き出しましたそうで」

　と、番ばん頭とうは語った。ともあれ、すべてが見ているのが辛しん気きくさくなるほどめんどうで、はかの行かないものであった。高価なのも道理だと思われた。百梃ちようだけ注文した。

　本ほん願がん寺じにたいして、一応の工作をしておくことが必要だと思われたので、金かな津づ新しん兵べ衛えを使者として音いん物もつをもたせてつかわした。


　　一　太刀たち　一ひと口ふり　一　月毛馬つきげのうま　一頭　一　鳥ちよう目もく　千疋びき

　　このたび堺さかい見物にまいりまして、貴き地ちを通過しましたので、あいさつのため進上いたします



　という目録であった。太刀たちと鳥ちよう目もく（銭）はもちろん現物を持たせてやったが、馬は旅先のことで用意がないので、これは口こう上じようで、

　「帰国してからさし立てることにします」

　と言わせた。新しん兵べ衛えはその日のうちに帰って来た。

　「おどろきました。外から見たところもおびただしい堅けん固ごさでありますが、内部の厳重なこと、話そうにも何にもできることではありません。たとえいく万の軍勢が何年攻めようと落ちる気づかいはありません。もとより、その華か麗れい・豪ごう奢しやは、てまえこの年まで見たことがありません。不思議な寺ができたものでございます」

　と、舌したを巻いて語った。するとその翌朝には、本ほん願がん寺じから太刀たち一ひと口ふり、どんす十端たん、縞しま織物二十端たんを持って答とう礼れいの使者が来た。こちらの贈物に数十倍するお返しだ。

　よいほどに応対して帰した後、景かげ虎とらは皮ひ肉にくに笑った。

　「世のたとえに反対にものをもろうことを寺から里へというが、文字通りにこれじゃのう。新しん兵べ衛えが言う通り、不思議な寺ができたものじゃわ」

　堺さかいから高こう野や山さんに向かうことにしたが、乗馬や荷物は若わか侍ざむらいらに宰さい領りようさせて京都におくり、山へは豪ごう傑けつ連れんだけ召しつれた。一同いく年ぶりに六ろく部ぶ姿に変装して、堺さかいを出た。




　　　　五




　この時代の高こう野や山さんの参拝者は、地方により家により、宿しゆく坊ぼうがきまっていた。それは先祖代々のものだ。越えち後ご長なが尾お家の宿しゆく坊ぼうは、本中院谷の中院御ご坊ぼうと普通言われている竜りゆう光こう院いんであった。これは長なが尾お家だけではなく、上かみ越えち後ご地方の府ふ内ないを中心とする付近一帯の地域のもので高こう野や山さんに参さん詣けいする者は、武士たると百ひやく姓しようたるとを問わず、この院に泊めてもろうことになっていた。毎年この院から府ふ内ない地方に坊さんが来て、一軒一軒まわって、護ご符ふを配布し、それにたいしてどこの家でも応分の布ふ施せをするのだ。つまり、この地方の家々はこの院の檀だん家かであり、ここを通じて高こう野や山さんを信仰しているというわけであった。禅ぜん宗しゆうの信者でも、天てん台だい宗しゆうの信者でも、一いつ向こう宗しゆうの信者でも、それはかわりはなかった。おかしな話ではあるが、日本人には神様にたいする信心と弘こう法ぼう大だい師しにたいする信心は宗しゆう派は信仰とは別なのである。

　ここにも前もって、不ふ日じつに参さん詣けいのために登山すると知らせておいたので、首を長くして待っていた。院では越えち後ごの守しゆ護ご大名である景かげ虎とらの参拝に大喜びで、寺じ僧そうが数人ついて、奥の院から壇だん場じよう、これらに付属している十谷の寺々に至るまで案内してくれた。

　南国に似合わず寒かん気きのきびしいこの山は、もういく度たびかの雪が降ったとかで、谷々や日ひ陰かげには白いものが消えのこっており、朝ごとにきびしい霜しもがおりた。

　ここに来てから四日目、景かげ虎とらは寺じ僧そうの一人が古製の琵び琶わを一面所しよ蔵ぞうしており、ときどき奏して楽しんでいると聞いた。名めい器きと称せられるほどの琵び琶わをほしいとはいつも思っていたことだ。京でも堺さかいでも気をつけていたが、ついに出あわなかったのだ。早速会って見せてくれと頼むと、快く見せてくれた。

　一いつ見けんして景かげ虎とらは気に入った。転てん手じゆをひねって爪つま弾びいてみると清せい亮りような音ねが立った。いっそう気に入った。譲ってもらえまいかと頼んだが、それはゆるしていただきたいという。そんなら、せめて一日だけ貸してほしいと頼みこんで、翌日早朝、それをたずさえて深い杉木立ちの中に入って行った。高こう野やの山林は弘こう法ぼう大だい師しがこの山をひらいた時から特別愛あい護ごしたものと伝える。二かかえも三かかえもあるような巨きよ樹じゆが真っ直ぐに空高くのび、夜明けの霜そう気きの中に、他の土地では見ないほどの深い色に繁っている。

　景かげ虎とらはほどよいところに座をしめ、琵び琶わを抱き上げて調子を合わせはじめたが、最初の音から胸の底まで澄みとおり、顫せん音おんとともに魂がふるえるように感じた。いつもとまるでちごう。稀き世せいの名めい器きであるにちがいなかった。高こう揚ようするものが心にあった。

　上じよう玄げんの曲はこの道で最上の秘ひ曲きよくとされ、このころ彼も憲のり政まさから伝えられたのだが、心ゆくまで弾ひきこなせたことがない。しかし、どうやら今朝けさは弾ひけそうな気がした。

　調子を合わせおわると、心気をすまして弾だん奏そうにかかったが、われながら軽々とひける。きびしい寒かん気きの中だのに軽く自在に手が動いて、しだいに熱中し、いつかわれを忘れた。身は空を流れる浮き雲の上に座ざしているような気持ちになった。上には朝の日のみなぎった青い空があり、脚あし下もとに風が流れている。いやいや、全身が気体と化して空にとけてしまい、琵び琶わの音ねだけが空を流れてどこまでもどこまでもひろがっていく気持ちであった。

　どれだけの時間が立ったのだろうか、忽こつ然ぜんとして、胸にひらめくものがあった。

　「天てん真しん独どく朗ろう……」

　それと同時に、眼の前の巨きよ杉さんも、そのあたりの岩石も、はるかな山のいただきも、天も、地も、あらゆるものがカーッと明るくなり、ほとんど真っ白にさえ見えた。外部だけでない。自分自身がかがやきを発しているようにさえ思われた。朝日の光を反射してのことではない。それはわずかに遠い山のいただきや杉の梢こずえを赤く染めているだけなのだ。それぞれのものがみずから光を発していると彼には見えた。

　そのかがやきの中で、景かげ虎とらはなお無意識に弾だん奏そうをつづけていたが、ふと心づき、渾こん身しんの力をこめて、一気に四弦を弾ひき切り、声に出して言った。

　「解けた！」

　彼は無字の公こう案あんが解けたと信じた。歓よろこびが徐じよ々じよにこみ上げてきて、知らず知らずにほほえみが浮かんできた。






美び女じよは魔ま物もの




　　　　一




　京へかえったのは、すでに十二月に入ってからであった。あの琵び琶わをたずさえていた。どうしても譲ろうとしないのを、頼みに頼んで譲ってもらったのであった。なかなかの名めい器きであり、ひきやすくもあったが、それを弾だん奏そうしている間に一つの悟ご達たつに達したと思われるために、手離しがたいものになったからであった。彼はそれをみずから負うて京にかえって来た。

　「めずらしい姿でかえっておいなはったのう。そなたそないな嗜たしなみがあったのか。槊ほこを横たえて詩を賦ふすというに近い。古こ名めい将しようのおもかげがあるわ」

　と三さん条じよう西にし大だい納な言ごんはほめて、

　「どや、名前つけたろか。朝あさ嵐あらしいうのはどや。『吹きおろす富士の高たか嶺ねの朝あさ嵐あらし、袖そでしをれそふ浮うき島しまが原』という古こ歌かが、風ふう雅が和歌集にあるわな。そなたの居きよ城じようは山のいただきにあるちゅうさかい、そこでひいたら、『吹きおろす春日かすがの山の朝あさ嵐あらし』じゃわな。ええ名やないか」

　と言った。

　「朝あさ嵐あらし、よい名でございます。ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　景かげ虎とらは感謝して受けた。春日かすが山さん上じように早朝の爽そう涼りようの中に弾だん奏そうするというのが気に入った。みずからの奏する楽がく音おんが海にひろがり、遠く佐さ渡どガ島しまの方にひびいて行くであろうことを思うと、雄大な気き宇うがのびのびと胸にひろがる思いであった。

　京についた翌日、大だい徳とく寺じに出かけた。

　宗そう九くは一いち目もくして、景かげ虎とらがなにかをつかんだことがわかったらしい。前にすわるや、左にとった如によ意いを右にとりなおしたかと思うと、おそろしい目でにらみつけて、

　「作そ麼も生さん領りよう会えするぞ！　無むーッ！」

　と大だい喝かつした。

　景かげ虎とらは頂ちよう礼らいし、合がつ掌しようしてさけんだ。

　「天てん真しん独どく朗ろう！」

　「無は天てん真しん独どく朗ろうか！　人間は生きものじゃが、生きものは人間か！」

　和お尚しようはひざを立ててどなりつけた。

　景かげ虎とらははっとした。たしかにつかんだと信じきっていたものが何の他た愛あいもないものであったことを感じた。狼ろう狽ばいし、ことばがふさがった。

　「さあ、言え！　さあ、言え！　さあ、言え！　無とはなんだ！　無とはなんだ！　さあ、言え！」

　つめかけつめかけ、どなり立てる。やせて、やさしくて、弱々しげでさえあった宗そう九くはおそろしい形ぎよう相そうになっていた。長い白い眉まゆ毛げの下の目は巌がん下かの電光のようにきらめき、力にあふれている。今にもふり上げた鉄如によ意いがうなりを生じて打ちおろして来そうだ。

　景かげ虎とらの全身には汗あせが流れ、呼吸がせまってきた。さけんだ。

　「そのままの姿でござる！」

　宗そう九くはいっそう腹を立てたようであった。ひざを景かげ虎とらのひざに乗りかけ乗りかけ、どなり立てた。

　「まだそんなことを言うている！　窮きゆう屈くつ漢かんめ！　その窮きゆう屈くつを解げ脱だつするが悟りと知らんか！　さあ、言え！　さあ、言え！」

　追いつめられ、逃げ場を失い、せっぱつまった景かげ虎とらはうめいた。

　「むーッ！」

　「なんじゃと？」

　「無ーッ！」

　宗そう九くの相そう貌ぼうはがらりとかわった。やさしい顔になり、からからと笑いながら言った。

　「できたわ」

　景かげ虎とらはぼうぜんとして自じ失しつしている気持ちであった。渾こん身しんの力でおしていたものが、サッとはずされたようでもあり、目の前の障しよう子じがとれ、視界がからりとひらけたようでもあった。ほっと呼吸いきをつき、全身に浮いた汗あせがつめたくなっているのに気づいた。

　「どうじゃな、今の気持ち」

　「八はつ方ぽう無む礙げ、天地がひろびろとなった気持ちでございます」

　「よしよし、今こそそなたは金こん剛ごう不ふ壊え、死んで死なぬ、自由自在の仏となったのじゃ。めでたいのう、めでたいのう。さあ、今日はかえって、ゆるゆると法ほう悦えつにひたり、酒でも飲み、明日またござれ。進ぜるものがある」

　と宗そう九くは言った。

　翌日行くと、宗そう九くは宗そう心しんという法号を授け、三さん帰き五ご戒かいをしたためた書きものをあたえ、また衣い鉢はつを伝えた。三さん帰き五ご戒かいの三さん帰きは仏ぶつ・法ぽう・僧そうの三さん宝ぼうに帰き依えする戒いましめであり、五ご戒かいは在ざい家けの者の守るべき五つの戒かい律りつである。不ふ殺せつ生しよう、不ふ偸ちゆう盗とう、不ふ邪じや淫いん、不ふ妄もう語ご、不ふ飲おん酒じゆの五ご戒かいだ。武将であり、酒好きである景かげ虎とらに不ふ殺せつ生しよう戒かい・不ふ飲おん酒じゆ戒かいはおかしいが、これは不ふ義ぎ非ひ道どうの動機で殺すなの意であり、極きよく端たんな大酒をするなの意であろう。衣い鉢はつとは三さん衣え（三種の袈け裟さ）と布ふ施せを受ける鉢はちで、達だる磨まが慧え可かにこの二つを授けて伝でん法ぼうの証としたという故こ事じから、禅ぜん家けではこの二物を伝えることは道の奥おう義ぎを伝えたことになるのだという。

　これらのことは、いかに宗そう九くが宗そう心しんの道どう心しんを買ったかを証するものであろう。居こ士じ禅ぜんの大器と思ったのであろう。

　法ほう悦えつのよろこびのまだ失うせない景かげ虎とらは、心にしみてこれらのものを受けた。




　　　　二




　なお十数日京にとどまり、帰国の途とについたのは、極ごく月げつもおしつまった下旬であった。

　粟あわ田た口ぐちから入って蹴け上あげをこえ、山やま科しな野のに出、逢おう坂さか山やまをこえれば、湖こ畔はんの大おお津つだ。湖こ畔はんをめぐり、唐から橋はしをわたって東岸に出て、北へ北へと行く。湖国の極ごく月げつはもうきびしい寒かん気きだ。田は刈りわたし、湖岸やいたるところにある沼ぬま地ちに叢そう生せいしている葭よし葦あしはうら枯れ、北海をわたり若わか狭さ地ち峡きようをこえて吹きつけて来るつめたい風に蕭しよう々しようと鳴っていた。左手の対岸に比ひ叡えいがあり、その右手に比ひ良らがある。比ひ良らのいただきは真っ白に雪をかぶっていたが、比ひ叡えいは黒いほどに蒼そう々そうたる色に蔽おおわれている。

　つめたい風に吹かれながら、景かげ虎とらはしばし湖こ畔はんに馬をとめて、比ひ叡えいを打ちながめた。ゆくりなくも、彼の胸には源げん平ぺいの昔のことが思い浮かんでいた。

　木き曾そ義よし仲なかは信しん州しゆうの木き曾その峡きよう谷こく地帯におこったが、越えち後ごの城じよう資すけ茂もとと戦ってこれを破り、越えち後ごを手に入れてから飛ひ躍やく的に勢力を増大し、越えつ中ちゆうに出て俱く利り加か羅ら峠とうげの夜や襲しゆう戦せんと篠原合戦しのはらのかつせんに引きつづき平へい家けの大軍に殲せん滅めつ的大だい打だ撃げきをあたえ、あとは破は竹ちくの勢いで加か賀がを席せつ巻けんし、越えち前ぜん、近江おうみを長駆して京にせまり、比ひ叡えい山ざんのいただきに白旗を林立させたことは、琵び琶わ法ほう師しの語る平へい家け物語で、景かげ虎とらは十分に知っている。平へい家けの一門は狼ろう狽ばいし、恐怖し、戦せん慄りつし、多年住みなれた一門の邸宅を一いつ炬きよの煙として都を落ち、西さい海かいの波に浮かんだのだ。

　「越えち後ごから京への道は、三百数十年の昔、義よし仲なかによって踏みひらかれている。できないことではない」

　と思った。京で拝はい謁えつした天皇や将軍の顔がちらちらと思い浮かんだ。

　彼は自分が叡えい山ざんの四し明めいが獄だけの草山の上に立って、山やま城しろ盆地を見下ろしているような気になった。彼は京都滞たい在ざい中に延えん暦りやく寺じに参拝し、四し明めいのいただきにも登り、将まさ門かど岩に腰をおろして眺ちよう望ぼうしたのだ。京は眼下に、黒くごみごみとあり、比ひ叡えいからなだれ下っている東ひがし山やま山さん塊かいとの間に鴨かも川が細く白く見え、遠く右手に桂かつら川が白くうねり、はるかに南方の薄うす靄もやの中で一つに合っている。

　「おれは木き曾そなどとちがって、みずから将軍になる気などない。おれは天子を奉じ、将軍を奉じ、この乱らん脈みやくをきわめた世を道ある世とするのだ」

　天皇にしても、将軍にしても、自分の来るのをよろこばないわけはないと思った。

　「おれの上じよう洛らくをおそれ、色を失い、ふるえ上がるのは、三み好よしが輩ともがらだ。管かん領れい家細ほそ川かわの家老であり、将軍にとっては陪ばい臣しんでしかないくせに、京みやこの政権を一いつ手てににぎり、不ふ臣しんのかぎりをつくしている三み好よしばらだ！」

　心が高こう揚ようしてきた。時のすぐるのを忘れて、馬をとどめたままであった。こごえるような風が吹き立て、馬のたてがみを乱し、たもとをひるがえし、頰ほおを吹いたが、それも意識しないでいた。
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　北ほく陸りく路じはすでにいく度たびかの雪に見舞われてはいたが、まだ根ね雪ゆきは来ていなかった。楽な旅を重ねて、数日の後には魚うお津づについたが、その夜から、景かげ虎とらは風邪かぜ気けで、翌日は熱があった。かなりの高熱だ。出発を見合わせて、あたたかくして寝た。

　「今日一日やすんだら、明日はなおろう」

　と、景かげ虎とらは言ったのだが、翌日に至っても下げ熱ねつせず、三日目になってやっと平熱になった。しかし、まだからだがふらふらする。

　「お顔色がようござらぬ。真まっ青さおでござる。いま一日休みなさるがようござる」

　と、家来らもいう。もう一日休むことにした。年の内に帰りつけるようにと心組んで京を出たのだが、もうそれのできないことが明らかになった以上、急ぐことはなかった。

　厚く着物を重ね、炉ろへんにすわって茶をのんでいる景かげ虎とらの前に、昼を少しまわったころ、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう、戸と倉くら与よ八はち郎ろう、秋あき山やま源げん蔵ぞうの三人が、ひざをつきならべて、

　「お願いがござる」

　と言った。

　「なんだ」

　「ちょっくら、半はん時ときか一いつ時とき、おひまをたまわりたいのでござる。殿様の看病に三日も家にばかりいて、気は鬱うつする上に、骨身がかッたるうてなりましねえすけ、ちょっぽり外を歩いて来てえのでござる」

　という。

　無理はない。こんな無む為いな生活は、この連中にはまことにめずらしいのである。

　「よい。歩いて来い。申すまでもないことだが、人ひと目めに立つことをしてあやしまれたりなぞしてはならんぞ」

　「大だい丈じよう夫ぶでござる」

　三人はよろこんで外へ出た。

　彼らが景かげ虎とらに言ったことにうそはなかったが、もう一つ理由があった。景かげ虎とらにとって、この国は父の敵の国だ、いずれは当国征せい伐ばつのことを思い立たれるにちがいないから、こうした機会によくよく城やその周辺の地理を見きわめておくべきだという思案。

　三人はさりげない様子であちらこちらを見てまわり、最後に城のまわりを一巡したが、そのころからにわかに雲が低くなり、気温が下がってきた。

　「急いで帰ろう。どうやら、これは雪のようじゃぞ」

　足を速めて帰りにかかったが、一つの辻つじを曲がって広い通りに出ると、つい目の前にひときわ大きな屋敷があった。はば二間けんほどの濠ほりをめぐらし、その内側にうら枯れた芝を植えた高い土ど居いがあり、土ど居いの上にはからたちがひめ垣がきとして高くぎっしりと植えこまれている。

　京に上る途中、景かげ虎とらが琴ことの音ねを漏もれきいたあの屋敷であるが、もちろん、三人はそれを知らない。

　「ほう、堅けん固ごなかまえじゃのう。これは城主の鈴すず木き大和守やまとのかみの下しも屋や敷しきか、重じゆう臣しんの屋敷じゃな、必ひつ定じよう」

　「よう見ておこうず。こげいな屋敷がまさかの時にはむずかしいところになるのじゃすけ」

　ささやき合いながら、近くよってみる。

　濠ほりの水はよく澄んでいるが、底の見えないほど深い。つめたげな青黒い水をたたえているのがすごいようだ。菱ひしをうえこんであるのであろう、枯れた蔓つるがところどころに浮いていた。

　濠ほりに沿うてまわりながら辻つじを曲がると、つい十五、六間けんの向こうを、三人づれで行く人があった。美服をまとった女である。むヽしヽをかけた市いち女め笠がさをかぶっている。他の二人は、一人は小女、一人は下げ僕ぼくだ。物もの詣もうでにでも行ってのかえりであろうか、下げ僕ぼくはにない棒で塗りの円まる櫃びつを両掛けにしてになっていた。薄暗く陰気になった通りには、他には人影がない。その中に美しい色彩の人がちらちらと動くのが、何ともいえず艶えん美びな感じであった。

　あとからついて行きながら、三人の武む者しやらは、主人の女の服装と姿に都会の空気を感じていた。京や堺さかいで見て来たと同じものがあった。

　少し行くと、門があった。城門のようにいかめしい門だ。門から道路に橋が架かしてある。女らはその橋をわたりかけた。

　そのころから、ちらちらと雪が降りだした。こまかな花びらの舞いおちるような雪の中を橋を渡っている女の姿はいっそう艶えんであった。

　（なるほど、この屋敷の主人の妻女らしいな。京の堂どう上じよう衆しゆうの姫ひめ君ぎみでも申し受けたのじゃろうか）

　と、武む者しやらは思った。金を積みさえすればそれがむずかしいことでないのは、当時の人は皆知っていたことだ。

　三人に、ふと小女が気づいて、主人に何やら言ったようであった。女はゆったりとふりかえり、笠かさのまわりに垂れているむヽしヽをわけてこちらを見た。雪がちらちらするので、すぐにはわからないのであろうか、ややしばらく凝ぎよう視ししている。白く細ほっそりとした顔形だ。

　（美しい！）

　と、三人は一いち様ように思ったが、同時にハッとした。顔色のかわるのが自分でもわかった。

　女ははらりとむヽしヽをおろし、むきをかえ、門内に進み入った。供の二人もつづく。音がきしって鉄てつ鋲びようを打った扉がしまった。

　三人は呼吸いきをとめ、身動き一つしないでいたが、たがいに目くばせして歩き出した。急ぎ足になっていた。

　ややそこを遠ざかってから立ちどまり、ふりかえり、つくづくと屋敷を見た。雪はもうやんでいた。

　弥や太た郎ろうが大おお息いきついていう。

　「おどろいたのう、ありゃ藤ふじ紫むらさきじゃったぞい」

　戸と倉くら与よ八はち郎ろうがまた大おお息いきついて応じた。

　「ほんによ。おれはあヽやヽかヽしヽかと思うたぞい」

　「あのさわぎでどこへ行ったかと思うていたら、こげいなところに来ていたのじゃ。ほんとぞや、美しいおなごは魔ま物ものじゃとは」

　と、秋あき山やま源げん蔵ぞうが言う。これも大おお息いきついている。

　「たしか、あの時、あのおなごは殿との原はら豊ぶん後ご殿を刺し殺して姿を消したということじゃったのう」

　と、また弥や太た郎ろうが言った。

　「そう聞いとる、いよいよもって魔ま物ものにまぎれがない」

　と、秋あき山やまは身の毛のよだつような顔だ。

　「あのおなご、われらをしげしげと見とったが、われらの顔に見おぼえがあるのではないかや。とすれば、大おお事ごとじゃぞい。こうはしとられんぞ」

　と、戸と倉くらが言った。

　「そうじゃな」

　と、弥や太た郎ろうは首をひねったが、すぐ、

　「いや、それは大丈夫じゃろうで。われらこそよそながら見て見覚えてあるが、向こうは見覚えのあろうはずはなかろうず。しかし、ともあれ、早うかえって、殿とのに申し上げようず」

　大急ぎではたご宿にかえったが、町に出ると、すぐ通行人をつかまえて、今見てきた屋敷がだれの屋敷かきいた。

　「ああ、からたち屋敷でやすか。ありゃ殿様のお下しも屋や敷しきですわい。あすこには京下りの上じよう﨟ろう女によう房ぼうがおいでやしての、殿様は首ったけでやすわい。ハハ」

　と、聞かれた男は言った。

　越えち後ごから来た女ではないかと聞いてみたかったが、三人が三人見て藤ふじ紫むらさきであると認めたことではあり、あまりくどくど聞いて怪しまれてはならないと、それだけで、礼を言って別れた。

　景かげ虎とらは炉ろべりで酒をのんでいた。先刻さつきまでの青白かった顔がいい顔色になっている。

　「帰ったか。どうじゃった。何ぞおもしろいものを見てきたか」

　と、上じようきげんで問いかけた。

　「見た段でございますか。思いもかけぬものを見てきてございます」

　弥や太た郎ろうはたくましい膝ひざを進めた。

　「ほう、そうか。話せ。まず一つやろう」

　弥や太た郎ろうから順々に三人に盃さかずきをあたえた。

　その盃さかずきがすんでしもうのをもどかしげに待って、弥や太た郎ろうは言う。

　「故弾だん正じよう様のおもいものでござった京きよう上じよう﨟ろうの藤ふじ紫むらさきを見てまいりました」

　「なにい？」

　景かげ虎とらは口もとに運びかけていた盃さかずきをとめて、きっとなって弥や太た郎ろうを見返した。

　弥や太た郎ろうは委い細さいを語った。

　景かげ虎とらはその屋敷が、京への上りがけに自分がその外の通りで琴ことの音ねを聞いた屋敷であることを知った。あの時、藤ふじ紫むらさきのことを思い出したようであることも思い出した。しかし、それらのことはすべてだまっていた。

　「そうか」

　とだけ言った。

　彼は兄が最さい期ごのきわまで藤ふじ紫むらさきを忘れかねていたことを知っている。

　「お藤ふじよ、これ、お藤ふじよ、そなたどこへ行って……」

　と、息のたえる間ま際ぎわの兄のつぶやきが、今でもありありと耳の底にのこっている。それゆえに、捨ておこうと思った。藤ふじ紫むらさきは悪い女だ。もともとかしこくない兄ではあるが、藤ふじ紫むらさきが来てからその施し政せいぶりはいっそう悪くなった。兄の悪あく政せいの半分以上はこの女のせいといってよい。それだけに、越えち後ごの民たみ百ひやく姓しようの怨えん恨こんが集まっている。どうにかしてこれを誅ちゆう殺さつして、首を持ちかえってさらしものにすれば、どれだけ人々はよろこぶか知れないのである。しかし、捨ておこうと思った。兄の末まつ期ごの心を酌くんでのことであった。

　「おなごにすたりものはないと聞いたが、ほんとじゃの、ハハ」

　と、笑った。

　意外に手ごたえがないので、弥や太た郎ろうらは不服げであったが、もう景かげ虎とらは相手にならず、

　「琵び琶わをひいて聞かそうか」

　といって、琵び琶わをとり出させた。
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　「万ばん巻かんの書を読み、万ばん里りの道を行ゆいて、はじめて人はともに談ずることができる」

　と、中国の古哲人が言っている。書物の種類が少なく、また手に入れにくかった時代、旅行はもっとも効果ある学問であった。

　十五の時、六ろく部ぶ姿になって近国を遍へん歴れきした際もずいぶん得るところがあったが、こんどはいっそうであった。旅行の範囲が広かったせいもあるが、その後、戦争や、兄弟争いや、政治や、一通り世の中の経験を積んだ後であったからでもあろう。

　話に聞いてある程度の想像はしていても、京都の荒こう廃はい、皇こう室しつの衰すい微び、幕府の権威の失しつ墜つい等がこうまでひどかろうとは思われなかった。景かげ虎とらはここに天の自分にあたえんとしている使命を知り得たと思った。堺さかいを見て、新しい外来の文化におどろき、また平和が人間の社会をどんなに豊富に、また幸福にするものであるかを心にしみて感じた。本ほん願がん寺じの勢力の強大さ、高こう野やの霊れい域いきの森しん厳げん、清せい浄じようさ、徹てつ岫しゆう宗そう九く禅ぜん師じのきびしい鉗かん鎚つい、みな強烈なものとなって心にのこった。景かげ虎とらは一まわりも二まわりも自分が成長したように感じた。

　年が明けて三日目、彼は春日かすが山やまにかえりついた。

　出発するまでに彼はこう予定していた。年の暮れには帰国し、武たけ田だにたいして、信しん州しゆうの諸しよ豪ごう族ぞくの旧領を返へん還かんするよう要求する。武たけ田だは承知するはずはないが、その交渉が決裂するのは三月か四月ごろの、ちょうど兵を動かすに都つ合ごうのよい季節になる。

　この計画は旅の間に綿めん密みつな工く夫ふうが加えられたが、帰き着ちやくするとすぐ、実行にとりかかった。まず甲こう府ふへ使者をつかわした。

　「かけちがっていまだ拝はい眉びの栄を得ないが、武勇絶ぜつ倫りんの芳ほう名めいはつとに承って、仰ぎよう望ぼうしている。すでに昨年のことになるが、信しん州しゆうの豪ごう族ぞく村むら上かみ義よし清きよ、高たか梨なし政まさ頼より、島しま津づ忠ただ直なお、井いの上うえ昌まさ満みつ、須す田だ満みつ国くに、栗くり田た永なが寿ひさらが拙せつ者しやのもとにまいり、貴き殿でんに本領を横おう奪だつせられ、居るに所がないと訴えた。まことにあわれである。禽きん獣じゆうならば知らず、人間はおのれ強ければとて、他を侵しん奪だつ、圧あつ服ぷくすべきではない。人間の世界には道がある。人それぞれ道をふむことによって秩ちつ序じよが保たれてこそ人間の世界である。公の賢けん明めい、よもお知りでないことはないはずである。速すみやかに彼らの所しよ領りようを返へん還かんし、彼らを安あん堵どせしめられたい。切せつに願うところである」

　という口こう上じようであった。

　これと同時に、北ほく陸りく路じの一いつ向こう宗しゆう門もん徒とにたいする懐かい柔じゆう工作にかかった。これは旅の間に、越えつ中ちゆう、加か賀が、越えち前ぜん等の人々の一いつ向こう宗しゆうの信仰の熱烈さを実見し、石いし山やま本ほん願がん寺じの勢力の強きよう盛せいを見たからであった。今のままでは、武たけ田だと手切れになり、その争いが長引けば、北ほく陸りく路じの一いつ向こう宗しゆう門もん徒とは越えち後ごの一いつ向こう宗しゆう門もん徒とに働きかけ、国内にさわぎをおこすおそれがあった。為ため景かげの時代、越えち後ご内の一いつ向こう宗しゆうの寺々は全部追いはらわれて、越えつ中ちゆう、能の登と、加か賀が等に分散したが、国内の在ざい俗ぞくの信者はほとんど全部がそのままに残留している。門徒は農民だけでなく、豪ごう族ぞくにもいる。危険は必然といってよかった。

　彼はまず、大阪で石いし山やま本ほん願がん寺じに、国もとから差さし上のぼせると約束して目録に書きのせておいた月つき毛げの駒こまを、大阪にひいて行かせた。とくに厳選した駿しゆん馬めであった。

　次には根本的な対策を講じた。

　去年武たけ田だ氏のためにうばわれた高たか梨なし政まさ頼よりの居城高たか梨なし城は、高たか梨なし平だいらの中心である中なか野のにあるが、その中なか野のに隣接して笠かさ原はらという村がある。ここに本ほん誓せい寺じという一いつ向こう宗しゆうの寺があった。ずいぶんな大寺院で、北信しん州しゆうから西越えち後ごの一いつ向こう宗しゆうの寺々はみなその支配を受けていたので、本ほん願がん寺じでも大事にし、住職には特別に人をえらんでおくるのが例になっていた。

　当時の住職は超ちよう賢けんという人物であった。才さい智ち抜ばつ群ぐん、武ぶ略りやくにも秀でていた。この十数年前まで一いつ向こう宗しゆう門もん徒とは各地に一いつ揆きをおこして、土地の豪ごう族ぞくらと戦っているが、超ちよう賢けんはそれらの一いつ揆きの指導者としていく多の武ぶ功こうを立てた閲えつ歴れきがある。

　その超ちよう賢けんは、中なか野のが戦火の巷ちまたとなり禍わざわいは笠かさ原はらにもおよぶことが必ひつ定じようと思われたので、加か賀がの御お山やまを志して、笠かさ原はらを去った。

　加か賀がの御お山やまは今の金かな沢ざわ城だ。この時から六、七十年前に加か賀が国こく司しの富と樫がし氏は一いつ向こう宗しゆう門もん徒との一いつ揆きに攻め殺され、加か賀が一国は本ほん願がん寺じ領りようとなったが、その以前からここにあった寺を拡張し、城づくりにして加か賀が御み堂どうとし、北ほく陸りく地方のその宗しゆう派はの寺々を総そう轄かつさせた。信徒らはこれを御お山やまと尊称したが、この後の時代にはなまって尾お山やまというようになった。音が通ずるところから小お山やまと誤り書いた書物もある。後こう年ねんのことになるが、この地方の一いつ向こう宗しゆう門もん徒とが織お田だ信のぶ長ながの部ぶ将しよう佐さ久く間ま玄げん蕃ば盛もり政まさに制せい圧あつされ、この山もおちいって、盛もり政まさの居きよ城じようとなり、盛もり政まさが賤しずケ岳たけの戦いに豊とよ臣とみ秀ひで吉よしに生擒いけどりされてほろんでから前まえ田だ利とし家いえにあたえられ、利とし家いえが金かな沢ざわの旧名を復して現代に至っている。

　超ちよう賢けんはここを志したわけだが、その途中、しばらく春日かすが山やまの東とう麓ろく福ふく島しま村（のち有田村。現在は上越市の一部）に滞たい在ざいした。中なか頸くび城き郡一帯の門もん徒とらが教きよう化げをもとめるので、逗とう留りゆうして説せつ法ぽうしていたのである。超ちよう賢けんを信仰するのは百ひやく姓しようらだけでなく、豪ごう族ぞくの中にもおれば、長なが尾お家の家か臣しんらの中にもいた。一月ほどの後、超ちよう賢けんは越えち後ごを去って加か賀がに向かった。

　このことを、景かげ虎とらは知ってはいたが、気にはとめていなかった。しかし、こんど改めて一いつ向こう宗しゆう門もん徒とと妥だ協きようを思い立つと、この超ちよう賢けんを利用する気になった。

　彼は家か中ちゆうや豪ごう族ぞくら中の一いつ向こう宗しゆうの信者、中にも超ちよう賢けんと親しくしていた者はだれであるかを、家か臣しんらにたずねた。

　景かげ虎とらの心をはかりかねて、家か臣しんらは顔を見合わせて急に答えようとしない。

　「悪あしゅうするつもりはない。おれが仏道に執しゆう心しんの深い者であることは、その方ども心得ていよう。一いつ向こう宗しゆうとて仏道であることは同じじゃ。安心して申せ」

　家か臣しんらは、一人一人の名をあげた。ずいぶん多数であった。これほど深くひろがっている宗しゆう旨しを禁断するなど、とうていできることではないと思われた。

　（父上ほどの方に似に気げなきことをなされた。ああされるにはああされるだけのわけはあったのであろうが）

　と思った。

　一いつ向こう宗しゆう門もん徒と中、とくべつ超ちよう賢けんに親しかった者は十指にあまったが、直なお江え山城守やましろのかみ実さね綱つな、吉よし江え織部助おりべのすけ長なが資ただの二人がとりわけ耳についた。直なお江えは三さん島とう郡与よ板いた城主であり、吉よし江えは蒲かん原ばら郡吉よし江え城主だ。吉よし江えは上うえ杉すぎ家の元来の家け人にんであるが、直なお江えは長なが尾お家の譜ふ代だいの家来だ。しかし、それは元来の格式で、数代前から吉よし江えも長なが尾お家に臣しん礼れいをとるようになっていた。二人は身しん代だいも豊かであり、大たい剛ごうの者でもあり、国くに人びとの信頼も厚い。

　（よし、この者どもに働かせよう）

　と、即そく座ざに心を決して、二人を召した。

　「おれは一いつ向こう宗しゆうと仲直りしようと思う。こんど旅をしてみて、そうすべきじゃと気がついたのだ。ついては、その方どもの信仰している超ちよう賢けんとやらいう坊さまが、加か賀が御ご坊ぼうにいると聞く。その方ども、その超ちよう賢けん殿を説せつ得とくし、ともに働いて、話をまとめてくれい」

　景かげ虎とらが単たん刀とう直ちよく入にゆうに、いきなり本題に入ったので、二人はあっけに取られていた。

　かまわず、景かげ虎とらはつづける。

　「おれの口こう上じようはこうだ。『先々代以来、ご宗しゆう門もんと仲なか違たがいのなかとなり、当領内からご宗しゆう門もんの寺々いっさい追い立てたが、拙せつ者しや世となったについては、同じくみ仏の道であるものを、そのようなとりあつかいをいたしては、来らい世せのほどおそろしく存ずるによって、いっさい改めたい。すでに昨年冬上かみ方がた見物にまいった時、石いし山やまのご本ほん山ざんに礼れい物もつを献けんじてあいさつしたのは、この含みであった。ついては前代の時他国へ散在したご宗しゆう門もんの寺々を帰住せしめ、前まえ々まえ通り心おきなく教きよう化げさせるようご尽じん力りよくありたい。それについて、貴き僧そうも当国へおいでなされ、これらの寺々を惣そう録ろくしていただけばまことにありがたい。お聞き入れたまわるにおいては、当国にてお望みの場所に本ほん誓せい寺じを建こん立りゆうし、寺じ領りようなども進ぜ申すであろう』以上だ」

　二人はいっそうおどろくばかりだ。しばらくして言った。

　「ただ今仰おおせられましたこと、ほんとでございましょうか」

　景かげ虎とらはきびしい目で二人を見た。

　「おれがこれまでうそを言うたことがあるか」

　二人ははっと平へい伏ふくした。

　「仰おおせられる通りでございます。誓って説き伏せ、思おぼし召しの通りにいたすでございましょう。宗しゆう門もんの者どももいかばかりよろこぶでございましょう。わたくしどもからもお礼を申し上げます」

　声がふるえていた。こうした場合の感激は、今日の日本人にはわからないものになっている。日本人と比較にならないくらい宗教心が厚いといわれている欧米人だってそうだろう。信仰というものの本質がかわってきているのだ。回かい教きよう徒とやヒンズー教きよう徒とだけがわかるであろう。




　　　　五




　二日の後、二人は、おりからの雪をついて、西に向かった。もちろん、二人きりではない。それぞれに従者を数十人つれ、景かげ虎とらからの音いん物もつをかつがせてだ。

　加か賀がまで九十里、はじめの三日は大雪のために道がはかどらず、十七日もかかって着いた。

　加か賀が御ご坊ぼうは、前に書いた通り、北ほく陸りく道どうにおける一いつ向こう宗しゆう寺院を総そう轄かつするところであるだけでなく、加か賀が一国の政庁でもある。堂どう宇うは宏こう壮そう・雄ゆう麗れい、要害は堅けん固ごをきわめている。宗教は堂塔・伽が藍らんを壮そう麗れいにしはじめた時、その堕だ落らくがはじまると言われるし、一いつ向こう宗しゆうの宗しゆう祖そ親しん鸞らん自身も、「生しよう涯がい堂塔を持たず」と公言しているのだが、宗教の本質が信ずること以外になにものもなく、ただ信ずるということにつきる以上、信を呼びおこすよすがとなるという点において、仏像を端たん麗れい壮そう厳ごんにつくると同じように、堂塔・伽が藍らんを壮そう麗れいにすることはまぬかれないことであろう。

　二人の越えち後ご武士らは、加か賀が御ご坊ぼうの結構の壮大さを見て、この世ながらの極ごく楽らくとも観じ、ますます信仰を深めながら、超ちよう賢けんに面会を申しこんだ。

　思いもかけない人の来訪に、超ちよう賢けんはおどろいて客きやく殿でんに案内させて会った。

　超ちよう賢けんは年輩四十前後、宗しゆう内ない屈くつ指しの豪ごう僧そうであり、たびたび合かつ戦せんにも出ている。たけ高く骨こつ格かく雄ゆう偉い、右の頰ほお先さきにあざやかな刀とう痕こんがあった。

　「これはめずらしや。どうなされたのでござる」

　「われら、めでたいお知らせを持ってまいったのでござる」

　二人は、景かげ虎とらからの口こう上じようをくわしく伝えた。

　「なるほど」

　といったきり、超ちよう賢けんは急に諾だく否ひを言わない。分ぶ厚あつい唇くちびるをぎゅっと引きしめて、二人を見ていた。疑っていると思われたので、二人は力をこめて言った。

　「これまでの長なが尾お家のいたしようから見て、お疑いのあるのは無理ではござらんが、今の景かげ虎とらは決してうそを言わぬ男でござる」

　二人が誠実な人がらであることは超ちよう賢けんはよく知っている。

　「信じましょう。いかさま。うれしいお知らせであります。しかし、拙せつ僧そうの一いち存ぞんでは返答できかねます。坊ぼう主ずに申し、坊ぼう官かんらと相談の上、ご返答申し上げますことにいたしますれば、数日ご滞たい在ざい、お待ちいただきたい」

　「ごもっともであります。くれぐれもよろしくおとりなしくだされ。景かげ虎とらのお願いが聞きとどけられましたなら、越えち後ご内の門徒らいかばかりよろこびますことか、われらも門徒の一人として皆に肩かた身みがひろいことになります」

　「ごもっともであります。十分に心得ています」

　二人はちょうど五日逗とう留りゆうした。その間に寺内の方々を拝観し、いよいよ信を深くした。待たい遇ぐうもまた鄭てい重ちようであった。善美をつくした食しよく膳ぜんをあてがわれ、越えち後ごのような片かた田舎いなかでは見たこともないような、厚く真ま綿わたの入った絹の夜具に寝せられた。

　返答の伝えられたのは、五日目の午後であった。

　「さぞお退たい屈くつでありましたろう。申しわけありません。やっとご返答ができることになりました。お申し出のことありがたくお受けいたすことにしますが、拙せつ僧そうが貴き地ちにまいることは、急には運びかねましょう。参ることは必ずまいりますが、その以前にご領内から立ち退のきました寺々を帰参させることにしたいと存じます。したがって、拙せつ僧そうが貴き地ちへまいりますまでは、それらの寺々は当山から支配することになりますが、それでようござろうか」

　大事をふんでいるのだと思われたが、為ため景かげ時代のことを考えれば、無理のないことであった。このへんで折り合うよりほかはないと思われた。

　「景かげ虎とらが所存を聞きませぬ以上、ここで即答はいたしかねますが、たぶん承知するのではないかと存じます。拙せつ者しやどもも、十分によく申すでありましょう。しかしながら、貴き僧そうの越えち後ごご移住はいつかは必ずしていただけるのでありましょうな」

　「もちろんのこと。身分がら急にはできませぬが、できるだけ急いで景かげ虎とら様仰おおせの通りにしたいと心組んでいるのでござる」

　「それをうけたまわって安心いたしました。使者として参ったかいがありました」

　話がおわって坊ぼう主ず（金かな沢ざわ御ご坊ぼうの主、石いし山やま本ほん願がん寺じより派は遣けん）に謁えつ見けんし、坊ぼう官かん（寺の役人、俗人である）らとも会い、その夜はさかんな饗きよう応おうを受け、翌日帰国の途についた。

　帰途は天気もよく、十日ほどで帰りついた。報告を聞くと、景かげ虎とらは、

　「もっともなことだ。それで結構だ。その方どもの名で書面を出しておくよう。なお、くどいようだが、超ちよう賢けん移住のことは念をおしておくよう。おれからも書面をさし立てる」

　といった。

　その以前、甲こう州しゆうに行った使者もかえっていた。

　「公の義気は感ずるにあまりがある。しかしながら、拙せつ者しやが村むら上かみ、高たか梨なしらと戦ってその所しよ領りようをおさめたのは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきのゆえではない。拙せつ者しやには拙せつ者しやの申し分がある。彼らの片かた訴そ訟しようを聞いて、拙せつ者しやを悪いとのご判断は失礼ながらご軽けい率そつではないかと思う」

　という晴はる信のぶの返答であったという。

　景かげ虎とらはまた使者を送った。

　「公の所しよ領りようは甲こう州しゆう全国と信しん州しゆうの大部分におよんでいる。たとえ彼らに罪ありとしても、彼らの所しよ領りようまで奪われることはよろしくないことと存ずる。ご返へん還かんあってしかるべく存ずる。武士というものはそういうものであってはならないと思う」

　というのがその口こう上じようであった。




　　　　六




　晴はる信のぶの返事は聞かずともわかっていた。

　「武士が弓矢をもって取ったものでござる。弓矢をもってお取り返しあるが、武士のならわしでござろう」

　と言ってくるにちがいないのであった。

　景かげ虎とらは村むら上かみ義よし清きよ、高たか梨なし政まさ頼よりら信しん州しゆう亡ぼう命めいの諸将を呼んで、武たけ田だ家との交渉の次第を告げ、春になったら信しん州しゆうに打って出る予定であるゆえ、そのつもりで旧領内のしかるべき者どもと連絡しておくように告げた。

　皆泣いて感謝し、よろこんだ。

　一月ほど立って、もう春であった。景かげ虎とらはよりより重じゆう臣しんらを集めて信しん州しゆう出動の軍議をめぐらしていたが、ある日、上うえ杉すぎ定さだ実ざね未み亡ぼう人じんである姉から使いが来た。ちょっと用事があるから、来てくれというのである。

　景かげ虎とらは供まわりも少なく、騎き馬ばで出かけると、姉は思いがけない人と対たい座ざしていた。たえて久しく逢あわない乃な美みであった。胸をつかれたような衝しよう撃げきがあったがわざと笑った。

　「これは思いもかけぬお人に会おうたな。かわらず元気な模様、祝しゆう着ちやくだ」

　乃な美みは座をさがって、両手をついた。

　「お久しぶりでございます。父がおよろしく申し上げてくれるように申しました」

　「駿河するがにも久しく逢あわぬ。かわりはないであろうな」

　「はい」

　乃な美みはひどくやせたようだ。以前から肉ししおきの薄い方ではあったが、いっそう細ほっそりとなって、目だけがさらに大きくなったようだ。顔色も青い、どこか悪いのではないかという気がしたが、それを言えばめんどうなことになりそうで、だまっていた。姉は、

　「乃な美みは駿河するが殿のお使いで見えたのです。駿河するが殿がご自分で見えるべきなが、それでは人ひと目めに立つというので、この人をここに遊びにやるという名めい目もくでよこしなされたのじゃそうです」

　と言って、別室に去った。

　景かげ虎とらは乃な美みの方に膝ひざをむけて、聞こうとする姿になった。

　「甲斐かいの動きについてのことでございます。すでに上じよう洛らくご不在中からのことじゃそうにございますが、このごろいっそうそれがはげしくなっている。つまり、武たけ田だ様から当国の地じ侍ざむらいにたいして、いろいろと手入れなさっているゆえ、くれぐれもご用心あそばすようにと申すのでございます」

　ありそうなことであった。疑ってみなかったのは不ふ覚かくというべきであった。

　「それで、だれがあやしいとは申さなんだか」

　「北きた条じよう丹後守たんごのかみ殿がもっともいぶかしいと申しました」

　丹後守たんごのかみ高たか広ひろは古い越えち後ごの豪ごう族ぞくで、なかなかの勇将だ。

　「そうか。よく心づけたもった。駿河するがに礼を申してくれ」

　「かしこまりました」

　話のすんだところに、姉が出て来て言う。このまま帰ったのでは、人が怪しむであろうから、酒宴をひらくことにした、その酒席でそなたのたしなむ小こ鼓つづみと乃な美みのたしなむ笛とを合奏して聞かせてほしい、そうしたら、人の嫌けん疑ぎを避けることができる云うん々ぬん。

　酒宴がはじまり、二人はそれぞれの楽器で奏そう楽がくして、定さだ実ざね未み亡ぼう人じんに聞かせた。未み亡ぼう人じんは二人を見くらべながら、感にたえた表情で聞き入っていた。

　夜に入って間もなく、景かげ虎とらは辞去した。姉と乃な美みは中奥の入り口まで送って来たが、景かげ虎とらがお錠じよう口ぐちの戸口を出た時、乃な美みはつと寄って、その耳もとにささやいた。

　「わたくし、ちかぢかに嫁にまいります」

　「えッ？」

　問いかえそうとしたが、もうその時には、乃な美みは戸をはたとしめきっていた。

　おぼろな月の空にかかっている宵よいであった。






旭あさひ山やま城




　　　　一




　北きた条じよう丹後守たんごのかみ高たか広ひろは本姓を毛もう利りという。源頼朝みなもとのよりともを輔たすけて幕府政治という新しい政治形態を創始させ、その組織をととのえたのは京都朝廷の下級公く家げであった大おお江えの広ひろ元もとであるが、その広ひろ元もとの子孫だ。広ひろ元もとの三男季すえ光みつが相模国さがみのくに愛あい甲こう郡毛もう利り（森もり）郷を領して毛もう利りと名のったのがおこりだ。季すえ光みつの子は経つね光みつ、経つね光みつの子時とき親ちかが越えち後ご刈かり羽わ郡佐さ橋ばしノ庄しようをもらってここに土ど着ちやくしたのが越えち後ご毛もう利り家のおこりだ。本家は後に至るまで毛もう利りを名のったが、高たか広ひろの家は分ぶん家けで、代々佐さ橋ばしノ庄しようの一つ北きた条じようにいて、北きた条じようを名のり、今では本ほん家けをしのぐほどの勢いとなっていた。余談だが、後に長ちよう州しゆう藩主となった毛もう利り家もこの越えち後ご毛もう利り家の分かれで、南なん北ぼく朝ちよう時代に安芸あきの吉よし田だに領地をもらって行ったのがおこりになっている。

　高たか広ひろの居きよ城じよう地ち北きた条じようは、宇う佐さ美みの居きよ城じよう地ち琵び琶わ島じまから三里とは離れていない。何かのことがあれば、定さだ行ゆきのするどい目にかからないはずはないのであった。

　「ばかなやつめ、つつみかくせると思ったのであろうか」

　と、景かげ虎とらは馬上ひそかにつぶやいた。

　それにしても、油ゆ断だんのならないのは、武たけ田だ晴はる信のぶだ。こちらが上じよう洛らくして不在であるのに乗じて、誘ゆう惑わくの手をのばしたのに相違ないのであった。水がしくしくとしみこんで、いつか建物を腐ふ朽きゆうさせていくようにして、こちらの内部を切りくずす算段なのだ。

　戦国の習い、敵味方となっていれば普通のことではあろうが、おそろしい人物であると思った。薄ぎたない根こん性じようであるとも思った。

　「孫そん子しに用よう間かん篇へんというのがありはするが、いやらしい術じゆつ策さくだ。効果はあるにちがいないが、おれは使いたくない。おれは堂々と戦いたい。坂ばん東どう平へい氏しの疎そ族ぞくの流れであるおれでもそう思うのに、名将新しん羅ら三さぶ郎ろう義よし光みつの嫡ちやく流りゆう、甲斐かい源げん氏じ武たけ田だの当主でありながら、きたないと思わぬのか。さすが親を追い出し、妹いもうと聟むこを殺し、その娘を妾めかけにするほどの男だけあって、することが暗いわ」

　怒りは北きた条じようにたいしてより、晴はる信のぶにたいしてのほうが強かった。

　「今に見ろ！」

　ぎりりと奥歯をかみしめた。

　問題は、その晴はる信のぶの手のおよんでいるのが北きた条じようだけではないようであることであった。宇う佐さ美みの口こう上じようもそうであった。

　（父も北きた条じよう丹後守たんごのかみ殿がもっともいぶかしいと申しました）

　と、乃な美みは言った。

　もっともいぶかしいとは、そのほかにもあると言げん外がいにふくめているわけだ。

　いったい、それはだれだれであろう。くわしく聞くべきであったのに、つい聞きそびれてしまった。

　（おれは乃な美みに会うと、いつも口数が少なくなる。言いたいことも、聞きたいことも、つい口が重くなって、半分も口がきけなくなる）

　と、苦笑した。

　しかし、それは大事なことだ。また明日行って聞きただしておかなければならないと思った。

　その時、ふと心に引っかかるものがあった。別れしなに、お錠じよう口ぐちまで送って出た乃な美みの言ったことを思い出したのであった。いやいや、思い出したのではない。それははじめから心の片かた隅すみにからんではなれなかったのを、武将としては北きた条じようのことが大事であると、おしのけていたにすぎないのだ。

　（わたくし、ちかぢかに嫁にまいります）

　と乃な美みは言ったのだ。そのふるえる、低い声こわ音ねまで、まざまざと覚えている。

　嫁に行くのに不思議はない。彼女はたしか自分より一つ年上のはずだ。二十六にもなっている。女としてはとうに婚期をすぎている。今まで縁づかなかったのがおかしいのである。

　しかし、そうは思いながらも、景かげ虎とらは胸が波立ってきた。こちらに迎える気持ちもないのに、今さらうろたえて胸をさわがせるとは、理り窟くつにもなんにも合ったものではない。

　（おれはやはり乃な美みを思っていたのであろうか。乃な美みがどこへも縁づかず、実家にいるということが、おれの心のささえになっていたのであろうか）

　と、思った。虫のよい、男らしくない根こん性じようだと、恥じたが、どうしようもない。

　どこのだれのところへ嫁ゆくのか、それを知りたいと思った。知ったところでどうするつもりはないが、それでも知りたかった。

　とつぜん、景かげ虎とらは気が沈んできた。なにもかもが空むなしいものとしか考えられなくなるあの憂ゆう鬱うつが襲ってきそうであった。

　（ああ、またか）

　無字の開かい眼げんも、見けん性しよう成じよう仏ぶつも、かいがないのかと思った。ぼうぜんとして、あたりを見まわした。

　暈かさをかぶった月が空にあり、地上にはおぼろな明るさがひろがっている。梅も、桃も、桜も、野の草も、一時に花咲く雪国の春の宵よいだ。乗っている馬のひづめがぽっくぽっくと単調な音を立てる。

　「この月が悪い。このそよ風が悪い。この馬ば蹄ていのひびきが悪い……」

　一刻も早く城にかえり、宗そう九くにもらった袈け裟さをかけて座すわりたかった。そうしなければ、あの憂ゆう鬱うつに陥おちいり切ってしまいそうであった。

　「急げ！」

　と、従者らにさけんで、馬をはやめて、小こ駆がけになった。




　　　　二




　夜どおしすわりつづけて、やっと心がおちついた。景かげ虎とらは朝の食事をすますとすぐ府ふ中ちゆう館やかたに使者を出した。

　「昨日はお世話になって、楽しい時をすごさせていただきました。ついては、琵び琶わをお聞きに入れたいと存ずれば、乃な美みをお連れになっておいでくだされたい。午ご餐さんをさし上げた上、また一日を楽しく過ごしたいと思います」

　という口こう上じようを持たせた。

　使者はほどなく帰って来た。

　「乃な美みはもう帰って行った。すでに一ひと刻ときほどにもなろうか。いま少し早かったならばと残念に思う。わたしはありがたくお受けして、追っつけ伺うであろう」

　という姉の返事であった。

　しまった、とは思ったが、すぐ、

　「これでこちらはすんだ。なるがままにならせよとの天意であろう」

　と、思いかえした。

　こうなってみると、あれこれと気をもんでもどうにもならないことであり、またもむ必要もないことであることがはっきりとわかった。人間の煩ぼん悩のうは、一歩退ひくか、観点をかえて考えれば、そのたいていがこんなものかもしれないとも思った。

　甲こう州しゆうの誘ゆう惑わくを受けている豪ごう族ぞくらのことは、あとで書面で問い合わせることにした。

　景かげ虎とらは北きた条じよう高たか広ひろの本家にあたる毛もう利り景かげ元もとを呼んで、ざっくばらんに、しかじかの風説があるが、どうなのだとたずねた。景かげ元もとはまるで知らないと答えた。

　「しかし、火のないところに煙は立たぬということわざもございます。十分にとり調べました上で、改めてご返答申し上げます」

　「そうしてくれい。丹たん後ごほどのものが、ただ欲にからんでだまされたとは思えぬ。おれに不平があるのかもしれぬ。よく調べてくれい」

　「かしこまりました。お心をわずらわし申して、申しわけございません」

　と恐きよう懼くしてかえって行った。

　一方、景かげ虎とらは宇う佐さ美みに書面で問い合わせた。宇う佐さ美みはすぐ返事をよこした。三人ほどあった。これは甲こう州しゆうから密使が来たというだけであるから、あるいは話は進んでいないかもしれないが、曇りのない身ならお屋や形かたに申し上げるべきが当然であるのに、そうでないのだから、用心を怠られてはなるまいというのであった。まことにその通りであった。

　数日の後、毛もう利り景かげ元もとは来て、風説されていることが事実であることを告げた。景かげ虎とらは油ゆ断だんなく見張っているように命じてかえした。

　景かげ虎とらはすぐにも踏みつぶしてしまいたいと思ったが、明らかな証しよう拠こをつかむ必要があった。また一度征せい伐ばつにかかったら一気にたたきつぶしたかった。だれに見せても明めい瞭りような証しよう拠こなくしてかかっては、人々の心を疑ぎ惑わくさせて武たけ田だ方に追いやることになり、手て間まどってはすでに武たけ田だに心を通じているものを蜂ほう起きさせるおそれがある。かれこれ慎しん重ちように運ぶ必要があった。

　こうなっては当分信しん州しゆう入りは延期しなければならない。

　「こんどこそ一戦に勝敗を決したいゆえ、支し度たくに万ばん全ぜんを期したい」

　と、村むら上かみ義よし清きよらの信しん州しゆう亡ぼう命めいの豪ごう族ぞくや家か臣しんらには告げた。

　男の数え年二十五と四十二は厄やく年どしであるというが、たしかにこの年は景かげ虎とらにとっては災さい厄やくの多い年であった。上うえ野の中なか務つかさ大だ輔ゆう家いえ成なりと下しも平だいら修理亮しゆりのすけという豪ごう族ぞくがある。中なか魚うお沼ぬま郡に住んでいた。上うえ野のは今もその地名がのこっている。千せん手じゆ観かん音のんで名高い千せん手じゆ＊町の北一里の地点だ。ここに城があり、下しも平だいらは十とお日か町まち近くの沖おき立だてに城があった。信濃しなの川をへだてて筋すじかいにむかい合っていたわけだが、領地がたがいに入りくんでいたので、この二人の間に領地争いの訴そ訟しようがおこったのだ。

　領地争いの裁きほどむずかしいものはない。土地がもっとも重要な生産機関なのだから、武士どもの土地を大事がったことは、今日の人の想像を絶する。「一いつ所しよ懸けん命めい」ということばの起こりになっているくらいだ。この裁判にあやまちが多かったために鎌かま倉くら幕府はつぶれ、この裁判が乱脈であったために建武中興けんむのちゆうこうは瓦が解かいしたといわれているほどのものだ。当時の大名は後こう世せいの大名とちがって、国内の諸豪ごう族ぞくと純粋な君臣関係にはなっていない。豪ごう族ぞくらの旗はた頭がしら的のものでしかない。だから、大名の政治家としての手腕は主として、かつての鎌かま倉くら将軍がそうであったように、豪ごう族ぞくらの間の領地に関する紛ふん争そうを公正に裁き、その判決を納なつ得とくさせることにあったのだ。

　「おりもおり、厄やつ介かいなことがおこった」

　と、思いながらも、景かげ虎とらは双そう方ほうの言いぶんを聞き、証しよう拠この書類などを提出させて帰した。信濃しなの川右岸の田でん地ち二十余町ちよう歩ぶを、数代前から上うえ野の方が横おう領りようしているというのが争点であった。景かげ虎とらは両者の差し出した証しよう拠こ書類をみずから点検し、重じゆう臣しんらにも点検させ、また土地の百ひやく姓しようらを呼び出して尋じん問もんした。

　その結果、明らかに下しも平だいら方の申し立てに理のあることがわかったが、上うえ野の家はすでに数代にわたってそこを自家のものにしているので、自家のものと思いこんでいる。一いつ刀とう両りよう断だんには行きかねると思われた。

　ふだんの時ならあくまでも黒白を明らかにし、法の命ずるところのまま裁き、判決を強制することができるが、この際それは避けたかった。もつれが深くなれば国内に動揺をきたすおそれがあった。そうなれば、甲こう州しゆう方の蒔まいている種がどんな変化を見せるかわかったものではない。

　景かげ虎とらは重じゆう臣しんらに命じて、半分だけ土地を返へん還かんすることにして和解するようにすすめさせた。双そう方ほうなかなか聞き入れなかった。とりわけ、上うえ野のの方が頑がん強きようであった。

　時は移って、九月に入ったが、どうしても解決しない。あぐねきっていると、北きた条じよう高たか広ひろが兵を挙げて、謀む反ほんの色を明らかにした。景かげ虎とらの説得がすらすらといかないのを見て、士心は景かげ虎とらにない、今挙きよ兵へいすれば蜂ほう起きするものが多く、越えち後ごはふたたび戦乱状態になると判断したに相違なかった。

　（来た！）

　景かげ虎とらは、おりから春日かすが山やまに来ていた上うえ野のと下しも平だいらを本ほん庄じよう美みま作さかの屋敷にとじこめておいて、出陣した。

　景かげ虎とらの向かうを聞いて高たか広ひろは善よし根ねに出て陣をしいた。迎え戦うつもりであった。景かげ虎とらは善よし根ねに到着すると、そのまま攻撃にかかったが、高たか広ひろ方はたちまち裏くずれして、四し分ぶん五ご裂れつとなって敗走した。高たか広ひろの本家毛もう利り景かげ元もとが背後から襲いかかったのであった。

　景かげ元もとは高たか広ひろの挙きよ兵へいに同意のふりをして出陣していたのだから、この裏切りは最初からの計画であった。こうでもしなければ、景かげ虎とらに申しわけがないと思ったのであろう。こうした義理の立てかたは、景かげ虎とらの好みでない。味方は味方、敵は敵と、旗き幟しを鮮明にして堂々と戦ってこそ男のふるまいであると思うのだが、この際としては景かげ元もとを賞するよりほかはなかった。しぶる気持ちをおさえて、

　「大たい儀ぎであった。今日の働き、忘れぬぞ」

　と声をかけた。

　善よし根ねの野や戦せんに敗れた高たか広ひろは、居きよ城じように逃げこもった。景かげ虎とらは城下におしよせ、一気に攻め潰つぶそうとしたが、高たか広ひろは備えをかたくして戦おうとしない。時日をかけてはならないのだ。景かげ虎とらはあせって火のような下げ知じを下し、入れかえ入れかえ攻め立てたが、城も堅けん固ごであり、城兵もよく防ぎ、寄せ手はいく度か撃退された。

　本陣の前に床しよう几ぎをすえ、城をにらんで、工く夫ふうをこらしていると、侍じ臣しんが思いもかけない人の来たことをとりついで来た。

　「鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろう殿のお内うち方かたが、ご陣見舞においででございます」

　といっているうちに、松まつ江えの姿が向こうに見えた。

　白小こ袖そでに色いろ目めの美しい被かつ衣ぎを裾すそをはしおって羽は織おり、青竹の杖つえに草ぞう履りばきという姿だ。小こ女おんなを一人連れている。

　松まつ江えはもう三十九になる。数年前から戦場に出ることをやめたし、年のせいもあって、ずいぶん肉付きがよくなった。しかし、色白な顔は豊ほう艶えんなおもかげをそえて、まだなかなか美しかった。

　遠いところで被かつ衣ぎをぬいで小こ女おんなにわたして、近づいて来た。ふとったからだのせいもあって、しとやかにというわけにはいかない。のそのそと近づいて来た。小こ腰ごしをかがめる作法をおぼえただけでも奇き特とくというべきであろう。

　「よう来たな。なにか用があって来たのか。ただの陣見舞なら、いらぬことだぞ。おそくとも明日中には攻めつぶすのじゃから」

　と、景かげ虎とらは言った。いら立っている心が、つい荒いことばづかいになった。松まつ江えも負けない荒っぽさで答えた。

　「陣見舞なんどには来ましねえ。武士が戦いくさ場に出て苦労するのはあたりまえのことですけ、見舞なんどいらねえこんだ。うらは主人やどが行ってお手伝いして来こうといいますけ、来ましただ。ちょっこら行って降こう参さんさせて来ますけ、行かせてくんなさろ。おなごはおなご同士といいますけ、あんじょういきますわい」

　敏さとい景かげ虎とらはすぐ相手の意い図としていることがわかった。北きた条じよう高たか広ひろの妻女を説き、妻女から高たか広ひろに降伏をすすめさせるつもりなのだ。

　「弥や太た郎ろうの策か」

　弥や太た郎ろうは留る守す居い役として春日かすが山やまにのこったのだ。

　「そうですわい。案のほか知恵者でござろうず」

　と、まるい頰ほおにえぐったようなえくぼを見せて、にこにこと笑った。

　こちらも笑い出してしまった。いら立っている心がおちついてきた。




　　　　三




　「鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうの妻女、丹後守たんごのかみ殿奥方をお見舞のために当陣中まで来ている。ご引いん見けんたまわりたい」

　との口こう上じようが城中に申し入れられた。

　かなりな時間がかかったが、おいであるように、との返事があった。かなりに日がかたむいて、風がつめたくなるころであった。

　松まつ江えは出かけた。

　濠ほりに架かした橋の袂たもとまで、槍やりをたずさえた城兵が迎えに出ていた。取りまかれるようにして橋をわたり、大おお手ての門をくぐった。

　大きく厚い扉がぎしぎしぎしと、重たげな音を立ててうしろにしまった時、どこからともなくすさまじく猛たけり狂った犬の声がしたかと思うと、桝ます形がたのかげからひらりと飛び出して来た犬があった。ふさふさとした尻しっぽをきりりと巻き上げた、萱かや毛げの大きい犬だ。まっしぐらに松まつ江え目がけて走りかかって来る。

　松まつ江えは、自分をおどそうとする城兵のたくらみであることをとっさに読みとった。自分がどんな女であるか、もちろん城兵らは知っていよう。どんな目的をもって来たかも推察していよう。おどかして、どぎもをぬくつもりにちがいないと察した。

　おそれず、横よこ目めに見て行きすぎようとすると、逃げると見たのか、矢のようにおどりかかって来た。真っ赤な口をあいている。松まつ江えはその口めがけて、素す速ばやく右の手を突っこみ、長い舌をつかみ、さらにのどの奥へ突っこんだ。犬は松まつ江えにぶら下げられ、あと足だけで立っている形になってもがいた。ゆらめく旗のようにみごとであった尻しっぽはだらりと下がり、苦しげにあえぎ、クウクウとのどの奥で鳴いた。松まつ江えはつかんだまま、ゆうゆうと二、三間げん歩いてから、どさりと投げ出した。犬は狂ったような悲鳴をあげながらどこかへ走り去った。

　すると、敵にはもう一段のそなえがあった。桝ます形がたから数段の石段をのぼって上の道に出た時、向こうの土ど居いの陰から河原かわら毛げの馬が、ものにおどろかされたように駆け出して来た。引きちぎった染め分けの手た綱づなを空くうになびかせていた。追い立てられたに相違なかった。

　松まつ江えの前まで来ると、後あと脚あしで立ち上がり、前まえ脚あしを泳がせた。抱きすくめようとするかのようであった。松まつ江えはおどり上がりざま、思いきり馬の長い横よこ面づらをたたいた。こんな手荒なあつかいにははじめてあうのであろう、馬はおどろきおびえながらも、なお猛たけり立ったが、松まつ江えは被かつ衣ぎをぬぐと、ふわりと頭にかぶせた。馬は急におとなしくなった。

　「どう、どう、どう、どう……」

　口くち綱づなをとって、引きまわして静め、武士どもに言った。

　「ええ馬ですのう。水みず飼こうて、しばらく暗いところに置きなさるがよいですわい。気が立っていますけにな」

　重ね重ねのことに、武士らはおどろきあきれ、返事もできない。黙だまって、うやうやしく受けとった。

　松まつ江えは奥おく殿でんに通って、高たか広ひろ夫人に会い、もち前のざっかけない調子で、降伏をすすめて帰ったが、彼女の見せた武勇がかえって効果があったのだろう、翌日、高たか広ひろは降伏を申し出た。景かげ虎とらはこれをゆるし、今後を戒めて引き上げた。

　景かげ虎とらが信しん州しゆうへ出陣したのは、翌年の四月であった。善ぜん光こう寺じ西方の旭あさひ山やまに要害をきずいてここを根拠地として諸方に兵を出し、武たけ田だ方の諸城を焼きはらった。晴はる信のぶをおびき出すためであったが、晴はる信のぶはなかなか腰を上げなかった。彼のもっとも寵ちよう愛あいしている諏す訪わ御ご前ぜんが重病だったのである。




　　　　四




　諏す訪わ御ご前ぜんは今年二十七になる。諏す訪わ家のほろぼされた時十四であったから、晴はる信のぶの愛を受けるようになってから十三年になる。彼女は十九の時、晴はる信のぶの子を生んだ。四し郎ろうと名づけられた。後の勝かつ頼よりである。

　晴はる信のぶには多数の妻さい妾しようがあったが、諏す訪わ御ご前ぜんにはとくべつ深い愛情を持っていた。その父を殺し、その地を奪ったことにたいしては、彼は格別後悔もしていなければ自責の念もない。信しん州しゆう経略は自じ存そんの道であった。地ち味み磽こう竫かくで天産にめぐまれない甲こう州しゆうにとっては他を切り取るより自じ存そんの途みちはなく、南と東を強国に塞ふさがれ、北を嶮けん峻しゆんな山岳地帯で塞ふさがれているのだから、西に向かうよりほかはなかった。たまたまその出口に諏す訪わ氏がいたゆえ、これをたたきつぶしただけの話だ。

　「人はそれぞれに生きなければならない。人を食ってでも生きなければならない。食われるのがいやなら強くなることだ。おれが強かったから諏す訪わ頼より重しげを食っただけだ」

　と割り切っている。

　しかし、その頼より重しげの女むすめにたいして一通りや二通りではない愛情を覚えたことにたいしては、因いん縁ねんごとめいた複雑な感かん慨がいを覚えずにはおられなかった。

　「諏す訪わ家の遺い臣しんらはおれにうらみをふくんでいるじゃろう。しかし、おれが姫ひめを側そくに入れて子供でもでき、それに諏す訪わの名みよう跡せきを立てさせれば、遺い臣しんらの心もなごみ、心を寄せて来ようというものじゃ。おれは色好みだけで姫ひめを側そくに入れようとしているのではないぞ」

　と、彼は不安がって諫いさめる老ろう臣しんらに言って納なつ得とくさせたが、そんな功利的な思案ははじめからのものではなかった。はじめはただ姫ひめをいとしいと思い、引きつけられてやまないものがあり、自分のものとせずにおられなかっただけだ。こんなことを言い出したのは老ろう臣しんらを説得するためであった。

　だから、飽あきがくればその日からでも捨ててしまったろうし、たとえ男の子が生まれても、諏す訪わの名みよう跡せきを立てさせなかったかもしれない。立てたくなければ、その理り窟くつはまたどうでもつく。権力のあるかぎり、理由にこまることはない。縛しばられることはないのである。

　しかし、諏す訪わ御ご前ぜんへの愛情は日を追い月を追うて増すばかりで、少しもおとろえない。子供を生むといっそういとしくなった。生まれた子供もまたかわいい。これまで男の子だけでも三人もいるが、どの子にたいしてもこの子にたいするほどの愛情をおぼえたことがないような気さえする。成長するにつれて、美しく、また気き性しようの雄お々おしさがあざやかに出て来るのが満足であった。

　「そなたの家の名みよう跡せきを立てような」

　晴はる信のぶは諏す訪わ御ご前ぜんに言って、四し郎ろうを武たけ田だ諏す訪わ四し郎ろうと名のらせることにした。

　諏す訪わ御ご前ぜんは泣いてよろこんだ。諏す訪わ家の遺い臣しんらもよろこんだ。諏す訪わ家の遺い臣しんらのある者は去って他国に行ったし、もちろん武たけ田だ家につかえたものもあったが、それらはごく一部で、多くは諏す訪わや伊い那な地方で帰農していた。十分な不平があったようだ。かっこうな機会さえあれば、反武たけ田だの挙をおこしたがっているようであった。現に四し郎ろうの生まれた翌々年、晴はる信のぶが村むら上かみ義よし清きよと戦って老将板いた垣がき信のぶ形かたを討ちとられた上うえ田だ原はらの合かつ戦せんの後、諏す訪わの遺い臣しんらは深ふか志し（松まつ本もと）の小お笠がさ原わら長なが時ときと策さく応おうして一いつ揆きをおこしたくらいで油ゆ断だんもすきもならないのであった。

　しかし、四し郎ろうを諏す訪わ四し郎ろうと名のらせてからは、彼らの不平の気は急速におとろえた。諏す訪わ家時代の武功を申し立てて召し抱かかえを願い出て来る者も少なくなかった。

　「これで、諏す訪わ士ざむらいどももお家の力となり申した」

　と、老ろう臣しんらもよろこんだ。

　晴はる信のぶも満足であった。

　それから数年、四し郎ろうは九つになってますますかしこく、ますます雄お々おしく成長したが、その母は依然として美しくまた可か憐れんで、子にも母にも晴はる信のぶの愛情は深まるばかりであった。

　その諏す訪わ御ご前ぜんが病気になったのは、この春のうららかに晴れた日からであった。その日、晴はる信のぶは諏す訪わ御ご前ぜんを連れて、奥おく殿でんの庭に咲いた緋ひ桃ももの花を見に行った。侍じ女じよが数人つき従っていた。

　桃は岸を岩石でたたんだ池にさしかかって咲いている。周囲には芽ぐみかけた柳や松があって昼前のあたたかい日ざしに照りはえ、池に影をうつし、何ともいえず艶えん麗れいであった。

　晴はる信のぶはしばらく見ているうちに、ふと詩句が口にのぼってきた。


　　孱せん顔がんまた蛾が眉びの趣あり　　（孱顔亦有蛾眉趣）

　　一笑靄あい然ぜんとして美人の如ごとし（一笑靄然如美人）



　すらすらと出て来たので、気持ちがはずんだ。いい詩ができそうであった。これを転てん結けつとして、起き承しようをつけようと、燃え立つような花のむらがりを見つめながら工く夫ふうしていると、少しうしろにたたずんでいた諏す訪わ御ご前ぜんが急にはげしくせきこんだ。

　詩し興きようを中断されて、ややふきげんに晴はる信のぶはふりかえると、諏す訪わ御ご前ぜんはきゃしゃなからだをこごめて、こみ上げて来るせきをこらえようとして苦しんでいるのであった。

　ただごとでなかった。

　「どうした」

　晴はる信のぶはおどろいて、声をかけた。

　侍じ女じよらが走りよって、

　「どうなされました」

　「あれ、ご前ぜんさま」

　口々に言いながら、のぞきこんだり、背中をさすったりしはじめた。

　諏す訪わ御ご前ぜんはやっとせきがおさまって、身をおこした。顔が美しく上じよう気きしていた。

　「失礼いたしました。おゆるしくださいまし」

　「もういいか」

　「はい。どうしましたのか、急にせきがつき上げてまいりまして」

　と、諏す訪わ御ご前ぜんは微び笑しようしたが、晴はる信のぶはその顔がいつかすきとおるような青さになっているのに気づいた。

　「風邪かぜでもひいたのではないか。きつう顔が青いぞ」

　「そんなはずはないつもりでございますけど……」

　といっているうちに、またせきはじめた。両手で袖そでを口にあててせきこんでいる。侍じ女じよらはまた介かい抱ほうにかかった。

　ただごとではなかった。

　「人を呼べ。あちらに連れて行けい」

　と晴はる信のぶが言っているうちに、ひときわ強くせきこんだかと思うと、口をおさえた袖そでをあふれてたらたらとおちたものがあった。明るい日ざしに照らされて、それは黒く光りながら地にしたたったが、地におちたところを見ると真っ赤だった。

　（あッ！）

　と叫び出しそうになるのをおさえて、晴はる信のぶは侍じ女じよらをおしのけて近づいたが、どうしてよいかわからなかった。安静にしておくべきであるとは思うのだが、こんなところにこのままではおけないとも思った。頭に血がのぼって、やたらに気だけあせった。

　その間も、諏す訪わ御ご前ぜんはせきがとまらず、せきのたびにこみ上げて来る血が、袖そでをあふれてきゃしゃで真っ白な手を紅あかく染めた。こんなかぼそい胸のどこにこれほどの血があるかと思われるほど、あとからあとからと出て来る。晴はる信のぶはいとしくて、かあいそうで、自分がかわりたいほどに切せつなかったが、どうすることもできない。

　「しっかりせい、しっかりせい。しゃがむがよい、しゃがめぬか……」

　狼ろう狽ばいしながらおろおろと言っていたが、ふと思いついて、羽は織おりをぬぎ、それを大地にしき、その上に寝せようとこころみた。




　　　　五




　この時から、諏す訪わ御ご前ぜんは病床の人になった。医師は肺はい癆ろうだという。これは医師の診断を待つまでもないことであった。

　病勢は一時重体であった。喀かつ血けつがなかなかやまず、高熱がつづき、衰弱がつづいた。内から削けずるように肉が落ち、やせ細ったからだはすきとおるばかりになった。一いち抹まつの血の色もないくせに、美しさはさらにましてきて、おそろしいほどであった。

　晴はる信のぶは平へい癒ゆに全力をつくした。家中の医者の技ぎ倆りようを心もとなく思って、小お田だ原わらから関かん東とう一いちの名のある医者を招いたし、領内の諸社・諸寺に祈き願がんをこめ修しゆ法ほうを行わせたし、遠く比ひ叡えい山ざんや高こう野や山さんにまで金銀・礼れい物もつを持たせて人を派し、加か持じ・祈き禱とうを依頼した。

　その後、喀かつ血けつはおさまったが、熱は下がらず、衰すい弱じやくは依然つのっていった。

　「これに万一のことがあったら、おれはどうなるじゃろう」

　晴はる信のぶは諏す訪わ御ご前ぜんのいなくなった後の自分を考えると、切せつなかった。彼は万人にすぐれたかしこい男である上に、好こう学がくで、当時の武将にはめずらしく広く読書をし、その読書範囲は経けい書しよや兵書だけでなく、史し籍せきにもおよんでいる。仏法にも帰き依えが深い。年も三十五になっている。人間が同じ感情や心理を長くいつまでも持ちつづけていることのできないものであることを知っている。よろこびも、悲しみも、なげきも、いきどおりも、しょせんは一時のことで、やがては忘れられるものであることがよくわかっていた。

　しかし、それでも、諏す訪わ御ご前ぜんがいなくなった後の自分を考えると、生きつづける精がなくなるにちがいないと思わざるを得なかった。

　ちょうど、晴はる信のぶがこんな気持ちでいる時、長なが尾お景かげ虎とらが善ぜん光こう寺じ平だいらに出て来たという急報があった。注進は櫛くしの歯をひくように甲こう府ふにとどく。よほどの決意で出て来たのであろう。長なが尾お勢は善ぜん光こう寺じの裏山にとりでをかまえて本ほん陣じんとし、諸方に兵を出して、こちら方のとりでを攻撃しては焼きはらっているという。こちらを引き出して、無二無三に決戦をいどみかけるつもりにちがいなかった。

　こうなることは、晴はる信のぶにはずっと前からわかっていた。去年のはじめを最初にして、越えち後ごから数度にわたって使者が来る。晴はる信のぶが奪った村むら上かみ・高たか梨なしら信しん州しゆうの豪ごう族ぞくらの領地を返へん還かんしてやれというのだ。それにたいしてこちらは、片かた訴そ訟しようによって強ごう奪だつ者しや視しなされるのは軽けい率そつであろう、当方と彼らとの間のことは一いつ朝ちよう一いつ夕せきのゆえではないのであると返答した。その後数回の使者の往返があった。晴はる信のぶには景かげ虎とらが、

　「武士が弓矢をもって取ったもの、弓矢をもってお取り返しあれ」

　との返答をこちらから引き出し、それを合かつ戦せんのきっかけにしたがっていることがわかっていたから、その手には乗らなかった。信しん州しゆう豪ごう族ぞくらの非を列挙し、自分の正当さを主張する口こう上じようを何度でも述べ立てた。

　もちろん、いずれは合かつ戦せんにならずにはすまないことがわかっているから、おこたりなくその準備をした。越えち後ごの豪ごう族ぞく中の不平分子に働きかけたのもそれだ。景かげ虎とらの働きがすばやかったのでこれは失敗に帰したが、その他にもいろいろ手を打った。北ほく信しんの城々を修理し、要所要所に砦とりでをきずいて兵をこめたのもそれだ。善ぜん光こう寺じの堂どう衆しゆうに手入れし、その結果として堂主の栗くり田た寛かん明みようを味方に引き入れたのもそれだ。

　準備は十分にできた。いつでも戦えることになったところに、諏す訪わ御ご前ぜんのこの病気であった。晴はる信のぶは出陣する決心がつかなかった。

　「武将たるものがこんなことではいかぬ。武威が張り、家が安あん泰たいであればこそ、家族との愛情も平安に幸福につづけることができるのだ。本末をあやまるべきではない」

　とはよく知っているのだが、こんどはそれができない。今少し容よう態だいが好転してからと、一日のばしに出陣をのばした。もちろん、その他の手当は手落ちなくつくした。鉄砲三百梃ちよう、弓八百張はりをふくむ三千人の部隊を送り出して、善ぜん光こう寺じの堂主の軍勢の援えん軍ぐんとした。

　善ぜん光こう寺じの堂主は、長なが野の市の西郊　旭あさひ山やま＊を砦とりでとしてここにこもった。これにたいして、越えち後ご勢は善ぜん光こう寺じの北方、今城しろ山やまといわれている横よこ山やまに砦とりでをきずいてここを根拠地とし、旭あさひ山やまを攻める一方、諸方に軍勢を出し、武たけ田だ方の城々を攻め、砦とりでを焼きはらった。

　五月末になって、諏す訪わ御ご前ぜんの容よう態だいもいくらかよくなったようであるので、やっと晴はる信のぶは腰をあげた。

　「日ならず打ちかってかえって来る。腕におぼえのある身じゃ。わしがことは少しも案ずることはない。保養専一につとめて、昔の元気な姿で、わしを迎えてくれるよう」

　出陣の儀式の直前、晴はる信のぶは病室を見舞ってこう言った。諏す訪わ御ご前ぜんは臥ふしたまま合がつ掌しようした。

　「こちらの方こそお案じなく。めでたいおかえりを祈っています。よろずにお気をおつけあそばして……」

　諏す訪わ御ご前ぜんの枕まくらべには、四し郎ろうがいて、かいがいしく看病していた。血色のよい、美しい少年だ。父母の別れに顔をそむけていたが、父が立ち上がると、鎧よろい下した姿すがたのその姿を仰いで、

　「母はは上うえがこうでおわさねば、わたくしはお供して初うい陣じんしとうございましたに」

　といった。

　軽いとげのように心に引っかかるものがあった。晴はる信のぶは不快に似たものを感じたが、すぐおさえて、にこやかに笑いながら、小さい肩をおさえ、やさしく撫なでて、

　「あっぱれ武将の子だ。うれしいことを申す。しかし、そなたの年ではまだまだだ。今のそなたとしては、母はは者じやの看病をして、一刻も早くなおしてくれることだ。わしはいちばんそれがうれしいぞ」

　と言って、病室を出た。四し郎ろうのことはすぐ忘れたが、骨がすけて見えるかと細ほっそりとなった白い手を合わせた姿や、すきとおるばかりに白い頰ほおにぽっちりとこぼれていた涙の記憶はいつまでものこって、胸をしめつけた。




　　　　六




　晴はる信のぶは五千の兵をひきいて、甲こう府ふを出たが、途中で馳はせ参ずる兵が多く、上うえ田だを通過するころには一万三千という大軍になっていた。彼は千ち曲くま川をこえて、川かわ中なか島じまにわたり、犀さい川を前にひかえた大おお塚つか＊に陣をしいた。大おお塚つかは今も地名がのこっている。今の更こう北ほく村の一村落だ（現在は長野市）。

　晴はる信のぶが向かいつつあるとの報告を受けとると、景かげ虎とらは勇ゆう躍やくした。

　「さあ来た！　こんどはおれがみずから戦うのだ。おとどしのような不覚は取らぬぞ」

　諸方に出して焼き働きさせていた兵を横よこ山やまに集結させ、旭あさひ山やまの攻撃に全力をあげた。ここを落として敵を追いちらすか、全滅させるかしなければ、両面から敵を受けることになるのだ。

　しかし、旭あさひ山やまの敵はおそろしく頑がん強きようであった。彼らは決して山を出ては戦わない。天険に十分な手を加えた要害によって、鉄砲と弓であしらう、数が多いし、精せい妙みような射手をすぐっているのであろう。なかなかの威力である。あぐねた。

　かれこれしているうちに、晴はる信のぶ勢は到着した。横よこ山やまに拠よる長なが尾お勢、旭あさひ山やまに拠よる栗くり田た勢と武たけ田だ勢の連合軍、大おお塚つかの武たけ田だ本ほん陣じんと、鼎てい立りつの姿となった。

　犀さい川の対岸にひるがえる黒くろ地じに金をもってえがいた孫そん子し四し如じよの旗を望見して、景かげ虎とらはあせった。川を越えて決戦を挑いどみかけたくてうずうずするのだが、めったなことをしては、旭あさひ山やま勢が横おう撃げきしてくるおそれがある。

　いつまでもにらみ合いがつづいた。

　あせりは双そう方ほうにあった。晴はる信のぶは一刻も早く片づけて帰らなければ諏す訪わ御ご前ぜんのことが気になってならない。景かげ虎とらはもとよりのことだ。膠こう着ちやくの形勢を破るために、双そう方ほうとも謀ぼう略りやくを駆く使しした。晴はる信のぶは現在では景かげ虎とらの本ほん陣じんに近い土地を部下の将士らにあたえる朱しゆ印いん状じようを頻ひん発ぱつして、勇気を鼓こ舞ぶした。景かげ虎とらは晴はる信のぶとちがって謀ぼう略りやく工作は好きでもなければ得意でもないが、この際としてはやむを得ない。善ぜん光こう寺じの堂どう衆しゆうの切りくずしにかかった。

　善ぜん光こう寺じほどの大寺になれば、堂どう衆しゆうもおびただしくある。多数の人が集まれば、意見も一致しないのが普通であり、利害関係もからみ、かならず対立のあるものだが、この時の善ぜん光こう寺じにもそれがあった。栗くり田た寛かん明みように党くみする者だけではない。景かげ虎とらの目をつけたのはこれであった。

　「お味方なさるにおいては、永えい代だいまで尊そん崇すう申すであろう。われらが仏法信仰に厚い心を持っていることは世のうわさでもお聞きであろう」

　と説き、また、

　「当地はいつ戦場となるやもはかられぬ時でござる。万まん一いち兵火などおよぶことがあってはゆゆしいこと。一応ご本ほん尊ぞんを越えち後ごにお移し申されてはいかがでござる」

　とも説いた。

　景かげ虎とらは単なる謀ぼう略りやくだけで言ってはいない。信仰厚い彼には、謀ぼう略りやくをはなれた本心からの心配もあったのだ。

　それが相手方の心を感動させたのであろう。少なからぬ堂どう衆しゆうが景かげ虎とら方に加か担たんした。

　米よね沢ざわ市に法ほう音おん寺じという寺がある。高たか梨なし政まさ頼よりの子孫が代々住職をつとめることになっている寺であるが、その寺に善ぜん光こう寺じの本尊仏であったと寺で言っている如によ来らい像がある。善ぜん光こう寺じの本尊仏と称するのは、長なが野のの善ぜん光こう寺じをはじめ全国にいく体もあって、いずれが真であるか、門もん外がい漢かんであるわれわれにはわからないが、米よね沢ざわの法ほう音おん寺じの仏像が善ぜん光こう寺じから持ち出されて越えち後ごに移ったのはこの時のことにちがいあるまい。

　鼎てい立りつしての対陣は夏がすぎ、秋がすぎ、十月までつづいた。その間に景かげ虎とらは川かわ中なか島じまにおし出して一ひと合かつ戦せんしたが、勝敗は決せず、また横よこ山やまに退ひいて、ふたたびにらみ合いとなった。

　十月半ば、諏す訪わ御ご前ぜんの容よう態だいがまた悪化したという知らせが来た。晴はる信のぶは滞たい陣じんをつづける気がなくなった。

　彼は景かげ虎とらと違ってドライな男である。利になることなら、男の意地だの、武士の誇りなどに縛しばられはしない。自在に知恵が働く。意地や誇りをつくろう工く夫ふうも即そく座ざに立つ。姉あね婿むこである駿河するがの今いま川がわ義よし元もとに使いを出し、仲裁して和平させてくれるように頼んだ。

　足あし利かが将軍の一族であるという家いえ柄がらから言っても駿すん・遠えん・三さんの三国を領有しているという身しん代だいの点から言っても、義よし元もとは東国大名の頭とう領りようをもって自任している。早速に承しよう諾だくし、老ろう臣しん朝あさ比ひ奈な泰やす能よしをつかわして、景かげ虎とらを説かせた。






善ぜん光こう寺じ如によ来らい




　　　　一




　膠こう着ちやく状態におちいった戦争はいやなものだ。さみだれ時の空模様のように陰気だ。将士の気はだれる。群ぐん疑ぎ百ひやく出しゆつの条件がそろっているのだから、流りゆう言げんは縦横に乱れ飛ぶ。そのくせ、いつ敵が攻勢に出て来るかわからない。味方の内部にたいしての敵の謀ぼう略りやくももちろんさかんに行われる。主将は寸すん分ぶんの油ゆ断だんもできないのである。

　まして、この時代は、これまでたびたび説明してきたように、守しゆ護ご大名または守しゆ護ご代だいと国内の豪ごう族ぞくらとの関係は、後こう世せいの大名とその家か臣しんとの関係ではない。守しゆ護ご大名または守しゆ護ご代だいはつまりはその国の豪ごう族ぞくらの旗はた頭がしらにすぎない。その統制力は強力なものではなかった。この長期の滞たい陣じんに飽あいて、自ままに陣ばらいして帰国する者さえあった。この時景かげ虎とらが味方の諸将らから徴した誓せい紙しが現存していて、それによってわかるのである。誓せい紙しの第一条に、

　「景かげ虎とら何ケ年御陣を張られ候そうろうとも、各々の儀はいかがとも候そうらへ、拙せつ者しや一身のことは、無二に御ご諚じよう次第に在陣いたし、御馬前において走り廻まわるべきこと」

　とある。景かげ虎とら様が何年ご対陣をおつづけになっても、他の人々は知らず、拙せつ者しやにおいては二心なくご命令のまま在陣して、ご馬前で粉骨いたしますの意だ。

　景かげ虎とらは諸将の誓せい紙しまでとって、滞たい陣じんをつづけていたのだ。

　だから、景かげ虎とらにとっても、この今いま川がわ家の仲ちゆう裁さいは渡りに舟といってもよいのであった。もちろん、景かげ虎とらはそんな様子は気ぶりにも見せない。

　（おれの方も苦しいが、敵はいっそう苦しいらしいな。しかし、妙みようだな、晴はる信のぶはしぶといくらい情のこわい男のはずじゃが）

　と思いながらも、おちつきはらって朝あさ比ひ奈なに会った。

　朝あさ比ひ奈な泰やす能よしはこの時三十五、六、名家今いま川がわ家の重じゆう臣しんとして諸しよ家けに使いした経験を積んでいるだけに、物なれた人物であった。この戦争が双そう方ほうともにさしたる怨えん恨こんもないのにはじめられたものであること、双そう方ほうのためにならない戦争であること、民はもとより、双そう方ほうに与よ力りきしている豪ごう族ぞくらの迷めい惑わくになるべきことである等を、ねんごろに忠告し、中止して和わ睦ぼくしてはくれまいかと頼んだ。

　これにたいして、景かげ虎とらは答えた。

　「合かつ戦せんは拙せつ者しやの好むところではござらん。しかしながら、拙せつ者しやが拙せつ者しやの利得のために出陣してまいったのではないことは、ご承知でござろうな」

　「よく承知しています。ご高こう義ぎの段は、胸のすくばかりのさわやかで感かん佩ぱいしておりますゆえ、ご堪かん忍にん分のものはもってまいりました。いかがでございましょう、犀さい川を境として川から北は貴き方ほうの領分、以南は武たけ田だ領ということと、旭あさひ山やまの要よう害がいを破壊するということの二つの条目では。武たけ田だも多年苦労してせっかくかせぎ取ったのを、ここまで譲じよう歩ほしようというのでございますれば、誠心は疑うべきではありますまい。貴き方ほうも承しよう諾だくしていただけますまいか」

　これは案外であった。

　景かげ虎とらは亡ぼう命めいの信濃しなの豪ごう族ぞくらからの訴えをはじめとして、細作しのびの者どもを放って集めた情報によれば、武たけ田だ晴はる信のぶはずいぶんしぶとい男で、いったん占領した土地はどんなことがあっても決して手離さないというのであった。敵に奪いかえされもしないが、領民に離り心しんされるようなこともない。これは武勇もすぐれているが、政治も上じよう手ずで、民を思いつかせることになみなみならない手しゆ腕わんを持つ――つまり、恩おん威いならび行われる名将であると考えてよいのである。

　彼は晴はる信のぶのような陰性の人間は好きでないから、相当皮ひ肉にくな判断も下している。

　（やつは強ごう欲よくなのだ。強ごう欲よくじゃから、いったんわがものにした土地は決して手離さんのだ。切りとった土地の政治に注意深いのも、その手離したくない心から出て来る。気長にしくしくと絞しぼった方が得とくと算用しているのじゃ。しかし、名将といわれるほどの者は、おおかたがこうかもしれん。おれはそんな名将になることは真まっ平ぴらじゃが）

　という観察。

　その晴はる信のぶが、犀さい川以北を割かつ譲じようするばかりか、旭あさひ山やまの要よう害がいを撤てつ去きよしようといっているという。旭あさひ山やまのある場所は犀さい川以北だ。当然こちらのものになるのだから、要よう害がいを撤てつ去きよして引きわたそうというのだろうが、いったん砦とりでにとり立てられた土地は、たとえ撤てつ去きよされても修復はいたって容易だ。万一の際には当方のよい拠きよ点てんとすることができる。

　どの点から考えても、武たけ田だ方には不利な条件で講和するわけだ。よほどな譲じよう歩ほだ。これまでの晴はる信のぶから見るとありそうもないことだ。

　あのしぶとい、欲ばりが、これほどの譲じよう歩ほをするのは、あせっていればこそのことだ。なにかわけがある。それを知りたいと思った。

　しかし、とりあえず、念をおした。

　「それはたしかに武たけ田だ方から申し出たことでござるな」

　「申すまでもないこと。うろんなことで、主人が乗り出して骨をおりましょうや」

　と、朝あさ比ひ奈なはむっとしたふうであった。

　「かようなことは、えて後に紛ふん擾じようのおこりがちなものでござるゆえ、おたずね申したわけでござる。他意はござらぬ。しかしながら、拙せつ者しやもここまで乗り出して来たことでござる。即そく席せきではお答え申し上げかねる。今日のところはひとまずお引きとりくだされて、しばらく考えさせていただきましょう」

　朝あさ比ひ奈なも即答は予期していなかったらしく、二日の後を約束して帰って行った。

　景かげ虎とらはすぐしのびの者を呼んで、武たけ田だ軍の内情を探索して来るように命じた。

　「大だい膳ぜん大夫だゆうが心をなやましていることが、何かあるはずだ。急ぎさぐってまいれ」

　しのびの者どもは風のように散って行ったが、翌日の夜、次々に帰って来た。

　「格別のこともわかりませなんだが、大だい膳ぜん大夫だゆう殿が最愛の側そく室しつである諏す訪わ御ご前ぜんと申すが、この春から病気でありますが、このごろ重態である由でございます。病名は癆ろう咳がいとか」

　と報告するのが、五人の細作しのびの中に二人いた。

　これだ、と思った。

　彼は諏す訪わ御ご前ぜんというのが、晴はる信のぶにほろぼされた諏す訪わ頼より重しげの女むすめであり、晴はる信のぶがこれに男子を生ませ、諏す訪わ四し郎ろうと名のらせていることを知っている。

　（あの人が重態か……）

　裏うら富ふ士じの見える御み坂さか峠とうげで見た、初うい々ういしく美しかった人の姿を思い出した。

　（不幸なお人だ。神代以来の名めい家かに生まれ、もっとも誇り高く育ったであろうのに、家は亡ぼされ、父は殺され、その父の仇かたきのもてあそびものになり、早や死なねばならぬとは……）

　きびしく胸がせまってきた。危うく涙のにじんでくる気持ちであった。男女の間は男の社会とはちがった法則が支配し、たとえかたき同士でも、愛し合えば十分に幸福になり得るものであるという事実は、景かげ虎とらの知らないことであった。

　翌日は、約束によって、また朝あさ比ひ奈なが来た。景かげ虎とらはすぐ、

　「たびたびのお運び、恐縮でござる。和議のこと、この前の条目にて承しよう諾だくつかまつる。よろしくお願いいたす」

　と言った。

　「おまかせいただいて、ありがとうございます。まいったかいがありました。肩の重荷がおりたようであります。主人治じ部ぶ大だ輔ゆう、いかばかりよろこびますことか」

　と、朝あさ比ひ奈なは礼を言った。

　「お礼は当方から申さねばならぬことでありますに、恐縮であります」

　と答礼しておいて、景かげ虎とらはつづけた。

　「すでにご承知のことを、くどいようではござるが、念のために申しておきます。このたびの合かつ戦せんは、拙せつ者しやにおいては土地の野や心しんなど露ござらぬ。一ひと筋すじに当国を追われた武士どもに頼まれたゆえであります。犀さい川以北では、彼らの所しよ領りようはいくらも返らぬわけでありますが、今いま川がわお屋や形かたのおあつかいとあっては、余よ儀ぎないことでござる。あるいは不平を申すかとも思われますが、それは拙せつ者しやにおいて、名みよう跡せきだけはこの国で立てることができるではないかと、納なつ得とくさせます。されば、武たけ田だ家においても向こう後ごは彼らをおびやかすようなことは、厳につつしまれるよう、今いま川がわお屋や形かたよりお申しおきください」

　「ご念の入ったことでございます。かしこまりました」
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　手打ちの式には景かげ虎とらも晴はる信のぶも出ず、両家の重じゆう臣しんが出て、契約書に調印し、日を定めて両軍同時に撤てつ退たいした。閏うるう十月の半ばであった。

　春日かすが山やまにかえると、景かげ虎とらは信濃しなの武士らを呼んで、武たけ田だ家から返還された信しん州しゆうの地をそれぞれに分配してあたえた。

　「不満もあろうが、これでがまんしてもらいたい。今いま川がわ殿からあつかいが入っては、どうにもならぬ。おのおのもご案内の通り、拙せつ者しやは関かん東とう管かん領れいの上うえ杉すぎ殿に頼まれているので、遠からず関かん東とうに出ねばなりません。その節お力添えたまわらば、今日のうめ合わせはきっとつけます」

　信しん州しゆう豪ごう族ぞくらは心から感謝して礼を言った。そのはずである。錐きりを立てるほどの地も本国にとりとめ得なかったのだ。彼らもまた本領全部をとりかえせるものとは思っていなかった。これだけでも回復して家名を立てることができるのは、ひとえに冒険をかえりみず出動してくれた景かげ虎とらの俠きよう心しんによるのだ。以後彼らは無二の景かげ虎とら党となり、武家社会の組織がかわってくると家か臣しんとなり、後に長なが尾お家が上うえ杉すぎ氏となり、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしによって会あい津づに移され、徳とく川がわ家によって米よね沢ざわに移されるにつれて、彼らも従って移り、明めい治じ維い新しんにおよんでいる。今日でも高たか梨なし家は米よね沢ざわにあり、代々法ほう音おん寺じの住職をつとめていることは、前に書いた。

　景かげ虎とらが春日かすが山やま城下に寺院を建こん立りゆうし、これに善ぜん光こう寺じ如によ来らいを奉安して善ぜん光こう寺じと名づけたのは、この時のことである。この寺の付近一帯には尊そん像ぞうとともに移って来た堂どう衆しゆうらが住まいをかまえて町をなしたので、善ぜん光こう寺じ町といったという。景かげ虎とらはよほどにこの善ぜん光こう寺じ如によ来らいを尊そん崇すうしたらしく、この尊そん像ぞうと泥どろ足あしの毘び沙しや門もん天てんと上うえ杉すぎ家で言っている毘び沙しや門もん像とを終しゆう生せいの護ご身しん像ぞうにしている。またこの善ぜん光こう寺じ一帯の火の用心などきびしくいましめている古こ文もん書じよものこっている。

　以上は景かげ虎とら方の所伝で、武たけ田だ方ではまたこの時善ぜん光こう寺じ如によ来らいを甲こう州しゆうに移し、甲こう府ふの板いた垣がきに寺を建てて奉安した。これが今ものこる甲こう府ふ善ぜん光こう寺じのおこりであるといっている。この如によ来らい像は後日武たけ田だ氏が織お田だ信のぶ長ながにほろぼされた時、京都に遷うつされたが、翌年甲こう府ふにかえされた。その後豊とよ臣とみ秀ひで吉よしが方ほう広こう寺じ（大だい仏ぶつ殿でん）を建こん立りゆうした時、この如によ来らい像を迎えて奉安したが、一年にして如によ来らいが秀ひで吉よしの夢ゆめ枕まくらに立って、信濃しなの善ぜん光こう寺じにかえりたいといったので、甲こう府ふへはかえさず、信濃しなのにかえした。時に慶けい長ちよう三年、弘こう治じ元年から四十三年目であったと伝えている。ここに書いた信のぶ長ながや秀ひで吉よしと現在の善ぜん光こう寺じ如によ来らいとの関係は、たしかな文献もあるから、間違いはあるまい。また秀ひで吉よしという人は主人でもあれば師でもある信のぶ長ながとちがって、徹底無神論者ではない。土民の出身らしい素そ朴ぼくな信仰が心の底にからみついていて、伊い勢せ大神宮の夢を見たといっては神宮領の検地を中止したりなどしていることもあるから、善ぜん光こう寺じ如によ来らいが夢ゆめ枕まくらに立ったというのも、あながち信濃しなの善ぜん光こう寺じ側の宣伝ばかりではないであろうが、信濃しなの善ぜん光こう寺じで大いに返還運動もしたのであろう。

　だからといって、現在の信濃しなの善ぜん光こう寺じの本ほん尊ぞんが上古以来のものであるかどうかは別問題である。信のぶ長ながが京都に持って行き、秀ひで吉よしがまたとり寄せて方ほう広こう寺じに安置して信仰したという履歴だけでも、当時としては大いにありがたく、大いに民衆の信をつなぐ力があったろうと思われるからだ。もちろん、念のために言っておく。これは現在の信濃しなの善ぜん光こう寺じの本ほん尊ぞんは古来のものではないという意味ではない。前に書いたように、専門に研究しているのでないぼくには断定的なことを言う資料はない。古来の伝説と疑問とを提示しているだけのことである。

　もっとも古い伝説に従えば、善ぜん光こう寺じ如によ来らいは欽きん明めい天皇の十三年に日本に最初にわたって来た仏像で、蘇そ我が・物部もののべ両氏の崇すう仏ぶつ・排はい仏ぶつの争いの時に難波なにわの堀ほり江えに投げすてられたのが、信濃しなの水内みのち郡の住人本ほん田だ善ぜん光こうという者がひろい上げて本国に持ってかえり、はじめ自宅にまつり、後に今の善ぜん光こう寺じの地に堂宇を営んで奉安したのであるということになっている。はたしてそうであるかどうか。本ほん田だ善ぜん光こうなどという姓名が日本上古のものでないことはだれでもわかる。本ほん田だ善ぜん光こうなる人物に関係があるとするならば、少なくとも平へい安あん朝中期ごろまで引き下げてもよいのではないかと思われるのだが、それにしても古いものである。

　この由ゆい緒しよある古い仏が、今ではどこにあるかも確言できないのだ。仏の教えは因いん果がの連れん鎖さを断絶し、変へん化げ流る転てんの相から超越するにあるということだが、人間の手になったものは仏像すらもこうだと思うと、無量の感かん慨がいと寂せき寥りようとがある。
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　それはさておき、和わ議ぎの約束ができると、晴はる信のぶは調印を待たないで、甲こう府ふにかえった。もちろん、調印のすむまでおごそかに本ほん陣じんをかまえておいて、ほんの数十騎の兵を連れ、微行しのび姿でかえったのである。

　諏す訪わ御ご前ぜんはもう枕まくらも上がらない容よう態だいになっていた。

　「申し上げにくいことでございますが、もはや日を数えて待つばかりでございます。ご看病がいもないことで、恐れ入ってございます」

　と、医者も言った。

　先月の半ばごろ、にわかに大だい喀かつ血けつがあり、なかなかそれがおさまらず、高熱の日がつづいた。今月に入って喀かつ血けつはおさまったが、熱は少しもさがらない。さなきだに衰すい弱じやくしたからだが、ますます衰弱がつのっていくのが、蠟ろう燭そくかなんぞが燃え細っていくのを見るようであるという。

　衰弱していることはひと目でわかった。この前別れた時にやせ細れるだけやせ細っていたのであろう、こんどはそうやつれなどは見えなかったが、生せい気きがまるで見えないのであった。

　病室に入って来た晴はる信のぶを見て、諏す訪わ御ご前ぜんは微び笑しようしたようであったが、他の部分の皮膚と同じ白い色になっている唇くちもとには、笑いが結ばなかった。陰のようなかすかなものがそこをかすかに掠かすめただけであった。晴はる信のぶは、真っ黒なものが胸におおいかぶさったように感じた。

　（ああ、これはいけない）

　と思った。

　それと同時に、

　（死なせてなるか！　かならずなおしてみせる！）

　という気持ちが猛然として湧わきおこった。

　「きつう悪いと聞いて、大へん案じていたが、見ればそれほどでもないでないか。安心したぞ。気を丈夫にもてい。わしがかえって来たからには、きっと前のからだにしてみせるぞ」

　と、晴はる信のぶは言った。

　相手は感謝の目まなざしをおくり、低い声で言った。

　「ご心配をかけて恐れ入ります。お知らせしてはならぬと申したのでございますが……」

　微び笑しようをつくろうとつとめているのが、いたましかった。

　「なんのなんの。いくさが釘くぎづけになってしまっての。ひまをかければ、打ち勝つことは案のうちであったが、そろそろ寒うもなるので、このへんが見切りどきと思うて、和わ議ぎをとり結んで帰って来たのじゃ。そなたのことでやめて帰って来たわけではない。気にすることはないぞ」

　といったが、諏す訪わ御ご前ぜんは返事をしなかった。見ると、薄青い色に澄んだ白目の中の真っ黒なひとみは、天てん井じように向けられたままだ。どこか遠い遠いところを見ているような感じであった。

　晴はる信のぶは何かに気をとられて、こちらの言うことが聞こえなかったのかもしれないと思ったが、その時、四し郎ろうが入って来た。四し郎ろうは今あちらで父を迎えてあいさつをしたのだ。軽く父に目もく礼れいして、いつも自分のすわる席についた。健康な美少年である四し郎ろうは、咲き立ての花のようににおわしい美しさがあって、見ているだけでも快かった。

　晴はる信のぶは、その四し郎ろうを諏す訪わ御ご前ぜんが全然見ようとしないことに気づいて、はっとした。そこには何か異様なものがあった。

　（はてな……）

　と思った時、諏す訪わ御ご前ぜんのひとみがくるりと動いて四し郎ろうに向けられたが、それはいっそう晴はる信のぶをおどろかせた。

　諏す訪わ御ご前ぜんの目には何の表情も浮かんでいなかったのだ。その目は、母親が自分の子を見る時の目ではない。冷淡というべきか、非情というべきか、まるで関心のない目だ。いやいや、見ていないのかもしれない。彼女の心の目は遠いはるかなものにだけ向けられて、周囲のものは見えないのかもしれない。

　こごえるようなものを全身に感じながら、晴はる信のぶは今ははっきりと知った。

　「この女はもう死んでいる。からだはまだ生きているが、魂はあの世に行っている」

　目をつぶって、深い息を吐いた。

　十一月六日、諏す訪わ御ご前ぜんは死んだ。
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　信濃しなの落ちの豪ごう族ぞくらに領地の配分をし、春日かすが山やま善ぜん光こう寺じ建こん立りゆうのさしずをしたころ、また、国くに侍ざむらいの境目争いがおこった。こんどは下しも越えち後ごだ。黒くろ川かわ下野守しもつけのかみ実さね氏うじと中なか条じよう越前守えちぜんのかみ藤ふじ資やすとがそれをおこしたのだ。二人は北きた蒲かん原ばら郡の北端にいる。胎たい内ない川をはさんで北に黒くろ川、南に中なか条じようがあって、一里ばかりをへだてて位置している。

　元来この地方一帯は鎌かま倉くら幕府創業の功こう臣しん和わ田だ義よし盛もりが頼より朝ともからもらった土地で、それを子供らに分与した。胎たい内ない川を境界線として、南部を五男義よし茂しげに、北部を六男義よし信のぶにあたえたのだ。義よし茂しげの子義よし資すけ、義よし信のぶの子義よし治はるにいたって、それぞれの所しよ領りように定住し、郷名をもって氏の名とするようになったのである。こんなわけだから、本来はこの両氏はもっとも親密であるべき一族なのである。

　この所しよ領りようの境界争いも、この前の上うえ野の家いえ成なりと下しも平だいら修しゆ理りとの争いが信濃しなの川の川筋がかわったところに根本の原因があったように、胎たい内ない川の川かわ筋すじの変化に原因があった。川は何年目おきにはかならず氾はん濫らんする。時によると二年も三年もつづけて氾はん濫らんする。ろくな堤てい防ぼうがないのだから、そのたびに川かわ筋すじが変化するので、川かわ筋すじは境界線にならなくなった。何百年にもわたる長年月の間のことだし、ひんぴんたる変化ではあるし、そのたびに河かわ床どこであったところが陸地となり、陸地であったところが河かわ床どことなりして、両家の領地は川の両岸に入りまじった。境界争いのおこるのは当然のことで、この争いも今にはじまったことでなく、もういく世代にもわたって係けい争そうがくすぶりつづけていたのであったが、このころになってにわかに激しくなり、不ふ穏おんな様相さえあらわれてきた。

　「またか」

　景かげ虎とらはひたすらににがにがしかった。

　実をいえば、一昨年の上うえ野の・下しも平だいらの係けい争そうもはっきりとは解決していない。下しも平だいらの方に理があるように思われるのだが、下しも平だいらをなだめ、ある程度の譲じよう歩ほをさせて、土地の分割案を出した。上うえ野の方はしぶりながらもそれをのんだ。この時、景かげ虎とらがいったん係けい争そうの土地を引き上げて分割してやればよかったのだが、まさかと思って気をまわさなかったのが失敗であった。係けい争そうは再さい燃ねんした。係けい争そうの土地は上うえ野の方で管理している。上うえ野の方から下しも平だいら方に割かつ譲じようする形になったので、上うえ野の方はふヽけヽ地（湿しつ地ちや池ち沼しよう）を含んだ土地を約束の面積だけ引き渡したのだ。下しも平だいら方がおさまろうはずがない。

　「殿様のおねんごろなお諭さとしでござるゆえ、本来は全部が当方の所しよ領りようたるべきを、曲げて折合いをつけ申したに、沙さ汰たのかぎりないたしようでござる。もうかんべんなり申さぬ。万事ご破算、新規まきなおしということにしていただきとうございます」

　と申し出た。

　景かげ虎とらは本ほん庄じよう慶よし秀ひでに命じて事情を調査してみると、下しも平だいらの申し立てた通りだ。上うえ野ののきたないやり方に腹が立ったが、何よりも円満に解決することが大事だ。また本ほん庄じように命じて上うえ野のを訓くん戒かいし、改めて割かつ譲じようしなおさせることにしたが、こんどは下しも平だいらがうんと言わない。

　「拙せつ者しやはかんにん袋の緒おが切れ申した。上うえ野のが憎うござる。もはや談だん合ごうはいやでござる。先祖ゆかりの所しよ領りよう、一いち歩ぶもわかち申すまじ」

　と言い張って、頑がん強きようをきわめている。

　これだけでもいいかげんうんざりしているところに、また同じような事件がおこったのだ。

　景かげ虎とらはこの前のような失敗をしてはならないと思って、工く夫ふうをこらしたが、ふと気づいたことがあった。

　「いく世代にわたって混雑している境界だ。それぞれに自分の方に理があると信じこんでおり、それを証するに足ると思いこんでいる文書類その他の証しよう拠こも持っているであろう。だからこそ、この係けい争そうもおこり、決着することなく数代争いつづけているのだ。こんなことは理否をもって解決しようとしてはならない。理をもって解決されるものなら、とうの昔決着しているはずだ」

　という思案。

　そこで、幼時に林りん泉せん寺じで学問を教えてくれた天てん室しつ光こう育いくに仲裁役を頼んだ。光こう育いくは数年前に林りん泉せん寺じの住職をやめて、長ちよう慶けい寺じの住職になっていた。長ちよう慶けい寺じはどこにあったのかわからないが、思うに林りん泉せん寺じの隠いん居きよ寺でらで、やはり春日かすが山やま近くにあったのではなかろうか。

　「ようござる。やってみましょうわい」

　天てん室しつ和お尚しようは気軽に引き受けた。もう七十余歳になっていたが、一いち杖じよう一いち蓋がい、ただ一人、ふらりと下しも越えち後ごに出かけた。何といって説いたか、数日の後には帰って来て、春日かすが山やま城にあらわれた。

　「行って来ましたわい。二人ともいっさい殿様におまかせするというて、起き誓せいをさし出しましたよって、もろうて来ました」

　といって、二通の書きつけを渡した。

　「天てん室しつ様が遠路わざわざおいでくださいまして、懇こん々こんとご意見を賜わりました。お心をなやまし奉っているとのこと、恐縮千せん万ばんであります。この上はいっさいのことを殿様のご裁量におまかせ申しますれば、いかように仰おおせつけられましても、異議は申しません」

　という意味のものであった。

　天てん室しつの手ぎわはみごとなものであった。景かげ虎とらは驚きよう嘆たんしながら、お礼を言っておさめた。

　「もともと兄弟から出たお家でないか、こんな争いをなされてはご先祖がなげいておわそう、理り窟くつを言いつのってはならぬと申しましたら、はっと覚悟してくだされましての。あんじょういきましたわ」

　と、和お尚しようは白い眉まゆをぴくぴくと動かして笑った。

　景かげ虎とらは直なお江え実さね綱つなに命じて係けい争そうの土地を綿密に調査させ、均分してあたえ、双そう方ほうそれで納なつ得とくし、和解の盃さかずきをしてことはおさまった。
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　これで解決法を教えられた気持ちで、上うえ野のと下しも平だいらとの調停にかかったが、こじれにこじれているこれはなかなか解決がつかない。

　その年は暮れ、弘こう治じ二年となっても依い然ぜんとして紛ふん争そうをつづけている。両人とも春日かすが山やまに出て来て、毎日のように本ほん庄じよう慶よし秀ひで以下の重じゆう臣しんらを歴訪して、みずからの正当性を主張してやまない。

　すると、いったんおさまっていた中なか条じようと黒くろ川かわもまた紛ふん争そうをむしかえしてきた。

　我が欲よくにからんだこの争いは、潔けつ癖ぺきにすぎるほど潔けつ癖ぺきな景かげ虎とらには理解できないことであった。

　「たかの知れた数十町歩の田でん地ちのことで、こうもあさましくなれるものか」

　と、おどろきあきれていたが、やがて、自分のように物欲に恬てん淡たんに生まれつく者は稀まれで、人間という人間のほとんど全部が我が欲よく旺おう盛せいで、我が欲よく旺おう盛せいこそ人間の本性といってもよいほどであることを、いやでも知らねばならなかった。

　「人間というものは！」

　厭えん人じん的てきな気持ちにならないわけにいかなかった。

　彼はまた雪国の人に似合わず気の長い方ではない。それどころか、短気といってよいかもしれない。潔けつ癖ぺき、爽そう快かい、からりとした行き方を好むのもそのためだが、しくしくとねばるのはにが手だ。

　れいの憂ゆう鬱うつが忍びよって来た。いっさいのことがいやになった。何もかもうっちゃってしまいたくなった。

　春日かすが山やまのいただきにある本ほん丸まるとならんだ台地にしつらえた毘び沙しや門もん堂にこもり切りになって禅ぜん定じよう一いち途ずになったが、憂ゆう鬱うつと厭えん人じん感はつのる一方だ。

　ある日、すき間風のように心にしのびこんで来たものがあった。

　「人間いくら長生きしても、百年の寿じゆ命みようは保てぬ。このくだらん者どものいる世の中で、どんな功こう業ぎようを立てたとて知れたものではないか。何をあくせくと喜き怒ど哀あい楽らくして骨をおることがあろう……」

　とり憑つかれた気持ちであった。景かげ虎とらはこの観念から離れることができなくなった。

　高こう野や山さんの静せい寂じやくさと清せい澄ちようさがしきりに思い出された。

　三月末、ついに重じゆう臣しんらを本ほん丸まるに召し出して、言いわたした。

　「思う仔し細さいがあって、おれは隠いん居きよする。あとはその方どもにまかせる。国のしおきは上うえ田だの政まさ景かげ殿を主と仰いでするもよし、その方ども合議の上できめるもよし、あるいは各人てんでんばらばらに別れるもよかろう。おれは隠いん居きよし、近々に紀き州しゆうの高こう野や山さんに行くことにする。それゆえ、いっさいのしおきは今日以後おれのところに持って来るな。おれは決して見ぬぞ。さよう心こころ得えい」

　思いもかけないことだ。重じゆう臣しんらはおのれの耳を疑い、また仰ぎよう天てんせんばかりにおどろいたが、景かげ虎とらは言いすてたまま、さっさと毘び沙しや門もん堂にかえり、宗そう九く和お尚しようにもらった袈け裟さをかけて、毘び沙しや門もん天てんの前で禅ぜん定じように入った。

　やがて重じゆう臣しんらが来て、近きん習じゆうの小こ姓しようを通じて、お目にかかりたいと言ったが、

　「申すべきことはみな申した。会う必要はない。おれは決して会わぬぞ」

　と答えて追いかえした。

　春日かすが山やま城にあった毘び沙しや門もん堂は、上述したように春日かすが山やま城の絶頂にある本ほん丸まるにならぶ一支し峰ほうのいただきをけずりひらめた台地にあった。谷にのぞんで方形に練ねり塀べいをめぐらし、正面の楼ろう門もんを入ると、毘び沙しや門もん堂、諏す訪わ堂、護ご摩ま堂の三つがならんで建ち、本ほん丸まるとは切り立てたような谷をもってへだたっていた。

　景かげ虎とらは決してこの区域から出ず、どんなに重じゆう臣しんらが拝はい謁えつを願い出て来ても会わなかった。上うえ田だの政まさ景かげは房ふさ景かげが病死してからは上うえ田だ長なが尾お家の当主となっている上に、もっとも近い一族であり、姉あね聟むこでもあるので、老ろう臣しんらはこれに相談してやった。政まさ景かげはおどろいて出て来て、老ろう臣しんらのくわしい話を聞き、景かげ虎とらに謁えつ見けんを申しこんだが、これとも会おうとしなかった。

　「遠路をはるばるとおいでくだされた段恐縮でござるが、ご用件は決心をひるがえせと申されるのであると存ずる。それならばお会いすること無用でござる。拙せつ者しやのこのたびの決心はかたいのでござる」

　と答えさせて、ことわった。

　「少しお気が静まるまで待とう。今すぐどうということもあるまいでな」

　と老ろう臣しんらに言って、政まさ景かげは上うえ田だに帰った。

　現代に至るまでなぜ景かげ虎とらがこういうことを言い出したか、歴史上の謎なぞになっている。江え戸ど時代に出た武む者しや物語・北ほく越えつ軍記等はすべて、これは景かげ虎とらのストライキであって、こうすることによって諸将らを後悔させ、その誓せい書しよをとろうとしたのであると書いているし、表面にあらわれたところだけで結果的に見ればこう解釈されないこともないから、老ろう臣しんらにしても、政まさ景かげにしても、まさか景かげ虎とらが本心から隠いん遁とんの決心をしているとは思わなかったのかもしれない。

　六月末、長ちよう慶けい寺じの天てん室しつ和お尚しようは、景かげ虎とらから書面を受けとった。この書面は現存しているが、千四百字におよぶ長文のもので、隠いん遁とんの理由と決意を告げ、この書面の趣を家か臣しんや豪ごう族ぞくらに告げてくれるように頼んだものであった。

　「当国、往時、逆臣競い起こり、兇きよう徒と横行、国内乱らん離りの形勢となること多年、宗そう心しんは年少であったが、坐ざ視しするに忍びず、討伐の義兵を栃とち尾おに挙げた。幸いにして、祖先の余よ烈れつによって戦うごとに利を得、ついに乱賊を掃そう滅めつし、国内平定をいたすを得た。その後、信しん州しゆう亡命の豪ごう族ぞくらに乞こわれて甲こう州しゆう武たけ田だ氏と戦い、今いま川がわ家の仲裁によって和わ議ぎするに至ったとはいえ、なお信しん州しゆう人びとらの所しよ領りようを回復してやることができた。自じ賛さんのようではあるが、彼らの名みよう跡せきのたえざるを得るようになったのは、われ宗そう心しんの力である。また、先年、宗そう心しん上じよう洛らくした時、かたじけなくも参さん内だいをゆるされ、天てん盃ぱい、御ぎよ剣けんの賜たまものを拝受するを得た。これは当家空くう前ぜんのことで、無上の光栄というべきであろう。一方、国内をかえりみるに、豊年、年々につづき、戸々余よ積せきあって、民は鼓こ腹ふくの有あり様さまである。天実に宗そう心しんに幸いすること厚しといってよい。古人いう、功成り名遂げて、身退くは天の道であると。宗そう心しんの今踏むべき道であると思う。およそわが越えち後ごの国は名めい族ぞく、旧家多く、賢けん良りようの士また乏とぼしくない。人々合議して国政をとることにすれば、何のさしつかえはないであろう。よろしく依頼する。宗そう心しんがこんなことをくだくだと書き連ねたのは、国を去るの後、あるいは無実の誹ひ謗ぼうをなす者があるかもしれないと恐れるからである。誤解ないように願う云うん々ぬん」

　という意味のものであった。

　披ひ見けんして、天てん室しつ和お尚しようはおどろき、春日かすが山やまに駆けつけたが、景かげ虎とらはもう居なかった。
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　近きん侍じの者に書面をとどけさせるとすぐ、景かげ虎とらは剃てい髪はつして僧そう形ぎようとなり、ひそかに春日かすが山やまを出て南に向かった。信しん州しゆうに出、木き曾そ路じをとってひとまず京みやこに上り、ついには高こう野や山さんに行くつもりであった。

　六月末――当今の七月から八月中旬ごろにかけての季節だ。暑いさかりであるが、墨すみ染ぞめの法ほう衣いに網あ代じろ笠がさ、杖つえにしこんだ戒かい刀とうをついた身軽な身は、身にも心にも解放感がみちて、ひどくすがすがしかった。かつて徹てつ岫しゆう宗そう九く和お尚しように鉗かん鎚ついされて見けん性しようした時のような自在感があった。

　「なぜ早くこうしなかったろう。今となってふりかえってみると、地獄の生活であったわ。受けがたい人じん身しんを受けて生まれながら、生しよう涯がいを地獄の中で送るなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだわ」

　と思った。

　春日かすが山やまで大さわぎしているであろうことはもちろん考えた。追っ手のかかるであろうことも考えた。だからこそ、越えつ中ちゆう路じをとらず、こちらの路をとったのだ。越えつ中ちゆう路じを追ってそちらに居ないことがわかれば、こちらに追ってくるであろうが、うまくいけばそれまでに犀さい川をこえて武たけ田だ領に入ることができる。その前に追いつかれても、決して引きかえすことはすまい、まさか力ずくで引きもどすこともあるまいが、もしそんな手に出たら、やむを得ない、斬きって捨てるまでのこと、と、すさまじい覚悟をきめていた。

　「西さい行ぎよう法ほう師しとやらは、世にある時は佐さ藤とう義のり清きよとて、院の北面につかえて弓馬の道ゆゆしい武士であったそうなが、いったん心を決して仏門に入ろうとする門かど出でには、とりすがる幼女を簀すノ子から庭に蹴けおとして家を走り出たというが、おれの今の心もそれにちっともかわらぬ」

　足を速めて小休みもなく急いだので、午ひる前には春日かすが山やまから二十七キロの関せき山やまについた。一昨々年、武たけ田だ晴はる信のぶが村むら上かみ義よし清きよの居城葛かつら尾お城に攻めかけた時、万一を用心してここに出兵して国境をかためたことがある。その時のことを思い出すと、まるで世をへだてたことのように遠い。

　「世に在あればいろいろと気をまわして、寸すん分ぶんも心の休まるひまもない。大事な一生をくだらんことに使うて、阿あ呆ほうなことじゃわ。その阿あ呆ほうなことを、用心がよいと自じ賛さんするのじゃから、いっそうな阿あ呆ほらしさじゃ。阿あ呆ほうの底が知れんとはこのことじゃ」

　と思った。

　その時だった。とつぜんうしろの方で、

　「おーい」

　と呼ぶ声が聞こえた。

　（そら来た！　意外に早かったな、どうでも今日の夕方までは大丈夫じゃろうと思うたに）

　と、思いながら、ふりかえりもせず、いっそう足を速めたが、うしろの方では、おーいおーいと呼ばわりつづける。馬ば蹄ていのひびきまで聞こえてきた。一人や二人でなく、相当な人数らしいのだ。

　行く手の街かい道どうの両側の民家から人々が走り出して来た。手に手に棒や槍やりや刀を持っている。これほどの追っ手がかかる以上罪ある落人おち国守くにのかみ）にちがいないから、おしとどめて恩賞にあずかろうという量りよう見けんであろう。

　こうなってはしかたない。景かげ虎とらは街かい道どうにさしかかって笠かさのように枝をひろげて木こ蔭かげをつくっている赤松の下に立ちどまって、ふりかえった。

　追っ手は一町ほどの距離にせまっていた。白いほこりを霧きりのように巻き上げて、馬を飛ばして来る。真っ先に立ったのが松まつ江えであり、つづくのが弥や太た郎ろうだ。あとはほこりの中におぼろにしか見えないが、松まつ江えと弥や太た郎ろうがいる以上、どんな連中であるか、容易に推察がつく。馬うま廻まわりの豪ごう傑けつ連れんにちがいなかった。

　（こりゃいかんわ）

　と苦笑した。無理なとめようをしたら斬きって捨てようとまで思いこんでいたのだが、この連中にはそんなことはできない。やれやれ……。






裾すそ野のの秋
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　松まつ江えは真っ先に馬を乗りつけ、真っ先に馬をとびおりたが、さすがにしおらしく夫が馬をおりるのを待った。

　弥や太た郎ろうが先頭に立ち、つづいて松まつ江え、そのあとから金かな津づ新しん兵べ衛え、戸と倉くら与よ八はち郎ろう、秋あき山やま源げん蔵ぞう、曾そ根ね平へい兵べ衛え、鉄くろがね上野介こうずけのすけらの馬うま廻まわりの豪ごう傑けつ連中がぞろぞろやって来る。頭から顔、衣服にいたるまで、いずれもきな粉をまぶしたようにほこりをかぶっているが、両眼だけが異様に光って血走っていた。しかし、景かげ虎とらの僧そう形ぎようを見、笠かさの下の頭が青々と剃そられているのをたしかめると、皆雷にでも打たれたような顔になり、見る間に涙ぐんだ。

　弥や太た郎ろうがかつて見せたことのない、しおしおとした様子で、あたまを下げて、ぼそぼそといった。

　「天てん室しつ様におつかわしになりましたお書きおきにあります段々、とっくりと聞かせてもらいましたすけ、おあとを慕しとうてまいりました」

　こちらの気合いを見ているようなおどおどした調子で言いおわると、「へえーッ」と頭をさげた。すると、つづく連中もまた一様に「へえーッ」といっておじぎした。びくびくしているのが、よくわかった。

　しばらく頭を下げたままでいて、顔を上げたが、どれもこれも途と方ほうにくれたような表情がある。彼一人を中心にして、今日まで懸命な働きをつづけてきたのだ。こんなことになっては途と方ほうにくれるのも無理はないのである。

　景かげ虎とらはすまないと思った。

　金かな津づ新しん兵べ衛えが進み出て言う。

　「お書きおきの条々、拝承いたしました。しかしながら、このような形でご退去あそばすのは、あまりに軽々しく存じます。ご身分にふさわしい儀式をもって、ご家か中ちゆう一統の者や国くに侍ざむらいらにもお別れを告げられてから、ご隠いん居きよあるべきであると存じますれば、一応お立ちかえりあそばすよう、お願い申し上げます」

　新しん兵べ衛えは五十の坂を去年越して、鬢びん髪ぱつに白いものがまじっている。顔にも老いのかげが見える。今日は別して老いの色が濃いようだ。切せつ々せつたる説きようだ。

　景かげ虎とらは気がひるんだ。しかし、おし切らなければならないと思った。

　「そちの申すことは道理だが、もうここまで来てしまったのだ。そういうわけにはいかん」

　と、強く言い切った。

　「でもございましょうが、決しておとめ申そうというのではございません。外がい聞ぶんもございますれば、定まった儀式をふんでいただきたいだけのことでございます。ぜひ、一応お立ちかえりのほどを……」

　重ねて新しん兵べ衛えが言った時、いきなり、松まつ江えが新しん兵べ衛えの腕をつかんで、ぐいと向きなおらせた。

　「新しん兵べ衛え様、お前様、それでは約束がちがいますぞい。お前様の言いなさることを聞いていますつうと、殿様の隠いん居きよなさるには異議はねえ、ただ皆に別れを告げなさらんのがいがねえと聞こえますけんど、そげいなことはおらたちの話には出ませなんだぞや。おらたちは殿様よりほかに殿様と仰ぎつかえ申すお人はねえすけ、なにがなんでも殿様を引きとめてお連れかえり申すべし、殿様が何といわしゃっても、聞くことでねえ。引きずり申してでもかえり申すべし、と、相談ぶって飛んで来たのですぞい。お前様もまだ耄もう碌ろくなさるお年ではねえ。よもやお忘れではござるまいがや」

　食ってかかる勢いでとうとうとまくし立て、さらに一同に同意をもとめた。

　「のうや、宿の旦だん那なさんや、そうじゃったのう。皆の衆や、そうでござりましたわのう」

　一同は松まつ江えのように単純ではない。新しん兵べ衛えがあんな言い方をしたのは、景かげ虎とらを引きもどすための策略で、あとはあとでゆっくりと口く説どき立てるためであることを知っている。急には返事ができず、たがいに顔を見合わせていた。

　松まつ江えはかっと逆上した。このごろ下しもぶくれになったほっぺたに血を上らせた。きな粉のようなほこりが薄くかぶっている下に、それが見えた。

　「なんとか言いなされや！　お前様方、聾にならしゃったのか！　啞にならしゃったのか！　こら、やい、ご亭！　お前様、言わっしゃれ！」

　松まつ江えは新しん兵べ衛えから手をはなして、弥や太た郎ろうの胸ぐらをとった。

　「なにさらす！」

　弥や太た郎ろうは弱りきりながらも、はねのけようとしたが、はなすどころか、

　「こら、やい、ご亭！　言わっしゃれ！　大事な正しよう念ねん場ばですぞい！　言わっしゃれ！　言わっしゃれつうに！」

　大力にまかせて、ゆすぶり立てる。弥や太た郎ろうのひげ面づらが弱りきった表情になって、ふらふらとゆれた。

　戸と倉くら与よ八はち郎ろうがなかに入った。

　「松まつ江え殿、こら、はなさっしゃれ、はなさっしゃ！　路上でござるぞ。あれ、人々が見て笑うていますぞ！」

　「なにい！　見て笑っとりますと？」

　松まつ江えはすごい顔になり、そちらに走って行って、どなり立てた。

　「うぬらァ！　なに見とるだァ！　人ふとがこまっとるのを見て、笑うということがあろうずることかァ！」

　さび槍やりをもったり、刀をもったり、棒をもったりして飛び出して来ていた土ど民みんらは、わっとさけんで、散らばり、それぞれの家に逃げこんだ。

　「ふんとにまあ、何つう情じようなしどもじゃろう」

　ぶつぶつといいながらかえって来て、また弥や太た郎ろうにとりかかろうとする。

　景かげ虎とらはおかしくもあったが、その真しん情じようには心を打たれた。決心をひるがえす気は毛もう頭とうなかったが、この連中をこのまま追いかえすことはできないと思った。

　「ともあれ、おれについて来い。言って聞かせることがある」

　と言いすてて、すたすたと歩き出した。

　関せき山やまは北ほつ国こく街かい道どうに沿ってできた町である。街かい道どうに沿うて民家がここに三、四軒、かしこに五、六軒とかたまりつつ、帯のように長い宿しゆく場ば町まちを形成している。そのひょろひょろと長い町の中ほどから右手に妙みよう高こう山ざんへ登る道がわかれている。いったいこの町は妙みよう高こう山ざんの裾すそ野のをめぐり気ぎ味みにあるといってよいので、妙みよう高こう道みちは分ぶん岐きしたあたりからもうゆるやかな坂道になっている。

　景かげ虎とらはその分ぶん岐き点から少し妙みよう高こう道みちに入ったところにある関せきノ明みよう神じんの別べつ当とう寺でら宝ほう蔵ぞう院いんに入った。一昨々年信しん州しゆうのさわぎを用心してこの地に出陣した時にはこの寺を本ほん陣じんとしたし、昨年善ぜん光こう寺じ平だいらに出た時には往復ともにここに泊まり、寺じ僧そうと親しいのである。




　　　　二




　宝ほう蔵ぞう院いんの滞在は長いことになり、日夜に主しゆ従じゆうの間に問答がかわされた。景かげ虎とらはいろいろな説き方で自分の隠いん遁とんを納なつ得とくさせようとつとめたが、豪ごう傑けつ連れんはどうしても承服しない。

　「おれは正直に言って、阿あ呆ほうではない。どちらかというと知恵のある方じゃと思うし、勇気じゃとてない方ではないと思うている。しかしながらおれの先祖には、ずっとずっと立りつ派ぱなお人がおられた。高たか景かげ入にゆう道どう魯ろ山ざんなどというお人は、足あし利かが三代の将軍義よし満みつ公のころ、無む双そうの勇将といわれ、そのころ京みやこの相しよう国こく寺じの絶ぜつ海かい中ちゆう津しん和お尚しようが大だい明みんにまいられた時、魯ろ山ざん殿の勇名はすでにかの地にも聞こえていて、大だい明みん人らにいろいろとたずねられた。絶ぜつ海かい和お尚しようは知っているかぎりをお話し申されたところ、大だい明みん人らはことごとく感心して、国にお帰りあらば、魯ろ山ざん殿の形けい像ぞうをうつさせてお送りくだされと頼んだ。和お尚しようは引き受けなされ、帰き朝ちようの後、はるばると使いを当家に寄せて、しかじかのわけなれば、魯ろ山ざん殿の絵図を所しよ望もうしたいと申しこされた。それで、当家では画工に命じ、魯ろ山ざん殿の画像をうつしてお送り申し、和お尚しようは便船をもって大だい明みんへつかわされた。家の記録にあることじゃ。これほどのお人であったが、なしとげられた仕事はおれよりいささかおとる。魯ろ山ざん殿のころにも当国乱らん離りの姿となって、守しゆ護ごでおわす上うえ杉すぎ屋や形かたのお勢いちぢまったのを、魯ろ山ざん殿懸命の働きによって国内平定した。おれは十五で栃とち尾おで旗上げして数年にして国内平均せしめたばかりか、信濃しなのの国くに侍ざむらいらの所しよ領りようをとりかえしてやった。それだけおれの方がまさりじゃ。また受け得た栄えい誉よに至っては、おれの方が大まさりじゃ。魯ろ山ざん殿は将軍家や関かん東とう管かん領れい殿からおほめにあずかられただけであったが、おれは関かん東とう管かん領れい家から上うえ杉すぎの名みよう跡せきと管かん領れい職を譲ろうといわれており、将軍家からもおほめのおことばをいただいたのみならず、参さん内だいまでして天てん盃ぱいをいただき、御ぎよ剣けんを拝受している。数等まさり、数十等まさりの栄えい誉よを受けているというてよい。おれは自じ慢まんで言うているのではない。おれの力以上に運がよいと言いたいだけだ。力以上の栄えい誉よを受けるは、人としてつつしまねばならぬ。満つれば欠くるといい、高こう明めい神の悪にくみにせまるといい、亢こう竜りようは悔くいありともいう。おれの身退ひくべき時が来ているのだ。おれをおれの気ままにさせてくれい」

　と、景かげ虎とらが説くと、豪ごう傑けつ連れんは、

　「魯ろ山ざん様は魯ろ山ざん様、殿様は殿様でござる。わしらは魯ろ山ざん様もおえらいお方であったとは思いますけんど、これは見ぬ昔のお人でござる。殿様は恐れながらわしらが幼おさな立だちのおんころから手て塩しおにかけて育て上げ申したお人でござる。そう早う見切りをつけてもらいとうござらぬ。殿様はいろいろむずかしいことを言いなさるけんど、つまりは足もとの明るいうちに引っこみたいと仰おっしゃるのでござるべし。足もとは白昼まひるよりも明るうござる。当分暗うなる気づかいはござらぬ。今いんまのお話の上うえ杉すぎのご名みよう跡せきも管かん領れい職も管かん領れい様は譲ゆずろうと仰おおせられてはいますが、殿様はまだお受けになっておらんではござりませぬか。わしらは殿様が上うえ杉すぎのご名みよう跡せきをつぎ、管かん領れい職となられ、関かん八はつ州しゆうのおん主あるじと仰がれ給うまで、ご隠いん遁とんなんどさせとうありませんわい」

　と言い張る。

　「そなたらの申す通り、そなたらはおれと特別に深い関係がある。そのため、おれを見る目も特別なものがある。しかし、それはひいき目というものだ。おれはそれほどの者ではない。世間のおれを見る目はそんなあまいものではない。ずいぶんにがいぞ。おれは天てん性せい人一倍見み栄え坊ぼうだ。傷のつかぬうちに身をひくが上じよう分ふん別べつと思うのだ。みじめなことになっては、おれは死んでも死にきれんぞ。わかってくれい」

　と言うと、

　「殿が何をさしてそう言わっしゃるか、おおかたわかり申した。上うえ野の中なか務つかさと下しも平だいら修しゆ理りがことでござるべ。黒くろ川かわ下しも野つけと中なか条じよう越えち前ぜんがことでござるべ。北きた条じよう丹たん後ごがことでもござるべ。あのド畜ちく生しようども！　わしらが今これからでも馳はせ向かって、素そッ首くびひきぬいて来ますべ。何のご心配もいらぬことですわい。ですけ、ご隠いん遁とんなんどということだけは、平ひらに思いとどまってくださりませ。お願いでござる」

　と口く説どき立てる。

　どう説せつ諭ゆしても、きくものではない。

　のみならず、昼夜隣室に交代で不寝ねずで番をしているばかりか、追いおいに駆けつけて来た彼らの手の者に宝ほう蔵ぞう院いんの周囲をとり巻いて番に立たせた。もしや脱出でもくわだてるかと用心してのことだ。

　間もなく重じゆう臣しんや豪ごう族ぞくらが次々に駆けつけて来た。

　彼らはたかをくくっていたためにこんなにまでなったことを後悔していた。こうなってはじめて、景かげ虎とらの存在が越えち後ご一国のために、自分らのために、どんなに重要であるかに思い至った。景かげ虎とらがいないかぎり、国内はどん栗ぐりのせいくらべだ。強力な権威者によって統一されていればこそ平和が保たれているが、それがなくなれば各人の我が欲よくがむき出しになり、たちまちまた乱らん離りの姿になることは明らかだ。晴はる景かげが守しゆ護ご代だいでいてさえ、その器量が十分でなかったため、数年の間国内は乱れに乱れた。まして、現在は他国との関係もそのころとちがって複雑だ。武たけ田だその他の勢力の侵入を招くことは火を見るよりも明らかだ。

　彼らは今さらのようにあわてふためき、いやがおうでも、思いとどまらせなければならないと考えて来たのだが、景かげ虎とらは決して会おうとしなかった。

　「会わぬ。その方ども追いかえせ。それができずば、その方どもも立ち去れ」

　ときびしく命じた。

　しかたはないから、豪ごう傑けつ連れんは、

　「しばらく拙せつ者しやどもにまかせておいていただきとうござる。かならずお引きとめ申しますすけ」

　と、余よ儀ぎなきていで言って帰ってもらった。

　しかし、豪ごう族ぞくらの来るのはあとを絶たない。北ほつ国こく街かい道どうはその往来で織るようなにぎやかさであった。

　景かげ虎とらの滞在は長期になった。引っこんでばかりはいられないから、日に一、二度は外へ出て野を歩きまわったが、その間はもちろん豪ごう傑けつ連れんがついて来てはなれなかった。

　高原地帯である妙みよう高こうの裾すそ野のは秋の来るのが早い。六月末になると、もうそのけはいがただよいそめ、七月半ばになるといよいよ色濃くなった。暁ごとにかん高い声でもヽずヽが鳴き、夜どおし虫が鳴くようになり、見わたすかぎりの山のスロープに薄すすきの穂ほ波なみがなびき、草むらからバッタが飛び立ち、山々の上には秋めいた雲がひっそりと静止しているようになった。

　こうなって、景かげ虎とらにはいっそう高こう野や山さんの澄ちよう明めいと静せい寂じやくがしたわれ、いつも思いつづけに思っていたが、この古なじみどもをふり切る工く夫ふうがつかない。あせりにあせりながらも、どうしようもなかった。
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　上うえ田だの長なが尾お政まさ景かげが春日かすが山やまに出て来たのは、もう八月半ばになってからのことであった。景かげ虎とらが入にゆう道どうして春日かすが山やまを脱出したという知らせはその当座に受けとった。馬うま廻まわりの寵ちよう臣しんらが追いかけて関せき山やまの宝ほう蔵ぞう院いんで引きとめているという報告も、そのころに受けた。

　しかし、彼は急には腰を上げようとしなかった。領内にごたごたがおこって、急にはずせないという名めい目もくで一ひと月つき以上も上うえ田だにとどまりつづけ、次には痢り病びようをわずらっていると言い立てて、動かなかった。景かげ虎とらの隠いん退たいが自分の運命をひらくものであるという考えにとりつかれたのであった。

　「長なが尾お本家には、景かげ虎とらとおれの二人がのこっているだけだ。景かげ虎とらが隠いん居きよするなら、おれが本家の当主となるは当然のことだ」

　という思念がむくむくと湧わきおこったのだ。戦国の武将らしく、彼も人なみな野や心しんはある。現に景かげ虎とらの姉のお綾あやをめとるまでは、父の房ふさ景かげとともに、景かげ虎とらが兄の晴はる景かげを討って無理隠いん居きよさせた罪を伐うつという名めい目もくで景かげ虎とらと決戦し、みずからとってかわる計画をめぐらしたこともあったのだ。武勇智ち略りやくに自信もある。景かげ虎とらが年とし若わかでありながら稀き世せいの戦いくさ上じよう手ずであることは否定すべくもないが、自分とてもそう劣ったものでないと自信している。

　「待てば海かい路ろの日和ひよりという。どうやらおれにも運が向いて来たような」

　形勢を観望していた。景かげ虎とらがいよいよ関せき山やまを立ち去って国外に去ったら、春日かすが山やまに出て行き、事後をてきぱきと処理して、家か督とくになおろうと心組んでいた。

　しかし、八月半ばになっても、景かげ虎とらは関せき山やまから動かないし、国内の豪ごう族ぞくらの心はひた向きに景かげ虎とらに向いてきたようだ。

　「人間の心はおかしなものだ。失いかけると、えらい貴き重ちようなものになる。景かげ虎とらは今はもう神様ほどのものに思われるようになったわ。匂においばかりで運は去ったらしいの。こうなれば景かげ虎とらを引きとめることに骨をおらずばなるまい」

　苦笑とともに心をきめて、春日かすが山やまに出て、重じゆう臣しんらに会い、委い細さいのことを聞きとってから、関せき山やまに向かった。

　日の暮れるころ、関せき山やまについた。

　政まさ景かげは重じゆう臣しんらや他の豪ごう族ぞくらと関係もちがえば、格式もちがう。会わないというわけにはいかない。

　「お通しせい」

　と、景かげ虎とらはとりついだ豪ごう傑けつ連れんに言った。

　話には聞いて来たことだし、以前からよく袈け裟さをかけたりなどして、若いに似ず坊ぼう主ずくさいところのある景かげ虎とらではあるが、青々と剃そりむくった青い頭をし、黒い法ほう衣いを着て、すっかり僧そう形ぎようになっている姿を見ては、やはり異様な感動を覚えずにはおられなかった。

　「かわった姿におなりでありますなあ」

　と、心からな嘆たん声せいが出た。

　「ハハ、ハハ、いかがです。似合いますかな」

　と、景かげ虎とらは笑った。

　政まさ景かげは急には本題に入らない。お綾あやのことや、去年生まれて、景かげ虎とらが名つけ親になって自分の幼名をあたえて喜き平へい二じ（後の景かげ勝かつ）とつけた長男のことなどを語っていた。

　やがて夕食時になる。ともに夕食をとり、軽く一いつ酌しやくした。

　いつかとっぷり暮れて、家の周囲にはさまざまの虫の声が降りそそぐしぐれの音のように湧わきおこっていた。




　　　　四




　政まさ景かげは景かげ虎とらという人間をよく知っているつもりだ。したがって、どう説けば効果があるかもわかっているつもりであったが、その説得法をとることをためらった。その手で説けば景かげ虎とらはかならず隠いん遁とんの志をひるがえすであろう。それは政まさ景かげから長なが尾お本家の家か督とく相続の好運が去ることであった。今はつい間ま近ぢかの、ちょいと手をのばしさえすれば確実につかめるところにあるのだが、一度去ったらもうほとんどぜったいに手のとどかないところに去るのだ。おしかった。彼がなかなか本題に触れようとしないのは、そのためであった。

　しかし、そういつまでも無関係なことをしゃべっているわけにいかない。ついに容かたちを改めた。

　「時に、われらがまいったのが何のためであるか、もちろん、ご推察はついていることでありましょうな」

　景かげ虎とらもかたちを正した。憂ゆう鬱うつげな顔になった。

　「ついています」

　「お気持ちはよくわかっているつもりでござるが、越えち後ごの国はそなた様のお力によってようやく静せい謐ひつになりましたものの、これはそなた様という重おも石しがあればこそのこと、そなた様がお志の通り他国へ去ってしまわれては、どうなるかまことに心もとなくござる。何とぞ思いとどまっていただきたいのであります」

　景かげ虎とらの顔はさらに憂ゆう鬱うつげになった。

　「それはゆるしていただきたい。あとのことは、そなたもおられることだ。皆と談だん合ごうの上なされば、かならずうまくまいりましょう。拙せつ者しやはすでにこうして剃てい髪はつ染せん衣えの身になったことでござる。このまま志を通させていただきたい」

　と言って、笑ってつけ加えた。

　「人の道どう心しんをさまたげるは大罪悪であると申しますぞ」

　こんな説き方では景かげ虎とらの心の動かないことは、政まさ景かげはとうに推察している。しかし、これで一応の義務は果たしたことになる。ここで器用に話を打ち切れば、長なが尾お本家の家か督とくとともに全越えち後ごの支配権は自分の手に帰すると、胸がふるえた。

　しばらく沈黙した。

　景かげ虎とらも黙っている。

　家をめぐっていたるところから湧わく虫の音ねが、ともし灯びだけ明るい室に流れた。どうしてそうなるのか、ひとしきりひとしきり、驟しゆう雨うかなんぞの襲って来るようにいっせいに鳴き出し、しだいに調子を上げては、上げ切ったところで一時にぴたりと黙りこむのをくりかえしている虫の声だ。

　政まさ景かげは、言えばかならず効果があると信じていることを言わないではいられない気になった。ダメをおすつもりであったかもしれない。潔けつ白ぱくを好む武士らしい心からであったかもしれない。あるいはただの気の弱さからであったかもしれない。口をひらいた。

　「そなた様がいっさいの政務をごらんになられずなってから、すでに半歳としになろうとします。その間に、どんなことがおこったか、ご存じでござろうか」

　景かげ虎とらは笑って答える。

　「世を遁のがれると心をきめた身の、何がおころうと、かかわるところではござらぬ」

　「そう情すげなく仰おおせられてはなりますまい。先々月の末までは、そなた様はまだ春日かすが山やまへいらせられたのでござる。ご責任ないとはいえますまい」

　景かげ虎とらははっとした顔になった。

　「それはそうです。思し慮りよのないことを申しました」

　「そなた様、武たけ田だが当国の侍どもにいろいろと手入れしていることをよもお知りではござるまい」

　緊張の色が景かげ虎とらの顔にあらわれた。目がかがやいて、青白むばかりの顔になった。効果のあろうことは十分に予想していた政まさ景かげもおどろくほどのあざやかな反応であった。政まさ景かげは自分の一言によって幸運が遠く飛び去ったことを知ったが、不思議に失望はなかった。むしろ安あん堵ど感があった。

　「大おお熊くま備び前ぜんに、種々手入れしている様子があるのでござる。すでに先年北きた条じよう丹たん後ごのこともござる。わからぬだけでおそらく他にも手入れしているかもしれませぬ」

　大おお熊くま備前守びぜんのかみ朝とも秀ひでは春日かすが山やまからわずかに十八キロの山やま部べ村（今板いた倉くら町の大おお字あざ）の箕み冠かぶり城の城主である。元来は長なが尾お家と同格の豪ごう族ぞくであるが、景かげ虎とらが家か督とくしてからは臣しん従じゆうを誓い、本ほん庄じよう慶よし秀ひで・直なお江え山城守やましろのかみ実さね綱つななどとともに重じゆう臣しんの列にあり、一昨年上うえ野の家いえ成なりと下しも平だいら修しゆ理りとの境さかい目め争いのおこった時など、本ほん庄じようとともに仲裁役をつとめさせたほどだ。信任しきっている武士の一人であった。景かげ虎とらにはこの上ない強い衝しよう撃げきであった。歯ぎしりしたいほどであった。

　「それは確かなことでありますか」

　「それは存じません。何せおさしずを仰ぎたいとて、いく度お目通りを願っても、お会いくださらぬし、文書をもって願っても、『浮うき世よのことはすべて捨てた』と仰おおせられてお取り上げないので、せん方なくてそのままに捨ておいてあると、老臣としよりどもが申しています。あの者どもにしてみれば、同格の大おお熊くまであります。取り調べをいたす手だてがないのでござる」

　政まさ景かげのことばは責めなじる調子になっていた。ことばだけではない、心もいつかそうなっていた。

　景かげ虎とらは眼がん裂れつの長い、鋭い目を一点にしずめていた。きびしく引きむすんだ口もとがかすかにふるえていた。

　政まさ景かげはなお言う。

　「かようなことは、うわさとなって世に流れては、傚なろうものがかならず出て来るものでありますゆえ、世に漏もれぬようにと、老臣としよりどもの苦労は一通りではないのであります」

　「…………」

　景かげ虎とらはおそろしい形ぎよう相そうになりながらも、黙っている。はげしく心をゆすぶられながらも、なお心と戦っていると思われた。政まさ影かげはもう一押しする必要を感じた。

　「大だい膳ぜん大夫だゆうは、信しん州しゆう下しも高たか井い郡市いち川かわの市いち川かわ孫まご三さぶ郎ろう信のぶ房ふさにも領地をあたえる約束をしていると、たしかな筋から聞いていますぞ」

　市いち川かわ谷は千ち曲くま川の峡谷地帯にあって、山一ひと重え越えれば、もう越えち後ごの東ひがし頸くび城き郡だ。内外からひしひしと越えち後ごを図はかろうとする武たけ田だの野や心しんは明めい瞭りようであった。

　景かげ虎とらは大きな息をつき、政まさ景かげにむかって両手をついた。

　「われらが不心得でござった。生なま道どう心しんなどおこしたればこそ、侍さむらいどもの心がばらばらとなって、こんなことになったのでござる。大おお熊くまがことも、頼るところないままに誘いに乗ったのでありましょう。もはや、隠いん遁とんなどという生なま賢さかしらは申しますまい。ご心配をおかけして、申しわけないことでありました」

　と、わびた。涙がこぼれてきた。

　「思いかえしていただきましたか。ああ、ありがたいことでござる」

　と言った時、政まさ景かげも涙が出た。それを片手でおさえて、言いついだ。

　「そなた様がこんどのようなお心になられたについては、われらご一族はじめ、ご家か中ちゆうはもとよりのこと、国くに侍ざむらいにも、心のいたらぬ点があったとみずからとがめていますゆえ、それぞれに起き誓せい文もんを奉ることにいたします」

　「それはご念の入ったこと。重ちよう畳じようです。拙せつ者しやからも差し出しましょう」

　「そなた様が……？」

　「拙せつ者しやには坊ぼう主ずくさい好みがござって、時々世の中がいやになり、自分ながらどうにもならぬのでござる。将来とも、決して遁とん世せいなどせぬという誓せい書しよを、さし出します。貴き殿でんにあてて」

　と景かげ虎とらは笑った。

　人知れぬ望みは遠く遠く去り、もう絶対に手がとどかなくなったと、政まさ景かげは考えたが、それはもう心残りでもなんでもなかった。安心感とよろこびだけがあった。

　「ありがたいことであります」

　と、また涙ぐんだ。

　二人は誓せい書しよをとりかわし、翌日、早朝に関せき山やまを発たって、春日かすが山やまにかえった。八月十八日のことであった。




　　　　五




　景かげ虎とらが隠いん遁とんを思いとどまって春日かすが山やまにかえったと聞くと、家か臣しんらは言うまでもなく、越えち後ご中の豪ごう族ぞくらは大急ぎで春日かすが山やまに集まって来た。皆暗夜の明けたような気持ちで、よろこびの色が顔にあふれていた。政まさ景かげはその人々に、

　「殿様ご安心のために、将来にわたって異心ない旨むねの起き誓せいをさし出すように」

　と説いた。

　「かしこまる」

　いずれも先を争ってさし出した。中にも中なか条じよう越前守えちぜんのかみ藤ふじ資やすは、

　「拙せつ者しやは別してご心配をかけ申した。このたびのことにはひとしお心のとがめるものがござれば、誓せい書しよにあわせて質しち人びとを奉ることにいたします」

　と言って、愛あい子しを奉った。

　すると、中なか条じようの喧けん嘩か相手であった黒くろ川かわ実さね氏うじも、

　「われらも心のとがめることは中なか条じようと同じでござる。なんじょうおくれを取るべき」

　と、これまた愛あい子しを二人まで奉った。

　二人になろう者が続々と出た。

　「殿様ご安心のためならば、誓せい書しよだけより質しち人びとまで奉った方が、ききめは数倍のはずでござるすけ、われらも奉り申すべ」

　というのであった。

　しかし春日かすが山やまへ伺し候こうしない者が二人いた。大おお熊くま備前守びぜんのかみ朝とも秀ひでがその一人であった。城じよう織部正おりべのかみ資すけ家いえもそうであった。二人ともに武たけ田だに籠ろう絡らくされていると見てよかった。

　六か月も政務を放ほう擲てきしていたのだ、そのはずと、後悔は大きかった。それほど責める気はおこらない。二人に使いを出した。

　「急ぎ伺し候こうするよう。妙なうわさを聞く。早く来て疑念をはらしてくれるよう」

　自分が遁とん世せいをやめた以上、後悔して武たけ田だと縁を断つであろう、断ったらゆるしてやろうと思ったのだが、その使いの行きつく前に、二人は合流して、一族全部をひきいて越えつ中ちゆうへ出しゆつ奔ぽんした。城じようの居城鳥とり坂さか城は箕み冠かぶり城から八、九キロしかないのである。




　　　　六




　城じよう氏は越えち後ごではもっとも古い家いえ柄がらだ。余よ五ご将しよう軍ぐんと称せられた平維茂たいらのこれもちの末まつ裔えいで、先祖が秋田城介あきたじようのすけに任ぜられたところから、越えち後ごに移り住んでからも城じようを氏うじとし、この国第一の大たい族ぞくとして長く栄えた。すでに平へい家け物語・源げん平ぺい盛せい衰すい記き・吾あ妻づま鏡かがみ等にその名が出ている。木き曾そ義よし仲なかに反抗し、源頼より朝ともに反抗し、頼より朝ともの子頼より家いえに反抗し、つまり徹底的に源げん氏じに反抗したので、鎌かま倉くら時代以後は昔の勢いはなくなったが、それでも家いえ柄がらをもってすればこの国第一の名族であるには相違なく、由ゆい緒しよが古いだけに身しん代だいは小さくても侮あなどれない潜勢力があるのだ。それだけに、この両氏が出しゆつ奔ぽんしたことは、景かげ虎とらとしてはむしろ祝福してよいことかもしれないが、他への見せしめもある、見すごしにはできない。追撃の兵をつかわすことにすると、上うえ野の家いえ成なりと下しも平だいら修理亮しゆりのすけとが、

　「わたしどもに討っ手を仰おおせつけくだされますよう」

　と、願い出た。

　二人は最初に境さかい目め争いをおこして、景かげ虎とらを厭えん世せい気分に追いこむ第一段階をつくったのだ。自じ責せきの念もひとしおに深く、そのつぐないをしたがっていることが明らかであった。

　最初に人ひと質じちを差し出した中なか条じよう藤ふじ資やすや黒くろ川かわ実さね氏うじといい、これといい、かわいいと思った。

　「よし。許すぞ。行けい」

　と、躊ちゆう躇ちよなく命じた。

　二人は勇ゆう躍やくし、手て勢ぜいをひきいて出発したが、二日後の深夜、勝報がついた。出しゆつ奔ぽん勢のあとを慕った二人は、この日西にし頸くび城き郡の駒こま返がえしで追いつき、猛撃を加えたところ、敵は少数に打ちなされ、船にとり乗って西へ去った、越えつ中ちゆうへ上るものと思われるというのだ。

　駒こま返がえしは親おや不知しらず・子こ不知しらずの難なん所しよをわずかに西に出た地点にある。もし出しゆつ奔ぽん勢がこの難なん所しよによって防戦につとめたら、討っ手がこうやすやすと勝ちを制することはできないはずだが、生しよう国こくを裏切って出しゆつ奔ぽんしつつあったので、気力が萎なえおとろえ、闘志がわかなかったのであろうと思われた。

　翌々日、両人が凱がい旋せんしたので、聞いてみると、想像した通りであった。

　「拙せつ者しやらは親おや不知しらず・子こ不知しらずで追いついたのでありますが、やつらは意外にも一防ぎもせず、ひたすらに逃げるばかりでございます。不思議なことよ、計略があるかも知れぬぞ、用心しながら追えと、いましめ合いながら追うたのでございますが、駒こま返がえしについて、はじめてわかりました。やつらはそこから船路をとることにして、前もって使いの者をつかわし、多数の船を雇やとうていたのでありました。あたら難なん所しよで戦いもせず、逃げるに懸命であったはずでございます。しかし、拙せつ者しやども、やみやみと逃がしはしませぬ。火のつくばかりにまくり立てましたので、船人らの逃げ散る者が多く、やつらもせん方なく戦ったのでございますが、臆おく病びよう神がみのついた者ども、なにほどのことをし出いでましょう、たちまちのこるところ少なく討ち取ったのでございます。残念は、大おお熊くまと城じようの逃げ足があまりに早かったため、とりにがしてしまったことでございます」

　景かげ虎とらはうなずきうなずき聞きおわり、二人に感状をあたえて退さがらせたが、深い感かん慨がいがあった。

　「戦いくさは気だが、気はみずからの正しさを信じて疑わぬところにのみ生ずるのだな。大おお熊くまといい、城じようといい、さしも勇士の名の高い者どもでありながら、心にやましいところがあれば、このざまだ」

　数日の後、北越えち後ごから注進があった。本日、会あい津づの芦あし名な家の軍勢が突とつ如じよとして侵入して来たので、直ちに出動して撃退した。くわしくは追ってご注進する。

　「はてな？」

　景かげ虎とらは首をひねった。これも甲こう州しゆうの働きかけを受けてのことではないかと思ったのだ。

　第二報は翌日あった。

　「生けどりの者が十数人あったが、中に部将分の者があったので、厳重に取り調べたところ、芦あし名な家は甲こう州しゆうから頼まれて、このことにおよんだのであるという。遠く国をへだててのことで、信用しがたくもあるが、まことならば重大である。おんみずからご糺きゆう問もんあられるよう、右の者を差し立てることにします」

　というのであった。

　「あんのじょうだ」

　景かげ虎とらは首を長くして待った。

　捕ほ虜りよは二日の後、到着した。四十を少し越した年ねん輩ぱいの、ひげ面づらのたくましい大男であった。景かげ虎とらはみずからとりしらべた。縛いましめを解き、縁に上げて敷き皮をあたえてすわらせた上、問うた。

　「そなたの名は？」

　「芦あし名なが譜ふ代だいの郎ろう党どう、長なが井い六ろく郎ろ兵べ衛えと申す」

　ひどいなまりだ。よほど気をつけて聞かないとわからない。

　「知ち行ぎようは？」

　「二千貫を所しよ領りようしていますだ」

　「さてはなかなかの身分じゃ。骨こつ柄がらもあっぱれじゃ。さぞや芦あし名なの家か中ちゆうでは名ある勇士であろう。運つたなく捕らわれの身となったこと、無念であろう。しかし、勝敗は武士の常じゃ。武運つたなく生けどりの憂うき目めを見ること、古こ今こん勇士にはめずらしからぬことだ。決して恥とすべきでない」

　と、なぐさめると、よほどにうれしかったのであろう、暗くきびしく引きしまっていた顔がゆるんで、にっこりと笑った。

　「拙せつ者しやにものをお尋ねなさるべいとて、そんげに情なさけらしゅう申さっしゃるのでござるべいが、そんでもうれしゅうござるだ。なんなりともお尋ねたまわるべい。主のためにならぬことは答え申すことはいがねえけんど、そのほかのことはみんな申し上げるべえ」

　景かげ虎とらも笑った。

　「そなたの申す通りだ。尋ねたいことがある。それはすでにそなたが捕らわれた際に申した由だが、芦あし名な家は真実甲こう州しゆうから頼まれてくり出したのか」

　「ほんとでござるだ」

　やはりそうかと思いながらも、なお言ってみた。

　「当国は芦あし名な家と境を接してはいるが、これまでに恩おん怨えんのあったことはない。信じかねるのじゃが」

　「そんでもほんとでござるだ。甲こう州しゆうから使いがまいって、当国に焼やき働ばたらきしてくれい、こと成らば岩いわ船ふね一郡を進ぜるべい、というて参ったによってわれらが旦だん那な盛もり氏うじ様は承知の旨むねをご返事なさりましただ。その後、また甲こう州しゆうから使いがまいって、越えち後ごの大おお熊くま備び前ぜんつう老ろう臣しんを味方に引き入れたによって、その大おお熊くまととっくら談だん合ごうして、ほどようやってくれるよう言いましただ。ところが、このほどその大おお熊くまが家来どもが来て、ことはさしせまった、急ぎ焼やき働ばたらきにかかってくれ申すべえと申す。そこでわれらが旦だん那なは山やま内うち舜しゆん通つう入にゆう道どう――これは老ろう臣しんの一人でござって、黒くろ川かわの城（後の会あい津づ城）の中の丸をあずかっている者でござるだが、この者に言いつけなされ、舜しゆん通つう入にゆう道どうは小お田だ切ぎり安芸あきちゅう者を筆ひつ頭とうにしてわれわれに言いつけ申した。そんで、大おお熊くまが家来どもを案内者としておしこんでまいりましただ」

　わかりにくい発声と訥とつ々とつとしたことばづかいながら、長なが井い六ろく郎ろ兵べ衛えはくわしく語った。

　疑いは完全に的てき中ちゆうした。晴はる信のぶは周しゆう到とう水ももらさぬ越えち後ごの包囲体制をつくっているわけだ。緻ち密みつで、大がかりな謀ぼう略りやくにたいするおどろきはもちろんあったが、

　「腹黒い！」

　と思わざるを得なかった。この半年の間、晴はる信のぶは空あき巣すねらいのような態度でせっせせっせとこの包囲網を絡かがっていったにちがいないのであった。そこには何かどろどろした、ねばっこく、しつこいものがあった。

　「負けてなるか！」

　猛もう烈れつな敵てき愾がい心しんがかっと燃え立った。






甲こう越えつ虚きよ実じつ




　　　　一




　このままでは戦えない。大急ぎで対策を講ずる必要があったが、晴はる信のぶの策さく謀ぼうはこの程度ではなく、もっとあるはずと思った。諜ちよう者じやを派してさぐりにかかると、さまざまなことがぞろぞろとわかってきた。

　善ぜん光こう寺じの北方の山岳地帯にいる小豪ごう族ぞくらは葛かつら山やま＊に城をきずいて団結し、葛かつら山やま衆しゆうといわれている。この土地は犀さい川以北にあり、越えち後ごの勢力圏内にあるので、景かげ虎とらに所属していたのであるが、晴はる信のぶはこれを切りくずしにかかっている

　葛かつら山やま衆しゆうの中でもっとも人数が多ければ勢力も大きいのは落おち合あい備中守びつちゆうののかみを中心とする落おち合あい氏であるが、晴はる信のぶは落おち合あい氏の分家、落おち合あい遠江守とおとおみのかみ、同三さぶ郎ろう左ざ衛え門もんに密使を出して、

　「そなたらがわれらに味方するなら、将来かならずそなたらのうち一人を落おち合あい氏の総そう領りようとしよう。もし今の総そう領りようである備中守びつちゆうののかみが後にわれらに味方するようになっても、この約束はたがえないであろう」

　と口く説どかしていることがわかった。

　その他、水内みのち郡の山岳地帯の香こう阪さか筑前守ちくぜんのかみ、高たか井い郡の井いの上うえ左衛門尉さえもんのじよう等にも土地をあたえて味方にひきいれていた。

　景かげ虎とらは晴はる信のぶを悪人だと思った。これまでとて善人だと思っていたわけではなく、虫の好かない、気に入らない人物とは思っていたが、こんどこそ心の底からの姦かん悪あくの徒であると思った。

　こうなると、いっそう迂う闊かつに合かつ戦せんはしかけられなかった。十分に足もとをかためる必要があった。

　弘こう治じ二年はこうしてくれた。

　新しい年になって間もなく、景かげ虎とらは晴はる信のぶが信しん州しゆう更さら科しな郡八はち幡まん＊村の更さら科しな八はち幡まん宮に願がん文もんを奉って、信しん州しゆう平へい定ていを祈っていることを聞き、その願がん文もんを書きうつさせて来て見た。信しん州しゆうの豪ごう族ぞくらが相あい攻こう伐ばつして国内不安となり、万ばん民みん塗と炭たんの苦にあることを見るに忍びず、すなわち堅けんを蒙こうむり鋭えいをとり、国内を一統したが、ここに隣国の主なにがし、みだりに私意をさしはさんで、当国に侵入、わが大業をさまたげんとしている、仰ぎ願わくはこの敵をしりぞけ、当国を平均に帰せしめよ、所しよ願がん成じよう就じゆの上は、神しん領りよう一所を奉ほう献けんするであろう、という趣意のものであった。

　景かげ虎とらは腹が立った。

　「どこまで腹黒いか！　神まであざむき奉ろうとしている！」

　直ちに筆をとって、願がん文もんを草した。この願がん文もんは越えつ佐さ史料に全文を収録してある。こうだ。





　　敬うやまって白もうす。それ当社は垂すい迹じやくにして本ほん地じは無む量りよう寿じゆ仏ぶつである。はるかに十万億年を経て日本に来給うて、父は仲ちゆう哀あい天皇、母は神じん功ぐう皇こう后ごうとして生まれ給う。すでに胎内にあらせらるる時、三さん韓かんを征伐して帰朝され、死して百王百代の鎮護となって八はち幡まん宮ぐうとあらわれ給うたので、九州豊ぶ前ぜん国に宇う佐さ宮を建こん立りゆうして斎いつき祀まつった。その後清せい和わ天皇の御ぎよ宇うに城じよう州しゆう男おとこ山やまに勧かん請じようし奉ったが、石いわ清し水みずの流れ六十余州に遍へん満まんし、日本全国八はち幡まんのみ社やしろのなきところなきに至った。当信濃国しなののくに更さら科しな郡にも勧かん請じようし奉り、人々の崇すう敬けいひとしおである。

　　ここに武たけ田だ晴はる信のぶと号する佞ねい臣しんがある。当国に乱入して暴威をふるい、当国の諸士をことごとく滅ぼし、神社・仏塔を破壊し、国内の悲嘆累るい年ねんにおよんでいる。景かげ虎とらは晴はる信のぶにたいして闘とう諍そうしなければならない遺い恨こんはいささかもないのであるが、ただ当国に隣る越えち後ごの国主であるために黙止することができず、また棄すてがたきよしみある当国の豪ごう族ぞくらに頼まれてこれを助けなければならないために、晴はる信のぶを敵として軍功をはげましているのである。他には毫ごう末まつも私し利り私し欲よくの念はない。

　　神は非礼を受け給わずと聞く。たとえ晴はる信のぶに当社信仰の心があるにしても、非望をもって当国を奪い、ゆえなくして当国の領りよう主しゆらをなやまし、万ばん民みんを乱しているのである。神しん明めい真に霊あらば、いかで感かん応のうにあずかるを得ようか。

　　伏して願わくは、景かげ虎とらがこの精せい誠せいを明めい鑑かんあって、佑ゆう助じよを垂れ給えよ。当国もし景かげ虎とらの本意のごとく静せい謐ひつに帰し、景かげ虎とらが家名天下に上り、所しよ願がん成じよう就じゆするにおいては、当国において神しん領りよう一所を寄き進しんし奉り、いよいよ丹たん誠せいを抽ぬきんでて信仰し奉るべし。信しん・越えつ両国、長く栄花を楽しみ、万ばん民みん悦えつ喜きのために、祈願かくのごとし。




　　　　弘治三年　　　　　　　　　　　長なが尾お弾だん正じよう少しよう弼ひつ




　　　　　　正月廿日　　　　　　　　　　平　景　虎たいらのかげとら　　




　　　　　八幡宮




　　　　　　御宝前






　晴はる信のぶのしうちに対する景かげ虎とらの憎ぞう悪おがいかに強烈なものとなってきたか、よくわかるのである。




　　　　二




　晴はる信のぶは日本の武将中、古今を通じてもっとも策さく謀ぼう的な人物である。周しゆう到とう緻ち密みつさは景かげ虎とらに数倍している。その放っている諜ちよう者じやらがこの願がん文もんを見のがすはずがなかった。写しとられて、甲こう府ふに持って来られた。

　「なるほど、なるほど」

　晴はる信のぶはにやにや笑いながら読んだ。あれほど深刻であった諏す訪わ御ご前ぜんの死にたいする悲しみも、すんでしまえば彼の現世的欲望に何のかげりものこしていない。それどころか、心を専一にすることができるようになったので、いっそう強烈なものになっている。

　彼には景かげ虎とらのこうした憤いきどおりや言い分がよくわからない。こんなことで、みずからの運命を賭かけ、将士の生命を賭かけて、よくも戦いくさに乗り出せるものだと不思議でならない。本気でそう思っているのかと、疑わしくもある。しかし、一昨年おとどしの講和後、景かげ虎とらがあれほどの犠牲をはらったことなのに、一坪の土地も自分のものとせず、全部信しん州しゆう豪ごう族ぞくらに分与して家名を立てさせているのを見ると、その言い分にうそのないことを認めざるをえない。感心はしない。

　「いさぎよくはあるが、子供じみたお人じゃわ」

　と、いささかの滑こつ稽けい感があった。

　そんな子供じみた正義感の犠牲になって、もはや掌しよう中ちゆうに帰していたと同然な犀さい川以北の信しん州しゆうの地を吐き出さなければならなくなったことは、何としても残念であった。

　「こういうのは取りかえしておかんと悪例をのこすことになる」

　と思った。

　次には、関かん東とう管かん領れいの上うえ杉すぎ憲のり政まさが景かげ虎とらを頼って越えち後ごにおちて行き、管かん領れい職と上うえ杉すぎの名みよう跡せきを譲る約束をしたといううわさが彼を刺し戟げきしていた。この約束には、上じよう州しゆう一国を憲のり政まさのために回復してやることが条件になっていると聞くが、晴はる信のぶは関かん東とうにも野や心しんを持っている。南を今いま川がわ氏にふさがれ、東南を小お田だ原わら北ほう条じよう氏にふさがれている武たけ田だ氏としては、信しん州しゆう攻略を完了した後には、上じよう州しゆう方面に出るよりほかはないのである。

　かれといい、これといい、景かげ虎とらは制圧しなければならない敵になっているのであった。今いま川がわ義よし元もとの仲裁によって和わ議ぎをとり結んだ直後から、越えち後ごにたいする包囲線を形成し、内部の切りくずしにかかり、信しん州しゆう豪ごう族ぞくらの籠ろう絡らくをはじめたのは、すべてこのためであった。

　景かげ虎とらの願がん文もんを見て、晴はる信のぶは景かげ虎とらの自分にたいする敵意と戦意とをはっきり知ったわけであった。いつか微笑をひそめていた。

　「どうやら戦いをはじめる時が来たような。幸いなこと、今年は越えち後ごはことのほかの大雪と聞く。一ひと楔子くさび打ちこんでおくか」

　甲こう州しゆう武士にも、勢力分野となっている信しん州しゆうの武士どもにも、ふれをまわし、六千の兵をくり出して、葛かつら山やま城の攻略にかからせた。大将には馬ば場ば民みん部ぶ信のぶ春はるを任じた。

　葛かつら山やまは善ぜん光こう寺じの西北方にある山だ。城はその山さん巓てんにあって要害をきわめている。武たけ田だ方としては越えち後ご路じに雪どけが来るまでに攻めおとさなければならない。損害をかえりみず遮しや二に無む二に攻め立てたが、城方はよく防いで屈する色を見せない。

　この山の中腹に静せい松しよう寺じという寺が現在でもあるが、この寺の僧が利をもってさそわれたか、城内の幹部級の武士にうらむことがあったか、寄せ手に、

　「この城は水の手の悪いところで、水はいっさい当寺から汲くみ上げている」

　と密告した。

　寄せ手は大いに喜び、兵を出して寺をかため、山上との交通をいっさい絶った。おりから天気つづきで、一滴の雨も降らない。城中が弱り切っているところを見すまして、火ひ箭やを乱射したので、各所から火を発し、たちまち炎につつまれた。今はせん方なしと、城主以下の男らは皆切って出て戦死し、婦女子は高い崖がけから身を投げて死んだ。悲ひ惨さんな落城であった。

　以来、籠ろう城じよう者らのうらみは綿めん々めんとして尽きず、静せい松しよう寺じの住職が山に登ればかならずたたりがあると伝えられ、今日でもこの寺の住職は山上に上らないという。

　伝説では、この籠ろう城じよう中、城内では水に不自由していることを寄せ手に悟らせないために、寄せ手からよく見える崖がけばなから絶えず米をおとして滝に見せかけていたというが、籠ろう城じようにからむこうした伝説は中国にも日本にも多数あって、籠ろう城じよう伝説の一典型をなしている。信用できないのである。

　越えち後ご方としてはこの近くには千ち曲くま川西岸の長なが沼ぬま城（今の長野市の長なが沼ぬま大おお町まちにあった）信しん州しゆう豪ごう族ぞくの島しま津づ忠ただ直なお入にゆう道どう月げつ下か斎さいがこもっていたが、葛かつら山やま城が落ちては、とうてい一手では武たけ田だ勢の攻撃をささえがたいと見たので、北方五キロの大おお倉くら城（今の豊とよ野の＊町にあった）に退さがった。

　島しま津づ月げつ下か斎さいは薩さつ摩まの島しま津づ氏の分かれである。鎌かま倉くら時代に信しん州しゆうに所しよ領りようがあって、一族が来て支配していたものの子孫だ。余談だが、こういう一族のあったことは今日では薩さつ摩ま島しま津づ家でも忘れている。しかし、今日でも信しん州しゆうには島しま津づを名のる家があると聞いている。月げつ下か斎さいは後に上うえ杉すぎ氏となる長なが尾お家の家か臣しんとなり、景かげ勝かつの代に従って会あい津づに移り、景かげ勝かつが石いし田だ三みつ成なりと策さく応おうして会あい津づにことを起こした時、しばしば目ざましい戦功を立てているから、今日でも米よね沢ざわにはその子孫がのこっているかもしれない。

　注進は櫛くしの歯をひくように春日かすが山やま城へとどく。景かげ虎とらは豪ごう族ぞくらに陣触れしておいて、春日かすが山やまを出発し、信しん越えつの国境田た切ぎりに出て、諸将の到着を待ったが、近年にない大雪にはばまれて、なかなか兵が集まらない。あせりながらも、どうすることもできなかった。

　武たけ田だ勢は無人の野を行く勢いだ。大おお倉くら城はおさえの兵をもって封じこめておいて、千ち曲くま川両岸の地を席せつ巻けんして下り、下しも水内みのち郡の飯いい山やま城の攻撃にかかった。一昨年の平和協定以後、この城は高たか梨なし政まさ頼よりの居きよ城じようになっている。

　政まさ頼よりは急使を派して景かげ虎とらに援たすけをもとめたが、景かげ虎とらは田た切ぎりを動くことができない。政まさ頼よりの注進はしだいに切せつ迫ぱくし、

　「ご出馬遅ち々ちたるにおいては、この地を打ち明けて立ちのくよりほかはござらぬ」

　とまで言って来た。

　景かげ虎とらはいくらか集まった兵でとりあえず一部隊を編成し、先せん鋒ぽう隊として飯いい山やま＊に送りつける一方、上うえ田だ城の政まさ景かげに出陣を命じた。政まさ景かげは即そく座ざに上うえ田だ＊を出発、山をこえて信濃しなの川べりの十とお日か町まち＊に出、えんえんとして川をさかのぼること五十キロ、飯いい山やまについた。

　越えち後ご勢が出て来たことは甲こう府ふに急報された。晴はる信のぶは甲こう府ふを出て信しん州しゆうに入ったが、飯いい山やまへは向かわない。諏す訪わから入って松まつ本もと平だいらへ向かった。彼と景かげ虎とらとは戦いにたいする気がまえがちがう。景かげ虎とらは思い切った合かつ戦せんをして雌し雄ゆうを一時に決するのが好きなのだが、晴はる信のぶはそんな冒険は好みでない。敵の手をもぎ、足をもぎする戦いをくりかえし、敵の主力を弱らせておいて最後のとどめをさしたいのである。景かげ虎とらの主力の集結するであろう善ぜん光こう寺じ平だいらから飯いい山やま地方には出ず、松まつ本もと平だいらに出た。この行動は極ごく秘ひにされた。

　四月半ばになって雪が消えた。越えち後ごの豪ごう族ぞくらはドッと田た切ぎりに集結した。十八日、景かげ虎とらは、

　「このたびはどうにかして晴はる信のぶを引き出し、かならず有う無むの一戦をとげる」

　と、宣言して、国境を越えて善ぜん光こう寺じ平だいらに出た。彼は晴はる信のぶが松まつ本もと平だいらに出たことを知らなかったのである。

　善ぜん光こう寺じの裏、横よこ山やま城に本ほん陣じんをすえると、上かみ高たか井い郡の山やま田だ城（今の高たか山やま村にあり）福ふく島しま城（今須す坂ざか＊市のはずれ千ち曲くま川に臨んで福島＊がある）等にこもる武たけ田だ方の兵は早くも戦わずして城を出て退去してしまった。景かげ虎とらは旭あさひ山やま城を復興して兵をこめ、横よこ山やま城と掎き角かくの勢をなして晴はる信のぶの来るのを待った。しかし、晴はる信のぶの所在さえよくわからなかった。松まつ本もと平だいら方面にいるらしいことだけはわかっているが、どこにいるかはわからないのである。

　「どこまできたないやつか。その儀ならば」

　景かげ虎とらは横よこ山やま城と旭あさひ山やま城に兵をのこして、一応飯いい山やまにさがり、ここから北方の武たけ田だ勢力を一掃した。

　五月になって間もなく、晴はる信のぶが川かわ中なか島じまに出たらしいとの報告が入った。

　「よし！」

　景かげ虎とらは飯いい山やまを出て横よこ山やま城に入った。武たけ田だ勢が善ぜん光こう寺じ平だいらの諸所にいることはいるが、そのどれが晴はる信のぶの本隊であるかわからない。

　景かげ虎とらは気をいら立て、腹を立てた。

　「片ッぱしから攻めつぶしてやる！」

　とばかりに、西は犀さい川が山岳地帯に入った峡谷地帯の香こう阪さか（今信しん州しゆう新しん町まち＊、南は今の上うえ田だ市の北のはずれ岩いわ鼻はなまで出動して、敵の陣営という陣営を片ッぱしから攻めつぶしにかかったが、敵は決して戦おうとしない。疾風はやての勢いで景かげ虎とら勢が馳はせ向かうと、そのはるか前に退却してしまうのである。しかも、景かげ虎とらが引き上げると、またどこからかのこのこと出て来る。翻ほん弄ろうされているようであった。

　「晴はる信のぶめ！　おれをここに釘くぎづけにするよう言いふくめているのだな」

　と、気がついた時には、晴はる信のぶは兵を仁に科しな（今大おお町まち＊）方面に出し、さらに北に向かわせ、北きた安曇あずみ郡北部の小お谷たに城を攻めおとした。ここにはこの地方の山岳武士で小お谷たに七騎といわれている人々がこもって、越えち後ご方に所属していたのである。

　しかしながら、こうしている間に戦機は徐じよ々じよに熟して、ついに上うえ野の原はらの合かつ戦せんとなる。




　　　　三




　上うえ野の原はらは、現在では長なが野の市になっているが、その東北部にある上うえ野の＊付近である。

　戦機の動いたのは八月下旬であった。晴はる信のぶは一万五千の兵をひきいて、川かわ中なか島じまに出た。これにたいして、景かげ虎とらは右に旭あさひ山やま城、はるか左方飯いい山やま城に軍勢をこめ、みずからは横よこ山やま城に本ほん陣じんをすえた。

　にらみ合いが数日つづいた。また一昨年のような膠こう着ちやく状態が来そうであったので、両軍ともにそうなるまいとして、たがいに策をつくした。

　川かわ中なか島じま五度合戦次第によると、こうだ。

　景かげ虎とらは各陣中に山のように薪たきぎを集めて積ませた。甲こう州しゆう方の諜ちよう者じやはこれを見て帰って報告した。

　「長なが陣じん支し度たくでございますな」

　と、諸将が言うと、晴はる信のぶは首をふって、

　「そうでない。一両日後の夜、きっと敵陣に火事がおころう。そのためよ。もとよりにヽせヽ火事で、こちらをおびき出し、兵を伏せて討ちとろうとの策なれば、一人として出てはならぬ。しずまり返って見物しているがよいぞや。お若いわ。おれがそんな手に乗ると思うていなさるのかな」

　と笑った。

　一両日後の八月十三日の払ふつ暁ぎよう、越えち後ごの陣では小こ荷に駄だを馬に駄し、引きはらいの支し度たくをしている。武たけ田だ方では諸勢追撃しようとはやったが、晴はる信のぶは、

　「出てはならん。敵はそれを待っているのだ」

　ときびしく制止して出さなかった。

　その夜、越えち後ごの陣所の至るところに火がおこり、諸勢あわてふためいて防火につとめている様子が、夜明けの月の光と燃え上がる炎ほのおに照らされてありありと見える。

　今朝払ふつ暁ぎようの小こ荷に駄だの引きはらいといい、この火事といい、あれほど晴はる信のぶにきびしくいわれていたことだが、いつわりとは思われない。またまた出撃しようとしたが、

　「軍令に背そむく者は厳罰に処するぞ」

　ときびしくふれさせて制止した。

　やがて夜が明けると、武たけ田だ勢の来攻すべき道筋はがらあきになって大道のようにひらき、その両側に越えち後ご勢が展開して、中に入って来たものは一兵もあまさず皆殺しにする陣形となっていた。人々はきもをひやし、晴はる信のぶの先見に感じ入ったというのだ。

　次には晴はる信のぶが計略をめぐらした。馬を数頭放して越えち後ご勢の陣近く行かせ、足あし軽がる五、六十人をつかまえにつかわす。味方の陣近く来た敵の足あし軽がるをそのままおけるものではない。かならず越えち後ご勢はこれに攻撃を加える。そこでこれを救うために百騎ほどの兵を出してやる。越えち後ご勢はつり出されて、さらに多数の兵が出て来るであろう。こちらはさらにそれに上うわ越こす兵をくり出す。そのうちおりを見てこちらは逃げにかかる。敵は勢いに乗じて追って来るであろう。勢を伏せおいて討ち取るという計略。しかし、景かげ虎とらはその計略を見ぬいて、その手に乗らず、一人も出さなかったという。

　江え戸ど初期の軍学者が机上で案出した戦術めいていて、事実ではあるまいが、両者がたがいにすきをはかりつつも、膠こう着ちやく状態におちいることを避けようとつとめたことはたしかであろう。
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　八月二十六日の早そう暁ぎよう、まだ夜の明けないころであった。暁の冷気にふと目をさました景かげ虎とらは厠かわやに行った。暁のかたわれ月の光の漏もれる粗そ末まつな急ごしらえの厠かわやだ。用を足して、森もり陰かげに湧わく手の切れるようにつめたい水で神経質に手を洗っていたが、はっとして空を仰いだ。

　暁の空には薄い霧きりがこめて、二十六日の月が中天にかかり、おぼろな光をひろげていた。その空に一種の動揺がある。ざわめきというほどのものではないが、動くともなく動いている感じがある。

　大おお股またに歩いて、崖がけぎわの物もの見み場に出た。この城を中心にして左方と前方の諸所にかまえている味方の諸陣はまだ寝しずまっており、かがり火が燃え、そのまわりを、払ふつ暁ぎようの冷気にこごえるのであろうか、時々足ぶみしたり、手をこすり合わせたりしながら警けい邏らしている哨しよう兵へいの姿が小さく見えていた。

　景かげ虎とらは敵陣のあるはるかな東方を望んだ。ごくゆるやかな傾斜をもって八キロのかなたでは千ち曲くま川となる平野には霧きりがこめている。このあたりではごく薄い霧だが、川近くの低地ではたえず湧わき上がってくるのであろうか、乳色の気体がよどんで動かない。

　景かげ虎とらはしばらくその霧の中を凝ぎよう視ししていた。動くものは何一つとして見えなかったが、たしかにそこにはざわめきがあった。

　引きかえして近きん習じゆうの者をおこした。

　「その方ども手わけして諸陣をまわり、急ぎ起きていくさ支じ度たくするように触れい。急ぐが、音を立てぬように行け。諸勢にもできるだけ物音を立てぬようにして支し度たくするよう言えい。敵陣に異変が見える。必ひつ定じよう、今日ははじまると言えい」

　「かしこまりました」

　近きん習じゆうの若者らは、手早く身み支じ度たくして、それぞれ出て行った。

　景かげ虎とらは城内にも同じ命令を伝え、自分も具ぐ足そくを着たが、それをおわったころ、諜ちよう者じやがつぎつぎに駆けこんで来た。みんな百ひやく姓しよう姿になっている者どもだ。はじめの者どもの報告は、

　「敵は夜中過ぎから行動をおこし、千ち曲くま川をわたりにかかっている」

　というだけであったが、つづく報告はしだいにくわしくなってき、最後には、

　「敵は全軍川を渡りつつあるようである。目ざしている方向は東北方のようである」

　となった。

　景かげ虎とらには敵の意い図とがはっきりとわかった。この横よこ山やま城から東北方四キロに戸と神がみ山やま（もとどり山と同じか）という山がある。山というより丘といったほうがぴったりする小高い山だ。思うに敵はこれを占せん拠きよして、ここと飯いい山やま城の高たか梨なし政まさ頼よりや大おお倉くら城の島しま津づ月げつ下か斎さいとの連絡を断ち切るつもりにちがいなかった。

　孫そん子しに「常じよう山ざんの蛇だ勢せい」ということばがある。常じよう山ざんという山に首しゆ尾びともに頭のある蛇がいる。頭を打てば尾にある頭が咬かみつき、尾を打てば頭が咬かみつき、中を打てば首しゆ尾びともに咬かみつく、長ちよう蛇だの陣を張る場合、かくあるべきである、と孫そん子しは説くのである。

　（なるほど、なるほど、晴はる信のぶはこちらのこんどの陣形をそう見たか。あの男らしく万事学問じたてじゃな。ものものしいわ）

　と、景かげ虎とらは心中笑った。

　常じよう山ざんの蛇だ勢せいと見て、首しゆ尾びを胴中で切断するつもりでいる以上、切断に全力をかけることはないはずだ。かならず兵力の大部分は適当なところに集結して、両断されたこちらを一つずつつぶしていく算段にちがいないのである。

　（おめおめとそれを待っているおれと思うか）

　戸と神がみ山やまにもっとも近く布ふ陣じんしているのは、政まさ景かげだ。付近一帯の味方の諸勢は、すべてその指揮を受けることになっている。景かげ虎とらは政まさ景かげの本ほん陣じんに使い番を走らせて、

　「定めて敵の先せん鋒ぽうは貴き陣じんの近く戸と神がみ山やまをとり切りにかかるでありましょうが、それにはいっさいかまわず、まっしぐらに敵の諸陣を突きくずさるべし」

　と伝えた。

　政まさ景かげには、景かげ虎とらの計画していることがよくわかった。自分らが武たけ田だの諸陣とせり合ってかきまわし、これを相当疲労させた時、景かげ虎とらみずから本隊をひきいて敵の本ほん陣じんをつき、一気に有う無むの勝負を決するつもりに相違なかった。

　「かしこまる」

　政まさ景かげは指揮下の諸陣に命を伝え、兵ひよう粮ろうをつかわせ、物もの見みの兵を放って、機の熟するのを待った。

　もうすっかり明るくなって、霧きりの中に真っ赤な朝日が上っていた。

　戸と神がみ山やまは、政まさ景かげの陣所の東北方二キロほどにあり、千ち曲くま川がその山から四キロほど東を北流している。戸と神がみ山やまは薄い霧きりの中に薄うす絹ぎぬをへだてて見るように見えているが、川の方はまだ濃い霧きりがこめていた。その向こうの上かみ高たか井いの山々は薄うっすらと見えているのだが、山さん麓ろくから川にかけてはただ漠ばく々ばくとして白く澱よどんでいる霧きりだ。

　霧きりの中にはたえずざわめきがあり、しだいに近づいて来つつあったが、やがてその中から軍勢が姿をあらわした。近づくにつれてはっきりなる軍勢は湧わくようであった。いくら出てくるかわからないほど出て来る。横ざまに衝つかれるのを警戒しているのであろう、できるだけこちらに側面を向けないようにして、迂う回かい気ぎ味みに近づいて行く。

　斥せつ候こうが走りかえって来た。先せん鋒ぽう隊につづいてつぎつぎに川をおし渡った敵の諸隊は、善ぜん光こう寺じへ向かって進みつつあるという。

　「よし！」

　政まさ景かげは床しよう几ぎを立ち上がるや、つかつかと貝役の者のそばに近づき、その手から貝をとり、みずから吹き立てた。

　勁けい烈れつな貝の音は薄うす霧ぎりとすきとおる白い朝の月のかかっている空にひびき上がり、耳をつん裂くひびきとなってひろがった。

　「すわこそ！」

　という気勢を見せて、山に向かいつつあった敵は進行をとめて身がまえる様子であったが、政まさ景かげはそれをふりかえりもしない。なお余よ念ねんもなく吹き立てた後、貝を返し、槍やりをつかんで陣所の前に出た。

　そこには馬が引き立てられて来ていた。引きよせて、槍やりを杖つえづいて、ひらりと飛びのるや、

　「それッ！」

　とさけんで、まっしぐらに、東南方に向かって馬を飛ばせた。千ち曲くま川を渡って善ぜん光こう寺じに向かいつつあるという敵の諸勢の側面を衝つくつもりであった。貝の音によって、突撃の用意をととのえていた諸陣はいっせいに喊かん声せいをあげてつづいた。なだれのおし出すような勢いであった。

　戸と神がみ山やまに向かいつつあった武たけ田だ方の一隊二千人は、ややしばらく停止してこちらを見ていた。思いもかけず越えち後ご勢がこちらにかまわず本隊の攻撃にむかったので、どうしようと迷ったらしいのである。その側面を衝つけばきわめて容易にたたき破ることができると、強い誘惑を感じたふうであった。しかし、山を占拠するのが任務であるとくれぐれも言われて来たのであろう。ふたたび行進をおこして、山にむかった。
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　政まさ景かげは二キロほどをただひたすらに駆けたが、その間に霧きりはますます晴れ、あたりはさらに明るくなった。見わたすと、稲田と原野の散らばる前方一キロほどにきびしくかたまった集団が、いくつも点在している。馬じるしが風にひるがえり、鎧よろいの金かな具ぐが朝日にきらめいていた。冑かぶとの鍬くわ形がたであろうか、刀とう槍そうであろうか、ときどき目を射る強さできらめくものがある。こちらを見て、それぞれに身がまえる様子である。

　政まさ景かげは馬をのりとどめて、ふりかえった。騎馬のものはおくれずついて来たようだが、歩かち立だちの兵はかなりおくれている。待ちそろえる必要があった。

　「馬をおりて休め。見張りの兵をおいて敵の様子に心をくばり、油ゆ断だんするのでないぞ」

　と命令して、自分も下げ馬ばした。

　やがておくれていた兵が追いついて来た。なおしばらく休息させた後、また馬にまたがり、鞍くら坪つぼに立ち上がって大だい音おん声じように、

　「敵は大軍だが、味方には横よこ山やま城に宗そう心しん様がおわし、機を見て突出して来てくださることになっている。われらはそれまでにできるだけ敵を引ッかきまわせばよいのじゃ。おれは真っ先に立って働くが、わいらの手がらはよく見ているぞ。決して見のがしはせぬ。心得たか！　よく働けい！」

　と言って、粛しゆく々しゆくと馬を乗り出した。

　諸隊はつづいた。

　敵前五、六十間けんのあたりで、弓隊と鉄砲隊だけを前に出して散開させつつ、二、三十間ばかり近づかせ、射撃を命じた。矢が飛び、銃声がとどろきはじめると、敵も応射する。

　射撃をつづけるよう命じておいて、政まさ景かげは騎馬兵五百騎で編成されている一隊をひきい、

　「それ！」

　というや、槍やりを高々と打ちふって馬をおどらせた。

　わーッ！

　と、すさまじい喊かん声せいとともに、武む者しやらはつづいた。

　政まさ景かげは猛将だ。十五の時を初うい陣じんにして、北国一の猛将の名の高かった父房ふさ景かげについて合かつ戦せんのしようを鍛練された彼は、その後二十余年、いく十度の合かつ戦せんにも彼の持ち場からくずれたことは一度もない。戦えばかならず勝つとの自信にみちている。

　緋ひ糸いとに金きん糸しを織りこんだ糸をもっておどした鎧よろいに、金の鍬くわ形がたと金の宝剣を前立てにした同じおどし毛のしヽこヽろヽのついた筋かぶとをかぶり、赤あか地じ錦にしきの袖そでつき陣じん羽ば織おりの裾すそをひるがえし、緋ひのむながい、しりがいをかけた鹿か毛げの馬にまたがり、穂ほの長さ三尺、柄えの長さ九尺の、青貝をすり出したにぎり太ぶとの槍やりを小わきにかいこみ、片手に手た綱づなをくって、大波に乗るように馬を打たせて敵陣に近づいた。さながらに十二神将の一人が茜あかねの暁ぎよう雲うんか夕ばえの雲に乗ってよせるかのよう。目のさめるようなみごとな武将ぶりであった。

　百戦練磨の甲斐かいの武士どもも、覚えず胸のゆるぐのを覚えたが、さすがにすぐ勇気をふるいおこした。すばやく備えを立てなおしたかと思うと、馬首をならべて二騎が進み出た。一騎は槍やり、一騎は薙なぎ刀なたが得え物ものだ。

　「あっぱれ武む者しやぶり、われらはなにがし、われらはなにがし」

　と、名のりを上げたが、政まさ景かげは、

　「合わぬ！」

　と言った。

　合わぬ敵――ふさわしからぬ敵、相手にならぬぞ、という意味だ。

　二人はかっと腹を立てた。

　「合わぬとはなにごと！」

　「合うか合わぬか……」

　と絶ぜつ叫きようして、それぞれの得え物ものをふりかざして挑いどみかかった。

　「うるさい！」

　政まさ景かげは片手に槍やりをあげて、左右に打ちふった。

　おどろくべきことであった。膂りよ力りよくのちがいであろうか。技ぎ倆りようのちがいであろうか、それとも威におされたのであろうか、二人は馬上からみずからふっ飛んだように左右にとんで、どうと大地にたおれていた。作物のつくってない畑であるそこに、ぱっと砂煙が立った。

　これが接戦の手はじめであった。どっと突入した越えち後ご勢は阿あ修しゆ羅らの勢いで武たけ田だ勢を引っかきまわした。「越えつ、甲こうの諸軍士、互いに旗を東西になびかし、追おいつ返しつ、戦争三度におよぶ」と、上うえ杉すぎ年ねん譜ぷにある。両軍たがいに勝敗があったが、越えち後ご勢は武たけ田だ氏の一族である一いち条じよう左さ衛え門もん大夫たゆう、信しん州しゆう武士の小お笠がさ原わら某を討ち取って、勇気百倍した。

　しかし、こうなっても、晴はる信のぶの本陣はさわぐ色がない。一帯の低地の中に一段高くもり上がっている桑くわ畑ばたけの中に、「南な無む諏す訪わ南なん宮ぐう法ほつ性しよう上じよう下げ大だい明みよう神じん」としるした諏す訪わ法ほつ性しようの旗と、孫そん子し四し如じよの旗とをおし立てたまま静まりかえっている。しかも、その周囲の田たん圃ぼや畑地や草地には、いく隊の軍勢が整然とかまえて、時々本陣から鳴りひびく金きん鼓このひびきとともに、前線の戦いくさに馳はせ加わったり、退ひいて来て休息に入ったりしている。

　政まさ景かげはこれがくやしくてならなかった。こんなにおちつきはらっているばかりか、いく重えにも固められていては、景かげ虎とらが出て来ても雌し雄ゆうを決することはできないにきまっているのだ。

　そこで、選えりぬいて壮強な兵三百騎をひきいて、新たな突撃にかかったが、武たけ田だの本陣はこちらのその心を見抜いているのであろう、かわらない金きん鼓この合図によって、兵をくり出しくりひき、入れかえ入れかえ、新あら手ての兵をもってあしらって寄せつけないのである。

　「無念な！　無念な！　無念な！……」

　歯がみしつつも、いつか、かなりに引きしりぞいているのに気がついた。

　はっとして、善ぜん光こう寺じの方を見ると、いつ出て来たのか、景かげ虎とらの本隊がこんもりとした森の前におし出していた。毘びの字の旗が朝風にひるがえり、朝日を受けてきらきらとかがやくように反射している。

　「宗そう心しん様、ごらんの場ぞ！　者ども、はげめ！」

　政まさ景かげは絶ぜつ叫きようし、また馬に飛びのり、士し卒そつをひきいて突撃した。
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　政まさ景かげの推察した通り、景かげ虎とらは敵陣の混乱を待って一気にその本ほん陣じんを衝つく計画でいたので、時間をはかって城を出たのであるが、なかなか突撃の機会が来ない。政まさ景かげはよく戦っている。さすがに猛将の名に恥じない戦いぶりではあるが、晴はる信のぶの戦いぶりがより以上に巧妙なのだ。あせってはいたが、敵ながらもあっぱれと思わずにはいられなかった。

　こんな戦いぶりを、彼ははじめて見る。彼がこれまで経験した敵は、強弱にかかわらず、みずから手を下して戦っている。強い大将であればあるほど、陣頭に立って刀とう槍そうをふるって戦っている。それによって士し卒そつは勇気をはげまされて、全身的な働きができるようになるのである。

　ところが、今見る晴はる信のぶは、みずからは本ほん陣じんにすわったまま姿も見せず、金きん鼓この合図だけで士し卒そつを手足のように自在に動かして戦っているのだ。

　こういう戦いぶりは、唐土からの名将たちの話には聞いている。前ぜん漢かんの韓かん信しんであるとか、蜀しよつ漢かんの諸しよ葛かつ孔こう明めいであるとか、魏ぎの曹そう操そうであるとか、唐とうの李り衛えい公こうであるとか、いう人々はいつもこんなふうにして戦ったという。諸しよ葛かつ孔こう明めいなどという人は甲かつ冑ちゆうもつけず道どう服ふくを着て、綸りん巾きんをかぶり、羽う扇せんを持ち、車上にあって三軍を指揮し、いつもみごとな戦いくさぶりを見せたと、宇う佐さ美み定さだ行ゆきに聞いている。

　しかし、それは人の気き性しようも地勢もちがう唐土からのことで、日本では大将みずから手をくだいて戦うのがいちばんよい方法だ、だからこそ皆そんな戦い方をしているのだと思っていたのだ。

　毘びの字の旗のひるがえる陣頭に、床しよう几ぎをすえ、青竹の杖つえを片手に握りしめ、目もはなたず凝ぎよう視ししている景かげ虎とらの胸きよう裡りに去来する思し念ねんは以上のようなことであった。

　「みごとだ。みごとだ。おれにはできぬことだし、しようとも思わぬが、みごとだ……」

　いく度か胸中につぶやいた。

　宇う佐さ美み定さだ行ゆきも来ているのだ。呼んで聞いてみたいと思ったが、このさしせまった場合、そんなひまはなかった。

　その時、政まさ景かげ勢のはるか後方から、一隊の兵がもみにもんで駆けて来るのが見えた。

　はっとした。

　戸と神がみ山やまを占拠した敵の隊が、このせり合いをはるかに見て駆けつけたに相違なかった。

　猶ゆう予よはできなかった。

　景かげ虎とらは突っ立ち、

　「新し発ば田た！　本ほん庄じよう！　かかれ！」

　と大だい音おん声じようにさけんで、右手の竹ちく杖じようをふった。

　景かげ虎とらの陣の右手にひかえていた新し発ば田た尾張守おわりのかみの隊千人と、本ほん庄じよう慶よし秀ひでの隊千人とが、粛しゆく々しゆくとくり出して行ったが、敵陣近くなると、つるべ打ちに鉄砲を放しかけ、煙の下から喊かん声せいをあげて突撃して行った。

　味方のこの新あら手ての勢と、敵の戸と神がみ山やまから来た勢とのために、戦闘はさらに新しい勢いをもって活かつ潑ぱつになったが、それでも武たけ田だの本ほん陣じんは小ゆるぎもするけはいがない。諏す訪わ法ほつ性しようの旗と孫そん子しの旗とが風にひるがえりながらきらめいているだけであった。






六ろく分ぶの勝ち




　　　　一




　敵味方の接戦はしばしつづいた。両個の金こん剛ごう力りき士しが懸命の力をふりしぼって、からみかけからみ返し、打ちかけ打ちかえし、いどみ闘たたかっているに似た力戦だ。いずれが勝つかわからない情勢であったが、勝機は新し発ば田た勢が甲こう州しゆう方の高こう坂ざか弾だん正じようの先せん鋒ぽう隊を圧迫したところからはじまった。つづいて本ほん庄じよう勢がドッとおめいて突撃に出たので、高こう坂ざかの先せん鋒ぽう隊は二陣になだれかかった。あとは竹を裂くようであった。真ま一いち文もん字じに高こう坂ざか隊に割って入り、八方に追い散らしたので、甲こう州しゆう勢は混乱におちいり、陣形はまばらに白しらけて見えた。

　越えち後ご勢は新しい差さし図ずを待って新しい攻撃にかかるべく、備えを立てなおした。勝ちに勇み立って気力にみちているのが、旗のひらめきにも見えた。

　しかし、それでも晴はる信のぶの本ほん陣じんとそれをとり巻いてひかえている諸隊は動揺の色を見せない。気合いをはかっているように、おししずまっている。大だい胆たんというべきか、鈍どん感かんというべきか、堅けん固ごというべきか、底の知れない根強さであった。

　景かげ虎とらは望見して、じりじりしながらも、舌を巻いた。この鉄壁にひとしい陣形に向かっては、とうてい有う無むの一戦などいどみかけられるものではない。うかうかすると、ここまで切り勝った結果を無にするばかりか、味方大敗北のきっかけをつくることになると思った。

　決定的な勝利が得られないと見通しがついた場合は、一応の勝ちをとったら器用に引き上げて、勝ったという名誉だけを取ることが、武将たるものの心掛けの一つだ。

　「鉦かねを」

　と命じた。

　陣じん鉦しようの音がひびきわたると、越えち後ごの諸隊はそれぞれに引き上げにかかった。

　すると、晴はる信のぶの本ほん陣じんをとり巻いている諸隊の中から一隊が出て追撃にかかった。距離が遠いので、こころもち太鼓の音がおくれて聞こえたが、それが合図で行動をおこしたに相違なかった。こちらがかかれば中にとりこめ、こちらが退ひけば追撃に出ようと、機をはかって待ち受けしていたのだと思われた。必ひつ定じよう四方に打ち散らされた武たけ田だ方が反撃に出るに相違ないと、景かげ虎とらは見た。

　ここで退却をつづければ、味方は全滅と、ひやりとした。

　「貝を吹け！　貝を吹け！　貝を吹け！」

　絶ぜつ叫きようしながら突っ立ち上がった。

　勁けい烈れつな貝の音が広い戦場にとどろきわたると、越えち後ご勢が大返しに返して晴はる信のぶの本ほん陣じんから出た一隊をとりこめるように攻撃に出るのと、さらにそれをかこんではじめに打ち散らされた武たけ田だ方の諸隊が攻撃に出るのとが、ほとんど同時であった。

　もしこの際越えち後ご勢がまわりから襲いかかる敵に心をとられて躊ちゆう躇ちよしたら、これまた全滅をまぬかれないところであったが、さすがにそんなへたはしなかった。ふりかえりもせず、中の武たけ田だ勢に攻撃を集中する。

　「あっぱれだ。みごとだぞ！」

　景かげ虎とらはなおもその気勢をはげますために貝を吹き立てさせ、

　「柿かき崎ざき！　かかれ！」

　と杖つえを振った。

　柿かき崎ざき隊五百人は景かげ虎とらの本ほん陣じんから左手にひかえていた。老練な景かげ家いえは、この以前から命令の下ることを予期していた。冑かぶとの鍬くわ形がたがさんぜんたる金色にかがやいているだけの、れいの上から下まで真っ黒ないで立ちして、烏からす黒ぐろの駿しゆん馬めをそばに引き立て、鋭い目を眉まびさしの下にしずめて、戦況を凝ぎよう視ししていた。

　「かしこまる！」

　とどろく大だい音おん声じようでこたえると、ひらりと馬に飛びのり、れいの厚重ね四尺にあまる、鉄棒を打ちひらめたような剛ごう刀とうを抜きはなち、

　「つづけ！」

　とさけんで、馬をおどらせて出た。

　さすがに景かげ家いえは猛将だ。景かげ家いえを頂点にした長三角形の隊形になった柿かき崎ざき勢は、合かつ戦せんの場に到着すると、そのまま割りこんで行ったが、さながらに楔子くさびをもろい木材に打ちこむに似ていた。その頂点の向かうところ、武たけ田だ勢はむらむらと乱れくずれ立った。烈れつ風ぷうの枯れ葉をはらうようであった。四角八面に、追い立て、追いくずした。

　この柿かき崎ざきの力闘に他の越えち後ご勢も気を得て、甲こう州しゆう勢を圧迫し、追いくずした。

　景かげ虎とらはまた上げ鉦がねを鳴らした。

　越えち後ご勢はまた引き上げにかかったが、晴はる信のぶの本ほん陣じんでまた太たい鼓こが鳴ると、一隊が追撃にかかった。越えち後ご勢がふみとどまり、返し合わせると、また太たい鼓こが鳴ってくり出した甲こう州しゆう方の一隊は粛しゆく粛しゆくと横に出て、横おう撃げきの勢いを見せた。

　「味をやる！」

　景かげ虎とらはまた貝を吹き立てて、黒くろ川かわ実さね氏うじと中なか条じよう藤ふじ資やすの隊をくり出し、武たけ田だ勢の横に出し、会え釈しやくもなく突きかからせた。武たけ田だ勢はたちまちくずれ立ったが、そのまま本ほん陣じんに合して、反撃の勢いを見せた。

　景かげ虎とらは味方の諸勢が早朝から五度におよぶ合かつ戦せんに疲労しきっていると見た。これでは攻撃に出て、敵の本ほん陣じんにあたるのはいうまでもなく、器用に引き上げてくることもできないにきまっている。

　彼は諸隊に伝令を走らせて、それぞれの位置にとどまったまま陣形をととのえるように命じておいて、さかんに貝を吹き立てさせながら本ほん陣じんを進めた。諸隊の引き上げを容易にするためであった。

　武たけ田だ方の諸隊はこちらが総攻撃に出るかと思ったのだろう、色めいたが、本ほん陣じんはさわがない。金きん・鼓こをかわるがわるに鳴りひびかすと、それが静まれの合図なのであろう。すぐ静かになった。

　景かげ虎とらは晴はる信のぶがこちらの意図を見ぬいてはいるが、積極的な戦意はないと見た。かまわず本ほん陣じんをおし進め、適当な距離まで近づくと、上げ鉦がねを鳴らした。

　諸隊は粛しゆく々しゆくと引き上げにかかった。

　すると、武たけ田だ陣はまた色めき立ってきた。

　諸隊はふみとどまった。

　「それもよかろう！　望むところだ！」

　と、景かげ虎とらはとっさに心をきめた。もし武たけ田だ勢が総出で追撃にかかったら、こちらもこのまま出て行き、決戦するまでと、くだけるばかりに杖つえをにぎりしめ、敵陣を凝ぎよう視ししていた。すると、武たけ田だの本ほん陣じんでまた金きん・鼓こがかわるがわる鳴りひびいた。今日の数度の合かつ戦せんいずれもおとりがちであったのをくやしがって、追撃に出て名誉を回復したがっている諸隊のあせりを制止しているものと判断された。

　（戦わぬなら戦わぬもよかろう。さすがに晴はる信のぶは名にそむかぬ名将じゃわ）

　景かげ虎とらは微び笑しようして、上げ鉦がねを鳴らしつづけさせた。

　甲こう州しゆう陣の金きん・鼓このひびきと、越えち後ご陣の上げ鉦がねのひびきのうちに、越えち後ごの諸隊は整々と引きとって、景かげ虎とらの本ほん陣じんの左右に布ふ陣じんした。ちょうど正午を少しまわったころであった。

　その日はもう合かつ戦せんはなく、双方にらみ合ったまま過ごした。夜に入ると両軍ともにさかんにかがり火を焚たき立てて軍容を張って霧きりの深い夜明けになった。

　景かげ虎とらは手て廻まわりの者数騎だけを従え、馬を両陣の間に乗り出し、仔し細さいに敵陣を観察してまわった。

　濃い霧きりにとざされてはいるが、どの陣もきびしい姿でかまえているようだ。しかし、どことはなしに気のゆるみが見える。

　（今日も戦う気はないような）

　と、見た。

　またしてもあの膠こう着ちやく状態が来るかと、じりじりしながら、なおよく見るために敵陣間近に馬を寄せたが、ふと、はるかに遠い陣の後方に馬のいななく声を聞きつけた。一匹がいななき、それにさそわれて、数頭がいなないた。

　景かげ虎とらはこれを敵が陣ばらいにかかっているものと見た。

　（どうしよう？）

　思案は二つにわかれた。追撃にかかるか、こちらも退陣するかの二つだ。

　合かつ戦せんは死生の地であるだけに、戦場を離脱にかかっている時、兵の勇気はおそろしくたわんでいるものだ。危険の場をやっとのがれ得たという気持ちが、生にたいする執着を数倍につのらせている。それゆえに敵に追撃にかかられればひとたまりもないのが常だ。

　強烈な誘惑であった。

　景かげ虎とらはぎりぎりと奥歯をきしらせながら、頭をつつんだ白の練ねり絹ぎぬの下から、霧きりの中に所在もおぼろな武たけ田だ方の諸陣を凝ぎよう視しして思案したが、やがて首をふった。

　（智ち謀ぼうたくましい晴はる信のぶだ。備えなくして退ひくはずはない。かならず十分な備えを立てて退ひくであろう。いやいや、それよりも、誘ってワナにかけるつもりかもしれぬ）

　退陣に心を決した。不名誉な退陣ではない。昨日の戦闘は、十分の勝ちを得たとはいえないが、六分ぶの勝ちは得ている。勝利の名誉はこちらにあるはずだ。

　しかし、敵の退陣をあけらかんと見ている手はない。敵より早く陣ばらいして、敵の意表に出てどぎもをぬくのも、武将の技ぎ倆りようというものだ。

　ゆとりのある、のんきな時代であったといえばそれまでのことであるが、戦争にロマンチシズムもあれば、ヒューマニズムもあり、芸術もあった時代だ。この時代の武将らは多かれ少なかれ、戦争を一種の芸術と見て、手て際ぎわを競う点があったが、景かげ虎とらはわけてそうであった。彼ほど戦争が好きで、彼ほど戦争にたいして芸術家が芸術制作におけるような昂こう奮ふんと陶とう酔すいのあった人はない。彼が生しよう涯がい女を近づけなかったというのも、芸術家の芸術にたいする、あるいは宗教家の宗教にたいする捨しや身しんと犠牲の感情である。

　馬をかえすと、直ちに全軍に使い番を馳はせて、引き上げにかかった。物音一つ立てず、迅じん速そくをきわめ、夜の明けるころには、その本軍は善ぜん光こう寺じ平だいらを出て、北ほつ国こく街かい道どうを北へ北へと帰りつつあった。
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　この後は、晴はる信のぶも景かげ虎とらも兵を動かさず、弘こう治じ三年は暮れて、永えい禄ろく元年となったが、その春、一いつ向こう宗しゆうの加か賀が御ご坊ぼうにいる、もと信しん州しゆう中なか野の平だいら笠かさ原はらの本ほん誓せい寺じの超ちよう賢けんが使僧をおくって、いよいよ越えち後ごに移住して来るからよろしく頼むと言ってよこした。これは三年前からの懸けん案あんになっていることだ。超ちよう賢けんはその当初から移住のことは承知していたのだが、先祖代々の一いつ向こう宗しゆうぎらいの家の当主である景かげ虎とらににわかにそんなことを言い出されたのに疑惑と不安があって、用心していたのだろう、なかなか実行にうつされなかったのである。

　その超ちよう賢けんがこう言ってよこした以上、十分に信頼してよいと見きわめがついたのであろう。

　超ちよう賢けんの信頼を得たことは景かげ虎とらにとっていく多の利がある。従来父祖以来の長なが尾お家を敵視していた越えつ中ちゆうが御ぎよしやすくなったことだ。越えつ中ちゆうは一いつ向こう宗しゆう門もん徒との多い国だ。住民のほとんど全部がもっとも熱烈な門もん徒とといってよい。彼らは越えち後ごからの侵入にたいしては、法敵と見て衆しゆう心しん一いつ致ち、豪ごう族ぞくらに協力してあたるのだ。正規の武士軍にとって、百ひやく姓しよう兵へいほど始末にこまるものはない。名誉や見み栄えを知らない彼らは効果さえあれば、どんな悪あく辣らつ・陰険・不潔な戦術でも使う。現に父の為ため景かげはその手にかかって戦死したのだ。

　これはまだよい。軍勢の体てい裁さいをなしていれば、そのつもりでかかればあしらえないことはないが、平和な良民づらしていながらすきをうかがっては、小こ荷に駄だを襲ったり、陣中に忍びこんで放火したり、馬を盗んだり、少数部隊を襲撃したりのヽみヽや蚊かがせせり立てるように害悪をする。といって、良民全部を殺すことはできるものではない。まことに始末にこまるのである。超ちよう賢けんは一いつ向こう宗しゆう内の高僧だから、これの信任を得ているということになれば、越えつ中ちゆう人らのこちらを見る目は大いにかわってくる。将来越えつ中ちゆう征服に乗り出すにしても、その国の豪ごう族ぞくだけを敵にすればよいのである。

　第二には、越えつ中ちゆうにかぎらず、北ほく陸りく路じはみな一いつ向こう宗しゆう全盛の土地だ。能の登と、加か賀が、越えち前ぜんまでそうだ。江ごう州しゆうも半分以上の者が一いつ向こう宗しゆう徒とだ。これらが自分に好意を持つとすれば、京都までの道も容易になる。

　第三には、一いつ向こう宗しゆう門もん徒とは越えち後ごにも少なくない。家か臣しんらにもいる。重じゆう臣しん級の者にもいる。この者どもは力に制せられ、あるいは主従の義理によって屈服しているが、心中苦悩するところも多かったであろうが、今後は大いに気が楽になり、したがってもっとも純一な気持ちで忠誠であることができるようになるはずである。

　景かげ虎とらは大いによろこんで、春日かすが山やまの東方左さ内ない村に一町四方の地域を境けい内だいと定め、付近の福ふく島しま・左さ内ない・門もん前ぜん・春日かすが新しん田でん・黒くろ井いの五か村に命じて、二十四間けん四面の本堂を建こん立りゆうすることを命じた。この五か村にはわけて一いつ向こう宗しゆう門もん徒とが多い。よろこんで造営にかかった。
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　その造営がずいぶん進んで、落らつ慶けいもほどないという閏うるう六月の末、信しん州しゆう路じにいる駐ちゆう屯とん部隊から、武たけ田だ晴はる信のぶが近々のうちに居きよ城じようを甲こう府ふから信しん州しゆうに移し、徹底的に信しん州しゆう攻略に乗り出す決心をしていると報告し、その証しよう拠ことなるべき書類を送付して来た。

　証しよう拠この書類は、晴はる信のぶが戸と隠がくし神社にたてまつった願がん文もんであった。





　　戸と隠がくし大だい権ごん現げんの神前に納め奉る願ねがい状じよう

　　右を奉るわけはこうであります。先年ご神前において、戊つちのえ午うまの年に居を当国に移したいと思い、そうすれば当国十二郡すべて拙せつ者しやのものになるかどうかと、易えき筮ぜいしてみましたところ、「升しよう」の卦けの九三が出ました。易えき経きようによって検索しましたところ、「虚きよう邑ゆうに升のぼる。疑うところなかれ。往ゆけばかならず得るなり」という爻こう辞じでありました。

　　また、越えち後ごを敵としての戦いはどうであるかと筮ぜいしてみましたところ、「坤こん」の不変でありました。その辞は「君子往ゆく攸ところあれば、 まず迷いて後に得う。利を主とし、 安あん貞ていなれば吉」というのでありました。

　　以上によって思案をめぐらしますに、拙せつ者しやの信しん州しゆう移居は吉であります。戊つちのえ午うまの年とは今年のことでありますから、拙せつ者しやが今年中に当国に移住すれば当国全部、錐きりを立つるほどの余地なく、拙せつ者しやの手に帰するという知らせであります。もし、越えつ士しがこれを怒って干かん戈かを動かせば、かえってたちまちに滅亡すること、筮ぜいの示すところであります。

　　以上の次第、まことにありがたく存じます。されば、青銅五十緡さし当社修補のために、ご宝前に献けん納のういたします。




源　晴信みなもとのはるのぶ敬けい白はく　　






　この願がん文もんの写しを見て、景かげ虎とらはなるほどと思った。願がん文もん中にある「越えつ士し」が彼を指したのであることは言うまでもない。

　神しん助じよや仏ぶつ力りきや、卜ぼく筮ぜいを信仰しているのは、景かげ虎とらも同じだ。この点、この二人の英雄は、同じ時代のやや後輩にあたる尾お張わりの信のぶ長ながとはひどくちがっていた。信のぶ長ながはいっさいの宗教を受けつけず、徹底した合理精神をもって生きぬき、後年のことになるが、日本仏教の総そう本ほん山ざんといわれた比ひ叡えい山ざんを焼き、また高こう野や聖ひじり数千人を一挙に殺さつ戮りくし、本ほん願がん寺じを相手に十数年の戦いをつづけている。二人は信のぶ長ながにくらべるとき、段ちがいに好学でもあり、学問の教養も豊かであったのに、仏教にも神しん道とうにも厚い信仰を持っていたのである。年齢的には、晴はる信のぶが最年長、景かげ虎とらが十歳の弟、信のぶ長ながが四つの弟であるが、その宗教観はこれほどちがっているのだ。生まれながらの個性の差もあろうが、戦国末期という時代の急きゆう湍たんのような時代思潮の変へん遷せんによることも多いであろう。

　景かげ虎とらは晴はる信のぶの願がん文もんを見て、容易ならんことだと思った。

　「必ひつ定じよう、晴はる信のぶはまた冬が来、越えち後ごが雪で降りうずめられるのを待って、ことをおこすつもりに相違ない」

　と思った。

　「またしても、空あき巣すねらい同然のきたないことを！」

　と、腹が立った。

　「そうはさせぬぞ」

　と、思った。

　国内にふれをまわして、信しん州しゆうに兵をくり出させた。こうなれば、千ち曲くま川を両家の勢力分野の境界線などと言ってはおられない。善ぜん光こう寺じ平だいらを越えて、小ちいさ県がた郡に出動させ、武たけ田だ方の諸城下に焼きばたらきさせた。

　そのころ、足あし利かが将軍義よし輝てるから急使が来た。

　「この五月、管かん領れい細ほそ川かわ家の家老三み好よし長ちよう慶けいが逆心をふくみ、自分を襲撃したので、自分は難をのがれて、江ごう州しゆう坂さか本もとに逃のがれている。願わくは兵をひきいて上じよう洛らく、逆賊を退治して、自分のこの危難を救ってもらいたい」

　という口こう上じようであった。
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　五年前上じよう洛らくした時、景かげ虎とらは乱脈をきわめた幕府の様子を見て来ている。将軍はかざり雛びなにすぎず、陪ばい臣しんである三み好よし長ちよう慶けいの勢力だけが京都とその周辺の国々にひとりのさばっていた。威勢のおとろえているのは将軍だけではなかった。天皇もまたそうであった。

　そういうことは、知識としては知らないではなかったが、目の前に見て、

　「乱らん世せいなるかな」

　の感が切実であった。

　腹の底からいきどおりがこみ上げてきた。上下転倒、貴き賤せん錯さく置ちのこの世は正さるべきであると思い、正さなければならないと思い、おれが正してみせると決心したのであった。

　京みやこからの帰途、江ごう州しゆうで、湖水をへだてて比ひ叡えい山ざんを望み、木き曾そ義よし仲なかの故事を思い出し、

　「おれは木き曾そなどとちがって、みずから将軍になる望みなどない。しかし、やがては都に攻め上り、天子を奉じ、将軍を奉じ、この乱脈をきわめた世を道ある世にしてみせる」

　と、心にちかったことが、まざまざと思い出された。

　彼はすぐにも命を奉じて京みやこに上りたいと思ったが、あたかも信しん州しゆうに兵を出している時だ。当とう惑わくした。

　「み教きよう書しよを拝受いたしました。三み好よし輩ともがらの暴ぼう悪あくは以前から耳にしていましたし、先年上じよう洛らくの際まざまざと実じつ見けんもして、大いに憤いきどおっていました。実はその上じよう洛らくの際、霜しもをふんで堅けん氷ぴよういたる、やがては言ごん語ご道どう断だんなる逆心を企てるのではないかと案じていたのでありますが、ついにこのたびの挙におよびました由よし、痛つう恨こん嘆たん息そくの至り、慷こう慨がいの情にたえません。早速に上じよう洛らく、逆賊を討とう滅めつし、ご鬱うつ念ねんを散じ、おん身を泰たい山ざんのやすきにおき奉ること、素そ懐かいでありますが、おりもおり、しかじかのことで、信しん州しゆうに兵を出している最さい中ちゆうであります。できるだけ急いで戦いを終結して駆けのぼりたいと存じますが、相手あってのことでありますから、先方からの出ようによっては、いささか長引くかもしれません。ともあれ、しばらくご近国の義兵を召しよう募ぼして、何としてでももちこたえていただきとうございます。拙せつ者しや馳はせ参じます以上は、誓って時の間に逆賊どもを蹴け散ちらしてごらんにいれます。くわしくは使いの者からお聞きとり願います」

　との旨むねの書状をしたため、使者に持たせ、将軍からの使者に同道させて、京みやこにさしのぼせた。

　急がなければならなかった。

　数日の後、本ほん誓せい寺じが竣しゆん工こうしたので、七月十三日、落らつ慶けい供く養ようの法ほう会えを行のうと、その翌日にはみずから信濃しなのに出馬して、また横よこ山やま城に入ったが、これは戦うためではなかった。晴はる信のぶと和を講ずるためであった。

　彼は信しん州しゆうに出動している諸軍に現在地にとどまったまま合かつ戦せんを停止するようふれを出した上で、使者を甲こう府ふにつかわした。この時晴はる信のぶはまだ信しん州しゆうへは出ていず、部将らだけが出て来ていたのである。

　「このほど将軍家よりお使者をたまわり、しかじかのご依頼をいただき申した。武士の道として、また面めん目ぼくとして、早速に京みやこに馳はせ上り、逆賊を討とう滅めつ、将軍家のご危難を救い申したいと思う。ついては貴き殿でんとの合かつ戦せん、当分の間中止したい。私のことでなく、天下のことであるから、ご諒りよう解かいあって、承しよう諾だくしていただきたい」

　というのが、その口こう上じようであった。

　景かげ虎とらは晴はる信のぶが承しよう諾だくするであろうことを信じて疑わなかった。ことがらがことがらだ、甲斐かい源げん氏じの嫡ちやく流りゆうたる武たけ田だ家の当主として承しよう諾だくしないはずはないと思った。それどころか、彼もまた三み好よしの暴ぼう悪あくをいきどおり、ことを憂うれえ、会って相談しようというかもしれないとまで思った。もし、晴はる信のぶが会いたいと言って来たら、よろこんで応ずるつもりでいた。急いでみずから信しん州しゆうに出て来たのは、この含みがあったからでもあった。

　彼は首を長くして使者のかえって来るのを待ったが、なかなか帰って来ない。気の長い方でない上に、時が時だ。気をいら立てていると、二十日目にかえって来た。

　「遅かったぞ。どうしたのだ」

　「恐れ入ります。しかしながら、これは拙せつ者しやのあやまちではございません。まず甲こう府ふにまいります道中、甲こう州しゆう方の諸隊が隊から隊へ次ぎ送りにして、甲こう府ふへつくまでに七日もかかったのでございます。急ぎの使者であるゆえ、急ぎくれよと申しましても、『軍令である』と申して、いっこうにきき入れません。その上、ようやく甲こう府ふにつきましたので、ご口こう上じようを申しん達たつしましたところ、追って返答するとて、これまたなかなか返答がなく、十日も待たされたのでございます」

　と、使者は弁解した。

　「大だい膳ぜん大夫だゆうは、会うことは会ったのだな」

　「いえ、それが大だい膳ぜん大夫だゆう殿にはご病気であるとて、ご面会がかなわなかったのでございます。ご返答がおくれたのも、そのためであるとのことでございました」

　「だれに会ったのだ？」

　「馬ば場ば美濃守みののかみ殿にお会いいたしました。美濃守みののかみ殿ご口こう上じようには、『拙せつ者しやの申すことは、大だい膳ぜん大夫だゆうの口うつしであるゆえ、大だい膳ぜん大夫だゆうのことばと思うて聞いてもらいたい』とありました」




　　　　五




　すべてに、晴はる信のぶの悪意が感ぜられた。景かげ虎とらはせきこんだ。

　「それで、返答は？」

　使者は報告したが、それはもっとも悪意にみちたものであった。

　「京みやこの公く方ぼう家けの難に馳はせ参ぜんとのこと、いつもながらのご高こう義ぎまことに感かん嘆たんにたえない。しかしながら、それゆえに当分の間合かつ戦せん沙ざ汰たを中止したいとのご提議は、当方としては理解に苦しむところである。元来、このたびのことは、貴き方ほうよりはじめられたことである。先年今いま川がわ家の仲裁によって定めた、千ち曲くま川を双方の分野の境界として、たがいに侵すことなからんとの約束は、昨年の合かつ戦せんによって破れたとは言い条、約束は約束であると思うがゆえに、当方ではかたく境界を守り、千ち曲くま川以北に出ることはなかったのに、貴き方ほうは突とつ如じよとして川をこえて南に出、遠く小ちいさ県がた郡まで焼きばたらきし、狼ろう藉ぜきをきわめておられる。はなはだ迷めい惑わくである。しかるに、今また卒そつ然ぜんとして、しかじかのことあるにより、合かつ戦せん沙ざ汰たを中止したいと言われる。虫がよすぎるではないか。貴き方ほうからしかけて、当方に大損害をあたえておられるのだ。貴き方ほうにして誠意があるならば、わびを言い、損害を賠ばい償しようするとの条件を示した上でご相談があるべきではあろうと存ずる。せめて信しん州しゆう一国は当方の存分にまかせ、越えち後ご一国に立てこもるとでも仰おおせられるなら、当方も考慮いたしましょう」

　という口こう上じようであったという。

　これは返答ではない。嘲ちよう弄ろうだ。

　景かげ虎とらは激げき怒どした。

　「晴はる信のぶめ！　大欲心者め！　欲心に目がくらんで、公く方ぼう殿の危難まで見すごしにしようというのか！　もうゆるさぬ！」

　全軍に戦闘再開の指令を出した。黄き母衣ほろをつけた使い番らは、横よこ山やま城を出て、初秋の明るい川かわ中なか島じまを南に疾しつ駆くし、川をこえると、それぞれの行く先に散らばっていったが、それと行きちがいに、前線から急報があった。

　「武たけ田だの大軍が千ち曲くま川沿いに北上して、小こ諸もろにあらわれた。諏す訪わ法ほつ性しようの旗と孫そん子し四し如じよの旗とがおし立てられているから、晴はる信のぶ自身の出陣と見てよい」

　というのだ。

　「願うところ！」

　景かげ虎とらはふるい立った。

　全軍にまた指令を出し、川かわ中なか島じまに集結を命じた。この坦たん々たんたる平地を決戦の場にして、一挙に晴はる信のぶをふみつぶした上で、京みやこに馳はせ上ろうと決心したのであった。

　越えち後ごの諸隊はそれぞれの位置から引き上げて川かわ中なか島じまに集結したが、晴はる信のぶは小こ諸もろから動こうとしなかった。誘いの兵を出して挑いどみかけたが、武たけ田だ方は応じない。よほどにきびしい軍令を出しているのであろう、飯の上の蠅はえを追うように、必要の限度の兵数を出して追いはらいはするが、決して長追いはしない。あぐねた。

　また膠こう着ちやく戦になって、秋はすぎ、冬となったが、そのころ、義よし輝てる将軍から使者が来た。使者は横よこ山やま城につれてこられた。義よし輝てるの教きよう書しよをたずさえていた。

　「先般は心配をかけたが、このころ三み好よしからことわりを申して来て、和わ談だんが進みつつある。三み好よしは暴悪な人物ではあるが、こんどのことでは世間の評判がひどく悪くなったので、後悔しているようである。迂う闊かつに信用はできないと思って、大いに用心はしているが、相当懲こりたことは間違いないようである。たぶん近々のうちに京みやこへ帰ることになるであろうと思うから、先般依頼のことは、ひとまずとり消しにしたい。今となっては、余が案じているのは、そなたが武たけ田だ大だい膳ぜん大夫だゆうと連年戦っていることだ。もともと両人の間には格別な怨えん恨こんもないと聞くのに、財を費やし、人命を損じ、民の患うれえとなることを続けるとは、愚の至りではないか。余の方から、晴はる信のぶ方にも教諭を加えるから、双そう方ほうおれ合って、和わ睦ぼくしてもらいたい。切せつに願うところである」

　という文面だ。

　使者もまた、そう説いた。

　「ご教諭の段、恐縮しごくであります。仰おおせの通り、拙せつ者しやと武たけ田だとは何の恩おん怨えんもないのでありますが、晴はる信のぶ無道にして信しん州しゆうの地じ侍ざむらいどもの所しよ領りようを強ごう奪だつしましたため、その地じ侍ざむらいどもに頼まれて、拙せつ者しやは乗り出したのであります。拙せつ者しやは弓矢の道においては、常に義にもとづきたいと念じていますゆえ、晴はる信のぶがような無道の輩ともがらは、決して捨ておかじと思うているのでありますが、将軍家のおさとしとあっては、違い背はいは恐れ多うござる。晴はる信のぶが将軍家のご教諭をかしこまり、和わ睦ぼくを承しよう諾だくいたしますなら、拙せつ者しやも和わ睦ぼくいたします」

　と、景かげ虎とらは答え、さらに言った。

　「三み好よしとのおん和議のことでありますが、拙せつ者しやには三み好よしという人物が信用できぬような気がします。もちろん、しばらくの間はなにごともありますまいが、いずれはまた反逆すべきやつと見ています。くれぐれもご用心あるようにと言ごん上じようしていただきとうござる。拙せつ者しやが武たけ田だとことがなくば、こんどの三み好よしが逆心はよい機会でありました、早速に攻め上ってふみつぶし、後こう患かんの根を絶ちましたものを。まことに残念であります。過ぎたことを申してもせんないこと、これからが肝かん心じんであります、そのような兆きざしが少しでも見えましたら、早速にお知らせをいただきとうござる。かならず時をうつさず馳はせ上りますと、これも言ごん上じようしていただきます」

　景かげ虎とらは以上のことを書面にもして、使者にわたし、数々の献けん上じようものを持たせて、送りかえした。
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　義よし輝てる将軍の使者は武たけ田だ家にも来た。これも小こ諸もろ陣につれて来られた。晴はる信のぶはみ教ぎよう書しよを受け、使者に補足的口こう上じようを聴いた。

　「越えち後ごの長なが尾お家との矛む盾じゆんについて、将軍家のお心をわずらわしていますこと、まことに恐縮でございます。いったいこの合かつ戦せん沙ざ汰たのことにつき、長なが尾お方では拙せつ者しやが信濃しなの侍ざむらいらの所しよ領りようをほしいままに切り取ったため、その信濃しなの侍ざむらいらが長なが尾おに救たすけをもとめたのがおこりであると、申し触らしていますが、事の大おお本もとはそう簡単ではありません。そもそものことを申せば、信しん州しゆう葛かつら尾おにおりました村むら上かみ義よし清きよの大欲心から出たのであります。村むら上かみは信しん州しゆう侍ざむらいの中では身しん代だいも大きく、武勇にもすぐれた者でありましたが、武ぶ威いにまかせて暴ぼう悪あくをきわめ、しきりに傍近の武士どもの所しよ領りようを切りとったのでございます。小ちいさ県がた郡海うん野のの海うん野の幸ゆき義よしと申す者は攻め殺されて所しよ領りよう全部をうばわれ、幸ゆき義よしの弟真さな田だ幸ゆき隆たかと申す者は牢ろう人にんとなって上じよう州しゆう箕みの輪わの長なが野の業なり正まさの家に数年の間食客しよつかくとなっていたほどであります。この幸ゆき隆たかが縁あって拙せつ者しやの家につかえ、村むら上かみをうらんで、これを討って、伝来の所しよ領りようを回復したいと常になげきますので、拙せつ者しやはあわれと思い、村むら上かみ征せい伐ばつにかかったのであります。すると、村むら上かみはひとりでは敵しがたいので、北信しん州しゆうの豪ごう族ぞくどものほとんど全部を駆り集めて、拙せつ者しやにはむかったのであります。弓矢取る身は、敵となって前に立つ者を容よう赦しやするわけにはまいりません。村むら上かみにかぎらず、北ほく信しんの豪ごう族ぞくども全部を討たねばならぬことになったのであります」

　と、晴はる信のぶは弁解した。

　まるっきりのうそではない。海うん野の幸ゆき義よしが村むら上かみ義よし清きよにほろぼされ、その所しよ領りようをうばわれたことも、幸ゆき義よしの弟真さな田だ幸ゆき隆たかが牢ろう人にんして、上じよう州しゆう路じで数年の間食客しよつかく生活を送っていたことも事実だ。

　しかし、晴はる信のぶが信しん州しゆう侵略をはじめたのはそのはるか以前からであり、海うん野の幸ゆき義よしが村むら上かみに攻め殺されたのは、幸ゆき義よしが武たけ田だに所属して、その侵略の先さき棒ぼうをかついでいたからだ。村むら上かみとしてはいたし方ない自衛であったと言えるのだ。

　幸ゆき義よしの弟真さな田だ幸ゆき隆たかが晴はる信のぶにつかえたのも幸ゆき隆たかの方から仕し官かんを願い出たのではない。幸ゆき隆たかはなかなかの人物であり、海うん野の地方（今の上うえ田だ地方）の名めい族ぞくの出身であるところから、このような人物を利用することは信しん州しゆう経略にもっとも効果があると計算して、晴はる信のぶがこれを招しよう致ちしたのである。

　義よし輝てるの使者はもとよりくわしい事情を知るはずがない。

　（ああ、そういう次第なのか、越えち後ご側の言い分だけでは、甲こう州しゆう方は大悪貪どん欲よくの所業ばかりしているとしか解釈できぬが、これでは甲こう州しゆう方にも理があるのじゃわ。すべてもめごとというものは、双そう方ほうの言い分を聞かねばならんものじゃな）

　と思ったのは道理だ。

　しかし、使者が信じようが信じまいが、晴はる信のぶはどうでもよい。彼は将軍のこの仲裁から、ある利益をつかみとらなければならないと目もく算さんしている。これまでの言いぐさは、それを切り出すきっかけになれば十分なのであった。

　晴はる信のぶは容かたちをあらため、語調をあらためた。

　「とは申しますものの、将軍家のご教きよう誨かいに違反する気は毛もう頭とうございません。長なが尾お方でご教きよう誨かいをつつしんで和平いたしますなら、拙せつ者しやも和平いたしましょう。しかしながら、信しん州しゆう一国はほとんど全部、ただいまでは拙せつ者しやの手に帰しています。わずかに犀さい川と千ち曲くま川以北が長なが尾お家に所属しているのと、南なん信しんのごく一部分がのこっているだけであります。つまり、信しん州しゆうは武たけ田だ家のものと申してもよいのではないかと存じます。そして、その内に住まいする豪ごう族ぞくらや民たみ百ひやく姓しようどもにしましても、ことごとく拙せつ者しやをなつき慕したっています。されば、このたびお使者として当国にまかり下られましたを幸い、ご案内役として家来どもをつけますれば、当国の様子をよくよくごらんくだされて、ご帰き洛らくの後、将軍家にこの旨むねを言ごん上じようしていただきとうございます。そして、拙せつ者しやが信濃守しなののかみの官名を所しよ望もうしていたと申し上げていただきたい」

　彼は使者の前で、越えち後ご方へ和議の軍使をおくる手続きを取った。

　「京みやこの将軍家よりかようなおさとしを蒙こうむった。武ぶ臣しんとして違い背はいはできぬ。さればその方、越えち後ご陣へまかり越し、和議をまとめるよう。両家の境界線は先年のとりきめの通りでよろしい」

　と申しふくめて送り出した後、その日のうちに数千騎の従者を連れただけで、将軍の使者を同道して甲こう府ふに向かって出発した。

　甲こう府ふにつくと、使者に毎日のように鄭てい重ちようきわまる饗きよう応おうをし、寝所には美女をはべらし、さまざまな名めい目もくをつけては連日金・銀・刀剣・名馬等を贈った。

　間もなく、和議が成立し、両軍ともに撤てつ退たいにかかったという報告があった。

　「よし、よし」

　晴はる信のぶはみずから使者の宿所に出かけて、このことを告げた。

　使者は晴はる信のぶの歯切れのよさに、感心しきっている。

　「珍ちん重ちようでござる。いろいろとご言い分もござろうに、ご渋じゆう滞たいなきなさりよう、一ひと筋すじに将軍家を重んじたまわればこそのことと存ずる。立ち帰ってご報告申し上げましたなら、上うえ様さまもさぞかしご満足のことと存じます。ご所しよ望もうの国守くにのかみ号のことも、きっとご奏そう請せいあることでありましょう。拙せつ者しやもできるだけの骨はおらせていただきます」

　と言ったのである。

　晴はる信のぶは礼を言った上で、

　「なにぶんともにお願い申し上げます。しかしながら、先日小こ諸もろで申し上げましたように、案内の者をおつけ申しますれば、信しん州しゆうの様子をくわしくご視察の上、ご帰き洛らくありとうござる」

　と言った。

　すると、相手は、

　「いやいや、もうそれにはおよびませぬ。この前小こ諸もろのご陣へまいりました時、おおよそのことは見せていただきました。すべて仰おおせの通りでござる。もはや十分であります」

　と答えたのだ。

　これも晴はる信のぶは目もく算さんしていたことだ。だまっておじぎし、感謝の目つきを送った。






上じよう洛らく計画




　　　　一




　武たけ田だ晴はる信のぶの計画は成功した。

　年の暮れになって、義よし輝てる将軍は使者を甲こう府ふにつかわして、晴はる信のぶを信濃守しなののかみ兼信濃しなの守しゆ護ごに任ずるとの位記を下付した。

　国守くにのかみとは本来はその国の地方長官だ。今日なら官選知事というところだ。なかなか威勢のあったものだが、王朝の実力失しつ墜ついとともに、実務も実力もともなわない名前だけのものとなってしまっている。多くはその国に何の関係もない者が、単に栄誉的称号として下か賜し――それも献金という名めい目もくで金を出して買ったので、その国に関係のある者がその称号を持つのはかえってめずらしいのであった。

　国守くにのかみは朝廷の定めた官職だが、守しゆ護ごは幕府の定めた官職だ。鎌かま倉くら幕府にはじまって、足あし利かが幕府もこれを踏とう襲しゆうした。その国の軍事と警察をつかさどるのが本来の役目で、なかなか威勢のあったものである。しかし、これも戦国の世になると、しだいに新興の勢力に圧せられ、それが全国的の傾向になっていた。これについては、越えち後ご守しゆ護ごである上うえ杉すぎ氏が元来は家来筋である長なが尾お氏の実力に依存することによって細々と命脈を保ってきた経過を読んでこられた読者諸君は、十分におわかりのはずである。

　このように、国守くにのかみといい、守しゆ護ごといい、つまりは実務には関係のない単なる栄誉の称号にすぎないものとなっているのを、もっとも実利を重んじ、今日のはやりことばでいえばドライにすぎるくらいドライであった晴はる信のぶのような人物が、これをほしがったというのは、理由がなければならない。それは先に行って判明するから、ここでは簡単に、彼はこれを手て品じなの種たねにするつもりであったとだけ言っておこう。

　晴はる信のぶは厚く礼をのべ、使者をねぎらい、手厚い贈りものをし、朝廷と将軍にたいする莫ばく大だいな献けん上じよう物ものをもたせて帰した。

　その年が明けて、永えい禄ろく二年となってすぐ、義よし輝てる将軍の密使が越えち後ごに来た。

　「その方の憂ゆう慮りよしてくれていた通り、三み好よしには真実和順の心はないようで、余は日々薄氷をふむがごとき気持ちでいる。ついては、そなたと武たけ田だとの矛む盾じゆんも、双そう方ほうともに余の忠告を聞きくれて和わ睦ぼくしたのであるから、そなたの後こう顧この憂えもあるまじと思うゆえ、近々に上じよう洛らくして来てはくれまいか」

　という口こう上じようであった。

　京みやこの事情については、あの後探索の者をいく人も上せているので、だいたいわかっているつもりだ。

　京みやこでは、三み好よしの専せん横おうが以前と少しもかわらないばかりか、このころは三み好よしの家か宰さいである松まつ永なが久ひさ秀ひでという者が暴悪をきわめ、将軍の威はますます薄く、民間には怨えん嗟さの声が満ちているというので、景かげ虎とらは案じていたのである。

　「ご上じよう意いのおもむき、よくわかりました。昨年お約束いたしましたこともあり、また京地の事情については聞き知っていることもございますので、ご上じよう意いがなくとも上京したいと思っていたのであります。しかしながら、甲斐かいの武たけ田だは腹の奥の深い人物でございます。昨年お召しをこうむりました時も、しかじかの理由で上じよう洛らくしたいゆえ、合かつ戦せんを中止したいと頼みつかわしましたところ、しかじかと申して拒こばんだほどでございます。迂う闊かつにはふるまえません。一応その意い向こうをたしかめました上で確答いたしたいと存じます。しばらくご滞在あって、お待ちいただきとうございます」

　と、答えておいて、甲こう府ふへ使者をつかわした。

　「将軍家のおあつかいによって、われら両国の間には、昨冬以来和わ睦ぼくが成立していることではござるが、念のためにおうかがいいたすが、あの約束は今日も、また将来も、継続していただけるでありましょうな。かようなことをおたずねするのは、拙せつ者しや近日中、将軍家ご帰京の祝しゆう儀ぎ言ごん上じようのために上じよう洛らくする心組みでいるからであります。拙せつ者しやの上じよう洛らくは天下の公事のためで、私事のためではござらぬによって、こい願わくは先約を守り、和平を保ち、拙せつ者しやが不在の間は拙せつ者しやの領国へご出張なきよう、いく重にも頼みまいらせたい。承引しがたいとあらば、それもまた結構。しかしながら、それならばそれと明らかにお答えいただきたい。われら上じよう洛らくをとりやめます」

　というのが、景かげ虎とらの使者に授けた口こう上じようであった。この前のことがあるだけに、相当に手きびしいものであった。

　使者も去年のことを聞いている。緊張しきって春日かすが山やまを出発した。越えち後ご路じにはまだ深い雪があり、信濃しなの路じにも甲こう州しゆう路じにもまだ雪があった。しかし、武たけ田だ方の態度は話に聞く昨年とはまるで違う。礼儀正しくはあるが、むずかしいことなど、さらに言わない。千ち曲くま川を渡ったところに、武たけ田だ方の第一の番所があったが、そこを守っていた兵の長おさは、

　「ご使者で甲こう府ふへ？　まだ雪の深いに、お難儀なことでござるな。手て形がたをさし上げましょう」

　といとも気さくに言って、通行手て形がたをくれた。

　この手て形がたを示すと、甲こう府ふまでの道筋にある番所や関所は何の仔し細さいもなく通して、わずかに二日で甲こう府ふへついた。

　甲こう府ふでは、こんども馬ば場ば美濃守みののかみが出て応対して、口こう上じようを聞いた。きびしい口こう上じようであるから、多少のつめひらきはあるものと、使者は覚悟していたのであるが、馬ば場ばのおだやかな表情には何の変わりもない。

　「ああ、さようでござるか。しばらくお待ちください」

　と、言って、ひっこんだ。




　　　　二




　晴はる信のぶはこの一、二年前からやや肥満し、赤ら顔になり、いかにも精力的な感じになっているが、寒がりである。うんと炭火をおこし立て、金かな網あみをかけた金きん蒔まき絵えの桐きりの大手あぶりをわきにおき、机にむかって書物をひろげ、書きぬきをこしらえていた。たっぷり真ま綿わたの入った絹の広ひろ袖そでのきものを羽は織おり、ひざもくるんで、背中をまるくしてかがみこんで、チマチマと筆を走らせているのであった。唐とう人じんの詩集だ。気に入った詩句に行きあうと、書きぬいていくのである。

　越えち後ごから使者が来、馬ば場ばが応対に出ていることは、知っている。馬ば場ばの来るのを心待ちしていた。

　やがて、その馬ば場ばが来た。

　晴はる信のぶは筆をおいて、くるりと向きなおった。

　「将軍から使いが来た、来てくれとの仰おおせじゃから、上じよう洛らくする、合かつ戦せん沙ざ汰たにおよんでくれるな、という口こう上じようか」

　といって、肉の厚くなった赤ら顔に笑いを浮かべた。こわい口ひげがピクピクとふるえたが、笑い声は立てない。晴はる信のぶも多数の間者しのびのものを京みやこに放っている。その者どもからの報告によって、義よし輝てる将軍が依然として三み好よし党に苦しめられていることも、三み好よしの家か宰さいの松まつ永なが久ひさ秀ひでが権勢をほしいままにしはじめ、将軍の立場がいっそう危険なものになったことも、また将軍が越えち後ごへ密使を出したことも、みな知っているのであった。

　「少しちがいました」

　と、馬ば場ばも笑って答えた。

　「ほう？」

　「将軍ご帰京の祝しゆう儀ぎ言ごん上じようのための上じよう洛らくという口こう上じようでございます」

　「あの律りち義ぎ者もの殿が、せいいっぱいのうそをついたか」

　と言って、着ぶくれたまるい肩をゆすって、笑った。やはり声は立てない。

　「それで？」

　「鄭てい重ちようにもてなしているのであろうな」

　「はい」

　「すぐ会おう。さらに鄭てい重ちようにもてなして、客きやく殿でんに連れて行っておけ」

　「かしこまりました」

　馬ば場ばが退さがって行くと、手あぶりに片手をかざし、時々ひげをかきなでながら宙に目を凝こらしていたが、やがて侍じ臣しんを呼んだ。

　「越えち後ごの使者に会う」

　手伝わせて、衣服を改めた。直ひた垂たれに侍さむらい烏え帽ぼ子し、革かわ足た袋びをはき、くっきょうな面つらがまえの侍じ臣しんに佩刀はかせを持たせ、長い廊下をのしのしと客きやく殿でんに向かった。

　客きやく殿でんの上段の間には簾すだれがさがり、その前に越えち後ごの使者が馬ば場ば美濃守みののかみにつきそわれ、かたくなってすわっていた。

　晴はる信のぶは無む造ぞう作さに上段の間に出て席につき、

　「すだれを上げよ」

　と命じた。

　さらさらとすだれが上がるとともに、馬ば場ばが両手をつかえて、使者の名前を披ひ露ろうしかけたが、晴はる信のぶは手にした扇せん子すを左右にふって、制止し、

　「越えち後ごのお使者なにがし」

　と、名前を呼びかけた。

　「はっ！」

　使者はあわておどろいて平へい伏ふくした。

　使者がおどろいただけでない。馬ば場ばをはじめ、家か臣しんらもおどろきあきれた。新しん羅ら三さぶ郎ろう義よし光みつ以来の名めい家かであることを誇りとし、「わが武たけ田だ家は近ごろの出で来き星ぼし大名とは由来が違う」と、もっとも格式を重んじ、諸事重々しくふるまっている人なのだ。

　人々が目を見はっている中を、晴はる信のぶはつづける。

　「わしが晴はる信のぶじゃ。弾だん正じよう少しよう弼ひつ殿にはいよいよご壮栄の趣、めでたく存ずる」

　さらさらと、きさくな調子であった。

　使者はどぎもをぬかれて、平へい伏ふくしたまま、何やらもごもごと言った。

　晴はる信のぶはさらに打ちとけた様子を見せて、

　「ただ今向こうで、美み濃のからご口こう上じようをきいたが、こうであったな」

　と前おきして、口こう上じようをくりかえした。

　「仰おおせらるる通りであります」

　使者はようやく気持ちの整理ができたらしく、膝ひざに手をおき、しゃんと胸をそらした。ここが正しよう念ねん場ばだと、大いに気力をはげましているふうであった。

　晴はる信のぶも姿勢を正したが、依然として微び笑しようをたたえて言った。

　「これからご返答をする。よく聞いて行ってもらいたい。弾だん正じよう少しよう弼ひつ殿、将軍家へ祝しゆう儀ぎ言ごん上じようのために上じよう洛らくなさるとのこと、申すまでもなく、これはご奉公である。まことに神しん妙みようの至り、大名たらん者はかくこそあるべけれと、晴はる信のぶ感心をいたした。晴はる信のぶも甲斐かい源げん氏じの嫡ちやく流りゆうとして、ご奉公のことは一日として遺い忘ぼうしたことはない。ごいっしょにまかり上って忠志の一端を披ひ露ろうしたいのであるが、戦国の世のこととて、分国のうち何かと落ちつかず、そのひまがない。弾だん正じよう殿のご忠心はいつものことではあるが、こんどのことは、とりわけうらやましく存ずる。このような心でいるわれらだ。ことさら、ご口こう上じようにも仰おおせられたように、将軍家のおあつかいで、昨年以来和わ睦ぼくしていることでもある。ご依頼のことは決してご心配にはおよばぬ。かならずともに、ご分国内に手づかいはいたさぬ。この約束に違たがうならば、仏神の加か護ご長く晴はる信のぶが家をはなれるであろう。――さ、これが返答だ。たがえず、弾だん正じよう殿へお伝え申すよう」

　使者は、話に聞いている昨年とはじめから違って調子がよくはあったが、安心はしていなかった。安心させておいてドシンとおとすという辛しん辣らつな手もあると、緊張を解くことができなかったのだ。それだけに、張りつめていた気がいきなり解けて、ほとんど自じ失しつした。急には返答することも忘れていた。やがて、ふるえる声で言った。

　「申し入れのこと、早速にお聞きとどけくだされ、ありがたくお礼申し上げます。まかりかえりまして、弾だん正じように申し聞けましたなら、いかばかりよろこびますことか」

　と、平へい伏ふくした。

　「はは、はは」

　晴はる信のぶはふとった胸をそらし、声を立てて笑って、

　「よろこんでもらって、わしもうれしい。これで、ざっとすんだ。わしはしかけていることがあるで、これで失礼する。美み濃のが相しよう伴ばんする。ゆるりとくつろぎ、酒ささなとのんでもらいたい。甲こう州しゆうの酒ささもなかなか味はよいぞ」

　と、また笑って立ち上がり、のしのしと奥へ消えた。

　別室に饗きよう応おうの用意がしてあって、使者はいとも鄭てい重ちような馳ち走そうになったが、その席で誓せい紙しをもらうべきではなかったろうかと、気がついた。そこで、馬ば場ばにそのことを言うと、馬ば場ばは、

　「そうでありましたな」

　と言ったが、すぐ、

　「しかし、そなた様のご口こう上じようには誓せい紙しをもらいたいとはありませなんだが、弾だん正じよう殿がそなた様に授けられたご口こう上じようにはそれがあったのでござろうか」

　と反問した。

　「それはありませなんだ」

　「ならば、誓せい紙しにはおよびますまい。弾だん正じよう殿からご要求のないものを、こちらから進んでさし出すも異なもの。われらが主人は当代の名将と世に言われている者であります。いったんつがえ申したことを違い背はいするようなことはいたさぬと信じております」

　やや強い調子で、馬ば場ばは言ったのだ。使者はもう何にも言えなかった。




　　　　三




　甲こう州しゆうへ使者を出すとともに、景かげ虎とらはよりより上じよう洛らくの計画について工く夫ふうしていたが、使者が帰って来て、晴はる信のぶがこちらの申し入れを承しよう諾だくしたと聞くと、おりかえし謝礼の使者をおくり、同時に国内の豪ごう族ぞくらに上じよう洛らくの計画を発表し、さらに数日の後には供すべき豪ごう族ぞくの名、その役目、その人数、留守るすをうけたまわるべき者の名、その役やく柄がら等の細目にわたって発表した。

　その一端を言えば、先さき供ともの豪ごう族ぞくとしては長なが尾お右京亮うきようのすけ実さね景かげ・同遠とおと江うみの守かみ藤ふじ景かげ・庄しよう新しん左ざ衛え門もん実さね為ため・直なお江え与よ兵へ衛え実さね綱つな・柿かき崎ざき和泉守いずみのかみ景かげ家いえらがおり、旗はた本もとには吉よし江え織部佐おりべのすけ景かげ資すけ・北きた条じよう下総守しもうさのかみ高たか常つねらがいた。側去らぬ馬うま廻まわりのあの豪ごう傑けつどもは言うまでもない。人数は総計で五千人にあまった。

　献けん上じよう物ものとしては、将軍に吉よし光みつの太刀たち一腰、黄金三千枚、駿しゆん馬め一頭、将軍の母ぼ儀ぎ慶けい寿じゆ院に蠟ろう燭そく五百梃ちよう、綿（真ま綿わた）二百把ぱ、銀千両を用意することにした。

　これらの準備を進めていると、三月半ば、ようやく雪の消えたころであった。京みやこに出している間者しのびのものが帰って来て、この二月、尾お張わりから織お田だ上総介かずさのすけ信のぶ長ながという大名が、やはり将軍の帰京の祝しゆう儀ぎ言ごん上じようのために入京し、将軍にお目見えして帰国したと報告した。

　信のぶ長ながはこの時二十六だ。尾お張わりの織お田だ家はここの守しゆ護ご大名であった斯し波ば氏の家老の家で、二家あった。一家は上四郡をおさめ、一家は下四郡をおさめて、上の織お田だ、下の織お田だと呼ばれていたのであるが、信のぶ長ながの家はそのいずれでもない。上の織お田だ家の奉ぶ行ぎようの家いえ柄がらであった。だから、足あし利かが将軍家から見れば陪ばい々ばい臣しんであった。

　信のぶ長ながの父信のぶ秀ひでは機略たくましい人物で、ついに主しゆ家かの上の織お田だ家を圧倒し、上四郡をその手中におさめ、尾お張わり第一の強きよう豪ごうとなったのである。

　信のぶ長ながは十六の時、父の死によって家を継いだのであるが、乱暴で、風ふうがわりで、不検束で、だれの目からも不良少年としか見えなかったので、生母も彼をきらい、家来どももきらい、お家いえ騒そう動どうがおこるやら、家か臣しんの叛はん乱らんがあるやら、てんやわんやのさわぎが十年つづき、やっとこの年になって、そのさわぎがおさまって、上四郡の主あるじたる地位が確定したのであった。

　彼が今いま川がわ義よし元もとを桶おけ狭はざ間まで奇襲して討ち取り、天下にその武名を馳はせたのは、この翌年だ。

　したがって、この時まで、彼の名はほとんど天下に知られてはいなかった。世は下げ剋こく上じようの気風の充じゆう満まんしている戦国で、階級の大転換が行われている時代ではあったが、それが一応是ぜ認にんされるのは陪ばい臣しんまでで、陪ばい々ばい臣しんとなると、話は別だ。松まつ永なが久ひさ秀ひでが陪ばい々ばい臣しんの身分でありながら権勢をふるったのを、当時もよく言われていないのをもっても、それがわかる。信のぶ長ながの家はその陪ばい陪ばい臣しんだ。信のぶ長ながを知っている者でも、遠国の者は、

　「織お田だ上総介かずさのすけか。尾お張わりの出で来き星ぼし大名の小せがれよ」

　くらいにしか考えていなかった。

　ましてや、越えち後ごと尾お張わりとは、間に武たけ田だ勢力の充じゆう満まんしている信しん州しゆうがある。景かげ虎とらはまるでこの時まで気にとめていなかった。

　「聞いたことのない名前ではないか、何でまた将軍家のところへなど行ったのかの」

　と、不ふ審しんげにたずねた。

　武士であるかぎり将軍に敬意を持つべきものであり、持たなければならないとさえ思うが、それは使者をもって物を献けん上じようするくらいにとどめるべきで、みずから出かけて行って拝はい謁えつをするなどは、相当に力も貫かん禄ろくもそなわってからのことで、吹けば飛ぶような弱小な存在では身のほどをわきまえないふるまいで、かえって無礼になろうという気がするのであった。




　　　　四




　「織お田だ上総介かずさのすけが、なにがゆえに上じよう洛らくお目見えいたしましたか、たしかなことはわかりませぬが、三み好よし・松まつ永ながらは、将軍家からご密みつ使しがあって、お召しになったのではないかと疑っている由よしでございます。もっとも、不快がるどころか、あれ体ていの者をお召しになったところで、どうなるものぞと、せせら笑っている趣おもむきでございます」

　と、間者しのびのもの自身は答えた。間者しのびのもの自身も笑しよう止しに思っている風ふ情ぜいがある。

　しかし、景かげ虎とらはそれにたやすくは同意できないような気がしていた。つい今し方まで、吹けば飛ぶような微び力りよくな出で来き星ぼし大名のくせに上じよう洛らくして直接お目通りを願うなど、身のほどを知らないことと思っていたのであるから、この説明は大いに意を得たものであらねばならないはずであるのに、そのような小しよう身しん者ものでありながらそのようなことをあえてするのは、よほどに肝きもの太い人物かもしれないと思ったのであった。

　「その人物のことについて、何か聞き出したことはないか」

　とたずねた。

　「当人はほんの四、五日京みやこに滞在しただけで帰国いたしましたので、京みやこでのことはさしたうわさもありませんが、国もとではえらい評判の悪い人物でありますそうで……」

　と、間者しのびのものは信のぶ長ながの少年時代の放ほう埒らつ・不検束をきわめた行ぎよう状じようを語った上、

　「京わらんべどもが、聞き伝えて語りぐさにしているおもしろい話がございます」

　と、語りついだのは、現代ではだれ知らない者のないほどに知れわたっている信のぶ長ながの青年時の逸いつ話わ――はじめて妻の父である美み濃の稲いな葉ば山やまの城主斎さい藤とう道どう三さんと会った際の話であった。

　「上総介かずさのすけが斎さい藤とう山やま城しろが娘をめとりましたのは、上総介かずさのすけ十六の時、父の信のぶ秀ひでがみまかる前でございました由よし。その後数年、むこ・しゅうとが対面することもなく打ちすぎましたが、あまりに上総介かずさのすけの評判が悪うございますので、上総介かずさのすけ二十はたちの時の若葉のころ、山やま城しろは美み濃のと尾お張わりの境さかい目めの何とやらいう地に、双そう方ほうから出で張ばって対面したいと申しこみましたところ、上総介かずさのすけも承しよう諾だくし、日を定めて出で張ばりました由よし……」

　と前おきして、くわしく語った。

　斎さい藤とう道どう三さんは一足早く到着し、町はずれの民家に入って隙すき見みしていると、やがて信のぶ長ながの行列が来た。供とも衆しゆう七、八百、五百本の三間げん半の朱しゆ槍やりを立て、五百梃ちようの弓・鉄砲を持たせ、堂々たる行列であったが、中陣に馬を打たせた信のぶ長ながのいでたちは異風をきわめていた。萌もえ黄ぎの平ひら紐ひもで巻き立てた茶ちや筌せん髪がみ、雄大な男根を染めつけた広ひろ袖そでの湯ゆ帷子かたびらを着、金の丸さやの大小をさし、その大小はとくにつかを長くこしらえ、みご縄なわ（三筋より合わせた縄）で巻き立て、つかがしらに太い苧お縄なわの腕ぬきをぶらぶらと下げ、虎とらの皮と豹ひようの皮を交互に縫い合わせた四よ布のの半ばかまをうがち、腰のまわりには猿さる廻まわしのように火打ち袋・瓢ひよう簞たん、巾きん着ちやくなどの類を七つ八つもぶら下げていた。

　隙すき見みをしていた道どう三さんも家か臣しんらも、

　「これア阿あ呆ほうなどというものではない、気ちがいじゃわ」

　と、きもをつぶしたが、対面所である寺院について、いざ対面となると、こんどは生まれかわったような上品な姿であらわれた。髪は尋常な折りわげに結ゆい、褐かち色いろの長なが上かみ下しも、小さな刀を前半にさし、優ゆう雅がにさらさらと歩いて出て来た。美み濃のの君臣はまたどぎもをぬかれたというのである。

　「……善悪は知らず、とにかく尋常でははかれぬ人物――と、京みやこでは申している者もございます」

　と、間者しのびのものは話を結んだ。

　景かげ虎とらは、腕を組んで熱心に聞いていた。異風は彼の好みではない。ケレンやはったりに通うもののように、彼には思える。真に強い人間はもっとも尋常で、もっとも篤とく実じつで、いささかも他た奇きなく見えるものだと、いつも思っているのであるが、信のぶ長ながの話はそれをもっては律し切れないような気がした。

　（何かある男）

　と思った。

　「それで、将軍家はお目通りをゆるされたのだな」

　「はい。おゆるしになった由よしでございます」

　「…………」

　三み好よし・松まつ永なが輩の推察している通り、将軍の方から呼ばれたにちがいないと思った。

　（こういう出で来き星ぼしの、しかもわずかに半国の主にすぎない小大だい名みようを呼ばれたのは、おそらくは、この前の例もある、ひょっとして自分が上じよう洛らくすることができないかもしれないと思われてのことであろう。おぼれる者はわらでもつかむという。将軍家はよほどに三み好よし・松まつ永ながのやつばらに苦しめられていらせられるに相違ない）

　上じよう洛らくをいそがなければならないと思った。




　　　　五




　三月下旬になると、準備はほとんど成り、出発は吉日をえらんで、四月三日と触れ出した。

　上うえ田だの政まさ景かげは、留守るすをうけたまわることになっていたが、いろいろと打ち合わせもあることで、月の半ばごろから春日かすが山やま城下の屋敷へ来ていた。景かげ虎とらの不在中ずっといなければならないので、彼は妻のお綾あやとむすことを連れて来ていた。むすこはもう五つになる。景かげ虎とらには甥おいにあたる。景かげ虎とらはこの甥おいの誕生をよろこび、名付け親となり、みずからの幼名をあたえて喜き平へい二じと名のらせているほどであった。

　その夜、政まさ景かげらは親子三人、政まさ景かげの居間にいた。喜き平へい二じは小机にむかって大きな筆をもち、このころ林りん泉せん寺じの若い坊さんの書いてくれたお手本をわきにおいて熱心にお手習いし、政まさ景かげはその少しはなれた前にすわってお手習いを見物しながら、お綾あやの酌しやくしてくれる酒をゆっくりと傾けていた。

　外は百花一時に咲きそろう雪国の晩春のしめやかな暗やみがこめ、遠田の蛙かわずの声がしきりにして、この家庭的なひと時をいっそうなごやかにしていたが、間もなく、あわただしい足音とともに、家か臣しんが小走りにやって来た。

　「申し上げます」

　「何だ」

　しずかで、のびやかな家庭的な空気をいきなり乱されて、政まさ景かげは少し不ふ機き嫌げんな様子であった。

　「ご本家の殿様が、お微行しのびでいらせられましてございます。ああ、もうそこに……」

　と、言った時、あけはなした縁側のはじの架か灯とう口ぐちに手て燭しよくの灯ほ影かげがさしたかと思うと、その手て燭しよくを持つ二人の家か臣しんに先導されてはいって来る景かげ虎とらの小がらなからだが見えた。白い絹で頭と顔をつつみ、大おお股またに縁を来る。

　「これは」

　政まさ景かげも、お綾あやも、あわてて起ち上がり、迎えに出ようとすると、早くも敷しき居いぎわに来た。

　「そのまま、そのまま」

　頭をつつんだきれをとってまるい青い頭を出し、よく光る目を細めて微び笑しようしながら、片手を上げて制止した。

　「ここは拙せつ者しやの居間、むさくるしゅうござる。あちらにまいりましょう」

　と政まさ景かげが言ったが、

　「いやいや、ここで結構」

　といいながら、室内に入り、適当なところにすわってしまった。

　「あまり気持ちのよい夜なので、つい浮かれてまいりました」

　と政まさ景かげに言い、お綾あやに、

　「姉上とはずいぶん久ひさ方かたぶりでありますな。出てまいられたと聞いて、お目にかかりとうてならなんだのでありますが、ご承知の通りのことで今日までかないませなんだ。おかわりもなく、めでとうござる」

　と笑いかけた。

　「そなた様も、ますますおりっぱになられて。こんどはまたご奮発で京みやこにお上りなさるとのこと、めでたいことでありますが、諸事にお気をつけなされて……」

　お綾あやは袖そでをかえして、涙をおさえた。

　「お心づけ、たしかにうけたまわりました。気をつけて、無事にかえってまいります」

　景かげ虎とらはこんどは喜き平へい二じを見た。

　喜き平へい二じは筆を紙の上に真っ直ぐにおし立てたまま、目をまるくして叔お父じを凝ぎよう視ししていたが、叔お父じが自分に微び笑しようしかけたので、はっとわれに返ったらしい。筆をおき、机の前を一ひざすざって、両手をついた。

　「おいでなさりませ。喜き平へい二じでございます」

　景かげ虎とらはきげんよく、また笑った。

　「そなた喜き平へい二じか。わしはまただれじゃろうと思うたぞ。ハハ、ハハ、それほど大きゅうなったのじゃ。いつぞや会おうた時は、やっとよちよちと歩けるだけで、これくらいしかなかったの」

　と、たたみの上二尺ほどのところに手を上げ、

　「大きゅうなった、大きゅうなった。ここへ来や、ここへ来や」

　と呼びよせ、膝ひざに抱き上げた。

　「おお、こりゃアめっぽう重いぞ。肩も、腕も、骨太でしっかりと肉がついているわ。丈じよう夫ぶな証拠じゃ、丈夫な証拠じゃ。よい大将になれるぞ」

　と、抱いたまま、しばらく肩や腕や背中を撫なでさすっていたが、机の上の習字道具を見ると、

　「ほう、お手習いしていたか。どれ、叔お父じさまに習って見せい」

　と、抱いていた手をはなした。

　喜き平へい二じは叔お父じのひざをはなれ、机の前にかえって、墨をすりなおして手習いをはじめた。

　「うまい、うまい。なかなかうまいぞ。お手本は林りん泉せん寺じの大だい円えん侍じ者しやじゃな」

　といいながら景かげ虎とらは見ていたが、つと立ち上がると喜き平へい二じのうしろにまわり、筆を持つ手に手を持ちそえて、

　「ここのところは、こう筆を持っていって、こう引いて、こうおさえて、こうはねるのじゃ。それ、お手本の通りにいったろう。さ、こんどはひとりでやってみや」

　と、指導をはじめた。

　愛情に満ちた景かげ虎とらの様子に、夫婦は涙ぐむほどに感動して眺めていた。

　やがて、新しく酒しゆ肴こうが持って来られたので、政まさ景かげは景かげ虎とらを席に請しようじた。

　酒をくみかわしながら、しばらく景かげ虎とらは政まさ景かげ夫妻と何くれとない閑かん談だんをした後、居ずまいを改めて、お綾あやに言った。

　「姉上、ちょいとご亭てい主しゆと内談がござる。ほんのしばらくですみます。ちょいと席をはずしてくださらぬか」

　「はい、はい」

　お綾あやは喜き平へい二じをつれて、立ち去った。

　内密な用談というので、政まさ景かげは緊張した顔になっていた。景かげ虎とらはそれをほぐすように微び笑しようして、

　「かたくならんで聞いてくだされ。ま一つまいろう」

　と、相手の盃さかずきに酒をついでやり、自分の盃さかずきにもみたし、一口のんでから、つづける。

　「話というのは、やはり上じよう洛らくのことについてでござる。いろいろな事情からおしはかりますに、このたびの上じよう洛らくはかなり長いこと京みやこにいることになりはせんかと思われるのでござる。どうやら、将軍家のお苦しみは一通りや二通りのものではないげに見えるのです。それで、わしはこんどこそ禍わざわいの根を絶ってさし上げたい。それにはわけはないが、あとがうるさい。将軍家には力があられぬのでありますから、新しい悪党どもが頭を出して来ることは明らかでござる。それでは同じことになります、将軍家に力が出るまで、わしが滞たい京きようをつづける必要があります。そうでござろう」

　話は政まさ景かげにとってまことに意外であった。緊張した。

　「それはそうでござるが……」

　「国もとをどうする？　と、仰おおせられるのでござろう」

　「そうです」

　「そのために、こうしてまいった。もし、そういうことになりましたなら、当国のことは、貴き殿でんに頼みまいらせたい。貴き殿でんが中心となり、国くに侍ざむらいどもとご相談あって、お治めを願いたいのです。貴き殿でんのご器量なら、できぬことはないと信じています」

　政まさ景かげの胸ははげしくさわいだ。これは三年前と同じだと思った。前の時は遁とん世せいして国を去ろうとしたのであり、こんどは将軍に召されて兵をひきいて上京するのではあるが、長く越えち後ごを去るという点にいたってはかわるところはない。あの時、景かげ虎とらの翻ほん意いによって、心の奥深いところにある大望を達する機会は永く飛び去ったと思ったのであるが、今ふたたび思いもかけない形でその機会が来たわけだ。わくわくと燃えるようなものが胸に生じた。

　しかし、政まさ景かげはそれが顔に出ることをおさえた。ひょっとすると、これは景かげ虎とらがこちらの気を引く策さく略りやくかもしれないと警戒した。きびしい表情で言った。

　「思いもかけぬことをうけたまわるものであります。将軍家のおんことがまことに大事であることは申すまでもござりませぬが、今仰おおせられる通りのご計画であるとすれば、先年のこととまるで同じであります。それは承しよう引いんいたしかねます。かならずともに、できるだけ早くご帰国あそばされるよう、お願い申し上げます」

　景かげ虎とらはなお説き、政まさ景かげはそれを反はん駁ばくし、押し問答がつづいたが、やがて景かげ虎とらは、

　「わしは決して帰国せぬと申しているのではござらん。仕し儀ぎによってはかなり長い滞たい京きようになるかもしれんと申しているだけのことです。そうむきになってご反対なさることはござるまい」

　と、笑いながら言った。

　政まさ景かげも笑った。

　「ハハ、いかにも仰おおせられる通りでありました。先年のことがありますので、つい躍やつ起きになりました。そういうことでありますなら、お不在中のことは、およばずながら、留る守す居いの連中と諸事合議して、とりおこないます。お心を安んじてご旅立ちあって、一日も早くご帰国ありますよう、お願いいたします」

　このへんがおさめ時と思ったのであった。




　　　　六




　四月三日、若葉の越えち後ご路じは好晴であった。

　「同年夏四月三日、越府を御進発ありて上じよう洛らくし給ふ。五千の従者前後左右を輔ほ翼よくす。その行こう粧しよう目を驚かせり」

　と、上うえ杉すぎ年ねん譜ぷにある。

　出発にあたって、景かげ虎とらは国内と京みやこまでの道筋の国々にこう布ふ告こくした。

　「人々の知る通り、当時天下麻あさのごとく乱れ、戦乱相つぎ、万ばん民みん手足をおくに所なきありさまである。この天下の大乱は、もとはといえば、天下の中心である京都が乱れているためである。本もと乱るれば末すえ乱れ、本もと治まれば末すえも治まる道理である。われら上じよう洛らくの上は、われらの力によって京みやこに平和を打ち立て、天子と将軍家との本来の権威を復し奉ることによって、天下を太平ならしめ、万ばん民みんをして堵とに安んじさせたいと思う」

　さらに、越えち後ご領内にはこう言いそえた。

　「右につき、仕し儀ぎによっては、あるいは相当長期間京みやこに留まることになるかもしれないゆえ、その際は、当国のことは越前守えちぜんのかみ（政まさ景かげ）に依頼する。越前守えちぜんのかみは留る守す居いの諸老ろう臣しんと合議して、よろず施し行こうするであろう。皆々さように心得るよう」

　従じゆう士しらは下しも々じもの者は小こ具ぐ足そく姿であったが、士さむらい分ぶんの者は直ひた垂たれに侍さむらい烏え帽ぼ子し、部ぶ将しよう級や老ろう臣しんらは狩かり衣ぎぬに綾あや藺い笠がさ、むかばきをつけて馬を打たせた。このように、すべて平和な旅装ではあったが、行列の所々に配置された多数の小こ荷に駄だには甲かつ冑ちゆうと糧食が積みこまれて、いつでも合かつ戦せんの支し度たくができるようになっていた。

　この大集団の大旅行は沿道のいたるところの国で、もっとも鄭てい重ちような応対を受けた。上うえ杉すぎ年ねん譜ぷはこう記述している。

　「越えつ中ちゆうの行路は松まつ倉くらの庄しよう司じ椎しい名な右う衛え門もん大夫だゆう康やす種たねこれを奉じ、道・橋・旅館等を補作し、御ご馳ち走そうはなはだもつて厳重なり。加か賀がの国は本ほん願がん寺じ門もん跡ぜきの随士これを饗きよう応おうす。越えち前ぜんの国は朝あさ倉くら左さ衛え門もん大夫たゆう義よし景かげ、路次の断橋を修理し、旅館を結構し、治ち具ぐことごとく張り、膳ぜん羞しゆう（ご馳ち走そう、羞しゆうはすすめると訓ず）美尽せり。義よし景かげ、旅館に来らい謁えつして、終夜数盃の興をもよほさる。たがひに兵術、雄ゆう略りやくを談じ給へば、聴者寒心股こ栗りつして、これを感ず。江ごう州しゆうは守しゆ護ご佐さ々さ木き修しゆ理り大夫たゆう義よし秀ひでこれを沙さ汰たす。国々所々において囲い繞じよう・渇かつ仰ぎようし奉ることは、武威権勢、至し大だい至し高こうなるによつてなり云々」

　上うえ杉すぎ年ねん譜ぷはこのような沿道諸国の奔ほん走そう歓迎を、景かげ虎とらの武ぶ威いのせいにしているが、それだけではあるまい。これらの国々はいずれも本ほん願がん寺じ門もん徒とのさかんな国々だ。景かげ虎とらが父祖以来の方針を改めて一いつ向こう宗しゆう門もん徒とを保護し、本ほん誓せい寺じのような大寺を建こん立りゆうしたりして、一いつ向こう宗しゆうと妥だ協きようしたことも大いに効果があったのであろうし、義よし輝てる将軍からその土地土地の領りよう主しゆらへ命令を下したためでもあろう。足あし利かが将軍の実力は地におちてはいたが、まだまだ尊敬はされていたのである。

　四月二十一日、湖水をわたって、比ひ叡えい山ざんの東とう麓ろく、江ごう州しゆう坂さか本もとについた。






松まつ永なが弾正忠だんじようのじよう




　　　　一




　坂さか本もとには三み好よし長ちよう慶けいの家か宰さい（家老）で、京都所しよ司し代だいであった松まつ永なが久ひさ秀ひでが待ち受けていた。

　三み好よし氏は阿あ波わの豪ごう族ぞくで、元来は足あし利かが幕府の一族でその管かん領れいである細ほそ川かわ家の執しつ事じ（家老）の家であったが、長ちよう慶けいが主家の分国である河内かわち・和泉いずみの代だい官かんに任ぜられたのが運のひらけるもととなった。和泉いずみの堺さかいは当時日本一の中国貿易の基地だ。富は流れるように長ちよう慶けいのふところに入って来た。富があれば兵力を増強することも意のままだ。彼の権勢は急激に増大し、ついに主人の細ほそ川かわ晴はる元もとを追いはらって幕府の権をにぎった。家いえ柄がらが家いえ柄がらだから、管かん領れい職に任ずるわけにはいかなかったが、実際には管かん領れいの実権をもち、管かん領れいのことをとりおこなうことになったのだ。

　松まつ永なが久ひさ秀ひではその家か宰さいだ。もともとは彼は京都西岡にしのおかの郷ごう人じんだという。西岡にしのおかというのは本来は京都盆地をかぎる西方の山々のことであるが、いつかその山々の麓ふもと一帯の村々を言うことになり、最後には乙おと訓くに郡向日むこう町のあたりだけを言うことになっている。久ひさ秀ひではそこの郷ごう士ざむらいだったのであろう。前に触れた織お田だ信のぶ長ながの妻の父である美み濃の稲いな葉ば山やま城の斎さい藤とう道どう三さんがやはりここの出身である。似た経歴の所有者であり、似た性格であり、したことも似ている。ともに戦国という時代の特色をもっとも鮮明、端的に一身に具ぐ現げんしている。時代の変化のもっともはげしい京都近くにいて、鋭い頭脳と鋭い目でそれを観察して、同じような人生観に到達したためであろう。

　はじめはごく身分のひくい者として三み好よし家につかえたが、目から鼻にぬけるようにかしこい男だ。都近くに育って風ふう流りゆう気ぎもあり、ごきげんとりもうまい。いつの間にか長ちよう慶けいのお側去らぬ寵ちよう臣しんになり、長ちよう慶けいにとって力の源泉ともいうべき堺さかいの代だい官かんに任ぜられた。いかに長ちよう慶けいの心をつかんでいたかがわかる。長ちよう慶けいがここから利得した以上に彼が利得したこともほぼ推察がつく。ずっと以前景かげ虎とらが上じよう洛らくしたついでに堺さかい見けん物ぶつに行ったころ、堺さかいが久ひさ秀ひでの支配下にあったことは、その節触れておいた。

　つづいて長ちよう慶けいが主人の細ほそ川かわ晴はる元もとを追って京都に入り、幕府の実権をにぎった時、久ひさ秀ひでは大いにはたらいた。京都近郊に生まれて育って、地理にも通じておれば、京都人の心理や習慣もよく知っている。朝ちよう廷てい、幕府、公く卿ぎよう、寺社、大町人等の人々をどうあつかい、どう運動してよいかもわかっている。長ちよう慶けいの京都統治には久ひさ秀ひではなくてはならない人物であった。長ちよう慶けいはますます気に入り、ついに京都所しよ司し代だいにした。今の職制でいえば東京都知事にして警視総監を兼ね、さらに東京地方裁判所長を兼ねるといった格である。その権勢は主しゆ家かをしのぐばかりとなりつつあった。

　彼は景かげ虎とらを接待する任務をもって坂さか本もとに来たのであるが、それは将軍から三み好よし家に命令があり、三み好よし家から彼に命じたのであった。この時、彼は五十歳であったが、髪はほとんど一本の黒いものがのこらず、真っ白であった。

　坂さか本もとの湖岸に出迎えた多数の武士の中で、それはまことに目立った。迎えに来ていた武士らは身分のひくい者どもは直ひた垂たれ姿、身分高い者は狩かり衣ぎぬ姿であり、彼はその狩かり衣ぎぬ姿十数人の中にいたのだが、烏え帽ぼ子しの下からはみ出している両びんが初夏の明るい日に照らされて銀のように光っていた。

　しだいに岸に近づいて行く舟の上で、景かげ虎とらはその白髪に強く目をひかれた。

　「あの髪の白いご人じんはだれでござる」

　つき添って来た佐さ々さ木き義よし秀ひでの家か臣しんをかえりみた。

　「あれこそ、京都所しよ司し代だい松まつ永なが弾だん正じよう殿であります」

　と佐さ々さ木き家の家来はこたえた。

　景かげ虎とらも弾だん正じよう少しよう弼ひつであるが、松まつ永なが久ひさ秀ひでも弾だん正じよう少しよう弼ひつであった。弾だん正じよう少しよう弼ひつは弾だん正じよう台だいの第三官だが、定員は一人というのが令りようの規制だ。しかし、この時代には弾だん正じよう台だいという役所はなくなってすでに久しく、官名だけが栄誉的称号としてのこっているだけであり、武士がこういう官名を授けられるのは令りようの規定に準じゆん拠きよしないことになっている。こんなことはごく普通であった。まぎれるといけないから、この小説では以後景かげ虎とらを弾だん正じよう少しよう弼ひつと書き、久ひさ秀ひでを弾正忠だんじようのじようと書くことにする。忠は尉じようや掾じようと同義に使い、よみかたも「ジョウ」とよみ、少しよう弼ひつのことをこうも言ったのである。

　「ほう、あれが……」

　景かげ虎とらは目をはなたず凝ぎよう視しした。

　近づくにつれて、はっきりなってくる。風ふう采さいいかにも立りつ派ぱだ。身長は普通だが、がっしりとした骨格をし、端たん正せいな目鼻立ちを持っている。しかも、血色がひどくよい。赭しや顔がんである。銀白の小びんとそれがはえて、きわ立って異彩をはなっている。

　（土ど民みんからの成り上がりものということじゃが、いかさまただものではないな）

　と、思った。

　船が岸について上陸すると、その人々は粛しゆく々しゆくとして近づいて来て、いちようにおじぎして、名のりを上げようとした。すると、久ひさ秀ひでが一歩出て、人々をかえりみて言った。

　「かようなところにての式しき代たいは無礼なめげでござる。ご旅館におちつきあそばされてからのことになされてはいかが」

　時じ宜ぎを得た提議だ。人々はうなずかないわけにいかない。目もく礼れいを景かげ虎とらにおくっただけでさしひかえた。

　久ひさ秀ひではゆったりとした挙きよ措そで景かげ虎とらをふりかえり、小こ腰ごしをかがめた。

　「てまえ、松まつ永なが久ひさ秀ひででございます。公く方ぼう家のお申しつけにより、ご旅館その他のお世話をつかまつるためにまかり出いでました。とりあえず、ご旅館にご案内申し上げます」

　といった。鄭てい重ちようなことばづかいであった。

　景かげ虎とらは久ひさ秀ひでの眉まゆが真っ黒であるのに気づいた。それはその純白な髪と不思議な対照をなしていた。

　「あいさつは後で改めていたす。頼み申す」

　と、とりあえず言うと、久ひさ秀ひでは、

　「はっ」

　と答えて、すでに先着している景かげ虎とらの家か臣しんらの方を向いて、

　「お馬」

　と呼ばわった。

　馬がひかれて来た。久ひさ秀ひでの馬もその家か臣しんらがひいて来た。

　「いざ、召しませ」

　景かげ虎とらが騎のると、久ひさ秀ひでも騎のった。

　二人が乗りだすとあとから、景かげ虎とらの家か臣しんらが騎馬や徒歩かちでつづいたから、京みやこから出迎えに来ていた人々はずいぶん長い間つづくことができなかった。
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　景かげ虎とらの本ほん陣じんとしては、舟ふな橋ばし弥兵衛尉やひようえのじようという者の屋敷が用意されていた。

　上うえ杉すぎ年ねん譜ぷによると、舟ふな橋ばしは目もく代だい（代官）であったとある。単に目もく代だいとあるだけであるが、足あし利かが将軍の目もく代だいであろう。坂さか本もとは古来比ひ叡えい山ざんの所しよ領りようであるが、数年前義よし輝てる将軍が三み好よしに圧迫された時、この地に難を避けて数か月いたところを見ると、坂さか本もとの一部分は、足あし利かが将軍家の所しよ領りようの一つであったのではないかと思われる。とりわけ湖岸にのぞんだ戸と津つだ。戸と津つは大おお津つとならんで東とう北ほく地方や山さん陰いん地方から琵び琶わ湖こ経由で京都に物資の入って来る重要な港であった。ずっと昔から江え戸ど時代に至るまで、この両地方の貨物は海路、若わか狭さ湾や敦つる賀が湾に入り、せまい若わか狭さ地峡をこえて琵び琶わ湖こに運ばれ、湖上を舟によって大おお津つや坂さか本もとの戸と津つ浜はまに航して、京みやこに入ったのである。足あし利かが将軍家の所しよ領りようはその実力の失しつ墜ついとともにしだいに削さく減げんせられつつあったが、この時代の港は入港税その他で利益が多かったから、足あし利かが家も弱る力を必死にふりしぼって確保につとめていたにちがいない。舟ふな橋ばし弥兵衛尉やひようえのじようはその名みよう字じからいっても、この戸と津つ浜はまの代だい官かんだったのであろう。

　この重要で富盛な港の代だい官かんの屋敷だ。宏こう大だいでもあれば、ことさら数年前義よし輝てる将軍が数か月滞たい在ざいしていたくらいだから、堅けん固ごでもあり、立りつ派ぱでもあったにちがいない。景かげ虎とらの居間としては、その際将軍が起き居きよした大だい書しよ院いんの間あたりが用意されていたろう。

　景かげ虎とらがそこに通されると、すぐ久ひさ秀ひでに言った。

　「われらが家か臣しんども、総勢五千余ござるが、その者どもの宿所についてのお手配をうかがい申したい」

　「これは申しおくれました」

　といって、久ひさ秀ひでは狩かり衣ぎぬのふところからとり出した書類を景かげ虎とらの前にひろげた。かんたんな図面であった。

　「これはこのへんの絵図面でございますが、お供まわりのご人数の宿所をいちいちにしたためておきました。ごらんいただきとうございます。ここが当地の当家でございます」

　と、図面の一点を指ゆびさした。

　地図は墨で描き、それぞれの地点に景かげ虎とらの供とも廻まわりの部将らの名前とそのひきいる人数を朱で書き入れてある。すべてここを中心として、湖こ畔はんの村々がその宿営地にしてあった。一いち目もく瞭りよう然ぜん、まことに気のきいたいたし方であった。

　「このご縁えん側がわからいちいちに見えるはずでございます。お運びくださいますよう」

　久ひさ秀ひでは景かげ虎とらを縁えん側がわに連れ出した。比ひ叡えい山ざんの裾すそ野の地帯であるこのあたりの地勢は、湖こ畔はんに向かってゆるやかな傾斜をもっている。水田と林とところどころに集落のある傾斜地だ。水田は植え付け時を前にして満々と水が張られ、林は新緑に色どられていた。傾斜のつきるところに、大たい湖こが白く光り、真っ白にかがやく帆ほを上げたり、漁すなどりしたりしている舟がいくつも見えた。

　「あれがご家来なにがし殿の宿所、あれに見える村の寺がなにがし殿、あれがだれ、こちらがだれ……」

　と、久ひさ秀ひでは湖水に沿って点在している村々をいちいち指点して教えた。近くは呼べば応こたえる位置にあり、遠きも貝を吹くか、火を焚たけばすぐさとって駆けつけられる位置だ。

　「のこるところなきお手て配くばり、かたじけのうござる」

　と、景かげ虎とらは礼を言って、席にかえった。

　すると、久ひさ秀ひではその前にかしこまり、中ちゆう啓けいを前において、両手をついた。

　「さて、とりまぎれまして、あとや先となってしまいましたが、てまえは京都所しよ司し代だいをつとめております松まつ永なが弾正忠だんじようのじよう久ひさ秀ひででございます。先ほどちょっと申し上げましたが、公く方ぼう家のお申しつけにより、お世話役としてまかり出いでました。このたびはご遠国をもはばかり給わず、ご参さん覲きんのほど、ご苦労でございます。ご忠誠のほど今の世にはもっとも珍ちん重ちようなことと、深く深く感かん佩ぱいいたしている次第でございます」

　ものなれてはいるが、少しも儀礼をくずさない正しいあいさつだ。

　「とりまぎれてあと先になったは当方も同様でござる。われら長なが尾お景かげ虎とら、田舎いなか者ものでござる。お役目とは申しながら、お大たい儀ぎでござる。よろしくお願い申し上げます」

　と、景かげ虎とらも答礼した。

　はじめ見た時から、今に至るまでの間、景かげ虎とらは仔し細さいに相手を観察しつづけている。そして、かれこれのうわさはあっても、なかなかの人物であると思わずにはおられなかった。することにそつがないのである。一いつ介かいの土ど民みんからこの身分になり上がることは稀け有うなことではあるが、この才さい幹かんなら不思議はないと思った。

　けれども、それと同時に、この男はもっとも姦かん悪あくな人物に相違ないと思わないではおられなかった。それはその容よう貌ぼうのためであった。久ひさ秀ひでの顔は目鼻立ちはなかなか立りつ派ぱだ。大きくて端たん正せいだ。しかし、そのつやつやとした赤ら顔と真っ白な髪と、そのくせ真っ黒な眉まゆと、よく光る目と、力のこもったやや分ぶ厚あつな唇くちびるの結びとを見る時、もっとも姦かん悪あくな人物という感がするのであった。

　（いずれは敵にまわしてふみつぶしてくれねばならぬ人物）

　と、心ひそかに思いながら、きげんよく対談をつづけているうちに、先刻船つき場で別れた人々が来た。

　三み好よし長ちよう慶けいの子義よし長ながをはじめとして、その一族。長ちよう慶けいはちょうど本国にかえっているとて、義よし長ながはその名みよう代だいとして来たのであった。

　間もなく、坊さんたちが来た。天てん台だい座ざ主す応おう胤いん二に品ほん親しん王のうの使者としてなにがし大だい僧そう正じよう、覚かく林りん坊ぼう、南なん光こう坊ぼう、雞けい足そく院いん、上じよう乗じよう院いん、三み井い寺でらの使僧、百ひやく万まん遍べん知ち恩おん寺じの住職、五ご山ざんの禅ぜん僧そうらも、それぞれの宗しゆう派はで第一装であるけんらんたる法ほう衣いと袈け娑さをかけてやって来た。

　最後には京都の町の内外の名医、大町人、名を得た連れん歌が師し、高名な職人などまで、ごきげんうかがいに来た。

　これは当時の習慣であった。この翌年今いま川がわ義よし元もとが大軍をひきいて上京の途につき、尾お張わりに入り、しきりに織お田だ方の諸城じよう砦さいをおとし入れた時、その占領地区の神職・僧そう侶りよ・富ふ豪ごうの徒は祝しゆう儀ぎの献けん上じよう物ものをもって義よし元もとの陣所に伺し候こうし、義よし元もとがこれらを相手に田でん楽がく狭はざ間まで祝宴をひらいている時、信のぶ長ながはこれを奇襲し、奇勝を博したのである。

　さらにその後年、信のぶ長ながが将軍義よし昭あきを奉じて近江おうみの佐さ々さ木き氏を一いつ蹴しゆうして京みやこに入った時、信のぶ長ながの宿所東とう福ふく寺じは今日の景かげ虎とらの坂さか本もとの宿所のように、京都の貴き賤せん、道どう俗ぞくの祝賀客で満ちあふれている。

　武力だけが権威である時代、民衆は風に吹かれる野の草のようにはかない。その風をもっとも受けやすい草中のやや目立つ存在は、安全を保つためには、いちはやく権力者に媚こびざるをえないのである。

　夜になると、公く卿ぎよう衆まで来た。前関白さきのかんぱく近衛このえ稙たね家いえ、その子関かん白ぱく前さき嗣つぐ、三さん条じよう西にし大だい納な言ごん、勧かん修しゆう寺じ大だい納な言ごん、日ひ野の大だい納な言ごん、飛鳥あすか井い大だい納な言ごん、広ひろ橋はし中ちゆう納な言ごん、等々々。




　　　　三




　それらの人々との応対は、もちろん酒になる。景かげ虎とらはきげんよく酒をくみかわしながらも、心中に思いめぐらしていることがあった。

　実をいえば、京みやこ間ま近ぢかとはいえ、坂さか本もとは近江おうみの国である。京みやこに入ったとはいえない。だのに、ここを宿所にあてがうのは、京みやこに入れまいとするつもりではないかと疑われるのだ。もちろん、それは将軍家の意志ではあるまい。三み好よし、松まつ永ながらのはからいであろう。おもしろくないことであった。

　しかし、さして気にはとめなかった。

　（ま、しばらく出ようを見ておろう。なんの鼠ねずみのようなやつばら、いよいよとなったら蹴け散ちらして入るに何の手て間まひまいろう）

　その心をおくびにも出さず、夜ふけるまで快く宴を張った。

　翌日は、昨夜の大酒にもかかわらず、早朝に目をさました。まだ日は出ない。遠く対岸のさらにはるかな向こうで空をかぎる鈴すず鹿かの山やま脈なみの上を曙あけぼのの色が染めていた。顔を洗うと、縁に出て呼び立てた。

　「たれぞまいれ」

　庭の向こうの中門の外で、響ひびくように返事の声があって、走りこんで来たのは、鬼おに小こ島じま弥や太た郎ろうであった。

　「ご用は」

　と、くつぬぎに片手をついてひざまずいた。

　「皆いるか」

　「おります」

　「今から食事まで、陣所めぐりをする。皆々供せ。その方どもだけでよいぞ」

　「かしこまりました」

　弥や太た郎ろうが、直ひた垂たれの大きな袖そでをなびかせて走り去ったかと思うと、すぐ中門の外に馬ば蹄ていの音と、馬の鼻はな嵐あらしの音と、人々のけはいがした。いつもながらの迅じん速そくさだ。馬うま廻まわりの豪ごう傑けつ連れんが、早くも身み支じ度たくをととのえて集まったにちがいなかった。

　弥や太た郎ろうは景かげ虎とらの乗馬をひき入れて来た。

　「ドウ、ドウ、ドウ……」

　といいながら、庭にひき立て、片手に口くち綱づなをとりながら、片手にたずさえて来た草ぞう履りをさっとくつぬぎに投げた。草ぞう履りは三間げんほどの距離をゆるやかな弧をえがいて飛んで、くつぬぎの上におちた。手でていねいにおきならべたように、くつぬぎの真ん中に、左右そろって前向きにぴたりととまった。投げ草ぞう履りといって、この時代から江え戸ど初期までの心掛けのある武士はみな心得のあったものなのである。草ぞう履りとりは下げ僕ぼくのしごとであるが、身分高い武士も場合によってはその主人の草ぞう履りをとらなければならないのであるから、必要な技術なのであった。

　景かげ虎とらは鞭むちをとり、その草ぞう履りをはいて、馬上の人となって、中門を出た。

　中門の外には、豪ごう傑けつ連れんがそれぞれに馬を引き立てて待っていた。それぞれに馬の鞍くらに鉄砲をつけ、槍やりを小わきに立てている。さやをはらった穂ほ先さきが、しだいに明かりわたってくる空をさして、白く光っていた。

　「お早うございます。ごきげんおよろしきようで」

　いっせいにあいさつする。

　「うむ。お早う」

　景かげ虎とらが答礼すると、豪ごう傑けつ連れんはざわっと音を立てて騎き乗じようした。

　乗り出して、数歩だくを踏ました時、建物の横合いから飛び出して来た三人の武士があった。松まつ永ながからつけられている者であった。あわてふためいて、

　「もし、いずれへ」

　と、呼び立てて前をさえぎろうとした。

　弥や太た郎ろうはかけぬけ、三人の前にさっと槍やりの穂ほ先さきを向けてどなった。

　「陣所まわりでござる！　およそ前に立ってさえぎる者は、斬きって捨てるが、長なが尾お家の軍法でござる。のかっしゃれ！」

　おどろいて、すくんでいる三人の前を、ふり向きもせず、景かげ虎とらとその家か臣しんらは小駆けに馬を走らせて過ぎた。
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　それぞれの屯とん営えい地ちの本ほん陣じんには神社や、寺や、その集落の豪ごう家か等をあて、兵士らは民家に分宿していた。注意をひいたのは、その寺の大おお方かたが一いつ向こう宗しゆう寺でらであることであった。この国における一いつ向こう宗しゆうの勢力が思われた。

　（北ほく陸りく路じの国々がみなこの宗しゆう門もんの信者でうずまっている上に、この国がそうであり、摂せつ津つの石いし山やまには本ほん山ざんがある。聞けば三み河かわも北伊い勢せも一いつ向こう宗しゆうのさかんなところという。京へ物資の運びこまれる口は、あらかたこの宗しゆう門もんにおさえられているわけだ。きついものじゃ。ようこそこの宗しゆう門もんとなかなおりしたわい）

　と、思った。

　早朝ではあったが、兵士らはもう起きて、それぞれのしごとにかかっていた。馬の手入れをするもの、昨日しのこした設営をつづけているもの、朝食のために焚たき火びして干ひ魚ものを焼いているもの、いろいろであった。当番の兵士が本ほん陣じんから飯と汁しるを運んでいた。飯はざるに盛り、汁しるは桶おけに盛ってある。それを二人がかりでさしにないにして持って行くのだ。いく組もあって、嬉き々きとして皆上きげんであった。たえずにぎやかな話し声と明るい笑いとがはじけ上がっていた。

　住民とのなかも調子よくいっているようであった。このあたりは半農半漁の村が多い。投と網あみやはヽえヽ縄ヽをほした穀ほし場にしゃがんで老人らと懇こん親しん話をしている者があったり、子供らといっしょになって漁具をこしらえている者があったり、女らに水をくんでやっている者があったりするが、いずれもしっくりと解け合って、親和感にあふれていた。

　しかし、用心はまことに堅けん固ごであった。集落の周辺には槍やりと鉄砲をたずさえた哨しよう兵へいが要所要所にいて、同じところをこつりこつりと行き来しながら、見はりをつづけている。

　（あっぱれ、おれが手て塩しおにかけた者どもだ）

　と景かげ虎とらは満足であった。

　兵士らは景かげ虎とらの一いつ行こうを見ると、びっくりして立ち上がっておじぎをし、長い間見送ってから、またすわってそれまでのしごとをつづけた。

　景かげ虎とらは二時間ほどかかって、のこらず陣所をまわって帰って来て、使い番を召して、全軍にこうふれた。

　「ただいま各陣所を巡視したが、軍規厳正であるばかりでなく、土地の民とも親しみをもっているようで、満足である。この上ともにこの心掛けをくずさぬようつとめてもらいたい。油ゆ断だんを大敵とし、事あらば時をうつさず命に応ずるの用意あるべきは言うまでもないことであるぞ」

　これをすませて、近きん侍じの者に給仕させて朝食をとっていると、金かな津づ新しん兵べ衛えが来てひざまずいた。新しん兵べ衛えももう髪に白いものがだいぶまじる年ごろである。その半白の髪に侍さむらい烏え帽ぼ子しをかぶった頭を下げて言う。

　「松まつ永なが弾正忠だんじようのじよう殿よりの付つき人びと方よりお目通りを願い出ておられます」

　「飯をしまったら会う。その旨むねを申して、しばらくしてから連れてまいれ」

　「かしこまりました」

　新しん兵べ衛えは退さがって行った。

　景かげ虎とらはゆっくりと食事をつづける。飯がうまいのである。接待役である松まつ永ながのさしずであろう、朝から魚鳥の料理がついているが、それには全然ふれない。汁しるだけで四膳ぜんも食べ、五膳ぜん目は湯ゆ漬づけにし、さわやかな音を立てて香こうのものを嚙かみくだきながらさらさらとかきこんだ。

　膳ぜんが撤てつ去きよされてすぐ、新しん兵べ衛えは久ひさ秀ひでの家来を連れて来た。

　くどくどと前おきしそうなので、景かげ虎とらはすばやく言った。

　「ご用は？」

　「公く方ぼう様お使い、大おお館だて兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆう藤ふじ安やす様がまいられ、お目通りを願っていらせられますが……」

　景かげ虎とらはおどろいた。将軍の上じよう使しならば、何の遠えん慮りよがいろう。真っ直ぐにこの家に来ればよいのである。いやいや、それが礼儀なのである。接待役である松まつ永ながの付つき人びとなどを介かいして案内を乞こうなど、あってしかるべきことではない。

　（松まつ永ながをはばかったのではあるまい。松まつ永ながの命をふくんでいる付つき人びとらが関せきを立てて真っ直ぐに来るのを塞せいたのであろう）

　と、判断した。

　松まつ永なが――したがって三み好よしがこんなことを付つき人びとらに申しふくめたのは、自分と将軍とを自由に会わせてはどんなことをはじめるかわからないと恐れてのことにちがいないのである。

　（鼠ねずみどもめ！）

　と軽けい蔑べつはしたが、腹は立てなかった。

　しかし、ここは計略的にも腹を立てて見せなければならないところだと思った。きびしい目を射つけるように付つき人びとに向けて言った。

　「公く方ぼう家のご上じよう使しが一国の守しゆ護ごのもとにいらせられるに、他家の家来のとりつぎがいるとは、はじめて知る作法でござる。当時、都みやこ方かたではそのような作法となっているのでござるか。拙せつ者しやは田舎いなか者ものでござるゆえ、昔ながらの作法しか存ぜぬ。教授願いたい」

　付つき人びとは青くなった。うろたえきって、

　「いえ、その、作法がそうなっているわけではござりませぬが、拙せつ者しやども、そのご接待のための付つき人びととなっておりますので、何事によらず、その、ご無礼なきように……」

　と、くどくどと言いかけた。

　「お黙だまんなさい！　接待のための付つき人びとなら、そのためのことだけをしていなさればよいのでござる。いらぬことをなさるゆえ、公く方ぼう様ご上じよう使しを待たせ申すなどという失礼を、われら、せねばならぬ羽は目めにおちいった。われら、公く方ぼう様にどうおわび申し上げてよいか、わかりませんぞ！」

　叱しつ咤たするようなはげしい語気で言うと、立ち上がった。

　「われらみずからお迎いに上がります。さらずば申しわけが立ち申さぬ。いずれへおいででござるか、案内なされよ」

　付つき人びとは動どう顚てんしきっている。ふるえふるえ立ち上がった足もとがよろめいていた。
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　大おお館だて兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆう藤ふじ安やすは、舟ふな橋ばし家から四、五町離れた、やはり土地の豪ごう家かに休息していた。馬で来ていた。景かげ虎とらはそこへ出かけて行き、馬ば首しゆをならべて帰って来たばかりか、帰着すると、大おお館だてがそれにはおよばないというのを、装しよう束ぞくまで大おお館だてと同じく素す袍おう・小こ袴ばかまに改め、口すすぎ、手水ちようずし、下しも座ざにさがってあいさつの辞をのべた。将軍にたいする心からの敬意はもちろんあったが、三み好よしや松まつ永ながにたいするあてつけもあった。自分がどんな態度で上じよう使しに接したかは、付つき人びとらの報告で彼らが知ることは必ひつ定じようだと考えた。

　「ご鄭てい重ちようなこと、珍ちん重ちようであります」

　大おお館だては心を打たれて見えた。素す袍おうの下の帷子かたびらの胸もとにさしはさんだ将軍の内ない書しよをわたした。

　うやうやしく受けて披ひ見けんすると、

　（その方千里を遠しとせず参さん覲きんの途に上り、昨日坂さか本もとへ着ちやく津しんの趣おもむき、忠良感ずるにあまりがある。早々に入にゆう洛らくあるべし。あるいはとかくのさまたげをするやからがあるかとも思われるが、少しもはばかるにおよばぬことである。余はその方と会うのを一いつ刻こく千せん秋しゆうの思いで待っている。この旨むねを固く心にしめるよう）

　というのであった。

　横おう暴ぼうな権けん臣しんらをはばかりながらも、憤いきどおりに満ち、景かげ虎とらを頼りきっている心のよくわかる書きぶりであった。

　そぞろに涙がにじんできた。

　「たしかに拝はい受じゆいたしました。ただいま請うけ書しよを奉ります」

　侍じ臣しんをかえりみて筆紙をとりよせ、

　（大おお館だて兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆう殿をもって賜わりましたご内ない書しよ、たしかに拝はい受じゆいたしました。数ならぬ身に身にあまる仰おおせをいただき、感激にたえません。委い細さいは口こう上じようをもって、兵ひよう部ぶ少しよう輔ゆう殿に申し上げます）

　としたため、署しよ名めいして手渡した。

　「たしかに」

　大おお館だては受け取った。

　景かげ虎とらは言った。

　「拙せつ者しやこのたびの参さん覲きんは、公く方ぼう様が三み好よし修しゆ理り大夫たゆうと和わ睦ぼくあそばされてめでたくご帰き洛らくなされました祝しゆう儀ぎ言ごん上じようのためと、表うわべは申していますが、内実はよほどの覚悟をきめてまいりました。このことはやがて自身の口こう上じようをもって公く方ぼう様に申し上げますが、そなた様からもただいま申し上げましたことは言ごん上じようしてくださいますようお願い申します。なお、入京のことは、できるだけ急いでつかまつります。このことも、言ごん上じよう願いまいらせます」

　言外に十分の意をこめたことばを、大おお館だてもくみとったらしく、深くうなずいた。

　「たしかにうけたまわりました。たしかに言ごん上じよういたします。上うえ様さまのおよろこび、さこそと察し申し上げることができます」

　あとは饗きよう応おうとなって、ほろりとした微び醺くんを見せて、大おお館だては帰って行った。
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　景かげ虎とらは一日も早く入にゆう京きようしたいと思ったが、なかなかそうは運ばなかった。三み好よしや松まつ永ながらが、いろいろな理由をつけては、さえぎるのであった。最初からけんか面づらに出るのは得とく策さくでないと思うので、景かげ虎とらもできるだけの辛しん抱ぼうはしたが、一週間目にはついにかんにん袋の緒おを切った。

　「われらはるばると越えち後ごから来たのでござる。当地には二十日に到着いたした。今日は二十六日でござる。早や七日になり申す。もはや辛しん抱ぼうでき申さぬ。明日は何と仰おおせられようと、入京いたす。柳りゆう営えいのご都つ合ごう悪あしくば、京みやこにとどまって、ご都つ合ごうのよくなるまでお待ち申す。この旨むね、弾正忠だんじようのじよう殿にしかとお伝え願いたい」

　と言い切った。もともと気の長い方ではない。言い出すと情が激してきて、もっとも激げき越えつな語調になった。

　付つき人びとらは顔色をかえ、はかまの稜そばをつかんで横っ飛びに飛び出して行ったが数時間の後、松まつ永なが久ひさ秀ひで自身やって来た。

　今日の久ひさ秀ひでは褐かち色いろの上かみ下しも姿すがたである。真っ白な髪のくせにひどく量の多い髪をし、相変わらず血色のよい顔であらわれた。久ひさ秀ひでは最初の日に出迎えていろいろ世話をやいただけで、公務多た端たんで京みやこに帰ったとかでずっと顔を見せなかったのである。あいさつをすませると、

　「当地にご到着になったのが二十日、今日は早や二十六日であります。京みやこを山一重のところまでおいでになりながら、長々とご滞たい在ざい、ご退たい屈くつでございましたろう。やっと柳りゆう営えいの都つ合ごうもよろしくなりましたれば、明日ご入京くださいますよう。公く方ぼう家もお楽しみにしてお待ちでございます。おめでとうござる」

　今朝けさ方がたの景かげ虎とらの憤ふん激げきと激げき語ごを聞かないはずはなかろうのに、それにはまるで触れない。真っ黒な眉まゆの下のかがやきの強い大きな目を細めて、にこにこしている。景かげ虎とらのために心からよろこんでいるような顔だ。

　嘲ちよう弄ろうされているような気がしたが、腹を立てるわけにもいかない。

　「やっとな。ご造ぞう作さをおかけしましたな。お礼を申し上げます」

　と言っておいて、つけ加えた。

　「実は今朝けさほど、ご家来衆にずいぶん手ひどいことを申しました」

　せいいっぱいの皮ひ肉にくをこめたつもりであったが、これもけろりと受け流された。

　「気のきかぬ者どもばかりで、お恥ずかしく存ずる。これからも、ご会え釈しやくなくぴしぴしとお叱しかりくださりますよう」

　景かげ虎とらは目の前の赤いつらが水をぶっかけられている蛙かえるに見えてきた。

　翌四月二十七日、景かげ虎とらは威い儀ぎをととのえて入京した。

　「騎き士し・従じゆう士し、威い儀ぎを調へて扈こ従じゆうし、老ろう将しよう・　壮そう士しの輩ともがら、前後を衛護す。兵具・鞍あん馬ば等にいたるまで列を乱さず、行こう路ろ厳重なり」と、上うえ杉すぎ年ねん譜ぷは記述している。

　坂さか本もとから京みやこに入るには、比ひ叡えい山ざんをこえて入る道と、唐から崎さきにさがって山中越えして白しら川かわに出る道と、大おお津つにまわって逢おう坂さか山やまをこえ、山やま科しな盆地の北端を通って東ひがし山やまをこえて三さん条じように出る道の三つがあるが、前二者はけわしい山路である。儀装した行列が通るに適当な道ではない。大おお津つに迂う回かいする道がえらばれた。

　上うえ杉すぎ年ねん譜ぷはまた、この日は快晴であったと記録している。初夏の快晴の日だ。坂さか本もとから大おお津つに至るまで左に沿っている大たい湖この水にはさざ波が立っていたであろうし、逢おう坂さか山やまも、山やま科しな野のも、東ひがし山やまも、新緑にいろどられていたにちがいない。その中を晴れの美服を着て粛しゆく々しゆくと行進する越えち後ご武士らの行列は、なかなか見ものであった。京みやこ近くの人々は現代でも物もの見み高いのであるが、この時代は娯ご楽らくが少ないのである。沿道至るところ、付近の住民らが集まって見けん物ぶつしたが、京みやこに入るといっそうであった。通過の道みち筋すじに集まって人ひと垣がきをつくった。

　景かげ虎とらは行列の中央に、浅あさ葱ぎの帷子かたびらに柿かき色いろの小こ袴ばかまをはき、青あお地じ錦にしきの陣じん羽ば織おりを着、白の薄うす絹ぎぬで頭をつつみ、綾あや藺い笠がさをかぶり、金ののヽしヽつヽけヽ（丸さや）の太刀たちを佩はき、右手に重しげ籐とうの弓をにぎり、えびらを背おうていた。言うまでもなく騎馬だ。鹿か毛げの太くたくましい馬だ。右に栗くり毛げの乗りかえの馬を曳ひかせたが、それには唐から草くさを金で象ぞう眼がんした鉄砲と、糒ほしいを入れた緋ひ緞どん子すの袋を鞍くらにつけてあった。両馬とも緋ひ色いろのむながいと尻しりがいをつけているので、一歩一歩に緋ひの絹きぬ房ふさが燃え立つ炎ほのおのようにひるがえった。

　京の町は六年前に上京した時とまるで様子がちがっていた。あのころは打ちつづく戦乱のあとがまだ色濃くのこって、町々にも雑草ばかりが繁っている廃はい墟きよめいた空き地がいたるところにあり、建っている家も小さくみすぼらしいものがほとんど全部であったのに、今見る町々は家がぎっしりと立ちならんでいるばかりでなく、いかにも小こ奇ぎ麗れいだ。ものを商う家々の棚たなにさまざまな品物がならんでいるが、品ひん目もくも多ければ、数量も多い。沿道にならんでいる人々の服装もよければ、顔立ちなどもいかにも清げだ。

　（京みやこは豊かになった）

　と、思った。三み好よしや松まつ永なが輩がわがままのかぎりをつくし、天皇も将軍もまるで無力な飾りびなにされているというのに、この繁栄と殷いん賑しんはもっとも不思議なものに思われた。民衆は雑草のように根強い。権力者にいためつけられてもいためつけられても決して活力を失わない。ほんのしばらく小康状態がつづけば、すぐ緑の色を芽ぶかせて繁はん茂もしていくものなのであるが、それは景かげ虎とらにはわからないことであった。失望に似たものがあった。


















「天と地と」年表（四）











　　天文十八年（一五四九）

　　七月、三好長ちよう慶けい、入京す。

　　十一月、家康、今川氏の人質として駿すん府ぷに行く。






天文二十年（一五五一）

関東管かん領れい上杉憲のり政まさ、小田原の北条氏うじ康やすと戦い、惨敗。





　　三月、織田信長、家督を継ぐ。






天文二十一年（一五五二）

景かげ虎とら二十三歳。

一月、上杉憲政、春日かすが山やまで景虎と会見、管領職を譲るという。




　　天文二十二年（一五五三）

　　一月、織田信長、平ひら手て政まさ秀ひでの意見を聞かず、政秀自殺。






二月十日、長尾晴はる景かげ死す。

四月、武田晴はる信のぶ、北信州の村上義よし清きよ攻略のため、甲府出発の報あり。

武田の猛攻により村上の所領葛かつら尾お城が落ち、義清いずれかへ落ちる。

八月、甲州勢、川中島を経て、高たか梨なし平だいらに向かうとの知らせ。景虎、柿崎を主将とし、川中島に出動。晴信は夜襲をかける。景虎、晴信の武略に舌をまく。

九月初め景虎、京に上る。堺さかいでの鉄砲の注文と、朝廷と将軍に拝はい謁えつ、守しゆ護ご代だいのお礼と家か督とくの相続の了解を得ることが目的。途中、魚うお津ずの港で、城主鈴木大和やまとの守かみの思いものになっていた藤紫の弾く琴の音を聞く。

幕府に出頭、十三代将軍足利義よし輝てるに会い、翌日、御ご奈な良ら天皇に拝謁。

大徳寺に参弾、前住職の宗そう九くに会う。

堺に滞在、鉄砲工場を見学、百挺ちようを注文。




天文二十三年（一五五四）

春日山に帰着、すぐに甲府に使者を出す。信州の諸豪族の旧領返還を要求。同時に北陸路の一向宗徒懐柔工作にかかる。

春、景虎の姉から使者。乃な美みも定さだ行ゆきの使いとして来る。甲か斐いの武田が当地の地じ侍ざむらいに対し手入れしているとの伝言。特に北条丹たん後ごの守かみ殿がいぶかしいと伝える。景虎の耳に「乃美は近々嫁に参ります」と告げる。

景虎、北条の本家にあたる毛利景かげ元もとを呼んで風説のことを尋ね、事実を分かる。

九月、北条高たか広ひろ、兵を挙げる。毛利景元、背後から襲いかかり、高広は居城に逃げ籠り、降伏。





　　甲、駿、相の三国同盟が成立。

　　十一月、北条氏うじ康やす、下総しもうさ古こ河が城を陥し、足利晴はる氏うじ、藤ふじ氏うじをとらえて相模さがみ波は多た野のに幽閉し、晴氏の子義よし氏うじを古こ河が公く方ぼうとす。






弘治元年（一五五五）

景虎、信州に出陣、旭あさひ山やまに要害を築き、信州の諸方に兵を出すが、晴信腰をあげず。諏す訪わ御ご前ぜん重病のためと分る。

五月、晴信、五千の兵を率い出発。信州の上田を通過する頃、一万三千の大軍となる。川中島を渡り、大塚に布陣、両軍、顔を合わす。対立は十月まで続くが、勝敗決せず。十月半ば、諏訪御前の容態が悪化。晴信、今川義よし元もとに使いを出し、和平のための仲裁を頼む。





　　七月、朝倉教のり景かげ、加賀一向一揆を攻める。






閏うるう十月の半ば、契約書に調印、両軍撤退。

十一月六日、諏訪御前死去。




弘治二年（一五五六）

景虎、越後内での諸豪族の紛争に嫌気がさし、重臣に隠居を告げ毘び沙しや門もん堂どうに入る。この時二十七歳。景虎、高野山に行くため、春日山から二十七キロ離れた関せき山やまに着く。政まさ景かげより、武田から当国の侍に手入れしていることを告げられ、色をなし、隠いん遁とんをわび、春日山に帰る。越後中の豪族ら春日山に集まる。

晴信、善光寺の北方の山岳地帯の小豪族らの切りくずしにかかる。





　　朝倉教景、加賀一向一揆と和わ睦ぼくする。






弘治三年（一五五七）

晴信、六千の兵を繰り出し、葛かつら山やま城攻略、落城させる。

八月下旬、晴信一万五千の兵を率いて、川中島に出、景虎は横山城に本陣を据える。

八月二十六日、敵は全軍川を渡り、戸と神がみ山に向かいつつあるとの報に政景踊り出、接戦が続くが、柿崎隊、甲州勢を圧進。この機に景虎は退陣を決定、六分の勝ちとみる。





　　毛利元もと就なり、三子に教訓状。






永禄元年（一五五八）

超ちよう賢けんから、越後への移住を告げられ、景虎、春日山の東方の佐さ内ない村に地域と境内を定め、五か村に本堂建立を命じる。

閏うるう六月末、晴信が信州攻略に乗り出すとの報あり、景虎善光寺、小ちいさ県がた郡に向かう。

その頃、足利義よし輝てるから急便、三好長ちよう慶けいが逆心を含み、襲撃したので上じよう洛らくを乞うとの口上。

七月十三日、本ほん誓せい寺じ竣工、落らく慶けい供く養よう。十四日、景虎、横山城に入り、晴信と和を講ずる使者を出す。二十日目、晴信の返信に景虎激怒。全軍に戦いの再開を指令、川中島に集結を命じたが、膠こう着ちやく戦せんとなり冬になる。

将軍よりふたたび使者、三好との和談が進みつつあり、晴信と和わ睦ぼくしてほしいとの文面。

晴信、越後の使者に、景虎の上洛のこと感心した、依頼のこと承知との返事。

晴信、将軍への働きかけが功を奏し、信しな濃のの守かみ兼信濃守護に任ずるとの位い記きを受ける。





　　九月、木下藤吉朗、織田信長に仕える。






永禄二年（一五五九）

将軍の密使より、近々の上洛を求める口上。景虎、国内に上洛の計画を発表。

二月、織田信長、入京。





　　二月、織田信長、上洛して足利義よし輝てるに謁えつする。






四月三日、景虎、春日山を出発、京に向かう。









天てんと地ちと（四）








海かい音おん寺じ潮ちよう五ご郎ろう
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